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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第６６．６話　THE OUTER MISSION［Side B］










　♯５　EL. DORADO




　結ゆう城きひとみは暗くら闇やみの中で目を覚ました。


　目ま蓋ぶたは開いているはずだが辺りは真っ暗で何も見みえない。しばらく待っても闇に目が慣れて見えてくることもなく、ひとみは自分の目が見えなくなったのかと不安になった。もし視力に問題がないとすれば、周囲はどうやら真の闇らしい。


　床ゆかは薄うすい絨じゆう毯たん敷じきで、座り込んだまま手を伸のばすと馴な染じみのある感かん触しよくがあった。ハードカバーの本である。地じ震しんでも起きた後なのか、辺りには本が散乱していた。四よつん這ばいで移動すると大きな木製の書しよ棚だなに突つき当あたった。床の感触といい書棚といい古い本の匂においといい、ここは図書館らしい。


「……あの～、誰だれかいませんか～？」


　ひとみの呼び声はひどく寂さびしく響ひびいた。応こたえる声はない。


　自分がここで寝ねている理由を考えたが、意識を失う前に何をしていたのかまるで思い出せない。それどころかここ数日の記き憶おくさえ判然としなかった。身体からだのあちこちを触さわってみたがとくに怪け我がはなく、制服も乱れていない。長く眠ねむりすぎた後のように頭がぼんやりしているだけだ。


（とりあえず図書館の外へ出てみよう）


　ひとみは書棚につかまりながら出口に向かった。床には本が山とぶちまけられていたが、踏ふんづけて進むのは気が引けるので、足に当たるたびに拾って書棚に置くか、脇わきに退どけて積んでいく。十分近くかかって出口にたどり着き、鍵かぎを外して引き戸に手をかけた。


「んっ……重い……？」


　取っ手に両手をかけ、全体重をかけて引っ張った。何かに引っかかっていたらしく、それが外れたとたんに引き戸は一気に開いた。


　ドガラザザ──ッ！


　出口から大量の瓦が礫れき混じりの土ど砂しやがなだれ込んでくる。ひとみは慌あわてて戸を閉めようとしたがもはや手て遅おくれだった。出入り口付近は膝ひざの辺りまで土砂が入り込んだ。


　戸を開けたことで微かすかながら外の光が差し込んできた。意を決したひとみは土砂を踏み越こえて外へ出た。土砂は山を成していて、ひとみは両手も使って斜しや面めんを上っていく。何が起きたのかは分からないが、図書館が真っ暗だったのは土石流か何かで埋うまっていたかららしい。あの引き戸を開けていなければ土砂が堆たい積せきし、やがて完全に生き埋めになっていたかもしれない──そう考えると背筋に寒気が走った。その一方で、図書館の本が土砂に埋まってしまうと思うと後うしろ髪がみを引かれる思いがしてならない。


　瓦礫と土砂の山を登りきると、宝石を散りばめたような星空が頭上に広がった。深い森の中のわずかに開けた場所らしく、周囲は黒々とした木々に囲まれている。


「ここは……どこなの？」


　夜空の星の輝かがやきはこぼれ落ちそうなほど鮮せん明めいで、空気の透とう明めい度は東京の比ではない。地上の灯あかりの照り返しも見られないところからして人ひと里ざと離はなれた山やま奥おくなのだろう。


　ひとみは途と方ほうに暮れて立ち尽つくした。制服のポケットを探さぐっても生徒手帳とハンカチの他ほかには小こ銭ぜに入れしかなく、深夜の山中で役に立ちそうなアイテムは一つもない。懐かい中ちゆう電灯どころかマッチ一本持っていないということは、星明かり以外に頼たよれる光はない。森の中はおそらく手元すら見えない真の闇に近いだろう。そんな中を地図もなしに歩くなど遭そう難なんするだけだ。


　立ちすくむひとみは黒い森の中でチカチカと瞬またたく光を見たような気がした。


（な……何？）


　暗闇の中に潜ひそむ何者かの気配──それは錯さつ覚かくではなかった。微かに草を踏む音。押し殺された息いき遣づかい。気付くとそれはひとつではなくなっていた。右から、左から、正面からも聞き取れる。得体の知れないそれらの気配の主は人間だろうか。それとも──


　ひとみは声を掛かけてみようとして思いとどまった。相手が日本人でなくとも人間ならまだいい。猫ねこの類なら有り難い。しかし山犬や熊くまだったら──ひとみは何か身を守る武器になる物はないかと地面を探り、手て頃ごろな太さの硬かたい棒を見つけて握りしめた。


　ザ……ザ……


　土を踏む音に、ひとみは喉のどから心臓が飛び出しそうになった。その音が背後から、それもほんの数歩先から聞こえてきたからだ。


　生なま臭ぐさい獣けものの臭においが鼻をついた。


　もう、すぐ傍そばにいる。


　ひとみは思い切って振ふり向むいた。


　闇に半ば同化したような黒い獣が、そこにいた。


　細長い三角形の頭、その額にあたる位置に縦長の大きな紅あかい単眼がある。特大のヤマアラシのような姿で、手首から先だけは毛が無く、やけに人間じみた瘦やせこけた手指に見えるのが不気味だった。


　ザワッ。


　黒い獣の全身を覆おおう毛針が逆立った。


　ひとみはヒッと呻うめいて手に持った棒を投げつける。目を狙ねらって投げたつもりが、腕うでが上う手まく振れずに真下に叩たたき付けてしまい、石に当たって乾かわいた音を立てた。


　逃にげようとしたひとみは足がもつれて転てん倒とうした。


　恐きよう怖ふで足が竦すくんだ？──それもある。


　地面がよく見えないので躓つまずいた？──それもある。


　しかし、左足の膝から下が痺しびれて動かないのは打ち所が悪かったからではない。手で腿ももをまさぐると、長い毛針が突き立っている。黒い獣が飛ばした毒針に違ちがいなかった。慌てて引ひき抜ぬいたが、針をつかんだ左手まで痺れてくる。ひとみは針を投げ捨て、地面を這はって逃げようとした。しかし──行く手を阻はばむ複数の獣の影かげに気付いて、それが叶かなわぬことを悟さとった。異形の獣たちが一いつ斉せいに毛針を逆立たせる。あんな毒針をあと何本も受ければそれこそ指一本動かせなくなるだろう。ひとみにできることは──叫さけぶことだけだった。


「きゃああああぁぁぁぁ────ッ!!」


　悲鳴に驚おどろいた獣たちはビクリと身体を震ふるわせた。毒針は下の方には飛ばせないらしく、伏ふせているひとみに向けては撃うってこないが、立ち上がれば即そく座ざに毒針の餌え食じきだ。


　轟ごう！


　不意に上から突とつ風ぷうが吹ふきつけてきた。気圧が上がり、鼓こ膜まくが圧あつ迫ぱくされる感覚がある。


　竜たつ巻まきは地上の物を空中に巻き上げるが、この風は逆に下向きの強い気流だった。ダウンバーストと呼ばれる現象だろうか。しかし夜空は晴れていて雲ひとつない。両耳を手で押さえながら空を見上げたひとみは、森の木々の上を飛翔する鳥を見た。大きく広げられた翼つばさが星明かりを受けて銀色に光っている。


　ズドォン！


　ひとみの目の前に、黒い柱のようなものが降ってきて地面に突き立った。それは長さ三メートルほど、太さはひと抱かかえほどもある円柱だった。ひとみの知識の中でその物体の形状を説明するのに最も適した単語は、この場にあまりにも不似合いだった。


「ロ……ロケット？　ミサイル!?」


　ロケットの側面の盛り上がった部分が外側にせり出し、着陸脚きやくのように伸びて先せん端たんを地面についた。エンジンにあたる下部の外装がパカッと開く。現れたのは二本の足を思わせる内部構造である。着陸脚で踏ん張ることで地面に突き刺ささった先端を抜くと、ロケットは天地逆の状態から半回転して地面に立った。


「えっ？……ええっ!?」


　円えん錐すい状の先端が二つに割れて開くと、中から西洋鎧よろいの兜かぶとに似た頭部が現れる。もはや疑いようもなかった。 ほんの数秒の間にロケットはもはや完全にその形を変え、人型のロボットに変身したのだ。


　カカカァン！


　乾いた音が響く。黒い獣たちの放った毒針がロボットの装そう甲こうに弾はじかれた音だ。


　ロボットは獣たちを無視してひとみに向き直った。黒いバイザー内に赤い光が点ともり、そこから放たれた細いレーザー光がひとみの身体の表面を撫なでるように走る。


『……！……！』


　ロボットが何かしゃべり始めたが、聞き覚えのない言語で意味が分からない。しかし突とつ然ぜんラジオのチューニングが合ったように、ひとみに理解できる言葉になった。


『──ソルバニウム粒子反応、アリ』


　ロボットが右みぎ腕うでを持ち上げ、五本の指を広げて突き出した。掌てのひらの中心に仄ほのかに赤く光る穴がある。


（銃じゆう口こう……!?　まさかこのロボットは──）


　バシュッ！


　圧縮された空気が抜けるような音とともに発射されたのは、ロボットの右腕だった。その腕はひとみの頭上を飛び越えて通過する。


『──ギャン！』


　ひとみの真後ろで獣の悲鳴が上がった。発射されたロボットの右腕はひとみに襲おそいかかってきた獣の喉のど笛ぶえをガッシとつかみ、手首に内蔵されたビーム砲ほうの一撃で粉ふん砕さいした。飛ばした腕は肘ひじから伸びたケーブルでつながっていて、巻き戻もどされて再び接続する。


　ひとみはこのロボットがとりあえずは自分の味方だと信じることにした。先に手首のビーム砲を撃たなかったのは威い力りよくが強すぎてひとみを巻き込む恐おそれがあったから──そう解かい釈しやくするのは早計だろうか。


　仲間を屠ほふられたヤマアラシたちはロボットを先に倒たおすべき敵だと認識し、連れん携けいして攻こう撃げきを仕し掛かけた。毒針を飛ばして牽けん制せいしつつ別の三匹びきが次々と襲いかかる。ロボットは両りよう腕うでを左右に飛ばして二匹を迎げい撃げきしたが、三匹目が喉を狙って飛びかかった。両腕を飛ばして無防備に思えたロボットは右足を撥はね上げる。


　ギィン！


　銀光が閃ひらめき、宙に弧こを描えがく。


　それは脛すねからジャックナイフのように飛び出した三日月型のカッターの一いつ閃せんだった。食らいつこうとしたヤマアラシの首が切断されて吹っ飛んでいく。


（あれ──!?）


　ひとみは今の一いち撃げきに違い和わ感かんを感じた。脛から出たカッターは隠かくし武器だが、右足を頭の上まで撥ね上げる動作は洗練されていて『技わざ』と呼ぶに相応ふさわしい。ロボットがそんな技を身につけるものだろうか？


　三匹減ってもヤマアラシはまだ十匹近く残っていて逃げる様子はない。森の中から次々と湧わいて出てきているのか。


　ロボットが現れてから止やんでいたダウンバーストが再び吹きつけてきた。渦うず巻まく風の中を金色の羽根が舞まい飛んだかと思うと、ヤマアラシの単眼に突つき刺さった。羽根手しゆ裏り剣けんがその場にいるすべてのヤマアラシの目を潰つぶすと風はピタリと止んだ。


（風使い……風使いがいる！）


　超ちよう能のう力りよくか魔ま法ほうか忍にん法ぽうかは分からないが、風を操あやつった者と羽根手裏剣を飛ばした者は同一人物に違いない。しかも正確に獣の目を狙うとは凄すごい腕だ。


　視力を奪うばわれたヤマアラシたちは戦意を喪そう失しつして我先にと逃げ出した。


『──今のうちよ！』


　少女の声がすぐ近くで聞こえたが、当人の姿は見えない。ロボットはひとみに歩み寄ると、脇わき腹ばらの辺りから左右二本ずつ計四本の銀色の蛇へびのような触しよく手しゆを伸のばした。先端に鍬くわ形がたのような爪つめが付いているところを見るとマジックハンドらしい。ロボットは触手をひとみの身体からだに巻き付けて持ち上げた。


　猛もう牛ぎゆうのような咆ほう哮こうが大気を震わせたのはその時だった。


『ＶＯＯＯＯＯＯｏｏｏｏｏ────ッ!!』


　メキメキと木の枝が軋きしみ折れる音とともに地じ響ひびきが近付いてくる。


『デカいのが来るよ！』


　また少女の声がする。間もなく森の木々を割って巨きよ大だいな影が現れた。それは頭に釘くぎ抜ぬきのような曲がった角つのを生やした、全身毛むくじゃらの巨きよ人じんである。頭部は獅し子しとも牛ともつかないが、赤く光る目に宿っているのは純じゆん粋すいな凶きよう暴ぼう性だけで知性のカケラも感じられない。魂たま消げるような恐ろしい咆哮を上げる口からは泡あわ立だった涎よだれを吐はき散ちらしている。身長は八メートルを超こえ、毛皮の下でうねる凄すさまじい筋肉の量からして体重は五トンを下るまい。何度もソドムを見てきたひとみは、すでにその程度の見立てができるようになっていた。


　巨獣人はひとみに向かってまっすぐ突とつ進しんしてきた。ロボットは動かず、声を発した。


『──来い。シルバリオン』


　直後、地上を目ま映ばゆい電光が走った。


　青白い電光の塊かたまりが巨獣人に真横から激げき突とつし、電でん撃げきを与あたえて突進を止めた。ひとみの目の前で停止すると、輝かがやきが薄うすれて本体の姿を露あらわにする。


　それは電光を纏まとった白銀の馬だった。ひとみの知る普ふ通つうの馬に比べて倍ほどの大きさがありながらプロポーションはスマートで優美そのもの。全身は水銀でコーティングしたように滑なめらかな金属の質感で、額からは一本の剣けんの形をした長い角が伸びている。すると馬ではなく一角獣ユニコーンの類なのだろうか。


　ロボットは触手でひとみを抱かかえたまま跳ちよう躍やくし、おそらくはシルバリオンという名の白銀の馬に跨またがった。ひとみはロボットの前に座る形になる。馬に鞍くらは付いていなかったが、尻しりの下が窪くぼんでちょうどいい具合に整形された。ロボットはひとみの両足に絡からませていた二本の触手を解ほどいて馬の後頭部辺りに接続した。どうやら手た綱づなの代わりらしい。


『ＶＯＯＯＷｏｏｏｏｏ～～～～～ッ!!』


　一度は電撃で怯ひるんだ巨獣人が怒いかり狂くるって躍おどりかかってくる。


　シルバリオンの角が電光を発した。乗っているひとみとロボットごと包み込むバリアーが発生し、巨獣人が突き出してきた手を灼やいた。ロボットが拍はく車しやを掛けると、馬の肩かたと腰こしの辺りにあるホイールが火花を上げて高速回転しはじめる。シルバリオンは角を前方に突き出し、バリアーで巨獣人の身体を灼き砕くだきながら突とつ貫かんした。倒した敵を確認することもせず捨て置き、そのまま道もない森の中を疾しつ駆くする。


　シルバリオンの走りはまるで雲の上を飛ぶが如ごとくだった。バリアーが風を遮しや断だんしているのか向かい風の風圧も感じない。森を抜け、クレバスのような大地の裂さけ目めを飛び越こえ、比ひ較かく的てきなだらかな平地を数キロ進み、やがてシルバリオンは石いし畳だたみで舗ほ装そうされた道に出た。道なりに進み、途と中ちゆうにある休きゆう憩けい所のような円形の広場に来たところで足を止める。広場はオレンジ色に光る八本の石の柱に囲まれていて、中心には火を焚たくための炉ろがある。


　ロボットはひとみを抱えて馬を降りた。触手の縛いましめを解かれたひとみはその場に座り込んだ。毒針を受けた左足はまだ痺れたままで立っていられない。


『──女。お前はソルバニア人か？』


　ロボットの質問に、ひとみは慌あわてて首を横に振ふった。その仕草が否定の意味で通用するとは限らないと思い至り、はっきりと言葉にする。


「いいえ。私はソルバニア人ではありません。私は地球人です」


『地球人だと？』


　ロボットの目にあたるバイザーが上にスライドし、頭部を構成しているマスクが左右に割れて開く。そこから現れたのは白磁のような透すき通とおる肌はだ色いろをした人の顔だった。一見して性別は見分けられないが、とにかく美人としか形容しようのない整った顔立ちの持ち主である。東洋系にも見えるが瞳ひとみの色は深い翠みどりだ。


「ロボットじゃないの!?　あなた、人間……？」


　ひとみはあらためて相手の姿を観察した。ボディは黒い装甲に覆おおわれているが、その姿は全身鎧を身に纏った西洋騎き士しのそれに限りなく近い。ロボットだと思い込んだのはいきなりロケット型で現れて変型したのと、両腕の肘から先を発射するところを見たからだ。脇腹の辺りから出る四本の触手が鎧の一部だとしても両腕は明らかに機械である。


「つまり義手ってことで──分かった！　あなた、サイボーグね？　そうでしょ!?」


「君の言う『サイボーグ』が肉体の一部の機能を機械に置おき換かえた人間を指す言葉であるのなら、その質問に対する回答は──肯こう定ていだ」


　言い回しは精確だが回りくどく、少々人間味に欠ける。サイボーグといってもどの程度まで機械化しているのだろうか。首から上以外全部機械だとしたらほとんどロボットではないのか。疑問は尽つきないが、モンスターの群れにサイボーグ騎士と白銀の馬──それだけを見ても、ここがひとみが暮らしていた地球ではないどこか別の世界であろうことは理解できる。


「ええと……ここの人はみんな、あなたみたいなサイボーグなんですか？」


「同等の対魔ま戦せん装備を有するサイボーグ体は他ほかにはいない」


「あなただけが特別？」


「肯定だ」


　回答が明確なのは有り難いが、ひとみはかえって考え込まざるを得なくなった。サイボーグ騎士がこの世界でも稀まれな存在だとすると、ここはやはり地球なのだろうか。


「じゃあ、あの……ソルバニア人って──」


　不意に巻き起こった旋せん風ぷうがひとみの髪かみをなぶる。


「この周りに魔ま獣じゆうの姿はないわ。朝まで安全とは思えないけど」


　頭上から聞こえてきた少女の声にひとみは振り向き──絶句した。


　一人の少女が空中から舞い降りてくる。背中から生はやした白金色の翼つばさに風を抱いだき、落下速度を殺しながら柱の上に着地する。


　有ゆう翼よく人の少女は一見して十四、五歳くらいで、細身の肢し体たいに軽くて柔やわらかそうな革かわの鎧を装備している。小作りの顔に大きな翠の瞳。細長く伸びた耳は羽毛に覆われていて風切り羽根のようにも見える。三つ編みのお下げにした髪は羽毛と同じプラチナブロンド。広げると四メートル近くにもなる大きな翼は着地するとみるみる縮んでいき、背中側に隠れて見えなくなった。


（フェアリー!?　それともエルフ!?）


　妖よう精せいにしてはサイズが大きいし、エルフに翼が生えているという話も聞かない。セイレーンやハーピーだと身体の半分が鳥なのでまるで別物だ。最もイメージが近いのは天使だが、神々しさよりは戦士としての雰ふん囲い気きが強い。正体が何であれ、ひとみはここが地球ではないと確信し、興奮して思わず声を上げた。


「ここは異世界ね？　異世界ファンタジーの世界なのね!?」


　有翼人の少女は眉まゆをひそめてひとみを見下ろした。長い耳をヒクヒクさせ、


「何？　こいつ……しゃべってる声と聞こえてくる言葉が違ちがうんだけど」


「魔法による効果だ」


　サイボーグ騎士のコメントで、ひとみは言葉が通じる理由を悟さとった。レイハの〈ホンヤクデンガク〉を食べた時と同じようにリアルタイムで吹ふき替かえ翻ほん訳やくされているのだ。


「やっぱりイクサー教団の一味？」


「その質問はまだしていない」


「ふうん？」


　少女は柱の上から飛び降りると、ひとみの制服姿を不ぶ躾しつけに観察し、顔を覗のぞき込んだ。両手の食指と親指で輪を作り自分の顔に当てる。太いセルフレームの眼鏡めがねを真ま似ねているらしい。


「変な服に変な眼鏡──確かに予言通りね」


「予言……というのは？」


「あんたが現れることはあらかじめ予言されてたのよ。あたしたちはあんたの身み柄がらを確保するようにルーイに頼たのまれて来たってわけ」


「ルーイって、どなたですか？」


「予言した奴やつに決まってるじゃない。あんたの知り合いじゃないの？」


　どうやらそのルーイとは占せん星せい術じゆつ師しか何からしい。自分がここに来ることが予言されていたと知ってひとみは胸を躍らせた。


（これは……平へい凡ぼんな女子高生がある日突とつ然ぜん異世界に飛ばされるっていうファンタジーの黄金パターンだわ！　ちゃんと予言されてるし！）


　何者かに召しよう喚かんされたのか偶ぐう発はつ的な事故で飛ばされたのかはともかく、ファンタジーによくある展開として主人公はその異世界において待ち望まれた伝説の救世主だったり英えい雄ゆうだったり、とにかく何らかの重要な役割を担になうことになるのがお約束である。しかしサイボーグ騎士が存在している世界でただの図書委員に活かつ躍やくの余地はあるのだろうか。


「そのルーイさんは私が何者か言ってませんでしたか？」


「さあ……聞いてる？」


　少女はサイボーグ騎士に話を振る。


「依い頼らい内容は君を保護することと、ある地点まで護送することだけだ。君の素す性じようについての情報は得ていない」


「つまり、あんたの口から聞かせてもらうしかないわけ。ほら、いつまでも腰こし抜ぬかしてないで座んなよ」


　少女がひとみの腕うでを取って立たせようとする。毒を受けたことを思い出して左足を見たひとみは悲鳴を上げた。左の腿ももから下が青黒く変色している。


「うわわわっ！　あ、足が！」


「何？　ああ……トゲゾーの毒くらいで大おお騒さわぎすんじゃないわよ」


　少女は金色の羽根を取り出し、腿の傷口を探して突つき刺さした。羽根がみるみる黒く染まっていき、代わりに足に健康な肌色が戻もどってくる。羽根がすっかり黒くなる頃ころには足の感覚が回復し、正座した後のようなピリピリした痒かゆみだけが残った。少女は毒を吸って汚よごれた羽根を抜ぬき取り、風に飛ばす。


「風を──操ってるんですか？」


「〈風魔〉が風を操らないでどうすんのよ」


「ここの人はみんな背中に羽根が生えてて飛べるんですか？」


「はあ？　んなわけないじゃん。あたしら〈風魔〉の一族だけよ。そんなことも知らないなんて、あんたマジで他よ所そから来たのね」


　どうやら有翼人の一族の名を知らないのはここではモグリらしい。


「すいません……当たり前すぎる質問だと思うんですけど、ここは何ど処こなんですか？」


「街道の龍りゆう脈みやく結けつ界かいよ」


「そうじゃなくて、この国の名前というか──」


「そんなことも知らないで来たの!?　この〈魔ま界かい島〉に？」


「ま……〈魔界島〉!?」


　あまりにストレートすぎるネーミングにひとみは怖おぞ気け立った。みずから魔界に住んでいるという自覚がなければ、自分の島をこんな恐おそろしい名で呼んだりしないだろう。『指輪物語』のエルフのように人類は衰すい退たいし、魔ま法ほうや超ちよう能のう力りよくを持った亜あ人類が世界を支配しているのだろうか。意い気き消しよう沈ちんするひとみを見て、少女は小こ馬ば鹿かにしたように肩をすくめた。


「この女、放っといたら朝まで生き延びられそうにないわね」


「だからこそルーイは我々に保護を依頼した。理に適かなっている」


「でもわざわざあたしたちに頼むってことは重要人物ってことよね？　その辺の話を聞こうじゃない。夜は長いんだし」


　炉に火が焚かれ、それを囲む石段に座るよう促うながされる。常識的に考えてまずはお礼と自己紹しよう介かいだろうとひとみは判断し、ひとみは二人に向かって深々と頭を下げた。


「危ないところを助けていただき、ありがとうございました。私はヒトミといいます。お二人のお名前を聞かせていただいてよろしいですか？」


「そう改まらなくたっていいわよ。あたしはカルナ。こっちは……」


「パイカル」


　サイボーグ騎士が極きわめて簡潔に名乗った。


「ええと……酔よっぱらってしまいそうな名前ですね」


「…………」


　当然の如く無反応である。ひとみは冗じよう談だんを言おうとして完全にスベッたことを自覚して居たたまれない気分になった。


「その、つまり……お隣となりの国に同じ名前の強いお酒があるんです」


「理解した」


「今度はこっちが訊きく番よ。ヒトミ、あんたって……ギャッ!?」


　カルナが奇き声せいを発して跳とび上がった。背後から忍しのび寄よったシルバリオンが角の先で尻しりを突いたのだ。


「痛いじゃない！　何すんのよ!?」


　カルナの抗こう議ぎにシルバリオンはブルルッと鼻を鳴らし、ひとみの方に角を向ける。どうやら自分も紹介しろと言っているらしい。


「シルバリオン〈風雲神騎〉フォーム──解除」


　パイカルがその言葉を口にするなり、シルバリオンの全身が溶とけ始めた。馬としての輪りん郭かくが崩くずれていったん水銀の塊かたまりとなり、さらに別の形に変わっていく。数秒後、そこには液体金属製の人間が立っていた。完全に人の姿への変身を終えると、表面が銀色から自然な皮ひ膚ふや髪や服の色に切り替わる。そこに現れたのは愛あい敬きようのある人ひと懐なつこそうな顔つきの青年だった。ゆったりめの布の服を着ているが、これも液体金属であり身体からだの一部である。


　人間に変身したシルバリオンは、揉もみ手でをしながら満面の笑みで挨あい拶さつした。


「はい！　というわけで僕なんですけども、まーいろいろと頑がん張ばっていかなアカンなーっちゅうてね～」


「さっさと自己紹介しなさいよ！」


「おや、カルナさん。何を怒おこってはりますのん？」


「あんたに尻を突っつかれたからよ！」


　ひとみは口を半開きにしたままシルバリオンを指さし、パイカルを見た。パイカルは微び妙みようにうんざりした顔で、


「支し援えんユニットのシルバリオンだ。用よう途とに応じて幻げん獣じゆう形態をとる」


「この人もサイボーグ？」


「生体部品は使用していない。簡単に言えばロボットだ」


「ロボットじゃないよ。アンドロイドだよ」


　シルバリオンは自分で訂てい正せいしたが、どちらにしてもファンタジーではなく完全にＳＦ寄りの存在である。


「それに正式名めい称しようはレオン・ナタク・インレン……ジュゲム・ジュゲム……ナンチャラカンチャラ……シルバリオンだよ」


「途と中ちゆうにすごく曖あい昧まいな部分があったような」


「他人から呼ばれた名を並べただけで正式名称ではない。呼び方はナタクでいい」


「こいつは他人のモノマネしてるだけなんだから、真に受けちゃダメよ！」


　仲間をここまで悪あし様ざまに言うからには普ふ段だんから手を焼いているらしい。


「ロボット三原則は……？」


「組み込まれている」


「あるんですか!?」


　ひとみはロボット（工学）三原則がナタクに組み込まれていること以上に、パイカルに三原則の概がい念ねんが説明なしで通じたことに驚おどろいた。しかしパイカル自身はそのことに無む頓とん着ちやくな様子で、


「人格模も倣ほうプログラムに重大なエラーがあるが、修正すると大部分の機能に支障が出るため現状のまま運用している。単体での自律的戦せん闘とう行動には制限がかかっているので安全性は保証する」


 つまり挙動不ふ審しんだが人に危害は加えないので安全だと言いたいらしい。ノリの軽いアンドロイドというのもある意味王道パターンと言えなくもないが、実際に目の当たりにすると不安な気持ちになる。


「もー、お尻痛～い！　血が出てないか見てくんない？」


　カルナがスカートを捲まくってパイカルの目の前にお尻を突き出した。パイカルはとくに照れるような様子も見せず、真ま面じ目めくさった顔で観察する。


「とくに出血は見られないが」


「ホントに？　この辺だからよく見てよ」


「多少赤味を帯びているが問題はない」


　パイカルはお尻に軽くキスをしてからやんわりとカルナを押しやった。カルナが笑っているところを見ると仲の良い兄きよう妹だいのように戯じやれただけらしい。


　ひとまず炉ろを囲んで腰こしを落ち着ける。火を焚たいてはいるが吹ふきさらしのうえ気温は低く、制服も冬服とはいえそう暖かくはないため、石の上に腰こし掛かけていると急に身体が冷えて震ふるえがきた。


「……くちゅん！」


「え？　何て言ったの？」


「あ、ただのクシャミですからお気き遣づかいなく」


　ひとみは洟はなをすすりながら答える。


「──カルナ」


　パイカルが名前を呼んだだけで意図が伝わったらしく、カルナはしょうがないなという顔でひとみの傍かたわらに寄り添そい、片方の翼つばさを開いてひとみの身体を包み込んだ。とたんに温室に入ったかのように暖かくなり、身体が弛し緩かんする。


「ふわわわ～、あったか～い！　しかもすっごくファンタジ～～!!」


「何なの？　その『ふぁんたじー』ってのは」


　どうやら感かん歎たんの言葉は翻ほん訳やくされないらしい。ひとみは構わず金色の羽毛布団の暖かさと美しさにうっとり夢ゆめ心ごこ地ちになった。


「ホントに綺き麗れいねえ……ところでこの羽根の出し入れって、どうなってるの？」


　カルナの背中を確認すると、革の服の背中は大きく開いていて、畳たたんでいる方の翼はキューピッドのそれのように可愛かわいらしいサイズに縮んでいるのが分かる。開いた翼との違ちがいからしても部分的な変身能力なのだろう。


「ではヒトミ。君の遺伝子を解かい析せきさせてもらいたい」


　パイカルの唐とう突とつな申し出にひとみは面食らった。


「ど……どうやって!?」


「血液か体組織の一部を提供してもらえればいい。髪かみの毛け一本で事足りる」


「ちょーだい」


　ナタクがお菓か子しをねだる子供のようにストレートに手を差し出してくる。ひとみが髪を指で梳すいて抜けた毛を渡わたすと、ナタクはそれを口に入れて咀そ嚼しやくし、飲み込んだ。そしてやにわに直立すると、奇き妙みようなダンスを踊おどり始める。


「ＯＫ！　レッダン！　ア～ナラ～イズ、アナライズ～!!」


　首や手足をありえない方向に折り曲げ高速回転させながらのロボットダンスに、ひとみは恐れをなして身を引いた。


「これは何が起きているんですか？」


「〈分ぶん析せきの舞まい〉だ」


「必要があるんですか、これ!?」


「ないはずだが……今まで踊らなかったケースはない」


　チ──ン！


　えらく安っぽい音がしてダンスが止まった。


「解かい析せき完かん了りよう──情報照合中………照合終しゆう了りよう」


　再び直立姿勢に戻もどったナタクの身体から自然な色や質感が消え、銀色一色に変わる。表面のディテールが失われてのっぺらぼうになったかと思うと、すぐに別の姿に変身を遂とげた。ストレートロングの髪に白いヘアバンド、セルフレームの眼鏡めがね、赤いセーラー服──まるで鏡に映したように自分と瓜うり二ふたつの姿にひとみは肝きもを潰つぶした。


「あ……あたしと同じ顔に!?」


「あ……あたしと同じ顔に!?」


　ナタクはひとみと同じ表情、同じポーズで驚き、同じ台詞せりふをコンマ数秒遅おくれてリピートした。


「ままま、真ま似ねしないでください！」


「ままま、真似しないでください！」


　今度のリピートはほぼ同時で、語ご尾びの辺りはハモっていた。記録と再生を同時にやっているのか、それともひとみの口調を覚えたのか。どちらにせよ恐おそるべき性能である。


「いったい何が狙ねらいなんですか!?」


「さあ、何でしょう？」


　ナタクはいきなりひとみの肩かたをつかむと、グルグルと回り始めた。十回以上回ってからピタリと止まり、横並びになってカルナとパイカルに質問する。


「さーて、本物はどっち!?」


「目え回してフラフラになってる方に決まってんでしょ！」


　カルナがナタクの顔面に跳び蹴げりを見み舞まう。偽にせ者ものとはいえ自分と同じ顔に踵かかとが突つき刺ささるのを見て、ひとみは複雑な心境になった。カルナの蹴りを受けたナタクの顔は足の形に凹へこみ、ピカソの『泣く女』を思わせるパーツ配置になった。


「照合結果は？」


「……何が？」


「ヒトミのＤＮＡだ」


「あーはいはい」


　ナタクは両手で粘ねん土どでもこねるようにして自分の顔を整形してから答える。


「東ユーラシア系タイプＪＡ０３０９８ＨＡ」


「ソルバニウム侵しん蝕しよく率は？」


「測定不能レベル。極めて微び少しよう」


「クルードでもないとすると……つまり原種か」


　パイカルはどこか物もの憂うげな眼まな差ざしをひとみに向ける。ひとみと同様に二人の会話の内容を理解していないらしいカルナが訊たずねた。


「それで、ヒトミはソルバニア人なの？」


「同族と言えなくもないが厳密には異なる。ソルバニア人の祖先にあたる人間だ」


『祖先!?』


　今度はひとみとカルナの声が重なった。


「祖先って……昔の人ってことでしょ？　見たところお婆ばあさんには見えないけど」


「ヒトミは時間を超こえて来た。ソルバニア人も長い時間を超えて来ているが、さらに世代を遡さかのぼるということだ」


「うーん……言ってる意味がサッパリ分かんない」


　カルナはもうお手上げらしく肩をすくめて苦く笑しようする。


「私は図書館ごとこちらの世界に飛ばされてきたんです。さっき出会った場所の地下に図書館がありますから、調べてもらえれば私がどこから来たかも……」


　ひとみの提案にも、パイカルはあまり乗り気でなさそうに目を細める。


「図書館を調査している時間的余よ裕ゆうはない。君は一刻も早くここから立ち去るべきだ」


「どうしてですか？」


「この惑わく星せい上の環かん境きようでは君は長くは生きられない」


「それは……自分の身を守ることもままならないのは確かですけど」


「そうではない。生命体として生存が困難だという意味だ。まず直射日光を浴びれば数分で死に至る」


「────!!」


「日光を避さけて地下に隠かくれたとしても、君の消化器官ではこの惑星の動植物を構成しているアミノ酸を分解できない。食物として摂せつ取しゆすることができないばかりか、猛もう毒どくとなるものも多い」


「要は闇やみの魔ま獣じゆうと同じ体質ってことね」


　愕がく然ぜんとしているひとみにカルナが追い打ちをかけるように言う。


「お天道様に焼き殺されるか、飢うえ死じにするか……さもなければ人を喰くらうか」


「人を食べたりなんてしません！」


　ひとみは半泣きで抗こう議ぎした。異世界というからには外国並に暮らしにくいだろうとは思っていたが、日光浴で即そく死亡するレベルとはあんまりだった。カルチャーギャップどころではない。


「君がここに来たのは魔ま法ほうの力によるものだ。ただし君自身は魔法使いではない。翻訳程度ならば役立つようだが、太陽光線を遮しや断だんしたりアミノ酸を鏡像変へん換かんできるとは思えない」


　パイカルの言う『ここを立ち去れ』の『ここ』とは魔ま界かい島のことではなく、『この星から出て行け』という意味だった。


「ここがどこかもよく知らないし、どうやって来たのかも分からないのに──どうやって帰ればいいんですか!?」


「君がここに来た理由を説明できそうな人物が一人いる。おそらく帰る方法も知っているはずだが……」


「──来たわ」


　カルナがピクリと耳を震わせて立ち上がる。遠くの音を聞いているらしい。


「この足音は……〈牙きば〉ね」


「牙？」


「奴やつか……!?　いかん！　奴を近付けるな」


「遅おそいわ。もうここへ来る」


　ひとみはカルナの視線の先を見やった。石いし畳だたみの道の先から、目ま映ばゆい火花を上げながら何かが近付いてくる。凄すさまじい熱量を持った何かが──燃える流星が地を駆かけるが如ごとく。


　ドドドドドドドトドドド──！


　紅ぐ蓮れんの火の粉こを纏まとった何かが目の前を素通りし、走り去っていく。


「今のは……何だったんですか？」


　ひとみは地じ獄ごくの獄ごく卒そつが牽ひく火の車を連想して青ざめた。通り過ぎる時に顔を庇かばった腕うでがヒリヒリする。袖そでを捲まくってみると日焼けしすぎたように真っ赤になっている。


「あ、熱い……!?」


「ナタク、ヒトミを〈牙〉から保護しろ」


「アイ、アイ」


　ナタクがひとみを道から遠ざけ、背後に庇うようにして前に立った。ほどなくして燃える謎なぞの疾しつ走そう物体がＵターンして戻ってくる。十メートルほど手前で急停止すると、炎ほのおの勢いが弱まり、ようやくひとみの目にもその正体が確認できるようになった。


　それは筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした大男だった。マグマを内包したような赤しやく銅どう色いろの肌はだの下に、鋼線をよじり合わせたような太い筋肉の束がはち切れんばかりに脈打っている。狼おおかみを思わせる野性味たっぷりの面つら構がまえ。文字通り火を噴ふきそうな鋭するどい双そう眸ぼう。太い笑みを浮うかべると唇くちびるの端はしから牙の如く発達した犬歯が覗のぞく。笑顔とはもともと威い嚇かくの表情なのだとよく分かる。


（なるほど……この人が〈牙〉──）


　パイカルたちがそれぞれ何かしらの変身能力を持っていることを思えば、この〈牙〉と呼ばれる男はきっと狼人間ワーウルフに違いないとひとみは心の中で決めつけた。


〈牙〉は家財道具一式であろう大荷物を背負っていた。異世界ファンタジーといえば主人公が仲間とパーティを組んで冒ぼう険けんの旅をするのが定番だが、映像ではかなり軽装に描えがかれることが多い。しかし実際に長旅に出るなら食料やテント等の必要な装備だけでも大荷物になるはずで、そう考えればこの量は当然と言えるが、一人の人間が徒歩で担ぐ荷としては限界をはるかに超えていた。馬が二頭いても足りないほどで、普ふ通つうに運ぶだけで荷馬車が必要だろう。


　ドシン！


〈牙〉が大荷物を地面に置いた。


「うわっ！」


　可愛らしい声がして、小山のような荷物の上に人ひと影かげが動いた。


「もう……追いついたんですか？」


　寝ね起おきの声とともに顔を出したのは、青味がかった髪かみの少年だった。背は低くカルナより年上には見えない。深い海のようなコバルトブルーの瞳ひとみが印象的な、〈牙〉とは対照的な華きや奢しやな美少年である。少年はパイカル一行と〈牙〉の間にある不ふ穏おんな空気を敏びん感かんに察したらしく、荷物に身体からだを固定していたベルトを外すと、仲を取り持とうと愛くるしい笑みを浮かべて前に出た。革かわと布製の服の上にケープのような丈たけの短いマントを羽織っている。いかにも肉体派の戦士である〈牙〉と違ちがって頭脳労働担当に見えるが、魔法使いの杖つえは持っていない。


「しばらくぶりですね。カルナさんもお元気そうで何よりです」


「そっちは相も変わらず暑苦しいわね」


「おかげで冬でもポカポカですよ。まあ羽毛のある人には無用でしょうけど」


　この二人組とカルナは知り合いらしい。暖だん房ぼう器具扱あつかいされている〈牙〉はパイカルから視線を逸そらさず、見るからに警けい戒かいしている。


「──おい、機械野や郎ろう。今度は何をやらかそうってんだ？」


　和なごやかに接しようとする少年を無視して〈牙〉が挑ちよう発はつ的な口を利きいた。


「お前に説明する必要はない」


　パイカルは取り付く島もなく撥はねつけた。口調は冷静だが言っている内容は売り言葉に買い言葉以外の何物でもない。当然カチンときたらしく〈牙〉の身に纏った熱気が膨ふくらんだ。


「ハイそーですかと納得して俺が帰るとでも？」


「お前は魔獣を狩かる仕事に戻もどれ。それが〈龍りゆうの因子〉を持つ者の使命だ」


「だからって、てめえに指図される謂いわれはねえんだよ」


「謂われならある。お前の能力は〈風ふう魔ま〉と同じく魔ま物ものから人間を守護するために与あたえられたものだ。この機械の腕と同じにな。それぞれに与えられた力を以もつて与えられた使命を果たす──それだけのことだ。何の問題もない」


「問題ならあるぜ。てめーのそのスカした面が気に食わねえ」


　そう言って、左の二にの腕うでを叩たたく。


「斬きり落とされた左腕のお返しがまだだからな」


「簡単にくっついたんだからいいじゃないですか。あの時の勝負だって問答無用で突っかかった〈牙〉の方が悪かったんだし」


　相棒の少年に横よこ槍やりを入れられ、〈牙〉は眉まゆを吊つり上げた。


「くっつかねえよりはくっついた方がいいに決まってる。だがな、くっつきゃいいってもんじゃねえんだよ！」


「結局どっちなんですか？」


「そりゃあお前…………くっついて……よかったってことだろ」


「ですよねえ」


　少年の巧こう言げんで歯車を狂くるわされた〈牙〉は毒気を抜ぬかれた顔になった。ポケットに入れたはずの鍵かぎを探すような仕草をした後、迷めい宮きゆうに迷い込んだ感情を取り戻したらしく再び怒いかり出す。


「とにかく！　てめーは一発ブン殴なぐっとかねえと腹の虫が治まらねえ」


「〈牙〉に殴られたら一発で御お陀だ仏ぶつじゃないですか」


「半分機械なんだから死にゃあしねえよ」


「その通りだが断る」


　パイカルは右手を持ち上げて〈牙〉の足元を指さした。


「そこから一歩でも近付くことを許可しない」


「指図は受けねえと言ったはずだぜ。それに、近付かねえと殴れねえだろ」


〈牙〉は警告を無視して足を踏ふみ出した。危険を察した少年は慌あわてて〈牙〉の傍そばから離はなれる。その直後──


　カッ！


　パイカルの右みぎ腕うでに内蔵されたビーム砲ほうが発射された。


　光の粒りゆう子しの奔ほん流りゆうが〈牙〉の巨きよ体たいを押し返し、放ほう水すい銃じゆうで大玉を転がすように彼方かなたへ吹ふっ飛とばしていく。地面には赤く焼けた溝みぞが抉えぐられた。


「あ……あの……そこまでしなくても……」


　よもやパイカルが人に向けてビームを撃うつとは思っていなかったひとみは、突とつ然ぜんの凶きよう行こうに頭の中が真っ白になった。しかしパイカルは射しや撃げき体勢のまま警戒を解かず、〈牙〉の相棒の少年にも抗議する様子がない。奇き妙みように思っていると、地じ響ひびきのような足音とともに〈牙〉が駆け戻ってきた。ビームの直ちよく撃げきを受けて焦こげた身体から白い煙けむりを上げているが、極きわめて元気そうだ。


「てめえ！　いきなり撃つとは何様のつもりだ！　殺す気か!?」


　喚わめきながら突とつ進しんし、パイカルが先ほど指定した不ふ可か侵しんラインを跨またぐ。


　ブオン！


　気圧が急激に変化し、巻き起こった竜たつ巻まきが〈牙〉の身体を高々と宙に吸い上げた。


「うおおおおぉぉぉぉ～～～……」


〈牙〉の身体が点になって星空に紛まぎれ、悲鳴が遠ざかっていく。カルナが風使いの能力を使ったことは理解できるが、いったいどういうつもりなのか。


「これはけっこう遠くまで飛んでいきましたねえ」


　少年が〈牙〉の消えた方角を見やりながら呑のん気きに言う。ひとみは誰だれ一人ひとり〈牙〉の身を案じていないのを知って呆あきれた。


「……だ、大だい丈じよう夫ぶなの!?」


「〈龍りゆう炎えん使い〉はあの程度では死なん。着地に失敗してしばらく行動不能になってくれれば有り難いところだが期待はできない。五分足らずで戻ってくるだろう」


「じゃあその間に事情を伺うかがいましょうか」


　少年の方は警戒されていないらしく、近寄ってもカルナに吹き飛ばされることはなかった。それにしたところで恐おそれ気げもなく接するところを見ると、この少年もただ神経が太いだけではあるまい。どんな超ちよう能のう力りよくの持ち主なのかと訝いぶかしんでいると目が合った。女の子と見み紛まがうばかりのパッチリした澄すんだ瞳。しかしひとみはその無む垢くな笑顔の裏に一ひと筋すじ縄なわではいかない手て強ごわさを感じて身構えた──と同時に、よく知っている誰だれかを思い出しかけた。


「あなた……かみ……かみ……」


「カミーユ・デュランです。はじめまして──ですよね？」


「え、ええ……私はひとみといいます」


「ヒトミお姉さんはどちらからおいでに？」


「地球です」


「ははあ、なるほど」


　デュランは何を納得したのか大きく頷うなずくと、パイカルに向き直り、


「ルーイさんは何て？」


「来訪者を保護して護送すること。行き先はあの男が知っている」


「それはまた……揉もめそうですね」


　ズズズズズズズズ………


　再び地鳴りが響ひびいてきた。また〈牙きば〉の足音かと思ったが今度は一層激しく、突つき上げるような震しん動どうがある。


　ドォン！


　森の中にナパーム弾だんが爆ばく発はつしたような火柱が上がった。十数匹ひきの魔ま獣じゆうが紅ぐ蓮れんの爆炎に吹き飛ばされる。魔獣の群れを追い立てながら現れた〈牙〉が目映く輝かがやく拳こぶしを地面に叩き付けると、炎の塊かたまりが生命を与えられたように地を駆けた。炎の蛇へび──否いな、龍だ。炎の龍は地表を波打ちながら走り、爆発して数匹の魔獣をまとめて焼き砕くだいた。アルマジロとハイエナを合成したような魔獣の身体が紙のように燃もえ尽つきる。


（あれ……違う!?）


　ひとみは最初の大きな爆発と〈牙〉の放った技わざでは炎ほのおの色や燃え方がまるで違っていることに気付いた。〈牙〉の地を這はう龍りゆう炎えん弾だんは魔獣を燃やした後はすぐに鎮ちん火かしたが、森の中で上がった火柱は消えずに延焼している。


　その炎の中に動く影かげがあった。伏ふせた茶ちや碗わんのような、丸味を帯びて盛り上がった山のようなシルエット。その移動する山は、燃える森の木々を押し分けてひとみたちの前に姿を現した。


　ドズゥン！


　重々しい足音が大地を揺ゆるがす。その圧あつ倒とう的てきな質量、その迫はく力りよくを何に喩たとえるべきか、ひとみには思いつかなかった。


　山が歩いている──


　それは火山を背負った巨きよ大だいな岩いわ亀がめとしか形容しようのない物体だった。トゲの多いドラゴン風の頭部が鎌かま首くびをもたげ、喉のど袋ぶくろを膨らませて煮にえたぎるマグマの飛沫しぶきを吐はき出す。地面に飛び散った粘ねん性せいを帯びたマグマは、空気に触ふれると激しく反応して爆ばく発はつ的てきに燃え上がった。森を焼いたのはこのナパーム・ブレスの威い力りよくだ。〈牙〉が魔獣の群れを追い立てているように見えたが、実際にはこの巨きよ獣じゆうに追い立てられていたのだ。


　ブレスを避さけて飛び退のいた〈牙〉に魔獣が群がった。鞭むちの一ひと振ふりで数匹が葬ほうむられるが、その攻こう撃げきをかいくぐった魔獣が手足に食らいつく。たちどころに十数匹が群がり、〈牙〉の姿は黒い鱗うろこと毛皮の山に埋うまってしまう。


「しゃらくせえ～っ！」


　太陽が昇のぼったような光を発して〈牙〉の全身が燃え上がると、嚙かみついていた魔獣は一いつ瞬しゆんで焼かれて骨と化した。


「あ……危ない！」


　ひとみは思わず声を上げたが間に合わなかった。魔獣に足止めされた間に岩亀が意外な速さで迫せまり、〈牙〉の頭上に前ぜん肢しを振ふり下ろした。


「こなくそ！」


　何十トンあるか分からない巨獣の足を、〈牙〉は両手で受け止めた。身体は潰つぶされずに耐たえたが地面の方が耐えきれずに両足が沈しずんでいく。岩亀が六本ある脚あしのうち二本を浮うかせて体重を集中させると、〈牙〉は糠ぬかに釘くぎを刺さすように肩かたまで一気に地面にめり込んだ。


「さすがに〈地ち霊れい喰ぐい〉が相手じゃ分が悪いですねえ」


　事ここに至っても相棒のデュランは呑気に構えていた。パイカルとカルナも傍ぼう観かんを決め込んでいる様子だ。


「助けないんですか？」


「奴やつには少し大人おとなしくしてもらった方が都合がいい」


「だからって……」


　不意に頭上から哄こう笑しようが響いた。見上げると、岩亀に似た巨獣〈地霊喰い〉の頭の上に人が立っている。コウモリの翼つばさを思わせる黒いマントに身を包んだ、遠目にもベタな悪の魔ま法ほう使つかい然とした恰かつ好こうの男である。


　高く伸のびていた首が縮み、二階くらいの高さまで降りてくる。近くで見ると衣装だけでなく魔人そのものの風ふう貌ぼうだった。青い肌はだに銀ぎん髪ぱつ、左右で色の異なる金銀妖よう瞳どう、頭にはドリルのようにねじれてトグロを巻いた一いつ対ついの角が生えて──


「あ……ああああ～～～～ッ!!」


　ひとみは自分が出したとは思えない素すっ頓とん狂きような声を上げていた。


「私……あいつのこと知ってます！　ま、魔ま王おうです！　魔王ですよ!?」


「知ってるわよ」


　カルナの返答にひとみは愕がく然ぜんとなった。魔人の姿を認めたナタクが子供のように大喜びして手を振った。


「わーい、シモや～ん！」


「誰がシモやんだ。アンドロイドのくせにタメ口とは生意気だぞ」


　魔人は腕うで組ぐみしたまま傲ごう岸がんな態度で応じる。ひとみはパイカルを見たが、こちらも魔人の登場に驚おどろいている様子はない。


　デュランが巨獣の脚の下で耐えている〈牙〉の元に駆かけ寄よった。


「いいとこへ来た！　サイファーを取ってきてくれ。このデカブツをぶった斬ぎってやる」


「申し訳ありませんが、しばらくそのままで話を聞いてもらえますか？」


　どれだけ丁てい寧ねいに言ったところで無茶な要求である。


「何だと!?　てめえ……状じよう況きようが分かって言ってんのか？　まさか魔王とツルむつもりじゃねえだろうな!?」


「そこから見えますか？　あそこにいるヒトミっていう女の人──」


〈牙〉は首を後ろにねじってひとみを見た。


「彼女はソルバニア人と同じ体質なんです。それってどういう意味か分かりますよね？」


「ソルバニア人……ってことは!?」


「お前が近寄ると彼女は死ぬことになる」


　パイカルの言葉に、〈牙〉は苦い表情になった。


「〈龍炎使い〉が呼吸法により生み出すエネルギーは太陽光線と同じ性質を持つ。それは魔獣を滅ほろぼす最も効果的な武器だが、旧人類であるソルバニア人にとっても致ち命めい的てきだ。龍脈から無む尽じん蔵ぞうのエネルギーを得ている状態のお前を迂う闊かつに近寄らせるわけにはいかん」


「大地の精せい霊れい力を吸う〈地霊喰い〉にほどよく力を奪うばわれていてくれないと彼女の安全を保証できないんです。しばらく我が慢まんしてもらえますか？」


〈牙〉は唇くちびるを歪ゆがめて舌打ちした。


「そういう大事なことは早く言えってんだ」


「聞く耳もたなかったじゃないですか」


「ああ、わあったよ！　大人しくしてりゃいいんだろ？　相談なら早くしやがれ」


　聞き分けのない猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプかと思いきや〈牙〉は意外にも素す直なおに従った。ひとみは急激な日焼けの原因が〈牙〉の超能力の影えい響きようだと知り、今いま更さらながら肝きもを冷やした。パイカルがいきなりビームを撃ち、カルナが竜巻で〈牙〉を遠ざけたのはひとみを護まもるためだったのだ。


「あの〈牙〉って人……案外あっさり聞き分けてくれましたね」


「魔ま界かい島の住人は千年にわたって魔獣との戦いを続けてきた。何より人命を最優先とすることが彼らの掟おきてだ」


　パイカルに誘さそわれるまま、ひとみは魔人と対面した。見れば見るほど見覚えのある、忘れたくてもそうそう忘れられそうにない個性的すぎる外見の持ち主である。魔人はひとみを見て尊大な笑みを浮かべる。


「娘むすめよ。お前が来訪者か」


「はい。私は……」


「自己紹しよう介かいはいい」


　魔人が手をかざすと、ひとみの身体からだの周囲にキラキラと光る粒りゆう子しが現れた。粒子は格子状に並び、箱形の結界を形成してひとみの身体を包み込んでいる。視覚化されたソルバニウム粒子だろうか。


「お前の名は『結城ひとみ』だな？　お前がこの世界に来たのは──確かに俺の魔ま法ほうの作用だ」


「やっぱりあなたはソルバニアの魔王なんですね？」


「いかにも。我が名はシモン・ヴェルナード」


「ええと……確かベルンハルト・ジーモン・アルハザードだったような……発音が違ちがうだけですか？」


「残念ながら現時点の俺はシモン・ヴェルナードだ。シモンはジーモンの発音違いだが、ヴェルナードとベルンハルトは綴つづりからして違う」


「でも同一人物──なんですよね？」


「フフン……せいぜい三〇パーセントだがな」


　ひとみにはシモンの言葉の意味がそれこそ三割も理解できない。だが思い返してみればベルンハルトは右半身と左半身で身体の色が違ったようにも思えるし、派手さという点ではかなり大人しくなっている。


「でも魔王は魔王なんですよね？」


「王位を簒さん奪だつされて今はこのザマだ。野良の魔獣を率いるくらいの能力しかない。魔界の王ならぬ魔獣の王だな」


　シモンは自じ嘲ちようをこめた含ふくみ笑わらいをもらす。ひとみは困こん惑わくした顔でパイカルとカルナを見た。


「魔王でも魔獣王でもいいんですけど……この人、敵じゃないんですか？」


「敵に決まってんだろうがよ！」


　巨獣の脚の下の〈牙〉が吼ほえた。デュランがまあまあとなだめる。


「人じん畜ちく無む害がいとは言いませんけど、僕たちの手には今のところシモンを殺す方法も、封ふうじる方法もないんですから……」


「だからってツルむってのはナシだろうが！」
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「ツルむ……？」


　ひとみはパイカルとカルナの態度の理由に思い至った。


「もしかして……魔王とパーティを組んでるんですか!?」


「殺しても死なないし、かといって放置もできないし……しょうがないじゃない」


「最良とは言えないが現状においては妥だ当とうな選せん択たくだ」


　二人のコメントにひとみは目め眩まいを覚えた。


　サイボーグ騎き士しに変身アンドロイド、有ゆう翼よく人の少女に七割引の魔王という四人組（？）──こんなわけの分からない闇やみ鍋なべのようなパーティは見たことがない。一見して天使っぽいカルナと悪あく魔まにしか見えないシモンが一いつ緒しよにいるだけでも混乱の元だ。善悪の属性さえ判然としない。


「お前の考えていることは分かるが、今はそれどころではあるまい。夜が明ける前に行動せねば命に関かかわるぞ」


「私を元の世界に帰してくれるんですか？」


「それはお前次し第だいだ。そもそもここに来たのもお前の意志なのだからな」


「私の……!?　それってどういう……」


「お前にかけられた魔法は『いかなる望みも叶かなえる』というものだ。お前がここにいるのはお前自身が望んだからに他ほかならない」


「じゃあ私が帰りたいと願えば帰れるんですね？」


「それがそうもいかん。魔ま力りよくが弱まっている……時空を転移するほどのパワーがない」


「そんな！　あなたがかけた魔法でしょ？」


「今の俺は不完全な存在だと言ったはずだ。責任は持てん」


　ひとみは膝ひざから崩くずれ落ちた。魔界への片道切きつ符ぷとはあまりに酷ひどすぎる。


「アミノ酸の問題は魔ま獣じゆうを食料にすれば解決だが、太陽光線を克こく服ふくするのは困難だ。地底か海底に避ひ難なんするしかないが……なあに、住めば都だ」


「永住したくはありません！」


「ルーイはヒトミをある地点まで運べと言っていたが」


　パイカルの言葉にひとみは希望を見いだして顔を上げた。シモンはいまいましげに黒い唇を歪める。


「その通り。この娘が現れたのと時を同じくして、魔力の集中する特異点が観測された。そこへ行けば帰れる可能性がある」


「知っててからかったんですか!?」


「俺を誰だれだと思ってる」


「魔王のくせに意地悪がセコいです」


「悪徳も七〇パーセントオフだからな」


　魔王は道の先を指さした。


「ここから真まっ直すぐ東へ進め。およそ二七〇キロ先に特異点がある」


　思ったより遠いうえに指示がアバウトにもほどがある。


「ナタク、この周辺三〇〇キロ四方の地図を──」


「よしきた」


　パイカルが命じると、ナタクが木の棒を拾って地面に地図を描えがき始める。


「……立体投射表示で」


「オッケー」


　ナタクの両眼が発光し、パイカルの前に緑色の地図がホログラフィで浮うかび上がる。ひとみには見覚えのない海岸線の形である。シモンは東岸にほど近い海上の一点を指さす。


「直線距きよ離りで二六八キロメートルか。シルバリオンの最高速なら六五秒で到とう達たつ可能だが」


「それって……音速の何倍ですか？」


「およそマッハ一二だが、君の肉体が耐たえられまい」


「音速超こえなくてもいいんじゃないですか？　新幹線でも一時間くらいだし……」


「魔界島には新幹線も高速道路もない」


　異世界に来て魔王に冷静なツッコミを入れられるというのも貴重な体験である。


「それに急ぐに越こしたことはないぞ。特異点がいつまで安定して存在するかは分からんし、イクサー教団はすでに確保に動いている。先ほどの雑ざ魚こ共はその尖せん兵ぺいだ」


「すると特異点の方にも敵がいるな」


「あの～すいません。私って……狙われてるんですか？」


　カルナばかりかパイカルまでもが今更何を言っているのかという目をひとみに向けた。


「特異点とは言わば魔力の坩堝るつぼ──お前はそれを解放する鍵かぎだ。お前は俺が失った魔力のいくばくかを自由にできる立場にある。それはこの世界においては大きな力となる。狙われて当然だろう」


「うう……それって何だかとっても……」


「いかにも異世界召しよう喚かんものにありがちな展開──だろ？」


　そう言ったシモンの微び笑しようは本物の悪魔さながらだった。


「どうやらおいでなすったようだぜ」


　肩かたまで埋うまっている〈牙きば〉が地面に耳をつけて警告した。


「足音の数からして……小型のがざっと三百、中型が五十、特大の──〈超ちよう獣じゆう兵へい器き〉クラスが二体はいやがる」


「五う月る蠅さい羽音も聞こえるわ。デカい奴やつの片方は甲こう羅らが蜂はちの巣すになってるわね」


　カルナもまだ視界に入っていない敵の音に耳をそばだてる。目を向けた方角からすると魔獣の軍勢は南東から来るらしい。


「中央突とつ破ぱで行くとしよう」


「それがいいでしょうね」


　パイカルの案にデュランが賛同した。


「ヒトミさんを連れて敵てき陣じんを突つっ切きったら、そのまま目的地へ向かってください。敵が転進したところへ僕らが仕し掛かけます」


「あ、あのう……敵は凄すごい大軍なんでしょう？　こんな数人でどうにかなるとは……」


「バカ野や郎ろう、俺を誰だと思ってやがる!?」


　ひとみの懸け念ねんを〈牙〉が一言の下もとにはねのけた。


「魔獣の百や二百、俺一人で十分だ」


「その恰かつ好こうじゃ何を言っても説得力がないんですけど」


「揚あげ足あしを取るんじゃねえよデュラン。俺は余計な心配すんなっつってんだよ。夜明け前にはケリをつけなきゃなんねーんだろ!?」


「そういうことね」


　カルナはひとみの肩を叩たたいた。


「魔獣と戦うのはあたしたちの専門だし、ここには指折りの戦士が揃そろってるから安心して任せて。ヒトミは自分のことだけ考えればいい」


「シルバリオン──〈風雲神騎〉！」


　パイカルの命令でナタクが再び水銀化し、額から剣けんの角を生やした馬の姿に変身する。ひとみはパイカルの機械の腕うでに引き上げられて相乗りした。


「おい、もういいだろ。いい加減このデケえ足を退どかしやがれ！」


「自力で脱だつ出しゆつできんのか？」


「やってもいいが全力出したらヒトミが焦こげちまうだろ」


「やれやれだな」


　シモンが〈地ち霊れい喰ぐい〉に命じて足を持ち上げさせる。〈牙〉は地中から飛び出すと、担いできた荷物の中から一本の剣を取り出した。半はん透とう明めいの両りよう刃ばの刀身に、普ふ通つうの柄つかとは別に握にぎりとなる短い棒が垂直に付いているトンファーのような形の武器である。それを持って少し離はなれた場所に立った。


「……この辺か？」


「ちょい右ですね。ああ、そこの岩の下あたりですよ」


　デュランの指示で〈牙〉が大きな岩を押して動かした。剣を軽く振ふると、刀身が発光して宙に光の軌き跡せきを描く。


「……あれは何を？」


「デュランの武器を用意しようとしているところだ」


　説明を聞いても要領を得ないので見ていると、〈牙〉は切っ先を真下に向けて地面に突き立てた。地中から雷らい鳴めいのような音が鳴ったかと思うと、地面に亀き裂れつが走り、裂さけ目めから大量の水が噴ふき出した。〈牙〉の一いち撃げきは地下水脈まで貫かん通つうしたらしい。それだけでも十分だが、さらに驚おどろくべき事が起きた。噴き出した水が不自然に偏かたよって流れ、デュランの周囲に集まって渦うずを巻いたのである。


「彼は〈水の精せい霊れい使い〉と呼ばれている。水圧カッターで攻こう撃げきするも、流体装そう甲こうで防ぼう御ぎよに使うも自由自在だ。水を分子レベルでコントロールできる天才は他にはいない」


　外見は柔にゆう和わな美少年でも、ひとみの予想した通りやはり只ただ者ものではなかった。〈牙〉とカルナと三人揃えば陸海空を制するトリオだ。


　カルナがシルバリオンに飛び乗り、パイカルの頰ほおにキスをする。


「抜ぬかるんじゃないわよ」


「お前こそ」


　カルナは翼つばさを広げ、上じよう昇しよう気流に乗って飛ひ翔しようする。


「では派手におっぱじめるとしよう──撃うてぃ！」


　シモンが手を挙げると、首を伸のばした〈地霊喰い〉がナパーム・ブレスを吐はき出した。塊かたまりとなって飛んだナパームは数百メートル先に着ちやく弾だんし、爆ばく裂れつする。その爆ばく炎えんに照らし出されたのは魔獣の軍団の先せん陣じんだった。


「発進する」


　パイカルが手た綱づな代わりのマジックハンドを振ると、ナタク＝シルバリオンは駆かけ出だした。


　魔獣の群れが津つ波なみのように押し寄せてくる。頭部から背中にかけて装甲で覆おおわれており、明らかに兵器としての改造を受けている一団だ。〈牙〉は小型の魔獣として分類していたが軍団の中では小型というだけで牛ほどのサイズがあった。シルバリオンはバリアーを張り、触ふれる敵を粉ふん砕さいしながら疾しつ駆くする。文字通り地じ獄ごくの一いつ騎き駆がけだ。


　ひとみの存在は敵に感知されているらしく、すれ違ちがった魔獣は即そく座ざに転進して追ってきた。ミノタウルスに似た巨獣人が前方に回り込んで進路を塞ふさごうとするが、シルバリオンの方がはるかに速く、難なく躱かわしていく。


　巨獣人の群れを突っ切ると、〈地霊喰い〉と同系なのか岩亀型の巨きよ大だいな魔獣が二頭、前方に見えてきた。左の方は甲羅の上に複数のトーチカが設置されていてさながら要よう塞さいだった。右手に見える方は表面に六角形の穴が無数に開いた蟻あり塚づかのようなものを背負っている。カルナの言っていた蜂の巣タイプだろう。


　トーチカからの砲ほう撃げきが始まった。距離が遠いのとこちらの速度が速いため、飛来する真っ赤な砲ほう弾だんはすべて後方に流れていく。歩く要塞が相手ではカルナたちに不利だと思ったが、すぐにシモンの〈地霊喰い〉が吐いたナパーム弾がトーチカを直ちよく撃げきした。


　蜂の巣の穴からスズメバチに似た黄色と黒のツートンの蜂が飛び立ち、シルバリオンに迫せまってきた。遠目には気付かなかったが一いつ匹ぴきのサイズが人間ほどもある。パイカルが両りよう腕うでの肘ひじから先を射出し、手首からビームを放って撃ち落とす。しかしさすがに雲うん霞かの如ごとく集たかってくる巨きよ大だい蜂ばちのすべてを撃げき墜ついするのは無理なのか、十数匹を落としたところで両腕を戻もどしてシルバリオンを加速させた。巨大蜂の群れはバリアーをものともせずに突っ込んできて、身体からだを焼かれながらも覆い被かぶさってくる。蜂たちはバリアーを破ろうと顎あごと尻しりの毒針を突き立てた。


　轟ごう！


　上から叩き付ける突とつ風ぷうが巨大蜂の群れを吹ふき飛とばした。


『さっさと行きな！』


　カルナの声がすぐ近くで聞こえた。本人は上空にいて声だけを飛ばしているのだ。


「では、飛ぶぞ」


「飛ぶ!?」


　シルバリオンが地を蹴けり、宙に舞まい上がった。


「──〈天てん雷らい神しん鳳ほう〉！」


　全身が発光して一角獣ユニコーンの輪りん郭かくが崩くずれる。首が前方に伸び、頭部が鏃やじりを思わせる三角形に変型する。前ぜん肢しが左右に広がり、伸びた指の間に膜まくが張る。ひとみが手をついている背中の毛皮の感かん触しよくも変わった。馬のそれとは明らかに異なるフワフワの羽毛に包まれている。


　シルバリオンは巨大な鳥──否いな、飛竜ワイバーンに変身していた。羽毛を持つ始祖鳥のような翼よく竜りゆうと鳥類の中間の姿なのだろう。


　眼下では魔ま獣じゆう軍団とカルナたちの戦せん闘とうが始まっているはずだが、ナパーム・ブレスと砲撃の炎しか見えず確認はできない。


「伏ふせてつかまっていろ。高度を上げて加速する」


　パイカルはロケット形態に変型し、補助ブースターとして推進力を加える。バリアーによってひとみが直接風圧を受けることはないがそれでも寒いため、羽毛の絨じゆう毯たんのような背中に必死にしがみついた。変身アンドロイドなんだからコクピットくらい設ければいいのにと思ったが、乗り手がロケット騎き士しなので、そもそも生身の人間を乗せることは想定していないらしい。


　それからしばらくの間は順調な飛行が続いた。高空を飛んでいると比ひ較かく対象がないためどの程度の速度か分かりづらい。どれほどの時間が過ぎたのか──ひとみは前方の空がうっすらと白みはじめていることに気付いた。


「夜が……明ける……!?」


「まだ時間はある。これより降下に移る」


　パイカルがロケット形態を解いてシルバリオンの背に立った。飛竜ワイバーンは急降下し、雲の中へ突とつ入にゆうする。雲が切れて視界が開ける──眼下に広がるのは暗い海、そして行く手を阻はばむように空中に横たわるのは巨大な葉巻型の飛行船。ひとみの世界の飛行船なら気き囊のうにあたる部分がすべて船体であり、しかも多数の砲ほう台だいでハリネズミのように武装している。


　飛行船の砲台が火を噴いた。的が小さいのでまず当たらないが、近くに来そうな砲弾を選んでパイカルがビームで迎げい撃げきし、空中で爆炎の花を咲さかせる。


　飛竜はほとんど垂直落下に近い急角度で降下した。まともに空中戦を挑いどむつもりはないらしい。もちろんひとみがいるからだ。


　飛行船の下に出ると、海上に浮うかぶ小さな島が見えた。飛竜ワイバーンは島へは向かわず、海岸近くの森の中へ降下した。地上に降りるとシルバリオンはすぐに一角獣ユニコーンに戻ってしまったため、ひとみは飛竜ワイバーンの全体像を客観的に見られずに少々残念に思った。


　森の端はし、島しま影かげが見える場所まで来たところでパイカルが言った。


「目的地はあの島だが──時間切れだ。あと数分で日が昇のぼる」


「洞どう窟くつでも探して隠かくれる？」


「いや、ヒトミはナタクと共に海中を通って島へ向かえ。俺はあの船に攻撃を仕掛けて陽動をかける」


「海の中を行くって……こっちの人と違って、そんなに長く潜もぐってなんていられないわ」


「ナタク！」


　シルバリオンがアンドロイド形態に戻った。ナタクは開口一番、


「そろそろ夜明けだね。朝ご飯はどうしようか？　何食べたい？」


　ずっこけるところなのかもしれないが、本人は冗じよう談だんで言っている様子はない。アンドロイドだけに空気を読む機能が付いていないのか。


「そんな暇ひまはない。〈轟ごう震しん神しん竜りゆう〉にチェンジだ」


「ええ～っ!?　面めん倒どう臭くさいからヤダ」


「ヒトミの命がかかっている。つべこべ言わずにやれ」


「ヘイヘイ」


　ロボット三原則が適用されているなら拒きよ否ひ権はないはずなので、本気で渋しぶっているわけでなく演技をしているだけかもしれない。


　ナタクは両手を胸の前で組むと、両足を揃え、その場で高速回転を始めた。ドリルのように足先から地中に潜っていき、完全に姿を消す。


　ズズズズ……


　地面が揺ゆれたかと思うと、いきなり足元にカメラレンズの絞しぼりが開くように丸い穴が空く。ひとみの身体はその穴に落ち込み、尻しり餅もちをついた。


「痛ぁい！　なっ……何なの!?」


　見上げると落とし穴は閉じ、ひとみは真っ暗な穴の底に一人で取り残された。


「あの……パイカルさん？　どうなってるんです!?」


　地面が揺れ動いているが、穴が崩れる様子はない。まったく状じよう況きようがつかめず混乱していると、不意に目ま映ばゆい光が射し込んできた。島の向こう側から朝日が昇ってくる。


「ああっ！　駄だ目め……ダメよ!!」


　日光を浴びたら死ぬと聞かされていたひとみは慌あわてて隠れられる場所を探した。辺りを見回すと何故か地上に出ているようだが、手を伸ばすと見えない壁かべに阻まれて先へ進めない。地面は弾だん力りよくのある革かわ張ばりのクッションのようだ。


『落ち着け。君は今シルバリオンの内部にいる』


　スピーカー越ごしのようなパイカルの声が響ひびく。見上げると、透とう明めいな天てん井じようにパイカルが立っていた。ひとみはようやく、自分のいる場所がドーム状の空間で、見えている光景がドームの内ない壁へきに映し出された映像だと理解した。おかげで日光浴をしても焼け死なずに済んでいるのだ。さらによく観察するとドームの前方には爬は虫ちゆう類るいの後頭部があり、周囲には鱗うろこで覆われた四し肢しと短い尻尾しつぽまで見える。ひとみがいるのは甲こう羅らの内側──つまり〈轟震神竜〉とは亀型の形態のようだ。しかし一角獣ユニコーンや飛竜ワイバーンに比べて質量が大きすぎる気がする。


『この形態には多量の珪けい素そと重金属を必要とするが防御力は最も高い。地中と水中及および真空中が行動範はん囲いだ』


　真空中がＯＫということはこれで宇宙にも行けるらしい。


『島は敵勢力に制圧されているだろう。強行突入になるぞ』


「ええっ？　このまま突とつ撃げきするんですか!?」


　太陽光線を防げているだけでも有り難いのに、わざわざ敵が手ぐすね引いて待っている島へ乗り込もうという感覚が理解できない。


『だいじょーぶ！　得意分野だから』


　ナタクの声が聞こえた。敵てき陣じんに単たん騎きで突入するのがパイカルの戦法なのかもしれないが、亀の甲羅の中とはいえ生身のひとみには不安しかない。


『魔獣は陽光の下では活動できない。夜明け直後の今が敵が最も手て薄うすになるタイミングだ』


　ひとみは目映い朝日を浴びて輝かがやく島を見やった。ようやく目の当たりにする異世界の光景を前に、スクリーン越しに見ることしかできない自分が歯がゆい。


　シモンが言う特異点が敵にとって極きわめて重要な地点なら、後になればなるほど防備を固めるだろう。これまでの経けい緯いからすると闇やみの軍勢の方が戦力においては圧あつ倒とうしている。どう考えても待って有利になることはなさそうだ。


「分かったわ──行きましょう」


　ひとみが決意したその時、急に空が暗くなった。再び夜に逆ぎやく戻もどりしたように辺りが闇に覆われる。太陽は消えたわけではないが光量は豆電球程度に落ちている。


「どうして暗くなったの？　画面にフィルターをかけたの？」


『いや、実際に暗くなっている』


「じゃあこれは……日につ蝕しよく？」


『違うな。これは──』


　島が強きよう烈れつな光を発した。細い光の柱が垂直に立ち上がったかと思うと、ひとみのいる方に向かって倒れてくる。


「ななな……何っ!?　何なの!?」


　光の柱は斜ななめに軌き道どうを変え、巨大飛行船の船体を撫なでるように通過した。光を浴びた側の舷げんにある砲台が次々と爆ばく発はつし、船体が炎ほのおに包まれる。ひとみの近くにも燃える破片が降り注いできた。飛行船を大破させると光の柱は消え、太陽の輝きが元に戻った。


『吉きつ報ぽうだ。ヒトミ。おそらく島にいる敵はすでに殲せん滅めつもしくは撃げき退たいされている』


「今の光の柱ですか？」


『あれは〈光の精せい霊れい使い〉の攻こう撃げきだ。光子を操あやつる能力で太陽光線を集束し〈光の剣けん〉に変えた。太陽の下では無敵に近い』


「お知り合いなんですか？」


『ケーン・アキュラ──ルーイの護衛だ。急ぐとしよう』


　ひとみを乗せた神竜は砂すな浜はまから海に入った。四肢をウミガメ同様に変型させ、水すい中ちゆう翼よく船せんよろしく水上を走る。数分後には島に上陸し、警けい戒かいしながら奥おくへと進むが途と中ちゆうには何の妨ぼう害がいもなかった。


　さほど大きくない島の大半は鬱うつ蒼そうとした深い森で占しめられていた。神竜に乗ったまま森に分け入ると、誘さそうように光のトンネルが明めい滅めつする。どうやら行き先を示しているらしい。光の精霊使いの案内に従い進むと、道は次し第だいに下りになった。すり鉢ばち状の窪くぼ地ちに入ってから間もなく、森の木々に呑のまれて朽くちた遺い跡せきが目の前に現れた。


『ここの光量なら害はない。出てもいいぞ』


　神竜の脇わき腹ばらに六角形のドアが開き、ひとみは怖こわ々ごわながら外へ出てみた。地面は苔こけの絨毯のようで柔やわらかい。


「ここが特異点？　暗くてよく見えないんだけど……」


　神竜の両眼が点灯してサーチライトとなり、遺跡を照らす。石造りの神しん殿でんか何かだと思っていたひとみは、その佇たたずまいに違い和わ感かんを覚えた。半ば崩れて傾かたむいているが、長方形の組み合わせでできた箱形の建造物である。砕くだけた外がい壁へきの中からは鉄骨が覗のぞき、ひしゃげた窓まど枠わくの周囲にはガラスの破片が散乱している。おそらく建物の周囲を囲っていたであろう、崩れた塀へいの残ざん骸がいの中に金属板の一部が出ていることに気付いて駆かけ寄より、掘ほり起おこしてみる。それはこの建造物の名めい称しようが刻まれた金属板で、ひとみはその文字を読むことが出来た。


『東京都立大だい門もん高等学校』──


　ひとみはヘナヘナとその場に崩れた。パイカルが背後から抱だきかかえて支える。


「どうした？」


「パイカルさん、答えて下さい。ここは……未来の地球なんですか!?」


「その根こん拠きよは何だ？」


「だって、この遺跡みたいな建物は……私の通っていた学校なんです！」


「なるほど。しかしその理り屈くつはおかしい」


「どうして？」


「ここが未来の地球であるという推測は正しい。だがこの建物はその証しよう拠こにはならない」


　未来だと認めながら証拠が違ちがうというパイカルの言葉はまるで理解できなかった。


「年代が新しすぎる。この世界は君が生まれた時代から換かん算さんして十万年以上が経過している。これほど原型を留とどめているはずがない」


「──その通りです」


　女の声が響いた。大門高校の遺跡の陰かげから、二つの人ひと影かげが歩み出てくる。一人は褐かつ色しよくの肌はだに艶つややかな黒くろ髪かみを高く結ゆった長身の女性、もう一人は日本刀に似た太た刀ちを腰こしに差した長ちよう髪はつの男で、画えに描かいたような美男美女の組み合わせである。女の方は左右の瞳ひとみの色が違い、左目が緑がかった金色をしている。


「私がリョオ・ルーイです。はじめまして──ユウキ・ヒトミ」


　女が名乗った。隠おん密みつ行動に適した忍しのび装しよう束ぞくっぽい出いで立ちだが、どことなく気品の感じられる物もの腰ごしである。いつまでも腰を抜ぬかしている場合ではないと、ひとみは自分の足で立って応対した。


「ルーイさん……というと、あなたが予言者の方？」


「予言を仕事にしているわけではないけれど、あなたが来ることを予見したのは確かに私です。お婆ばあさんでないのが意外だった？」


「あ、いえ、その……いろいろと手配していただいて、おかげで助かりました。ありがとうございます」


「元はと言えばソルバニアと魔ま法ほうの力が招いた事態です。これも私の使命の内ですから、感謝されるほどのことでも。それに、あなたには無事にこの世界から立ち去っていただかなければ」


「特異点……というのが問題なんですか？」


「とても危険なものです。あなたがサーガイアの者に捕とらえられ、特異点の魔ま力りよくを利用されるようなことになれば、それこそこの星を滅ほろぼしかねない」


「そんな大おお事ごとに!?　私、ただの図書委員なんですけど──」


「だからよ」


　ルーイのその一言には奇き妙みような鋭するどさがあった。


「あなたは本をよく読むわね？　空想的な物語が好きで、悲しいことや嫌いやなことがあると、物語に描えがかれた遠い世界に心を飛ばして遊んだ──」


「子供の頃ころなら誰だれだってお伽とぎ噺ばなしが好きだと思いますけど」


「あなたが今ここにいるのもそれと同じことです。魔ま王おうベルンハルトの魔法によって実現された夢──」


　ルーイは遺跡全体を示すように両手を広げた。


「この遺跡もそう。これは遥はるかな過去から存在していたものではありません。あなたがこの世界に現れると同時に、この形で出現しました。だから実際のこの星の歴史と食い違ったとしても当然です」


「それも私が望んだものだから……？」


　ひとみの問いに、ルーイははっきりと頷うなずいた。


〝──いかにも異世界召しよう喚かんものにありがちな展開だろ？〟


　シモンの台詞せりふが脳のう裏りに蘇よみがえり、ひとみは思わず苦く笑しようした。しかしベルンハルトがひとみの注文通りに用意した舞ぶ台たいにしてはやけにバイオレンスな世界観である。すでにある世界にひとみがお邪じや魔ましていると考えた方が理に適かなう。


「すると……この世界にとって私はとても迷めい惑わくな存在なんですね。世界の法則を破は壊かいしかねない──」


「世界を破壊するのは魔法の本質です。あなたの責任ではないわ」


　ルーイの口調にはいたわりがあった。嫌きらわれたり憎にくまれたりしていないだけでも十分だった。


「あなたが気になっていることをひとつ教えてあげる。ここは未来の地球だけど、あなたの生きている時代から直線的にこの世界の現在につながるとは限らない。それはまだ未確定の事象なの」


「別の未来があるかもしれないんですね？　私に何かできることは……!?」


「自分の居るべき場所に戻もどって、自分の物語を先に進めなさい。それが人にできることのすべてよ」


　ルーイに誘われてひとみは遺跡の奥おくへ足を運んだ。勝手知ったる大門高校の敷しき地ち内──その中庭にあたる場所に、直径二メートルほどの真っ黒な球体が半ば地面に埋うまっていた。


「これが特異点？」


「ええ。この〈ペナント〉と呼ばれる物体は、魔ま界かい島の別の場所にすでに存在しています。後から出現したこれは二重の存在──つまりこの世界の物ではありません」


　ひとみは手を伸のばして球体に触ふれてみたが、とくに何かが起きる気配はない。


「元の世界に帰るには、どうすればいいの？」


「あなたがこの世界に来た理由を考えればいい」


「理由──!?」


　ルーイはひとみが自分から望んで異世界に来たのだという。それが現実逃とう避ひであるなら、向き合うべき現実が何だったのかを思い出せばいい。しかしこちらへ来る前後の記き憶おくはいまだ曖あい昧まいで、何が原因なのか思い当たる節がなかった。


　悩なやむひとみに、アンドロイド形態に戻ってついてきたナタクが言う。


「帰れなかったらここに住めばいいじゃん」


「さすがにそういうのは……」


　無責任発言に同意するわけにもいかず、記憶を呼び戻す手て掛がかりはないかと辺りを見回す。しかし目に映るものは朽ち果てた校舎ばかりで眺ながめていても気が滅め入いるだけだ。どうして二七〇キロも離はなれた場所に図書館を転移させたのか──ひとみは自分を呪のろった。


　ルーイに視線を戻すと、その傍かたわらに立つ美形のサムライに目が留まった。胸の辺りまであるストレートロングの黒髪、〈牙きば〉とは真逆の汗あせ臭くささを感じさせない涼すずしげな美び貌ぼうの持ち主である。重い鎧よろいは身につけておらず陣じん羽ば織おり風のジャケットの下に鎖くさりかたびらを着込んでいる程度の軽装だ。


「そちらの護衛の方は……ケーンさん？」


　自分が呼ばれるとは思っていなかったらしいケーン・アキュラは意外そうに眉まゆを上げてひとみを見た。


「そうだが、何だろうか」


「ルーイさんとは恋こい人びと同士なんですか？」


　その質問に驚おどろいたのは二人よりもその質問を口にしたひとみ自身だった。


「そうだよ！」


　答えたのはナタクである。


「人前だと澄すました顔してるけど、二人きりになると暇ひまさえあれば乳ちち繰くり合ってるよ！」


「……い、いい加減なことを言うな！」


　ケーンが慌あわててナタクの口を塞ふさいだが、喉のどの声帯から出ている声ではないため無む駄だな行こう為いだった。


「残念でした～、ロボット三原則が適用されてるからウソはつけませ～ん」


　人造人間の発言としては前代未聞の軽けい薄はくさである。


「ちなみにパイカルとカルナもしょっちゅう乳繰り合ってるんだよ！」


　ナタクは余計なことまでしゃべり出したが、パイカルはとくに否定も肯こう定ていもせず無反応だった。こちらの方がアンドロイドじゃないかと疑りたくなるほどの無表情ぶりだ。ひとみはナタクの変なスイッチを入れてしまったのではないかと気が気ではない。パイカルに無視されたのが気に食わないのか、ナタクはひとみの手を取り、


「よし！　ヒトミ、こいつらなんて放っておいて僕と一いつ緒しよに乳繰り合おうじゃないか」


「いや、あの、その……お断りします」


「ええ～～っ!?」


　ナタクは地面に倒たおれ、駄だ々だっ子このようにジタバタした。


「ヤダヤダ～！　乳繰り合ってくれなきゃヤダ～！」


　態度はまるで子供だが言っていることは甚はなはだ子供らしくない。啞あ然ぜんとしているひとみにパイカルが助言する。


「気にすることはない。ナタクは言葉の正確な意味を知らずに使っている。相手の反応から意味を特定することが目的だ」


　なるほど、意味を知らないのならウソをついていることにはならないという理屈──なのだろうか。少なくともこれまでナタクに『乳繰り合う』の正確な意味を伝えた人間はいないらしい。


「あ～……ヒトミ」


　ルーイがわざとらしく咳せき払ばらいをして、ひとみに耳打ちした。


「私とアキュラはその……運命を同じくすることを誓ちかい合った仲で……つまり、そういうことです」


（──答えるんかい！）


　ひとみは心の中で関西弁で突つっ込こんだ。質問の意図を誤解されたかもと思い至ったが、弁解するとかえってさらなる誤解を招きそうだったので何も言わないことにする。


（運命を同じくする……か）


　激しい戦いが続いているであろうこの世界でも──否いな、こんな世界だからこそ、人の絆きずなはより強く結ばれるのだろう。それが素す直なおに羨うらやましく思えた。


「よし、質問を変えよう！」


　唐とう突とつに素に戻ったナタクがひとみに問いかけた。


「ヒトミは誰となら乳繰り合いたいの？」


「──ぶっ！」


　ひとみは思わす噴ふき出したが、その拍ひよう子しに、胸の底から何か温かい感覚が湧わき上がってくるのを感じた。


「ヒトミ、その手──」


　ルーイに指し摘てきされて、ひとみは自分の右手が光っていることに気付いた。軽く握にぎった手を開いてみると、そこには青い光を放つ石があった。表面には梵ぼん字じを思わせる模様が白く彫ほり込まれている。南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうがレイハから与あたえられた召喚石と同じものだ。


　召喚石の光に呼応したのか〈ペナント〉の表面に無数の文字列が乱らん舞ぶしはじめる。それが何の予兆であるのかは説明されるまでもなかった。


「お別れのようね」


「はい。あの……」


　ひとみはパイカルに目を向けた。この半機械人間には別べつ離りの感傷は似合わない。


「ありがとう。カルナさんたちにもよろしく」


「──了りよう解かいした」


　それが最後のやり取りになった。視界が青白い闇やみに染め上げられ、その直後、ひとみは懐なつかしい場所に立っている自分に気付いた。


　池いけ袋ぶくろ西口公園のバス停前──


　いつもの待ち合わせの場所になっている東京芸術劇場を背にしたベンチには、先客の姿があった。近きん隣りんにある私立高校の制服であるファスナー留めの紺こんの詰つめ襟えり姿に銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねの少年である。


　ひとみはベンチに歩み寄ると、カバーをかけた文庫本を読んでいる少年に声をかけた。


「──待った？」


「いいや」


　氷ひ室むろ那な智ちは本を閉じ、顔を上げて眩まぶしそうに目を細めた。ひとみは空いている左ひだり隣どなりに腰こし掛かける。


「こうして待ち合わせるのもずいぶんと久しぶりな気がするね」


「そうね」


「最近、何か面おも白しろい本はあった？」


「本じゃないけど……」


　ひとみは今しがた経験したことを話して聞かせた。当然ながら『乳繰り合う』がキーワードになる下りは割愛して。那智は興きよう味み津しん々しんで話に耳を傾かたむけていたが、終わりまで聞いてから不満を漏もらした。


「どうして君はそのサイボーグの素す性じようについて訊きかなかったんだ？　何より気になる人物なのに」


「だって……そんな暇がなかったんだもの」


「明らかに〈魔界島〉の住人ではないし、生まれつきの超ちよう能のう力りよくは持ち合わせていないものの知識も装備も他とは一線を画している。どちらかというとファンタジーじゃなくてＳＦとかスペースオペラの方が似合うね。きっと他の星からやってきたソルバニウム・ハンターだよ」


「そうかもしれないけど、羽根が生えてる女の子がいたらそっちに目が向くわよ。だって羽毛がフワフワなのよ？　小顔で可愛かわいかったし」


「その辺は男子と女子の価値観の違ちがいかな」


　あれこれと語り合ったが、日光浴不可なのと食べられる物がないのはいくら異世界でも酷ひどすぎるという意見で一いつ致ちを見た。吸きゆう血けつ鬼きのような生活を強しいられるのでは、いくら魅み力りよく的なファンタジー世界といえども暮らしたくない。


「ねえ氷室君。ひとつ訊いていい？」


　一通り話の種が尽つきた頃ころを見計らって、ひとみは用意していた質問をぶつけた。


「氷室君って、涼りよう子こちゃんのこと……好きよね？」


「────!?」


　どうしてそんな質問をするのかという顔で振ふり向むいた後、那智は前方に視線を外した。


「実を言うと、それは僕も考えてみたことがある」


　しばらくの沈ちん黙もくの後、那智は神しん妙みような口調で答えた。


「彼女のことが頭から離れない時期があったからね。ただ……だからといって彼女に恋れん愛あい感情を抱いだいたかというと、それははっきりと否定できる」


「……どうして？」


「僕が草くさ[image: ]なぎ静しず馬まに対して抱いている感情と何ら変わらないと気付いたからさ。つまり……憧あこがれってやつだよ」


　那智はそう告白して、自じ嘲ちよう気味に笑った。


「人間は誰だれしも自分の自我に不満がある。もっと自由に心の赴おもむくままに振ふる舞まいたいけど、リスクを恐おそれて思い切った行動が取れない。だから自分にできないことをやってのけたり、自分が同じ立場なら尻しり込ごみするような場面で大だい胆たんな決断を下せる人間に憧れを抱く──」


「でも涼子ちゃん自身は自分に対していつも不満だらけなのよね」


「不思議なもんだな。好き放題暴れてるように見えるけど」


「そういうのは草[image: ]君だけの特権じゃないのかしら」


「そうかもな。だとしても……僕の目には、どちらも美しい野生の獣けものに見えるんだ」


「ライフルを持っていないとうっかり近寄れない？」


「そうだね」


　美しさに魅みせられても触ふれ合うことはできない野や獣じゆうと人間──憧れに身を焦こがすのはいつも人間だ。那智が二人に対して抱いているのはそういった感覚なのだろう。


「でも……仮によ？　もし涼子ちゃんに付き合ってって言われたら、どうする？」


「断ったら何をされるか分かったもんじゃないな。たじろいで逃にげるか、もしくは降参して身を任せる……かな？」


「狂きよう犬けんに襲おそわれたんじゃあるまいし、ひどいわ。私だったら三つ指ついて『不束ふつつか者ものですがよろしくお願いいたします』って感じなのに」


「そっち!?　じゃあ草[image: ]に告白されたら？」


「たじろいで逃げる」


　二人は声を上げて笑った。


　会話が途と絶だえてしばらくしてから、那智が先に口を開いた。


「実は……前から気になっていたことがあるんだけど」


「ふうん？」


「シミュレートしてみると結果は明らかだし、そういう経験のある人に訊けば答えはすぐに分かることなんだけど……できれば実際にやって確かめてみたいんだ。協力してくれるかな？」


「いいけど……気になることって？」


「僕らがキスしようとすると、眼鏡同士がぶつかるのかどうか」


「偶ぐう然ぜんね。私もそれ、気になってたの」


「試してみる？」


「うん」


　どちらからともなく身を寄せて、ベンチに置いた手の指を絡からめる。


　唇くちびるが触れ合った。


　カチッ。


　互たがいの眼鏡のフレームが軽く当たって音をたてる。


　顔を離はなすと、那智は意外そうに目を丸くした。


「意外に当たらないもんだね」


「でも、チュッてするだけならいいけど……」


「やっぱり外した方がいいね」


　ひとみは手を伸のばして那智の眼鏡を抜ぬき取るように外す。


　那智はひとみの眼鏡を上にずらすようにして取ると、肩かたを抱だき寄よせて唇を重ねた。


　チャッ。


　微かすかな機械音を耳にして、二人は唇を離す。


「……あ、僕のことはお気になさらず続けて下さい」


　二人のいるベンチの正面に、クラシックな二眼レフカメラを構えた少年が立っていた。大門高校の男子の制服を着た、人呼んで厚顔の美少年──


「ええと……あなたは、かみ……かみ……」


「神かみ矢や大だい作さくです。しばらく会ってないんで忘れちゃいましたか？」


　大作はファインダーから顔を上げてニッコリ笑った。


「我ながらなかなかの傑けつ作さくが撮とれましたよ。卒業アルバムを期待しておいてください」


「の、載のせるつもり!?」


「それに全員撮るのが仕事なんで……それじゃ僕は行きますから、集合がかかるまでの間ここで好きなだけ乳ちち繰くり合ってていいですよ」


「ち、乳繰り合うって……」


「だってそうでしょ？　自分たち以外影かげ法ぼう師ししかいないようなこんな場所で、他に何をするって言うんです？　思う存分、乳繰り合えばいいんですよ。僕は忙いそがしいんで付き合っていられませんけどね」


　ひとみは改めて周囲を見回した。大作の言う通り、那智以外の他者はすべて顔も判然としない、ただ通り過ぎるだけの影法師でしかなかった。


　バス停に停車している場ば違ちがいなイエローキャブに向かう大作の背中に、ひとみは呼びかけた。


「神矢君、あなた……『乳繰り合う』って言いたいだけでしょ!?」


「バレました？」


　照れ笑いを浮うかべる大作に見せつけるように、ひとみは那智の腕うでに抱きついた──


















　♯６　JUST LET ME GO




　一九八四年八月十八日──東京。


　容よう赦しやない午後の陽ひ射ざしが照りつける無人のグラウンドで、草くさ[image: ]なぎ静しず馬まは独り立ち尽くしていた。


「クソッ、まさか……こんなことになっとるとは……」


　夏休み──しかもお盆ぼん明けの土曜日である。


　慶けい一いち郎ろうの所在を知っている生徒か教師がいないかと期待してやってきた静馬は、敷しき地ち内を探し回って人っ子一人いないことを確認し、完全に当てが外れたと悟さとった。正門も通用門も施せ錠じようされていた時点で薄うす々うす勘かんづいてはいたものの、自分の知っている大だい門もん高こう校こうと比べてずいぶん新しく見える校舎に興味があって忍しのび込んだのだ。当然ながらただ新しいだけで取り立てて面おも白しろいところはなかった。


　失意の静馬は高校を後にし、ひとまず駅方面に向かって歩き始めた。慶一郎ほどの不良なら近隣の高校生の間でも有名に違いない。ゲームセンターに入いり浸びたっている連中を捕つかまえれば情報が聞き出せるはずだ。ついでに小こ銭ぜにを拝借しておやつにヤキソバとかき氷を食べ、この時代のビデオゲームを遊び、そして──


「……おおっ!?　これは！」


　道みち端ばたのくずかごの中にマンガ雑誌を発見した静馬は迷わず手を突つっ込こんで拾い出した。タイムトラベラーだから過去の書物に興味を抱いた──というわけではなく普ふ段だんの行動である。二週間ほど前に発売された少年向けのマンガ週刊誌で、当時静馬は小学校に上がる前だったが掲けい載さい作品のほとんどに覚えがあった。アニメ化もされた話題作やヒット作が目白押しで、いわゆる黄金時代にあたるからだ。


「なん……やと!?　『北ほく斗との拳けん』がアニメ化!?　これはビデオ撮らな……ん？　今秋から放送開始!?　まだ二か月も先やんけ！」


　公園のベンチに腰こしを落ち着けてひと通り流し読みした静馬は、日本の漫まん画がを代表する超ちよう有名作が載っていないことに不ふ審しんを抱き、巻末の目次を穴の開くほど凝ぎよう視しした。


「待てよ……『キャッツ・アイ』って『シティハンター』より前にやってた奴やつやろ？　鳥山明が『Ｄｒ．スランプ』を連れん載さい中っちゅうことは……そうか！　『ドラゴンボール』がまだ始まってへんっちゅうことか!?　うわ～……考えられへん！」


　静馬は強風の扇せん風ぷう機きのように首を振りながら「考えられへん」を連発した。


「『シティハンター』と『ドラゴンボール』が始まってへん世界とか、そんなもん天てん地ち開かい闢びやく以前やんけ！　なんちゅう中ちゆう途と半はん端ぱな──でもまあ、言うても『キン肉マン』と『北斗の拳』はあるしな……天地創造し始めて二日目くらいの出来かけの感じやな。『ウイングマン』も足して三日目にしたってもええけど、真の黄金時代はこれからや」


　静馬は自分勝手な価値観に基づいて批評すると、再び最初から読み返し始めた。未来人である静馬はその後のストーリーを知っている。そのためつまらないかと思いきや、当時はなにしろ五歳児なので記き憶おく違ちがいも多く、見落としていたコマを発見して驚おどろいたりと飽あきることがなかった。バックナンバーを読みたくなったがくずかごの中にはない。


「クソッ！　一イ巻チから読み直したなったけどドコ行ったらええんや？　この時代に漫まん画が喫きつ茶さとかあったかな……いや待て、そもそもこれが最新号っちゅうことは只ただ今いま絶賛連載中なわけで……つまりあれか、カネ持って本屋行ってもこの続きはまだ出てへんのか！　何やねん、この生殺し感！」


　リアルタイムで読んでいた読者が感じていた以上のワクワク感とともに、それとは別の名状しがたい居ても立ってもいられない感覚に襲われて、静馬は地じ団だん駄だを踏ふんだ。


　荒あら々あらしい声が聞こえてきたのはその時だった。


「んだらぁこんガキャアア！」


　静馬のケンカセンサーがビンビン反応した。カレーの匂においを嗅かぎつけた子供のようにニンマリと犬歯を剝むいて微笑ほほえみ、ウキウキした気分で声のした方に駆かけ出だすと、声の主はすぐに見つかった。派手にモヒカンをおっ立てた気合いの入ったパンクな不良たち──およそ真夏の真っ昼間の公園という健康的な背景にはそぐわないルックスの三人組といえる。それぞれのモヒカンの色も金銀紅あかと色いろ違ちがいだ。


　パンクトリオのケンカの相手は子供だった。それも小学生と思おぼしき年とし頃ごろの幼い少女だが、静馬の目はその少女に釘くぎ付づけになった。わずか七、八歳とは思えない美び貌ぼうの持ち主だったからである。


　まず印象的なのは墨すみで描えがいたような眉まゆと切れ長の涼すずしげな目だった。真っ黒に日焼けしていて、一いつ般ぱん的な意味で美少女と形容するにはちょっと男前すぎるため、艶つややかな髪かみをポニーテールにしてサンドレスを着ていなければ男の子と間ま違ちがえられそうだが、この歳としにしてすでに毛並みが違うと感じさせる何かがある。身体からだに比べて手足が長く、一見してアンバランスにも見えるプロポーションだが、トラやライオンの子供の手足が大きいのと同じで成長後のサイズが早くも表れているのだ。


　少女は竹刀しないを手にパンクトリオと渡わたり合っていた。そう表現するとまるで大の男三人が小学生女子にちょっかいを出したようだが、実際にはその逆で、少女の方が三人を竹刀で攻こう撃げきしている。普ふ通つうなら無視して構わなければ済む話だが、そのやり口に遠えん慮りよがないうえに本気で痛いのでパンクスの方も引っ込みがつかなくなっているらしい。


「このガキ……いい加減にしやがれ！」


　金きん髪ぱつモヒカン男がつかみかかろうとした手を打たれた。それでも怯ひるまず迫せまるが、今度は鳩尾みぞおちに鋭するどい突きを食らって息が詰つまった。少女は怒いかりに燃える目で三人をにらみつけながら、


「参ったか悪党ども！」


「だから誰だれが悪党なんだよ!?」


「せっかく村のために必死で種たね籾もみを持ち帰ったおじいさんを……よくも！」


「何の話だよそりゃ？」


　パンクスたちには要領を得ない話らしいが、ついさっきまで週刊少年ジャンプを読よみ耽ふけっていた静馬にはすぐにピンときた。たとえ読んでいなくてもピンときただろう。なぜなら同じ経験があるからだ。


「よく分からねえが、とりあえず生意気だから泣かす！」


　金モヒと銀モヒが二人がかりで少女に迫った。銀モヒが竹刀で叩たたかれている間に金モヒが横からその竹刀をつかんで動きを止め、その間に背後に回っていた紅モヒが少女を羽は交がい締じめにした。金モヒが竹刀を奪うばい取り、銀モヒが少女の両足を抱かかえて二人がかりで持ち上げる。近くにある噴ふん水すいにでも放り込むつもりだろう。


「待てええええい！」


　今がチャンスとばかりに静馬は止めに入った。


「そこまでだ、ＺＥＥＤ！」


「……そんなバンド名じゃねえけど」


　静馬が指さしているのが自分たちだと分かっていても、パンクトリオは納得しかねる顔つきだった。


「何だよお前？」


「オレの名を言ってみろ！」


　三人は互たがいに顔を見合わせ、首を捻ひねった。


「知らねえよ。誰だよ？」


「貴様等に名乗る名はない！」


「じゃあいったい何がしてえんだよ!?」


「問答無用！」


　我ながら酷ひどすぎると思いつつも静馬は強引に挑いどみかかった。金モヒは少女から奪った竹刀で叩こうとするが、静馬は素す早ばやい踏み込みから中段蹴げりで相手の脇わき腹ばらに爪つま先さきを叩き込む。上体を折ったところへ組み付くと、ブレーンバスターの要領で持ち上げつつ、相手の両足を広げて天地逆の股もも裂さき状態にしながら後ろへ倒たおれ込んだ。


「キン肉バスター！」


「うげふっ！」


　静馬が使ったのはマンガに登場する必殺技わざの元ネタとなった実在のプロレス技である。威い力りよくはかなり抑おさえているがそれでも金モヒはダメージにのたうち回った。


「キン肉バスター!?　本物のキン肉バスターじゃねえか！」


「初めて見たぜ！　あれってマンガの中だけの技じゃなかったのかよ!?」


　ケンシロウを演じるつもりがうっかりキン肉バスターを使ってしまったためプランが狂くるったが、パンクスに意図を伝えることには成功したので結果オーライといえる。少女を放り出して食いついてきた二人にも同様にキン肉バスターをかけてやると、まともに受け身を取れずに痛がったが大喜びだった。


「お前ら、南な雲ぐも慶一郎っちゅう奴のこと知らんか？　身長二メートルのデカブツで、グリズリーの能力を持った悪あく魔ま超ちよう人じんや。この辺をウロチョロしとるはずなんやが」


　地面に伸のびたパンクトリオは一様に首を横に振ふった。どうやら空から振ぶりらしい。見た目は凶きよう悪あくだがケンカの方はからきしなのは組んだ瞬しゆん間かんに分かった。慶一郎と出会ったとしても見ると同時に回れ右をして全力で逃にげるタイプの平和主義者だ。


「……そうか、帰ってよし！」


　パンクトリオは首や腰をさすりながら帰っていった。直後、静馬の背中に少女が飛び付き、頭の上によじ登ろうと首に腕うでを回す。


「よ～し、悪のアジトを突き止めるのよ！」


「あいつらは見み逃のがしたれ。どうせ雑ざ魚こや」


「じゃあお前、あたしの馬になれ！」


「ほほ～う、このオレを乗りこなせるつもりか？」


　言うなり静馬は駆け出した。暴れ馬よろしく飛とび跳はねるが、少女は振り落とされまいとしっかりしがみつく。なかなかの根性だと感心していると、少女はジャンプの勢いを逆に利用して静馬の肩かたの上まで登り、足をかけて肩かた車ぐるまになった。


「さあ走れ～～！」


　命じられたのをいいことに静馬は全力疾しつ走そうした。落馬すれば確実に怪け我がをする勢いである。普通の子供なら怖こわがって泣き出すところだが、少女はいくら飛ばしても恐おそれる様子はなく、大喜びではしゃいだ。


「キャ～！　速い速～い!!」


　少女が頭を挟はさんだ両足をバタバタさせるので、静馬の方が気を遣つかってバランスを取ってやる。広い赤あか塚つか公園内のトラックを一周すると、少女はすっかり自分の馬にしたつもりで静馬の額をペチペチ叩いた。


「お前、すごく足が速いなあ。よし、お前をこれから『松まつ風かぜ』と呼ぶことにする！」


「そこは『黒王号』とちゃうんか？」


「ハイヨ──ッ！　松風～!!」


　馬の意向はお構いなしらしい。


「しゃあないなあ……もうちょっとだけ付き合うたるわ。オレも忙いそがしい身やからな」


　結局静馬は少女の言いなりに駆け回り、気が付くと日が西に傾かたむき始めていた。時計の針は四時を指している。


　しばらく前から噴水前のベンチに座っていた人物が立ち上がり、傍かたわらの自じ販はん機きで買った缶かんジュースを手に歩み寄ってきた。静馬は気付かぬ風を装いつつ足を緩ゆるめる。


「──涼りよう子こ！」


　肩の上の少女が反応するのに合わせて静馬は振り向いた。声を掛かけてきたのはやけに体格のいい三十歳前後の女性である。ツナギの作業服の上半分をはだけて袖そでを腰で結んでおり、上半身はタンクトップ一枚。土木関係の仕事でなければ女子プロレスラーかと思うほど剝き出しの肩も腕も骨太で筋肉質だ。静馬と並んでもそう見み劣おとりしないくらい上背があり、おそらく一八〇センチ近いだろう。静馬はひと目で少女の母親だと理解した。太い眉に凜りんとした眼まな差ざしがまるで同じだったからだ。ツナギをきっちり着て茶ちや髪ぱつをポニーテールに結っていなければ父親と間違えそうなほど男っぽい。


（そうか、女っぽい部分はほとんど父親からの遺伝なんやな……親おや父じＧＪグツジヨブ！）


　涼子と呼ばれた少女は静馬の肩から飛び降り、母親の胸に飛び込んだ。


　少女が御み剣つるぎ涼子だということは十二年前なので現在は五歳である。女子の方が男子よりも成長が早いとはいえ二歳から三歳くらい上に見えるので相当に発育がいい。これもやはり母方の血だろう。


　母親は左ひだり腕うでで涼子をひょいと抱だき上げると、右手に持っていた缶を静馬に投げてよこした。よく冷えたコーラだ。


「涼子と遊んでくれてありがとね。お駄だ賃ちんには足りないけど」


「かまへんかまへん。ちょうど喉のど渇かわいとったとこや」


　実際、小銭しか持っていない静馬には嬉うれしい褒ほう美びだった。缶を開けようとしてプルタブ式なのに気付いた静馬は懐なつかしさに頰ほおを緩め、リングを引く。一気にあおると乾かわいた身体に冷えたコーラが染み渡った。


「さあ涼子。そろそろお家に帰る時間だよ。お兄ちゃんにバイバイしな」


「松風、うちで飼っちゃダメ？」


「お兄ちゃんにも帰るお家があるだろ？　だからバイバイ、またねって」


　実のところ涼子の家に厄やつ介かいになっても静馬自身は一向に構わないのだが、さすがに母親が承知しないだろう。お別れと聞いて寂さびしそうに顔を曇くもらせる涼子が微笑ましい。男前な母親にやんちゃな娘むすめ──いい画えだなと思ったその時、静馬は重大な事実を思い出した。


　この母親は鬼おに塚づか美み咲さきと同様に、静馬がやって来た十二年後の未来の世界には存在していない人物なのだ。静馬は胸の裡うちが凍こおり付くような感覚を覚え、汗あせが引いた。


　涼子の母親についてはそう詳くわしい情報は把は握あくしていない。父親と同じ考古学者で、海外で発はつ掘くつ調査中の事故で亡なくなったらしいという程度だ。


「──涼子のお母さん！」


　その声はほとんど無意識に静馬の口から飛び出したものだった。涼子を連れて帰りかけた母親が足を止めて振り向く。とりあえず呼び止めてはみたものの、何かアイデアがあったわけではないのだ。事故に気をつけろと言ってみたところで、正確な時期も場所も状じよう況きようも知らないのでは注意を促うながしようもない。慶一郎と勝負するためにこの時代に来ただけの自分に何ができるというのか──


　とくに用がないと見た母親が会え釈しやくして帰ろうとする。静馬は母親の前に回り込み、地面に跪ひざまずいた。


「お母さん……お嬢じようさんをオレにください！」


　あまりにも突とつ然ぜんの申し出に、母親は当然ながら面食らった顔つきになった。しかし静馬は真しん剣けんそのものである。変態扱あつかいで足あし蹴げにされても文句は言えないところだが、意外なことに母親はカラカラと笑い始めた。


「よかったね涼子。早くも嫁よめの貰もらい手てが見つかったよ」


　当の涼子は静馬の台詞せりふの意味を知ってか知らずか、急に人見知りしたようにモジモジしている。


「リザーブしとくから、この子が嫁に行ける年とし頃ごろになったらまたおいで」


「はは～」


　静馬は非礼を詫わびる意味もこめて頭を下げた。気持ちは受け取るが向こう十年は近寄るなというお達しである。見事な捌さばき方といえた。


　足音が遠ざかる。静馬は溜ため息いきを吐ついて顔を上げた。


（これでよし──とにかく、よし）


　立ち上がろうとすると膝ひざが震ふるえた。緊きん張ちようのためだ。まるで自覚がなかったが今のプロポーズで相当に気力を消しよう耗もうしたらしい。
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　その時、不意に小こ柄がらな影かげが首に抱きついてきた。プリンのように柔やわらかいものが頰に押し当てられる感かん触しよく。


「──ちゃんと責任、取ってよね！」


　涼子はそう静馬の耳元にささやいて、母親の元へ駆かけていく。静馬は母娘おやこの姿が見えなくなるまで、ポカンとした顔で見送った。





　慶一郎の調査を切り上げスキップしながら飛ひ天てん神社に戻もどった静馬は、道場側から鬼塚家の勝手口に回って台所を窺うかがった。まだ夕食の準備には早いのか台所に人の気配はない。つまみ食いの当てが外れた静馬はそのまま裏庭に回った。静馬の感覚としては居間の縁えん側がわから上がり込むのが鬼塚家における正しい作法になっている。玄げん関かんから出入りした記き憶おくがほとんどないのは猫ねこ以下の扱いだったからだが、それが今や慶一郎の席を占しめるに至っている。大出世だ。


　裏庭に出たとたん、静馬の目に留まった物があった。


　それは白い蝶ちようだった。翅はねには模様や黒い斑はん点てんはなく、紙のように真っ白で種類は分からない。モンシロチョウなら夏でもそう珍めずらしくないが、昨日は見かけなかった。どこからか迷い込んで来たのか、それともここでサナギになって今日羽う化かしたのか。


　立ち止まって眺ながめているうちに二匹ひき目の蝶が現れた。奇き妙みようなのは、開いている障子戸の間から出てきたように見えたことだ。居間の隣となり──美み雪ゆきが寝ねていた部屋である。


「ほ～ら美雪ちゃん、チョウチョさんが飛びますよ～」


　美咲の声が聞こえてくる。美雪をあやしているのだろう。静馬は邪じや魔まをしないように忍しのび足あしで近付き縁側に腰こし掛かける。間もなく隣からさらに二匹の蝶がヒラヒラと飛び出してきた。キャッキャとはしゃぐ美雪の声が聞こえてくる。


（……どういうことや？）


　どうして蝶が何匹も出てくるのか不思議で仕方がないのだが、いきなり顔を出して母娘水入らずのところを邪魔したくはない。


「次は夫婦のバッタさんが飛び跳ねま～す」


　ピンッ。


　縁側に白いバッタが飛び出てきた。頭が斜ななめに尖とがり、大きいバッタが小さいバッタを背負っている。オンブバッタだ。後あと脚あしで床ゆかを蹴って跳ちよう躍やくするが飛ひ距きよ離りは二十センチもない。その動きに違い和わ感かんを覚えた静馬は縁側に身を伏ふせてバッタを凝ぎよう視しし──ようやく正体に気付いた。


　それは生きたバッタではなく紙で出来ていた。精せい巧こうな折り紙なのだ。真っ白なのはおそらく薄うすい和紙を材料にしているのだろう。


　静馬は庭を見た。まだ舞まっている四匹の蝶もよく見ればすべて紙製だ。


　ピョン！


　オンブバッタがまた跳とんだ。紙で出来ているのはいい。しかし動力は？　目に見えないほどの極きわめて細い絹糸か何かで動かしているのかと思い、目を皿のようにして観察してみたが分からない。


「さあさ、今度は狐きつねの嫁よめ入いりよ～」


　今度は紙かみ相撲ずもうの力士のように人型に切きり抜ぬかれた紙だ。鼻はな面づらの長い狐の横顔をした紙人形が二十体余り、行列をなして行進していく。行列の中心には角つの隠かくしをかぶった花嫁の狐がいた。確かに狐の嫁入りだ。


「キャハハハッ」


　美雪が縁側に出てきて横になり、紙人形の行列を夢中になって眺めた。思わずつられて笑顔になってしまうほど愛らしい顔だ。しかし美雪はすぐに静馬の存在に気付いて、びっくりした顔で身を起こした。


「どうしたの？　美雪……」


　顔を出した美咲が静馬を認めてハッと驚おどろいた顔になる。その直後、生きているように動いていた紙人形たちが止まり、舞っていた蝶も池に落ちた。


「お帰りなさい草[image: ]さん。慶一郎さんは見つかりまして？」


「残念ながら収しゆう穫かくゼロや。学校行ってみたらだーれもいてへんし、この辺で見かけたゆうやつもおれへんかった」


「そうですか……」


　美咲は気落ちした様子で紙人形を片付ける。静馬は庭に降り、ツツジに引っかかっている蝶を拾い上げた。和紙を二つ折りにして蝶の形に切り抜いただけのシンプルな作りである。


「これ、どうやって飛ばしたん？」


「秘伝の技わざがあるんです」


　美咲は悪戯いたずらっぽく言う。


「扇せん子すで風を起こして紙の蝶をヒラヒラ飛ばす伝統芸やったらテレビで見たことあるけど、同じようなもんか」


「それは〈胡こ蝶ちようの舞〉や〈浮うかれの蝶〉と呼ばれる奇き術じゆつですね。あれは見た目通りに扇おうぎの起こす風で蝶を飛ばしているわけではなくて、実はタネがあるんですよ」


「マジで!?　どんなカラクリなん!?」


「それは──秘伝ですから」


　美咲は唇くちびるに人差し指を当てて微笑ほほえむ。その少女っぽい仕草は五歳以上年上とは思えないくらい魅み力りよく的だ。鉄てつ斎さいの娘でしかも人妻なのが残念すぎる。


「あら、もうこんな時間？　お夕飯の支し度たくをしないと……」


　美咲は居間の掛かけ時ど計けいを見上げて目を丸くした。美雪を布ふ団とんに寝かしつけると、いそいそと台所へ向かう。今から作るとなると夕食にありつくまでに小一時間はかかりそうだ。


　ガサゴソと紙をいじる音が聞こえてきた。布団から抜け出した美雪が物入れから和紙を引っ張り出し、指で千切っている。何を作る気なのかと観察していると、会心の作が出来上がったらしくニッコリと笑って両手で捧ささげるように持ち上げた。


　それは大きな袖そで付きの上うわ衣ぎと袴はかまを着た人の形をしていた。髪かみが長いのは鉄斎も同じだが、おそらく美咲をモデルにした巫み女こだろう。


「──おい、小こ僧ぞう」


　振ふり向むくと庭に男が立っていた。誰だれかと思えば鉄斎である。髪が黒くて肌はだ艶つやのいい鉄斎は昨日の今日ではまだ慣れない。


「境けい内だいの方にお前の仲間が来ているぞ」


「仲間やて？」


「見た感じが同類だ」


　鉄斎が似ていると言うからには単なる外見ではなく醸かもし出される雰ふん囲い気きのことを指しているのだろう。静馬の同類ということはつまり──自己紹しよう介かいの趣しゆ味みの欄らんに『ケンカ』と書くタイプだ。


「なるほど……そらオレのお客さんかもな」


　静馬は縁側に置いてある靴くつを履はいて庭に降りた。少女のはしゃいだ声が上がる。見ると、美雪がかざした手の下で紙の巫女がクルクルとダンスを踊おどっていた。美咲から秘伝の芸を教わったのかそれとも見み様よう見み真ま似ねなのか──そのカラクリが気になりながらも、静馬は裏庭を通って神社へ向かった。


　拝はい殿でんの横にある通用口を少し開けて境内を覗のぞくと、二は十た歳ち前と思おぼしき若い男が二人いるのが見えた。鉄斎の言う通り、土曜日の夕方に神社に参拝に来るほど信心深いタイプには見えないし、暇ひま潰つぶしなら繁はん華か街がいに行くだろう。上はランニングシャツ、下は太いワークパンツを腰こしで穿はいている。色合いはイエロー系で統一されていて、何らかの所属を示すシンボルカラーだろう。ダブダブのだらしない系のファッションは静馬のいた時代でも流は行やっているが、時代がどうあれ静馬から見れば『ブサい』の一言で片付けられる恰かつ好こうだ。しかし二人の発散している暴力の臭においは本物だった。二人とも懐ふところにナイフの一本も隠かくし持もっていて不思議はない。しかし──


（ジジイの目め利ききもたいしたことないな。狼おおかみと犬ッコロを一いつ緒しよにしてもろては困るわ）


　静馬は戸を開けて境内に出た。二人が気付いて警けい戒かいする。静馬が不敵な薄うす笑わらいを浮かべながら近寄ると、カラフルなキャップをかぶっている方の男が首を振ふり振り上うわ目め遣づかいに睨ねめ付つけた。口元はだらしなく半開きで目は虚うつろ、上体がフラついていて薬物中毒を疑いたくなる面だ。


「ここによ～南雲っつー奴やつがいんだろ？」


「そやけど？　オレに用か？」


「…………」


　キャップの男は怪け訝げんな顔つきになり、背後にいる連れに確認した。


「こいつが南雲だっけ？」


「いや、もっと図体がデカかったかと」


「でもよ、暗くて遠目だったからあんまよく覚えてねえんだけど」


「別人じゃないッスかね？　こんなに日焼けしてなかったはずだし」


「言い切れんのか？」


「間ま違ちがいないッス。たぶん……」


　頼たよりない後こう輩はいの意見を聞いて静馬に向き直る。


「南雲じゃねえくせに紛まぎらわしいこと言ってんじゃねえよ」


「お前らどこのモンや？」


「訊きいてんのはこっちだよ。南雲はいるのかいねえのか」


「おったらどうすんねん」


「ブクロまで来てもらうに決まってんだろ」


「行かへん言うたら？」


「そりゃあお前……困るけどよ。こっちも一応アレだお前……京きよう極ごくの兄貴に南雲の居場所確認しとけって言われてっから、電話してどうするか訊くしかねえわな」


「その京極て京都の京極か？」


「何で京都が出てくるんだよ？　兄貴っつってんだから人の名前に決まってんだろ。察しろよ」


「その兄貴の下の名前は？」


「…………」


　キャップの男は再び後輩に相談した。


「兄貴の下の名前って何だっけ？　全然思い出せねえんだけど」


「それが俺もずっと兄貴としか呼んでなくて……つーか、実際話させてもらったこともないし。でも一回は聞いてるはずなんスけどね」


　二人とも直じかに口も利いてもらえないほどの下っ端らしい。しかし慶一郎を捜さがしている京極という男がいると聞いて、静馬の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


「お前らの言うてる兄貴て、もしかして京極幻げん弥やか？」


「ゲンヤ……うん、何かそれっぽいな」


「俺も思い出しました。その通りッス！　たぶん」


　甚はなはだ頼りない言げん質ちだが一応信用してよさそうだ。


「するとお前ら、南雲の居場所はまったくつかんでへんのか？」


「舐なめんなよ。昨夜ブクロにいたことまでは分かってんだ」


「なにい!?　あのアホ、池いけ袋ぶくろにおったんか！　道理で……」


　静馬は入いれ違ちがいになったことを知り、パチンと指を鳴らした。


「今日はこれから京極の兄貴が直々に会いに来るからよ。そん時になってお前……南雲のやつがどこにいるか分からねえなんてことになったら無む駄だ足あしになっちまうだろうがよ。だから念のために俺らが来たってわけよ」


「なるほど。そらまたご苦労さん」


「……で!?　ここに南雲はいるのかいねえのか、どっちなんだ!?」


「オレが南雲やったら、今ごろお前ら血ち反へ吐どにまみれて地面に転がっとるとこや」


「なっ……どういう意味だ、てめえ!?」


「南雲がここにいなくてよかったなって意味ッスよ」


　後輩が耳打ちするが、やはり意味はよく理解していないらしく激げつ昂こうした。


「よかあねえだろうがよ！　バカにしてんのか、てめえ!?」


　シャキン！


　キャップの男の右手に飛び出しナイフが魔ま法ほうのように一いつ瞬しゆんで現れる。


　カキン！


　その一瞬の後には、静馬の蹴けりが男の手からナイフを吹ふっ飛とばしていた。


「あ……」


　キャップの男は飛んでいったナイフを目で追いつつ、左手を後ろに回した。後輩も心得たものでその手に自分のナイフを握にぎらせる。即そく座ざに鼻先に突つきつけられてきたナイフの切っ先を、静馬は右手の二本の指で挟はさんで止めた。刃は渡わたり五センチほどのシースナイフだ。


「うおっ!?　てめえ……！」


　キャップの男はナイフをこじれば静馬が手を放すと考えて力を込めたが、ナイフは空中に固定されたようにビクともしない。


「……で？　このナイフをどうしようっちゅうんや？」


「ほ、欲しけりゃくれてやるよ」


　男はあっさりナイフから手を放した。静馬に進しん呈ていした体裁をとることで表向きには負けを認めないつもりらしい。


「先せん輩ぱい、それ俺の……」


「黙だまってろ！」


　男は後輩を蹴ろうとしたがあっさり避よけられた。


「さっさと先輩のナイフを拾ってこねえか！」


　見事な言い訳だが、この上下関係は早晩逆転しそうだ。静馬は片手でナイフを弄もてあそびながら訊たずねる。


「お前ら、ここまで車で来たな？」


「何で分かるんだよ!?」


「南雲がおったら池袋まで連れて行くつもりやったんやろ？　電車とかバスに乗っけて行くわけあれへん」


「お、おう……だったら何だっつーんだよ？」


「南雲の代わりにオレを乗せてけや。それで電車賃が浮うく」


「何でてめえを乗せなきゃなんねーんだよ!?」


　静馬は男の鼻先にナイフの先せん端たんをピタリと押し当てた。低い鼻が押されて凹へこむ。


「オレが南雲をボコボコにするためや。文句あんのか？」


「……いえ。ないです」


「よっしゃ。お前らちょっとここで待っとけ！　逃にげたら地の果てまで追っかけてってボテクリ回したるからな」


　静馬は男にナイフを返すと、いったん鬼塚家に戻もどった。居間で鉄斎にお茶を出している美咲を見つけて報告する。


「美咲さん。南雲の居場所が分かったわ」


「本当ですか？」


　美咲はお盆ぼんを持ったまま縁えん側がわまで飛んできた。昨夜は池袋にいたらしいと聞くと安あん堵どの溜ため息いきを吐つく。


「どうもあのアホ、京極幻弥っちゅうヤクザと揉もめとるらしいな。今来てる二人は京極の手下や」


　ヤクザと聞いて美咲の顔色が青ざめる。


「だから慶一郎さんは帰ってこないのね？　うちに迷めい惑わくをかけたくない一心で──」


「そんな遠えん慮りよする性格とは思えへんけどな」


　あくまで好意的に解かい釈しやくする美咲に、静馬は異論を唱えたい気分だった。


「逆にここへ誘おびき寄よせた方が手間省けるやろ。ジジイに手伝わさせたらチンピラヤクザの二十や三十……」


　何気なく口に出した数字で、静馬は重大なことを思い出した。


「そや！　京極幻弥っちゅうことは……！」


「どうかした？」


「オレの記き憶おくが確かなら……あいつ、高校時分に京極幻弥のグループと伝説に残る大おお喧げん嘩かをやらかしたっちゅう話や。五十人相手に一人で挑いどんで一歩も退ひかへんかったとか」


「ほほう、五十人とはなかなかの大立ち回りだな」


　荒あら事ごとと聞いて食いついたのは鉄斎である。


「それが今夜だと？」


「人ひと伝づてに聞いた話や。日付までは知らんがな」


「未来から来たわりに頼りない情報だな」


「おいジジイ、未来人が何でも知ってる思たら大おお間ま違ちがいやぞ」


　静馬は上からの口調で言ったが、内容の方はおよそ誇ほこれるものではなかった。


「こういう時に正しい情報を仕入れてくる便利な奴がおったはずなんやが……クソッ、誰だれやったか思い出されへん」


　静馬は頭をガリガリと搔かいた。記憶の欠落はひとまず置くとして、問題は京極幻弥である。幻弥が慶一郎に会いに来るということは、伝説の大喧嘩が今夜である可能性は高い。


「とりあえずオレ、池袋行ってくるわ」


「だったら私も一緒に……」


「そらアカンで美咲さん。そこは遠慮してもらわんと」


「だって……」


「オレは南雲をボッコボコにするために捜しに行くんや。いざっちゅう時に止めに入られたらかなわん」


　美咲は静馬が慶一郎の味方ではないことを思い出して複雑な表情になった。


「小こ僧ぞうの言う通りだ。男の勝負に女の情けは無用」


「そういうことや！」


　俄が然ぜんテンションの上がってきた静馬は自分の腕うでを叩たたいた。


「これは祭やな……久々のケンカ祭や！　一九八四年版のバイパーズ・レイヴや!!」


「──草[image: ]さん」


　美咲が何かを覚かく悟ごしたような顔つきで言った。


「私に少しお時間をいただけないかしら？　三十分ほど……いえ、二十分で用意できますから」


「うん？　それくらい別にええけど……」


「ありがとうございます」


　何をするのかと問い質ただすより先に、美咲は居間を出て行った。普ふ段だんのおっとりした物もの腰ごしからは想像できない素す速ばやさである。


　静馬も再び神社に向かった。逃げる算段をしている最中であろう幻弥の手下二人を捕つかまえておくために──


















　♯７　サクラちってサクラ咲さいて




　飛ひ天てん道場に、裂れつ帛ぱくの気合とともに破は裂れつ音が響ひびく。


　片や踏ふみ込こみの速さと手数に勝まさる小兵、対するは柳やなぎの枝の如ごとく飄ひよう々ひようと相手の攻せめを逸そらせつつ電光石火の一いち撃げきを狙ねらう長身瘦そう軀くで優やさ形がたの男。


　互たがいに稽けい古こ着ぎのみで防具は身に着けていない。使う武器は長短の別はあれど、どちらも木刀である。飛天流の掛かかり稽古は元立ち（受け手）を決めずに実戦さながらの形式で行われる。危険が伴ともなうため攻こう守しゆともに優すぐれた者同士でなければまず稽古として成立しない。


　涼りよう子こも初めてこの稽古風景を見た時は思わず身み震ぶるいした。竹刀しないでさえ当たれば相当に痛い。それが木刀なら骨を砕くだきかねない。鉄てつ斎さいが元立ちとなり涼子が攻める形の稽古なら経験があるが、それは弟で子しが涼子一人しかいなかったからである。実力の伯はく仲ちゆうした同格の門下生同士でなければこの稽古はできない。しかもこれを経験するか否いなかで剣けん術じゆつの実力に雲うん泥でいの差さが出るだろうことは明らかだ。


　事実──この四か月の間に、涼子の剣術は長足の進歩を遂とげていた。飛天流の剣理への理解は深まり、新たに会得した手は三十を越こえる。こなしてきた稽古の質と量でいえば現代で弟子が涼子一人のままで修しゆ行ぎようを続けた場合のおそよ七、八年分に相当するだろう。来る日も来る日も剣術の稽古しかしていないのだから当然と言えば当然だった。


　一九五一年四月現在、飛天流の門下生は涼子の他に三人いた。今まさに稽古中の小兵の方が姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞう、優形の男は毒ぶす島じま天てん童どうである。


「とぉりゃあああっ！」


　雷蔵が飛び込むように間合いを詰つめながら、脇わき差ざしに相当する短い木刀を連続して突き出す。


　天童は巧たくみな足捌さばきで徹てつ底ていしてその剣けん尖せんの正面に身を晒さらすことを避け、一定の間合いを保ち続けた。無論のこと受ける一方ではなく、雷蔵が息切れして攻め手が緩ゆるんだその空くう隙げきを見み逃のがさずに打ち込んでいく。しかし雷蔵も受けが上う手まいため攻めきれない。傍はた目めには冷や汗あせもののギリギリの攻こう防ぼうだが、当人たちにとってはまだ挨あい拶さつ程度の小手調べだ。ここまでのやり取りならすでに何度も繰くり返かえし、互いの手の内は心得ている。新しい手を試すのはここからだ。


　先に仕し掛かけたのはやはり雷蔵だった。突きに対して籠こ手てを狙ってきた天童の木刀の先を巻き込むようにして受け流すと、雷蔵の小刀が刀の峰みねの上を滑すべった。天童は下がりながら木刀を逆に捻ひねって立てる。雷蔵は小刀を押し込みつつ密着すると、天童の衿えりをつかみ、小こ内うち刈がりを掛けた。


（──柔やわらの技わざ！）


　後ろに倒たおされそうになった天童は前に重心を移して押し切ろうとする。その瞬しゆん間かんを待っていた雷蔵は背負い投げで天童の身体からだを一回転させ、背中から床ゆかに叩き付けた。天童は受け身を取り、起き上がり小法師よろしく一動作で立ち直る。二人は立ち位置を入れ換えて対たい峙じした。


「──それまで！」


　師し範はん代だいから声が掛かり、二人は元いた位置に分かれて正座した。


「雷蔵、今の仕掛けはよかったが本身での闘たたかいなら投げた拍ひよう子しに己おのれも怪け我がをしているところだ。天童の受けは的確だったが、剣の間合いを気にするあまり内側に入り込まれた際の咄とつ嗟さの反応に迷いが出た。雷蔵に組まれる前に当て身で応ずることも頭に入れておけ」


　指導を受けた二人は師範代に一礼して壁かべ際ぎわに下がった。


　飛天流は剣術のみではなく、総合的な徒手武術としての柔術を含ふくんでいる。武器を持っての立ち合いでも、闘いの流れの中で必要とあれば組み討うちに持ち込むことも有効な戦術として認められている。雷蔵は投げ技を好んで使うため天童も警けい戒かいはしていたのだろうが、武器が短い小刀だったため見み極きわめが難しかったのも確かである。


「次──鉄てつ心しん！　涼りよう之の介すけ！」


　名を呼ばれて涼子は立ち上がり、道場の中央で鬼おに塚づか鉄心と向き合った。鉄心は十五歳で涼子の方が年上だが、体格と剣の腕はおおむね互ご角かくである。選んだ武器も同じ三尺五寸の木刀だった。互いに一礼して木刀を構える。


「始め！」


　開始の掛け声と同時に、鉄心の方から冷気を帯びた風が吹ふいてきた。それはストローで吹きかけているような細い風で、鉄心の木刀の先端から発生し、涼子の眉み間けんに当たっている。外は寒いが隙すき間ま風かぜではない。『殺気』である。


　六十歳の鉄斎との稽古では何度も感じた殺気だが、十五歳にしてすでに剣尖から迸ほとばしらせるほどの境地にあったとは驚おどろくべき才能といえる。実際、剣に懸かける真しん摯しさにおいて天童や雷蔵は鉄心の足元にも及およばない。天童は剣術は時じ代だい遅おくれだと思っているし、雷蔵は柔術の方に興味が向いている。剣術を極めようという純じゆん粋すいな情熱を抱いだいているのは鉄心だけだった。


　鉄心の身体の左右の幅はばが狭せばまり、木刀の陰かげに隠かくれたように見えた。


（来る！）


　涼子は正眼の構えのまま滑るように踏み込んだ。


　カッ！


　互いの木刀の剣尖が一点でぶつかり、力が拮きつ抗こうする。


　それはほんの刹せつ那なの出来事だった。二人は同時に木刀を振ふり上げ袈け裟さに打ち込んだ。このままでは互いに肩かたを砕いて相討ちになると判断し、軌き道どうを変えて斬きり結ぶ。


　そこからの攻防も同じ展開だった。鉄心の剣には虚きよ実じつの駆かけ引ひきはない。斬り込むべき一点に向かって真っ向から最速で打ち込んでくる。攻こう撃げきする時には隙すきが生じるものだが、文字通り単刀直入そのものの攻撃には後の先を取るような戦法は通用しない。かといって一度受けに回ってしまえば押し込まれるだけだ。


　狙うは『先の先』しかない──


　互いに機先を制することしか頭にないため、涼子と鉄心の稽古は素人しろうと目には何が起きているのか判別しがたいほどに目まぐるしいものとなった。一方の攻撃を他方が受け流して反はん撃げきするというやり取りではなく、我先に攻撃し合い、それがぶつかることで結果的に防ぼう御ぎよとなる。


　ビッ！


　激しくぶつかり合った木刀が異音を発した。


「──待て！」


　師範代が稽古を止め、涼子の木刀を調べた。物打ちの部分にささくれが出来ている。


「今月に入って三本目か。よもや二人して木刀を壊こわすのが目的でやっているのではあるまいな？」


「いえ！　決してそのようなことは……」


「打ち込みの速さと強さばかりを求めても無む駄だな力を使うだけだ。お前たちは面おも白しろいだろうが、己が命を預ける武器を粗そ末まつに扱あつかう結果になれば、それは剣術の理に適かなっているとは言えん」


　その指し摘てきに涼子は恥はじ入いった。稽古のつもりが剣術から離はなれて遊ゆう戯ぎ化していると言われては反論の余地もない。


「本日の稽古はここまでとする。後で一人ずつ私のところへ来るように」


　四人は正座して額を床に押しつけるように深々と頭を下げた。師範代が道場を出て行くと、天童と雷蔵が待ちかねたように寄ってきて口を開く。


「さすがにお咎とがめを受けたか。なかなかの見物だったが」


「ああ。俺や天童じゃあそこまで打ち合いは続かねえ。何より神経が保もちゃしねえや」


「本当に申し合わせ無しなのか？」


「申し合わせてたってその通りにできるものかよ」


「お前の鶏とり頭あたまでは無理だろうな」


「何だと？　じゃあてめえならできるってのか!?」


「そうは言っていないが」


「おい鉄心！　涼の字でも構わん。どっちか天童と今のをやれ」


　涼子と鉄心の目が合った。天童のからかいを真に受けて雷蔵がいきりたつのは毎度のことである。


「くだらん」


　鉄心は踵きびすを返して、木刀を壁かべに据すえ付つけられた木刀掛けに戻もどした。涼子も肩をすくめて苦く笑しようする。二人が乗らないので雷蔵は不満顔だが、そもそも申し合わせての打ち合いなど論外である。誰だれの目にも不自然極まりない立ち合いになることは明白だった。


　道場の清せい掃そうを済ませた後、男三人は風ふ呂ろで汗を流した。風呂といってもガス湯ゆ沸わかし器きのない五ご右衛え門もん風ぶ呂ろで、薪まきをくべて湯を沸わかすのは新参の涼子の役目である。この時代では三人よりも年上だが、現代では各おの々おの一流を成す師し匠しようだと思えばむしろ光栄なことだった。内心嬉き々きとして雑用をこなしている涼子を、三人の方では殊しゆ勝しような後こう輩はいだと思っているだろう。


　稽古の後に一人ずつ師範代と面会するのはよくあることだった。各人修行の進み具合も違ちがえば克こく服ふくすべき課題も異なる。師範代が一対一で指導するのは内容を他の弟子に知られないためだった。現在の飛天道場の門下生は三みつ巴どもえの状態であり、それぞれに他の二人に対する攻こう略りやく法を教えることで互いに競い合うように仕向けて道場全体で上達を促うながす──実に上う手まいやり方といえた。道場内で強い人間が日によって入れ替かわるため、必要以上に馴なれ合うこともなく適度な緊きん張ちよう感かんが保たれているのだ。


　鬼塚家の食客である師範代は離はなれ家やを借りて寝ね起おきしている。師範代に面会に行くのは雷蔵、天童、鉄心の順と決まっていた。師範代がそう決めたわけではなく、雷蔵はせっかちなので一番に行きたがり、鬼塚家の人間である鉄心は急ぐ理由がないため自然と三番目になったらしい。三人が風呂から上がった後で涼子も湯浴みし、平服に着き替がえてから離れに向かうと、ちょうど戻ってきた鉄心とすれ違う頃ころ合あいになる。鉄心とは軽く目礼を交わすだけでとくに会話はない。用がない限り無む駄だ口ぐちを叩たたかないのが男らしくていいところだ。しかし今日の鉄心は気き懸がかりでもあるのか、腕うで組ぐみしたまま涼子に気付かぬ様子で通り過ぎていく。鉄心を見送り、低い竹たけ垣がきに囲まれたこれぞ庵いおりといった風ふ情ぜいの茅かや葺ぶきの離れ家の前まで来た涼子は訪おとないを入れた。


「涼之介、参りました」


「入れ」


　涼子は玄げん関かんの引き戸を開けて三た和た土きに入った。一段上がった居間の囲い炉ろ裏りの前に、地味な長なが襦じゆ袢ばん姿の女性が座っている。年ねん齢れいは二十代半ば、座っているとそうは見えないが涼子と肩を並べるほどの長身で、この時代の女性としてはかなり大おお柄がらだ。目鼻立ちのはっきりした美び貌ぼうの持ち主で、長い髪かみを紐ひもで結ってまとめている。


　女性の名は南な雲ぐも千ち鶴づる──飛天流の師範代である。


　飛天流の正統後こう継けい者しやである鉄心の父や高弟が先の戦争で亡なくなり、皆かい伝でんを受けた人間が他にいないため、今や千鶴だけが飛天流のすべてを知る唯ゆい一いつの人間だった。


　涼子が飛天道場の末席に加われたのも、鉄心たちに混じって分わけ隔へだてなく稽けい古こに参加できているのも千鶴の格別の引き立てがあればこそである。涼之介と名乗ってはいても涼子が女であることは隠せるものではなく、鉄心たちも承知している（ただし雷蔵だけは涼之介が役者だと聞いて女形おやまの男と混同している節がある）。涼子が一いつ緒しよでも文句を言わないのは師範代が女性だからだ。


「まあ座れ」


　千鶴に促されて薄うすい座ざ布ぶ団とんに正座する。涼子は襖ふすまで仕切られている奥おくの間に目をやった。


「景けい子こちゃんの熱は下がりましたか？」


「ああ。今朝方には平熱になっていた。このまま暖かい日が続けばいいが、寒の戻りがあるとまた風か邪ぜをひくかもしれんし油断はできん」


　景子とは三歳になる千鶴の娘むすめである。頑がん健けんそのものの千鶴に似ず病弱で、季節が冬ということもあるが元気に外で遊んでいる姿を見たことがない。戦後間もない時期だけに栄養が良くないからだろうか。千鶴は畑を借りて自分で野菜を作っているが十分とは言いがたい。


「涼之介、実はお前に相談したいことがある」


「師範代が私に？」


　意外な申し出に涼子は困こん惑わくした。こちらは教えを請こう側である。


「飛天流の後継者を誰にするかという話だ」


　千鶴は至し極ごく真ま面じ目めな顔で言った。ますます分からない。


「待ってください。私のような新参者に話す内容とは思えませんが……それに後継者を選ぶには時じ期き尚しよう早そうかと」


　鉄心たち三人はわずか十五歳、ようやく高校に入ろうかという年とし頃ごろの弱じやく輩はい者である。歴史ある剣けん術じゆつ流派を継つがせるのは荷が重すぎるだろう。


「後継者選びは急がねばならん。わっしはいつまでもここで居い候そうろうをしているわけにもいかん身だ」


「ここを出て行かれるのですか？」


「瘤こぶ付つきの女をいつまでも客扱あつかいで置いておけるほどこの家も裕ゆう福ふくではない。それに──わっしは飛天流を継ぐ気はないのでな」


「そうですか……しかし私に相談されても困ります」


「そうは思わんがな。涼之介、お前はここに来る前から飛天流の門下であろ？」


　実に答えにくい問いだった。しかし千鶴の方は見み透すかしたような笑みを浮うかべ、


「問題は誰に学んだか、だが……やはり鉄心か？」


「──は!?」


　いきなり図星を指されて涼子はアングリと口を開ける。相当に間ま抜ぬけな面つらだったのだろう、千鶴は肩を震ふるわせて笑った。


「最初にお前の学んだ技を見せてもらったが、あれはすべてわっしが考案中の修行の手順に従ったものだ。修行の進み具合は鉄心とほぼ同じ……使える技も組み立ても互角なのはそのためだ」


「ですがそれは……」


「突とつ飛ぴな話だとは分かっている。他の誰に話したところで信じてはもらえぬだろう。お前が今より何年も後の時代から来た人間だとしてもな」


　驚おどろくべきことに千鶴は『未来からの来訪者』というＳＦ的な発想を受け入れているらしい。


「私のこと……誰かに聞きましたか？」


「誰にも」


「じゃあご自分で思いつかれたんですか!?　そんな突とつ拍ぴよう子しもないこと──」


「最近は奇き天て烈れつなことも信じられるようになってね」


　千鶴は隣となりの間で眠ねむっている景子の方をちらりと見た。


「いろいろと気になった事実を突き合わせてみたらそういう結論になった。鉄心たち三人を知っているような素そ振ぶりがあったし、剣けん劇げき役者にしては芝しば居いっ気けがない」


「大根だと？」


「役者は噓うそを吐つくものだが、お前は正直すぎる。そもそも進しん駐ちゆう軍ぐんや朝ちよう鮮せん動乱を知らんような人間はこの時代にはおらんだろ」


　つまりまるで役作りが出来ていないということだ。シナリオがないうえにこの時代の知識も乏とぼしい。少し世間話をすれば馬ば脚きやくを現すのは当然といえる。


　ここまで見み抜ぬかれていては言い訳の余地はなかった。しかも千鶴は他言する気はないと明言している。下手に隠かくし立だてする必要はなさそうだった。


「改めて訊きくが、お前の師匠は鉄心か？」


「はい。未来では鉄斎と名乗っています」


「鉄斎とな？　ふむ……いっちょ前に生意気な」


「私の知っている師匠は六十ですから」


「ほ！　すると差し引きで……なるほど四十五年も後か。だったら仕方ない」


　千鶴は愉たのしげだが、涼子は一緒に笑える気分ではなかった。


「正直、飛天流はあの三人の代で終わりだと思っていた。剣術など時じ代だい遅おくれの無用の長物。跡あとを継ごうなどという酔すい狂きような者は出て来んだろうし、わっしがやつらに教えられる時間は短い……ところがお前が来た。わっしがこれからやろうとしている事も無駄にはならんと分かった。こんなに嬉うれしいことはない」


「これから……というと何を？」


「それが飛天流の後継者の話だ。一人にすべてを伝授するのは無理なのでな、飛天流の技を三人で分けてもらおうと考えている」


「三人でってことは……じゃあ……ああ！　そういうことでしたか!!」


　涼子は以前から抱いだいていた疑問の答えを得たと思った。


「神しん武ぶ館かんの骨こつ法ぽうと姫川流の柔じゆう術じゆつは、もともと飛天流から派生した流派なんですね!?」


　氷ひ室むろ那な智ちが師事する毒島天堂（天童）、沙さ羅らの祖父で小こ関せきや草くさ[image: ]なぎ巴ともえの師匠である姫川雷蔵──この二人は鉄斎（鉄心）と同門であり、鉄斎が飛天流の剣術を伝承したのに対し、それ以外の打だ撃げき技と投げ技（絞しめ技わざ・関節技等を含ふくむ）をそれぞれ受け継いだのだ。


「天童と雷蔵も一流を成して弟子を取っておるようだな。結構なことだ」


　千鶴は独り合点している涼子の口ぶりからおおよその事情を察した。二人の道場が多くの弟子を抱かかえているのに比べ、鉄斎の飛天道場には涼子と九く条じよう鳴なる海みしかいないことはさすがに言いにくい。


「お前は二人を知っているようだが、当て身と柔やわらの技はほとんど使えんようだな。飛天流を三人で分けた後、もし見込みのある弟子が入ったら三人掛がかりでそれぞれの技を伝えるよう言い含めておくつもりなのだが……」


「──あっ」


　涼子は思わず声を上げた。声を出してしまってから、千鶴の言う通り隠し事に向いていない自分の性格を呪のろった。


「何だ？」


「いえ、その……『見込みのある弟子』に心当たりがあったもので」


「お前の兄弟子か？」


「その人は結局、飛天流には入門しませんでした」


「デカい魚を釣つり逃のがしたのか。鉄心はおよそ口説き上手とは言えんからな」


「ええ」


　涼子は曖あい昧まいに相あい鎚づちを打った。


（それ、貴女の孫なんですよ）


　涼子が思わず声を上げたのは、鉄斎と慶けい一いち郎ろうの関係に気付いたからだった。鉄斎が身寄りのない慶一郎を引き取ったのは千鶴の孫だからという理由だけではなく、飛天流の後継者にすることを考えていたからに違いない。千鶴から三人に分けて伝えられた飛天流の奥おう義ぎを孫の慶一郎に返す──心情的にも実に理に適っている。素質から言っても慶一郎なら三つに分かれた流派のすべての技を吸収して我が物とすることは十分に可能だろう。それどころか飛天流の歴史の上でも最強の遣つかい手てになったに違いない。慶一郎という二人といない逸いつ材ざいを逃し、飛天流を後世に伝えるという千鶴との約束を果たせなかった鉄斎の無念はいかほどのものだったろうか──


「うむ……正直に話してくれて感謝するぞ、涼之介。おかげでわっしも決心がついた」


「では三人に？」


「それぞれに飛天流を分けることにする。それと、お前にも飛天流の奥義を学んでもらうことにする。三人には内ない緒しよでな」


「それって──!?」


「餞せん別べつ代わりだ。まともに使えるようになるには十年はかかろうが……不服か？」


「滅めつ相そうもございません！　謹つつしんで承ります」


　涼子は座布団を横に退どけ、床ゆか板いたに額を擦こすりつけて拝礼した。


　翌日から千鶴と二人きりの奥義の伝授が始まった。いつもの道場での稽古が終わった後、日が暮れてから離はなれを訪ね、一日にひとつずつ絶技を口く伝でんで教わった。千鶴自身が技の型を演じて見せた後に術理と秘ひ訣けつについて講義するというものである。現在の涼子には高度すぎるため、技を理解し我が物とするには相当な修行が必要だろう。


　四日後──


　飛天道場にやってきた涼子は、稽古での気合とは違ちがう荒あら々あらしい声を耳にした。格子窓から中を覗のぞくと、鉄心と天童が揉もみ合っている。よく見れば鉄心が天童の胸むな倉ぐらをつかんで壁かべ際ぎわに押しつけていたので、これは鉄心の側が一方的に攻せめているらしい。これが稽古なら天童も反はん撃げきするはずだが、両手はだらりと下げて無む抵てい抗こうのままだ。やがて鉄心は天童を放し、道場を飛び出していった。


　涼子は入れ違いに道場に入り、気まずそうな顔の天童に素そ知しらぬふりで訊たずねた。


「何かありましたか？」


「……あんたには関かかわりのないことだ」


「関わりがねえわけでもねえだろうがよ」


　横よこ槍やりを入れたのは雷蔵である。こちらも面おも白しろくなさそうな険しい顔つきだ。


「道場を閉めるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだからよ。せっかく武道禁止令が解かれて大手を振ふって稽けい古こできるようになった矢先だってのに……」


「仕方ないだろう。千鶴さん抜ぬきではどうにもならん」


　千鶴がここを去ることを三人に話したのかと思ったが、どうも雲行きが妙みようだ。


「師し範はん代だいが何か？」


「見合い話が来ている」


「なぬっ!?」


「向こうも男やもめだ。瘤付きを片付けるにはちょうどいい相手というわけだが、なにしろ浜はま松まつだからな」


「でも浜松なら新幹線で二時間くらいだから……」


「二時間!?」


　天童と雷蔵が怪け訝げんな顔で聞き返してくる。新幹線がまだ開通していないのだと気付き、涼子は慌あわてて言い訳した。


「あ、いや……浜松って静しず岡おか県けんでしたっけ？　別の場所と勘かん違ちがいしました」


「静岡以外の浜松があるかよ。二時間で行き来できるんなら、ここまで通いで来てもらえるかもしれねえが……」


「それでも無理だな。汽車賃だけで幾いくらかかると思ってる。週に一度どころか月イチだって怪あやしいもんだ」


　だからこそ急いで後こう継けい者しやを選ぶ必要があったのだろうと涼子は納得した。しかし三人は千鶴から直接話を聞いたわけではないらしい。


「すると、道場の行く末について意見が分かれて取っ組み合いに？」


　今度は二人ともばつが悪そうに黙だまり込んでしまった。しかしすぐに雷蔵が堪たえかねたように口を開く。


「さっきのは天童、お前が悪い。桜おう園えんの誓ちかいを反ほ故ごにする気か」


「昔の話を持ち出すな」


「〈桜園の誓い〉って？」


　遠えん慮りよなしに訊ねた涼子に、天童は露ろ骨こつに迷めい惑わくそうに眉まゆをひそめた。


「雷蔵、言うなよ……絶対に言うなよ!?」


「俺たち三人はたとえ何があろうとも千鶴さんを命いのち懸がけで助け、千鶴さんの言いつけには必ず従うという誓いを立てたのだ」


　天童に反発してはっきりと言い放ってしまってから、涼子に話すことではないと気付いて雷蔵は耳まで真っ赤になった。鉄心たち三人にとって千鶴は単に剣けん術じゆつの師というだけでなくマドンナなのだろう。


　言ってしまったものはしょうがないと雷蔵は居直ったようにしかつめらしい顔で、


「それを脈のありそうな方へさっさと鞍くら替がえしろなどと……」


「言って悪いか？　父親の分からんような子供を」


　ゲシッ！


　雷蔵のドロップキックを食らって天童が吹ふっ飛とんだ。


「それを言うなっつってんだろうが！」


　聞き捨てならない台詞せりふである。あまり人聞きのいい話ではないと気付きながらも涼子は訊かずにはいられなかった。


「千鶴さんの旦だん那なさんは……景子ちゃんの父親は誰だれか分からないってことですか!?」


「……ああ、その通りだ」


　天童が咳せき込みながら答える。


「終戦後しばらくして、千鶴さんが行方知れずになっていた時期があった。戻もどってきた千鶴さんは身み籠ごもっていたが、父親の名は明かさず、周囲の反対を押し切って産んだんだ」


　涼子は思わず眉根を寄せた。父親がどうしているのか気にはなっていたが、そんな事情とは思いも寄らなかった。鬼塚家でも千鶴と景子の待たい遇ぐうは良くないのだろう。見合いを受ければ浜松行き、断れば居い辛づらくなるので出て行かざるを得ない──どちらにせよ飛天道場に残る道はなさそうだ。


　しかし天童は未婚の母となったことで千鶴を軽けい蔑べつしているわけではなさそうだった。むしろ何ら千鶴の助けにならない自分たちの不ふ甲が斐いなさを恥はじているように見える。当とう惑わくしている三人に比べ、千鶴の方は妙にサバサバしたところがあった。当人はすでに覚かく悟ごを決めているのだろう。


「事情は分かりました。ですが……だからといって誓いを反故にすることもないでしょう。たとえ傍そばにいなくとも、千鶴さんの言い付けに従うという誓いは守れますから」


　他ひ人と事ごとだと思って無責任なことを言ってくれると受け取られたのか、天童と雷蔵はともに苦い顔で押おし黙った。四十五年後を知っているからこその涼子の発言だが、その途と中ちゆうの苦労については与あずかり知らないので無責任と言われれば確かにその通りである。


　それから三日が経たち、涼子は七つの絶技についての伝授を終えた。見合いの話や景子の父親について訊きたかったが、口伝の最中に気を逸そらすわけにはいかない。結局伝授が終わるまで言い出せず、この七日間と同様に、口伝で教わったことを一言一句忘れないように、コップになみなみと注がれた水を零こぼさないように運ぶような慎しん重ちような足取りで下宿に戻った。


　この四か月の間、涼子は一九九六年に存在する御み剣つるぎ家と同じ場所に建っている農家に下宿していた。この時代の板橋区高島平周辺は徳丸ヶ原と呼ばれる広大な農作地で、辺りは人家もまばらである。都営地下鉄三田線が整備され、高島平団地が建設されて入居が始まるのは二十年も先のことだ。


　裸はだか電でん球きゆうの下、口伝の内容をノートに記し終えた涼子は、大事業をやり遂とげた気分でＧＨＱに禁止されたバンザイをした。


「終わった……！」


「それじゃあ晩ご飯にしよう。俺もお腹ペッコペコだし」


　隣となりの居間から声がかかった。襖ふすまを開けると、レグルスが囲い炉ろ裏りに鍋なべをかけて煮に込こみ料理を作っている。この未来人は涼子がこの時代に来たその日から農家の主人に収まっていた。当人の弁によればこの農家自体が涼子のオーダーによって出現した物件で、本来の一九五一年には存在していないという。電気は通っているが電灯とラジオ以外の電化製品はなく、水は井い戸どから汲くみ上あげ、燃料は薪まきと木炭を使っている。電気がなければ戦国時代でも通用しそうな古い造りだが、涼子はいたく気に入っている。


「今日はアジのつみれ汁じるだよ」


　郷に入れば郷に従うのが主義らしくレグルスが作るのはこの時代の料理である。主食はお椀わんに山盛りの麦飯、つみれ汁の他ほかは大根と白菜の漬つけ物ものというメニューだ。汁物が変わったり焼き魚が付いたりするくらいで献こん立だてにそう変化はない。


「出だ汁しを変えてみたんだけど、どうよ？」


　涼子はつみれ汁の椀に口をつける。使っている味み噌そは同じだが風味とコクが増しているようだ。とはいえ入っている具も違うので出汁の違いまではよく分からないが美お味いしいことは確かだ。そもそも空腹なので大たい抵ていの物は美味しく感じる。


「いつでも嫁よめに行けそうね」


「それは良かった」


　旺おう盛せいな食しよく欲よくで麦飯をかき込む涼子を見てレグルスはご満まん悦えつだ。〈試作された十三星座の超ちよう人じん類るい〉などという仰ぎよう々ぎようしい肩かた書がきのわりに、この男は地味な綿入れ羽織が異様に似合う。


「ところで、いつになったら師範代に紹しよう介かいしてくれるんだい？」


「何であんたを紹介しなきゃなんないのよ？」


「俺だって一応は剣けん術じゆつ使つかいの端はしくれだからね。剣の術理には興味がある。それに未来人だってことはバレてるんだからいいじゃないか」


「未来って言ってもあんたの場合は地続きとは言えないし、どう紹介したものやら……」


「正体を説明しなくてもいいから、普ふ通つうにお父さんとして紹介すれば？」


「どう見ても二は十た歳ちなのにお父さんはないでしょ」


「じゃあお兄さんでいいよ」


「剣術を習いたいだけなら入門すりゃいいのに」


「うーん、でもなあ……」


　レグルスが渋しぶる理由はだいたい察しがついた。剣術云うん々ぬんは口実で、単に千鶴と会ってみたいだけなのだ。


　つみれ汁の鍋が半分になった頃ころ、不意に戸板を叩たたく音がした。涼子とレグルスは顔を見合わせる。この農家に用のある人間はいないはずだった。


　再び戸板がコンコンと叩かれた。


『涼之介殿どのはご在宅か？』


　外から聞こえてきたのは女性の声だった。レグルスが立とうとするのを制して涼子は土間に降り、玄げん関かんの戸を開けた。そこに立っていたのは南雲千鶴である。


「師範代!?」


「お前に渡わたしておく物があってな。夜分に失礼ながら寄らせてもらった」


　涼子は千鶴を中に招き入れた。千鶴は一人ではなく、血管が透すけて見える蠟ろうのような白い肌はだをした幼女を抱だいていた。娘むすめの景子だ。


　レグルスが興奮して飛び出してきた。


「おおっ、師範代の方ですか？　以前からお話は伺うかがっております。私、リョ……涼之介の父ではなくて兄の獅し子し丸まると申します」


「夕ゆう餉げの最中でしたか。出直してもいいが……」


「いやいや、遠慮なんていりませんよ。どうぞお上がり下さい。何でしたら味見をしていただけると有り難いくらいで」


　明らかに舞まい上がっているレグルスの応対を見て涼子は恥ずかしくなった。しかし千鶴が来た理由が気になるので腰こしを落ち着けてもらうに越こしたことはない。千鶴はレグルスの誘さそいを断らず、囲炉裏の前に座った。景子は暖かい屋内に入って眠ねむくなったらしく千鶴の膝ひざに頭を預けて居い眠ねむりをはじめる。


　千鶴はレグルスの作ったつみれ汁を食し、ウムと頷うなずいた。


「これならいつでも嫁に行けるな」


「よし！」


　レグルスが小さくガッツポーズをしたのを見て、千鶴は自分の勘違いに気付いた。


「この鍋はお兄さんの作か。失礼した」


「いえいえ、お口に合ったようで何よりです。麦飯もいかがです？」


「麦飯より酒が欲しくなる味だな」


「ありますよ」


　レグルスが『流星獅子』を持ってこようとするが、さすがに千鶴は遠慮した。


「長居するつもりはない。他にも用事があるので」


「それは残念だなあ。朝まで飲み明かそうと思ったのに」


「涼之介殿と二人で話をしたいのだが」


　放っておくと際限なく懐なついてくるレグルスをやんわりとあしらう。景子をレグルスに任せ、涼子は千鶴を自分の部屋に招き入れて襖を閉めた。


　互たがいに正座して向き合うと、千鶴は懐ふところから大きめの茶ちや封ぶう筒とうを取り出し、涼子の目の前に置いた。


「中を見ても？」


「無論だ」


　涼子は茶封筒を取り、中身を取り出す。入っていたのは一冊の本だった。書店で売られているような本ではない。内容は手書きで丈じよう夫ぶな糸を使って綴とじてある、文字通り手作りの本である。


　表題は『飛天流総覧』──紙も墨すみも新しい。


「これって……師し範はん代だいの自筆ですか？」


「気の利きいた題が思いつかなくてな。私の知る限りの飛天流の技わざを記した」


　涼子の手が震ふるえた。この本はつまり──いわゆる『秘伝書』である。


「これは流派の後こう継けい者しやに渡されるべき物では!?」


「お前は未来の後継者だろう？　渡しておいて損はないし、勿もつ体たいぶるほどの物でもない。必要とする者の手にあるのが一番だ」


「しかし……」


「鉄心たち三人にはそれぞれ別の伝書を書いた。その本の内容を三巻に分けたものだ。それは予備として保管しておいてもらえればいい」


　千鶴はそれだけですべて言い終えたつもりらしい。後は涼子が受け取るか否いなかだけだ。涼子はうやうやしく秘伝書を捧ささげ持もった。


「家宝に致いたします」


「助かる。これで飛天流は安あん泰たいだな」


　肩かたの荷にが下りたという物言いが気になり、涼子は千鶴に訊たずねた。


「見合いの話を聞きました。お受けになるんですか？」


「…………」


　千鶴は襖の向こうの居間にいる景子の方を見やった。


「わっしは景子の父親の他に嫁とつぐつもりはない」


「誰だれなんですか？」


「さあて……神しん仙せんか鬼おにかは分からんが、とにかく強い男だった。人の業わざなど及およびもつかんほどにな」


　頰ほおを染めてそう語る千鶴の表情は恋こいする乙おと女めのそれだった。


（ああ……振ふられたな）


　涼子は鉄心たち三人が不ふ憫びんでならなかった。よしんばあと五年早く生まれていたとしても、男としては相手にされないだろうと確信したからだ。


「わっしはこれで飛天流とは縁えんが切れる。これから先はあの男の使った武術を研究するつもりだ」


　恋れん慕ぼの情を抱いだいているだけでなく、一人の武術家として心服してもいるようだ。千鶴はとうに剣けん術じゆつを捨てる気でいたのだろう。


「その千鶴さんの心を奪うばった相手って……」


「京極慶よし景かげ──知っているのはその名だけだ」


「──!?」


　しゃべり過ぎたと後こう悔かいしたように唇くちびるを結び、千鶴は腰を上げた。レグルスに添そい寝ねされている景子を抱き上げ、暇ひまを告げる。玄関まで見送りに出た涼子は、今をおいて言う機会はないと覚かく悟ごを決めて口を開いた。


「千鶴さん、その……京極という人のことですけど」


「知っているのか？」


「いいえ。確かなことは言えませんが……真まな鶴づるに手て掛がかりがあるかもしれません」


「真鶴だな──覚えておこう」


　千鶴は頷いて踵きびすを返した。颯さつ爽そうと立ち去る背中が夜の闇やみに消えるまで見送り、居間に戻もどると、レグルスが身み支じ度たくを整えている。未来の普ふ段だん着ぎらしいマイケル・ジャクソンの衣装を思わせる赤いライダースジャケットに袖そでを通し、ブーツを履はく。


「出で掛かけるの？」


「若い女性をこんな時間に一人で……じゃなかった、子連れで歩かせるわけにはいかないからね」


「紳しん士しの嗜たしなみ？　それとも惚ほれた？」


「うん、その両方」


　いけしゃあしゃあと答えるレグルスに、涼子は返す言葉もない。


「今日はもう戻らないかもしれないから、先に寝ちゃっていいよ」


「よもや送おくり狼おおかみじゃないでしょうね!?」


「狼じゃなくてライオンだから」


　訳の分からない返答をすると、レグルスはロングコートを羽織り、一応この時代でも違い和わ感かんの少ない恰かつ好こうで出て行った。涼子は一人で夕食の続きを済ませると、秘伝書を神かみ棚だなに供えた。復習しようと口伝を書き留めたノートを見返すが、さっぱり頭に入ってこない。


　思うことは──景子の父親が〈神威カムイの拳けん〉を伝承する京極一族の人間である可能性だった。もしそうなら慶一郎と京極家の間には浅からぬ因いん縁ねんがあることになる。慶一郎が高校生の頃に京極幻弥と対決した話なら聞いているが、よもや祖母の代まで遡さかのぼるとは。


　そしてもうひとつは〈神威の拳〉に魅みせられた武術家の悲劇だ。『天下無敵』の境地を求めて手を出したところで、その究極が〈覚醒者アートマン〉だとすれば、それは個人の願望を叶かなえるものでは決してない。


（でもそれは……飛天流をやってる自分も同じか……）


　夢中になって奥義を教わったが、それを苦労して身に着けたとして、それが何だというのだろう。人を傷付ける以外には役に立たない技術だ。そも武術家を志す者とは何なのか──哲てつ学がく的な疑問に頭を悩なやませているうちに眠ねむ気けに襲おそわれ、涼子はそのまま布団に潜もぐり込んで寝てしまった。


　結局、翌朝になってもレグルスは戻ってこなかった。


　昼過ぎになってから飛天道場に顔を出すと、戸板は開け放たれているものの道場には誰もいなかった。昼の休きゆう憩けいが長引いているのかと思い、定位置に正座してしばし瞑めい想そうする。千鶴は今日にでも鉄心たちに秘伝書を渡し、師範代を引退することを告げるだろう。彼らの落らく胆たんした顔を見るのは忍しのびないが、これもあらかじめ分かっていたことなので受け入れるしかない。下手に慰なぐさめるようなことは言わない方がいいだろうと心に留めた。


「──涼之介!!」


　珍めずらしく慌あわてた様子の鉄心の声が聞こえてきた。瞑想をやめて目を開くと、血相を変えた三人が駆かけ寄よってくる。挨あい拶さつしようとする涼子より先に鉄心が勢い込んで訊ねた。


「千鶴さんを見なかったか？」


「師範代ですか？　さっきここに来たばかりで今日はまだお目めに掛かかっていませんが……急用が？」


「離はなれからいなくなった。景子ちゃんの姿もない。部屋も片付いていて、身の回りの物もほとんど持って出たらしい」


「それはつまり──」


　そこから先の明言は避さけた。出しゆつ奔ぽん、逐ちく電でん、夜よ逃にげ等々言い方はいろいろあるが、要は自分の意志で行方ゆくえをくらませたということだ。すでにあちこち探し回ったらしい三人の憔しよう悴すいした顔を見ると気安く口にはできなかった。


　思い返してみると昨夜千鶴が涼子のところへ立ち寄った時にはすでに離れ家やを引ひき払はらい、出奔する途と中ちゆうだったらしい。レグルスはまだ千鶴と一いつ緒しよだろうか。もしかすると千鶴がすでに帰る家のない身だとレグルスは気付いていたのか。あの底そこ抜ぬけのお人好しはどこまで送っていくつもりなのか──何しろ不老不死なのでその気になれば死ぬまでお供することさえ可能だ。半年や一年は苦にしないだろう。


「書き置きのようなものはありましたか？」


「それは……よく分からない。俺たちも慌てていたから……」


　三人いればもう少し知ち恵えが回りそうなものだが、どうやら鉄心たちには当てはまらないようだ。


「離れに行ってみましょう」


　涼子は手荷物を包んだ風ふ呂ろ敷しきを手に、三人を引き連れて離れ家に向かった。この数日で急に気温が上がり、離れ家の裏手にある老いた山桜の花が満開になっている。時折吹ふく強い風が白い花びらを舞まわせた。


　鉄心の言った通り離れ家の中は綺き麗れいに片付けられていた。もともと千鶴の私物は多くなかったので大きく様変わりしたわけではないが、主のいなくなった部屋の中はひどく物もの寂さびしく映る。見回したところ書き置きはない。部屋の隅すみにある長持を開けると、鉄心へ宛あてた手紙と風呂敷包みが入っていた。


　三人は手紙を回し読みし、衝しよう撃げきを受けるとともに神しん妙みような面おも持もちになった。聞かずとも手紙の内容は分かっている。風呂敷の中身は果たして三巻の秘伝書だった。天地人の三巻で、天の巻には剣術、地の巻には柔じゆう術じゆつ（投げ技と関節技、絞しめ技わざ等）、人の巻には当て身技について書かれている。手紙に書かれた言い付け通りに、鉄心は人の巻を天童に、地の巻を雷蔵に渡わたし、そして天の巻を自分が手にした。


　三人は途と方ほうに暮れた様子で座り込み、手の内の秘伝書の表紙を眺ながめている。涼子はかけるべき言葉が見つからず、離れ家から出ると裏の山桜を見上げた。涼子の時代にはこの離れ家も山桜もすでにない。この満開の桜も最後の輝かがやきだろうか──


「やれやれだ……我らがマドンナは最後にとんでもないご褒ほう美びをくれたぞ」


　天童の声がした。茶化した口調だがどこか吹っ切れたようにも聞こえる。


「お前はどうするよ、鉄心」


「俺に訊くのか？　それこそ愚ぐ問もんだ」


「……ま、師範代の言い付けじゃ辞退するわけにもいかねえよな。もっとも俺の場合、柔の術を極きわめろってのは渡りに船ってとこだがよ」


　千鶴から与あたえられた課題は生半可な覚悟で受け止められるものではない。しかし三人は師範代を失ったショックから早くも立ち直り、腹を決めたようだ。千鶴が姿を消したのは頼たよる者がいなくなることで自立心を奮ふるい立たせるためだったのかもしれない。


「老兵は死なず、ただ消え去るのみ──か」


　奇くしくもこの日に更こう迭てつされたＧＨＱ最高司令官が引退時に残した有名なコメントである。しかしそれを口にしたのは涼子ではなかった。男の声だ。


　振り向くと、そこには見慣れない黒ずくめの男が立っていた。長身瘦そう軀くで枯かれたような肌はだ色いろをした三十がらみの男だ。髪かみをポマードで撫なでつけてオールバックにし、サングラスをかけている。左手には黒い杖つえを携たずさえているが、それに頼っていないところを見ると足が悪いわけではないらしい。長ちよう袍ほうに似た丈たけの長い服を着ており、出いで立ちだけならなかなかの男おと振こぶりといえるが、いかんせん凶きよう相そうの持ち主である。


「……どちら様で？」


「俺を忘れたか？」


　質問に質問で返され、涼子は困こん惑わくした。サングラスで隠かくされた素顔を想像してみても、誰かに似ているような気はするが思い当たる人物がいない。


　怪け訝げんな顔の涼子に失望したように男は苦く笑しようする。


「真しん剣けんで命のやり取りをした相手を忘れるとは、薄はく情じようだな」


「まさか──!?」


　涼子の脳のう裏りに閃ひらめいた名前を裏付けるように、男が杖に右手を添える。


「そんなはずは……あんたがこの時代にいるはずないわ！　あたしのお師し匠しようさまより年上ってことになるわよ!?」


「そうだな。さすがにこの年には俺はまだ生まれていない」


「生まれていないどころか……あんたは死んだはずよ!?」


「死んだからここにいる──そう言えば理解できるか？」


　涼子は戦せん慄りつと目め眩まいを覚えた。幽ゆう霊れいと出会ったとしてもこれほど取り乱すことはないだろう。目の前の男はそれ以上の存在だった。


　来訪者に気付いた鉄心たちが何事かと飛び出してきた。涼子と黒ずくめの男を交こう互ごに見て、当然の疑問を口にする。


「涼之介、この男は？」


「[image: ]さかき原ばら烈れつ膳ぜん──人斬りよ」


「簡にして要を得た紹しよう介かい、痛み入る」


　京極幻弥に雇やとわれた用心棒であり、誘ゆう拐かいされた美み雪ゆきを救出に向かった涼子の前に敵として立たち塞ふさがった男──[image: ]原列膳は口元を歪ゆがめて嗤わらった。


　烈膳は涼子との立ち合いに敗れ、その後慶一郎のボウイナイフで首を貫つらぬかれ墜つい死ししたはずの男である。その男がここにいるということは、ソルバニアが死者の魂たましいを回収しているというレグルスの説を裏付けるものといえる。しかし生前に比べて十歳は若返っているうえ、自分が生きていた時代から離れて涼子を追ってきたのはどういうことなのか。


「自分の仇あだ討うちでもしようっての？」


「意味があるのか？　死は氷が水になるほどのことでしかない」


「じゃあ何の用？」


「道場破り──」


　その言葉に色めき立ったのは、つい今しがた飛天流の後こう継けい者しやとなった鉄心たち三人である。烈膳は三人に視線を移し、


「俺が勝ったら道場の看板は戴いただいていく。ついでに秘伝書もな」


「何だと!?」


　今にも飛びかかりそうな三人と烈膳の間に涼子は割って入った。


「こいつは居合いを使う。迂う闊かつに近寄るな」


　警告を発しながら涼子はまだ混乱していた。烈膳は千鶴が去ったこのタイミングを狙ねらい澄すまして来たのか。斬きり合いに意味はないと言いつつ秘伝書には価値があるのか。ソルバニアにおいて生死は問われないにせよ、敗北はやはり屈くつ辱じよく的な経験として残るのではないか。そして烈膳がこの時代の人間でない以上、天地人の秘伝書が奪うばわれることは正史にある事件ではない。これを許せば少なくとも飛天流の歴史が変わってしまうはずだ。一九九六年には飛天流剣けん術じゆつはおろか、神武館骨法も姫川流柔術も存在しなくなるに違ちがいない。


「いいでしょう。ここは飛天流の末席にある私がお相手します」


「涼之介!?」


「この男とは一度闘たたかって勝っています」


　それは事実だが鉄心に手を出させないための気休めの言い訳だった。剣術の腕うで、場数を踏ふんだ経験から言っても烈膳の方が実力で圧あつ倒とう的てきに勝まさっている。様々な条件が重なって百戦に一度あるかどうかの勝利を拾ったにすぎない。
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「勝負は道場にて受けましょう」


「……いや、ここでいい」


　その台詞せりふで烈膳が今ここで仕し掛かけるつもりだと分かった。涼子も鉄心たちも木刀すら持っていない。涼子は風呂敷包みを山桜の根元に置くと、懐ふところに手を入れた。烈膳は手しゆ裏り剣けんを警けい戒かいしたが、取り出したのは刀の鍔つばである。涼子は鍔を右目に当て、鍔に付いている二本の紐ひもを後頭部で結んで固定した。


「貴様がそのつもりなら──遠えん慮りよはいらんな」


　涼子は女用心棒の役に入り込み、完全に男言葉になった。左手を軽く握にぎり、鯉こい口ぐちを切るように親指を弾はじくと、掌しよう中ちゆうから銀光が迸ほとばしる。


　ビキィン！


　突とつ風ぷうが吹き抜ぬけ、桜の花びらが舞い散る。


　その一いつ瞬しゆんの間に涼子の姿は艶あでやかに変化していた。稽けい古こ着ぎの上衣は桜の花びらを散らせた小こ袖そでに、白しろ袴ばかまは赤から紺こんのぼかしが入った女袴に──腰こしに引きつけた左手には朱しゆ塗ぬりの鞘さやが、前方に突つき出だした右手には白はく刃じんが握られている。


　涼子は数メートルの間合いを一歩で飛とび越こえ、抜き打ちを仕掛けていた。撃音は、烈膳が涼子の一いち撃げきを受け止めた音である。意表を突かれた烈膳は居合いで返り討うちにはできず、黒い仕し込こみ杖づえの刃やいばを拳こぶし二つ分だけ抜いて防ぐのが精せい一いつ杯ぱいだった。抜き合わせるのがわずかでも遅おくれれば首が落ちているところだ。


「つあっ！」


　烈膳は涼子の剣けんを押し返して抜ばつ刀とうした。


　逆袈け裟さに振ふり抜かれた切っ先が鋭えい角かくを描えがいて落ちてくる。


　涼子は自分から間合いの内側に踏み込み、その二の太た刀ちを受け止めた。


　仕込み刀を押さえ込みつつ右半身をぶつけるようにして右みぎ肘ひじを烈膳の鳩尾みぞおちに打ち込む。


　しかし烈膳も左手の鞘で涼子の脇わきを打っていた。相討ちになった両者はいったん離はなれる。


　烈膳は素す早ばやく納刀し、仕込み刀を胸むな元もとに抱かかえ込んで極きよく端たんな右半身に構えた。抜く手を隠して太た刀ち筋すじを読ませない腹だ。


（──姑こ息そくな手だ）


　涼子は軽い失望を覚えた。烈膳は本質的に暗殺者である。標的に気付かれずに肉にく薄はくし、隙すきを突いて仕留めるのが本来の戦法だ。こんな白昼に、開けた場所で、対等の武器を持った相手と正面から斬り合うのは本分ではない。剣術と抜刀術はそもそも別の技術なのだ。涼子は初手では意表を突いて当て身が入るほど密着したが、接近するために骨折るべきは烈膳の方だった。


　涼子の剣が自然に持ち上がった。


　八はつ双そうの構えから剣けん尖せんを天に向けたまま上段に移行する。刀身がわずかに左に傾かたむき、腕と身体からだ、軽く踏み出した右足が緩ゆるやかなＳ字を描いた。


「──勝ったな」


　鉄心が呟つぶやく。


　烈膳が動いた。


　右手を柄つかから放すと、サングラスを取って涼子に向かって投げる。


　その直後に同じ右手で三本の棒手裏剣を放ち、自身は飛ぶ鳥の落とす影かげの如ごとく走った。


　飛来するサングラスは絶ぜつ妙みようの軌き道どうを描いて涼子の視界に死角を作り、扇おうぎ状じように放たれた三本の手裏剣は左右に身を躱かわすことを躊ちゆう躇ちよさせる。相手の行動を牽けん制せいする見事な手だ。


　しかし──涼子はほんの半歩左足を引いただけで三本の手裏剣の弾だん道どうの隙すき間まに身体を滑すべり込ませ、サングラスの作る死角をずらして烈膳を真正面に捉とらえた。


　烈膳が抜刀し、涼子の剣が打ち下ろされる。


　月光と稲いな妻ずまが激げき突とつした。


　砕くだかれたのは月光である。


　涼子の剣は、逆手で抜き放たれた仕込み刀ごと、烈膳の右みぎ肩かたを深々と斬っていた。


　烈膳はほとんど千切れかけている右肩を左手で押さえ、みずからの血ち溜だまりの中にくずおれる。鉄心たちが、おお、と声を上げた。


　涼子は懐かい紙しを取り出し、刀身を拭ぬぐって投げ捨てる。懐紙は紙かみ吹雪ふぶきになって風に舞まった。


「──ＯＨ！　ブラボー!!」


　背後から聞こえてきた場ば違ちがいな歓かん声せいと拍はく手しゆに、涼子は喉のどから心臓が飛び出しそうになった。


「素晴らしくエクセレント！　ストリームストーン……流石サスガはサムライガール！」


　軽けい薄はくすぎて何も言っていないに等しいコメントの主を振り向いて確認する。山桜の枝の上に白い忍しのび装しよう束ぞくの男が立っていた。一瞬、河童かつぱか天てん狗ぐかと思ったが目の錯さつ覚かくだった。ほとんど顔を隠していない頭ず巾きんから覗のぞくのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんに高い鼻──いかにも陽気そうな甘いマスクの白人男性だ。


「ケイン・バーネット!?」


「イエ～ス、アイ・アム！」


　涼子は山桜の根元に目をやった。置いてあったはずの風ふ呂ろ敷しき包づつみが消え失うせている。涼子の顔から血の気が引いた。


「ま……まさか!?」


「ハイ、これな～んだ？」


　ケインが見せたのは『飛天流総覧』──涼子が千鶴から手て渡わたされた秘伝書だった。


「確かに〈秘伝書〉はイタダキました～ん」


「……ま、待て！」


「待ったナシ！」


　ケインは枝から離れ家やの屋根に飛び移り、視界から消えた。表に回ろうとすると自動車のエンジン音が響ひびき、イエローキャブが飛び出してくる。運転手はケインだ。イエローキャブは急加速すると、耳をつんざく衝しよう撃げき波はとともに消失し、地面に炎ほのおの轍わだちを残した。


「タ……タイムマシン!?　しかも凄すごいベタなやつを恥はずかしげもなく──」


　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす涼子の元に三人が駆かけ寄よってくる。


「涼之介！　今のは何だ？　変な格好をした外人が何か盗とっていったようだが……」


「あいつ、秘伝書とか言ってなかったか？」


「俺たちのはちゃんと手元にあるぜ」


「だいたいお前のその恰かつ好こうはどうした？　歌か舞ぶ伎きの早はや替がわりか？」


　鉄心たちの言葉は涼子の耳に入らなかった。『忍にん者じやに秘伝書を盗ぬすまれる』──と文章にすればいかにも剣けん劇げきものにありがちなイベントだが、自動車型タイムマシンに乗ったメリケン忍者の仕し業わざとなるともう訳が分からない。烈膳をこの時代に連れてきて勝負を仕掛けさせたのも、最初から涼子の秘伝書を奪うのが目的だったに違いない。


　涼子は懐から毒々しい色のニンジンを取り出した。


「アレク！」


　火星ニンジンを放り投げると、何もない空間から白いウサギによく似た生物が飛び出してきてかぶりついた。


「今の黄色いタクシーを追って！」


「…………」


「食べるのは後にして、早く！」


「……キュイ」


　電子の聖せい獣じゆうことアレキサンダー・ラビオレプトスは不服そうに一声鳴いた。目の前に、迷めい彩さいのカバーが剝はがされるようにしてレグルスのＳＴＶが出現する。涼子がシートに跨またがると、両腿ももの間に位置する小物入れのような専用コックピットにアレクが潜もぐり込んだ。タイヤのない特大バイク型のＳＴＶは地面からふわりと浮ふ上じようし、鉄心たちはＳＴＶと地面との間に反発力を生み出している力場に圧おされて後ずさった。


「これは……いったい何がどうなっているんだ、涼之介!?」


　必死に近寄ろうとする鉄心を見下ろしながら、涼子は胸が痛んだ。


「申し訳ありませんお師し匠しようさま！　あたしは奪われた本を取り返しに行きます」


「師匠とは誰だれのことだ!?」


「……今はこれで失礼致いたします。未来で会いましょう」


　涼子は操そう縦じゆう桿かんを握った。直後、周囲の光景がトンネル状に伸のびて歪ゆがみ、ＳＴＶは時空の外へ飛び出した──


















　♯８　デジタリアン・ラプソディ




　タムタクことタイムタクシー──時をかけるイエローキャブは、次なる目的地に向けて四次元トンネルを疾しつ走そうしていた。見るからに後付けで組み込まれたタイムマシン用のコンソールに『CAUTION! Quantum Leap NOW!』の文字列が流れている。


「ケインさん、ひとつ質問してもいいですかね？」


　後部座席の大だい作さくは、カーステレオから大音量で流れる曲のリズムに乗って身体を揺ゆらしているドライバーに話しかけた。


「僕が乗ってない時はどこで何をしてるんですか？」


「フンフフ～～ン」


　聞いているのかいないのか──おそらく聞いてはいるのだろうがケインは無視して鼻歌を歌っている。今流れているのはサディスティック・ミカ・バンドの『タイムマシンにおねがい』で、その前はテレサ・テンの『時の流れに身をまかせ』だった。何となく次の曲が予想できなくもない選曲である。


　大作はタムタクには何度も乗っているが、ケインは大作の仕事を手伝うわけでも、終わるまで大人しく待っているわけでもなく、目的地に大作を降ろすとすぐにどこかへ走り去ってしまう。ハイヤーではなく流しの個人タクシーならどこかで他の客を拾っているのかもしれないが、ケインが真ま面じ目めに営業をしているとは到とう底てい思えなかった。なにしろ本職は泥どろ棒ぼうである。『泥棒』と『タイムマシン』──この世にこれほど相あい性しようのいい組み合わせがあるだろうか？


「どうせ悪事を働いてると思ってるんだろ？」


　知らんぷりすると思っていたケインが答えたので大作は少し驚おどろいた。


「してないんですか？」


「何をもって悪とするかの定義によるね」


「泥棒はわりと無条件で悪事に認定されると思いますが」


「悪い魔ま法ほう使つかいの手から囚とらわれの女の子を盗み出すのは？」


「それって偽にせ札さつの原版を盗むついででしょ？　普ふ段だん悪事ばかりしてる人がたまに善行をすると凄くいい人に見られるのって結局のところ錯覚ですから」


「それが狙ねらいなんだよね～」


「……で？　何を盗んでるんですか？」


「例えば何だと思う？」


「過去のお宝かな。記録には残ってるけど戦争やなんかで焼失したり、行方ゆくえ不明になった美術品をそれが無傷で存在していた時代まで戻もどって盗むんです」


「ほうほう、他には？」


「時代によって価値が変わる物ですかね。例えば発売された当時は普ふ通つうの価格で売っていたものが、現代だと希少価値が加わって高こう騰とうしている物がありますよね」


「昔に戻って安い頃ころの株を買かい占しめるとか」


「その考えでいくと、過去に種を蒔まいて未来に収しゆう穫かくする手がありますね。ある会社の株を買って適切な時期に投資したり、会社に有利になる情報を与あたえたりして会社の規模を大きくしていけば株価もどんどん上がったりして……ちょっと面めん倒どうですけど」


「自由に過去や未来に行ければ誰も知り得ない情報を手に入れられるからな」


「未来の大物政治家の過去の秘密を調べ上げて恐きよう喝かつするとか」


「いいねいいね～。タイムトラベルは夢が広がるよね～」


「僕なら写真を撮とりますけどね。歴史的瞬しゆん間かんに立ち会えるんだから」


「あー、それつまんない」


「いやいやいや、結構な額で売れるでしょ!?」


「そういうの俺、興味ないから」


　このタクシードライバーは客に話を合わせる気がないらしい。


「美術品を保護するのも俺の趣しゆ味みじゃないな。だってほら、俺って権力のピラミッドの上でふんぞり返ってる奴やつの泣きっ面つらが大好物だから」


「それとお金でしょ？」


「別にお金が好きなんじゃない。持ちすぎてる奴から小こ銭ぜにも残らずごっそり頂ちよう戴だいするからこそ面おも白しろいんだぜ」


　ある種のゲーム感覚の遊びなのか、それとも威い張ばってる人間が大だい嫌きらいなのか──ともあれ反骨精神旺おう盛せいなトリックスターでなおかつ社会不適合者であることは間ま違ちがいない。この男が南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうの友人であることを不思議がるべきなのか、それとも納得すべきなのか、大作には判断が出来かねた。


（ある意味、南雲先生とは真逆の人だからかな）


　たとえば圧あつ倒とう的てきな財力と組織力を持った権力者を敵に回した場合、慶一郎にとってはその相手に部下が何万人いようが財産が何兆円あろうが直接対面すれば関係がない。『持てる命はひとつきりだろうが』とお構いなしにボコボコにしてしまうだろう。一方『命以外は全部いただく』方針のケインの場合は、相手が地位も名めい誉よも財産も失って丸まる裸はだかになるまで手練手管の限りを尽くして攻こう撃げきし続ける──敵対する側にとってはどちらも迷めい惑わく極きわまる存在に違ちがいない。二人が手を携たずさえているわけではなく、ケインが慶一郎を一方的に利用する関係なのはまだ幸いと言える。


　そこまで考えて、大作はこの男の恐おそろしさに卒然と気付いた。


（南雲先生を利用しながら殴なぐられない絶ぜつ妙みような間合いをキープしてるのか……！）


　サメとコバンザメのように片側にだけ有利な共生関係とも言えるが、慶一郎からすればあえて倒たおさねばならないほどの悪党でもないという微び妙みような評価なのかもしれない。その辺りの塩梅あんばいを心得ているのもこの男の手しゆ腕わんなのだろう。つまり煮にても焼いても食えない男ということだ。


「僕のアイデアを悪用するつもりじゃないでしょうね？」


「安心しな。俺はそそのかされただけってことにしとくから」


「それが困るんですよ！」


「ＨＡＨＡＨＡ！」


　ケインは陽気に笑い飛ばした。


「昔のお宝なんてタイムマシンがあれば盗とり放題じゃないか。つまりそんなものには価値がないってことさ。なら結局のところ最も価値があるものって何だと思う？」


「泥棒が盗ぬすむに値するものの内ですか？」


「そう」


　ケインが言っているのは自分だけがタイムマシンを独どく占せんしている前提ではなく、誰でも自由にタイムトラベルが可能になったらという話だろう。なかなか興味深い見解だった。


「真実……ですかね？」


「その答えはズルいなあ。ワイルドカードじゃないか」


「自分だってジョーカーのくせに」


「所しよ詮せんは非力なKAPPAさ」


　おそらく『小こ童わつぱ』と言いたかったのだろうが『河童かつぱ』に聞こえた。日本人でさえ最近はあまり使わない言葉を知っているだけでも驚きである。


「ケインさんって誰から日本語を学んだんです？」


　訊きいてから、大作はケインが運転手である限りケイン自身の過去を暴あばくためのタイムトラベルが不可能であることに気付いた。


「ああっ！　さては……自分の過去の情報を守るためにタイムマシンの運転手になったんですね!?」


「間もなく目的地に到とう着ちやくデース。シートベルトをご確認クダサーイ」


　タクシーが減速した。高速のインターを降りる時と同じ右方向に横Ｇがかかる。それが終わると突とつ風ぷうにぶつかったような軽い衝しよう撃げきがあり、タクシーは光の中に飛び込んだ。


　眩まぶしさに目が慣れるのはすぐだった。ウインドウの外には明るい午後の陽ひ射ざしが満ちている。大作にとっては見慣れた光景。バス停からの通学路だ。


　運転席の横のコンソールを見る。一九九六年三月十四日──七か月と三週間ほど過去に遡さかのぼった計算だ。大作が大だい門もん高こう校こうの前で降りると、タムタクはあっという間に炎ほのおの轍わだちを残して走り去った。チャンスがあれば後部トランクの中身を抜ぬき打うち検査してやろうと思っていたが、その辺りケインはそつがない。大作を運ぶだけで降りもしないところを見るとこの時代には用がないのか。


　ドォン！


　いきなり背後から閃せん光こうと衝しよう撃げき波はが襲おそってきた。何が爆ばく発はつしたのかと振ふり向むくと、黄色い大型バスが路ろ肩かたに停車している。アメリカで学校に通う子供を送そう迎げいするスクールバスにしか見えない。『ダーティハリー』の劇中で殺さつ人じん鬼きにジャックされ、クリント・イーストウッドが屋根に飛び乗ったあのバスだ。日本の高校の前に停まるにはいささか違い和わ感かんは否いなめない。


　日本の道路事情に合わせてか左側にある乗降口が開き、数人の生徒が降りてきた。大作は首から下げたリコーフレックス[image: ]のカバーを開け、ファインダーを覗のぞき込む。驚いたことにファインダー越ごしに見る五人の生徒は全員が立体的な像を結び、しかも大作のよく知る人物だった。


「石蕗つわぶきさん!?」


「ん？　おお、神かみ矢や君じゃないか！」


　三年生の石蕗を含ふくむ四人──富とん田だ林ばやし、手て塚づか、星ほし野のはＫファイト実行委員会の主要メンバーである。五人目は文化系サークル『現代科学研究所』所長の高たか橋はしだった。


「面白いカメラを持ってるな」


　写真部の星野が大作の持つ二眼レフに目を留めた。


「どうして皆みなさんスクールバスに？」


「うん、あれは……」


　石蕗が説明しようとするなりバスは急発進し、タクシーと同様に道路に炎の轍を刻んで走り去った。目の前を通過する瞬間、ドア越しにちらりと見えた運転席に座っているのはケインによく似た白人男性だった。


「あのバスもタイムマシン!?　しかもケインさんが運転手って……いったいどうなってるんですか？」


「それは我々にもよく分からん。バス停で待っていたらあのスクールバスが来て、乗ったらこの場所で降ろされたんだ」


「皆さんも同じですか？」


　一応頷うなずいたものの当人たちも要領を得ないらしく、狐きつねにつままれたような顔をしている。


「神矢君、まず君の事情を聞かせてもらえるか？」


「いいですよ」


　大作は右う京きようから与えられた任務について石蕗たちに説明した。全校生徒（＋α）を二眼レフで撮さつ影えいすること、ただし被ひ写しや体たいは立体的に見える者でなければならないこと──


「立体人間と平面人間がいる？　何が違うんだ？」


「皆さん立体に見えてますから、とりあえず一枚いいですか？」


　大作は石蕗たち五人を撮影した。大門高校のチャイムが鳴なり響ひびく。石蕗は腕うで時計を確認し、


「六時限目の終しゆう了りようか……ひとまず校内に入ってみよう。我々も何かしら神矢君の任務に協力できることがあるかもしれん」


　異論のある者はいなかった。大作を先頭にぞろぞろと校門をくぐろうとした時、またもや道路に閃光と衝撃波が走り、黄色い車が現れた。今度はイエローキャブでもスクールバスでもなく、異様に車体の長いリムジンだった。


「真っ黄色のリムジンだと？　えらく斬ざん新しんだが」


「何というか……びっくりするほど高級感がないな」


　後部ドアが観音開きに開き、複数の乗客が降り立った。藤ふじ島しま夏なつ美みと中なか村むら環たまきの姿を認めた石蕗たちは同じＫファイトのスタッフということで口元を緩ゆるめたが、三人目を見て表情が固まる。実行委員会にとっては仇きゆう敵てきともいえる藤とう堂どう雛ひな乃のだったからだ。


　三人を降ろしたイエローリムジンはスクールバスと同様に追つい及きゆうをかわすように速すみやかに走り去った。スモークガラスの向こうに見えた運転手はやはりケインに違いない。タイムマシンなので同一人物が同じ時間の別の場所に現れることは不可能ではないが、いったいケインは何をしているのか。乗り物が変わっているのでタクシーよりもリムジンやバスの方が因果律的に未来のケインなのだろうか。


　新たな謎なぞには無む頓とん着ちやくな雛乃は胸を張り、大作にビシッと人差し指を突つきつけた。


「神矢君、私から逃にげようなどという不ふ埒らちな考えは許可しませんわよ！」


「雛乃さんは撮影済みだからもう用はないんですが……」


　真っ直ぐ伸のばされた雛乃の手指が勢いを失ってクニャリと曲がる。藤島と中村はそれを横目に意地悪な笑みを浮うかべてヒソヒソと囁ささやき合う。


「ご覧になりまして藤島先せん輩ぱい。返す刀でバッサリ斬きり捨てられましたよ？」


「不様ですわね～。校長の娘むすめだからって神矢君にとっては特別でも何でもない存在だというのに。何か勘かん違ちがいなさっているとしか思えないわね～」


　二人はお嬢じよう様さま口調を真ま似ねて謗そしるとオホホと笑い合った。


「そこの二人も何しに来たんですか？　ついてくるのは勝手ですけど邪じや魔まだけはしないようにお願いしますよ」


　雛乃と同様にバッサリ斬り捨てると、啞あ然ぜんとしている二人を一いつ顧こだにせず大作は校門をくぐる。放課後に入った大門高校は活気に溢あふれていた。授業を終えた生徒たちの多くは部活動を始めている。大作は若じやつ干かんの違和感を感じた。


「人が多いなあ……」


「そうかな？　普ふ通つうだと思うが」


　石蕗の言う通り、確かに普ふ段だんの大門高校と変わりない。しかしだからこそ大作は多いと感じていた。時間旅行を始めてこっち、大門高校へ来たのも一度や二度ではないが、校内にこれほど大勢の生徒がいるのは初めてではないだろうか。しかし人が多いということはそれだけ取れ高が期待できる。大作はさっそく二眼レフのファインダーを覗き込んだ。


「へえ～、これはこれは……」


「立体人間がいるのかい？」


「いるというか、ほとんど立体ですよ！」


「つまり普段通りということだな」


　ついさっき話を聞いたばかりの石蕗には大作の興奮の理由はとうてい理解できないだろう。今度こそはとファインダーを覗き込んでも薄うすっぺらな平面人間ばかりだった時の落らく胆たんは余人には知る由よしもない。大作は玄げん関かんから校舎に入った辺りからファインダーを覗きっぱなしでシャッターを切りまくった。釣つりなら入れ食い状態である。


「この調子なら一気に百や二百はいけそうだなあ」


「そうか。とくに手伝うことはなさそうだな。しかし……三月に戻もどったところで我々は何をすればいいんだ？　この時期にやり残したことや見み逃のがしたイベントなんてあったか？」


「三月半ばというと新しん撰せん組ぐみも結成されてないし、南雲先生が来たのは五月だから……とくに何もなかったと思うけど」


「右に同じ」


「以下同文」


　他の実行委員会メンバーにもこれといった思い出がないらしい。Ｋファイトはすでに始まっているが一時の狂きよう瀾らんはすっかり治まって安定期に入っている。四月以降、つまり新学年に入ってからは立て続けに大きな事件が起きるのだが、それを思えばいわば嵐あらしの前の静けさ──束の間の平和を謳おう歌かしている時代だった。


「おっ、Ｋファイト速報だ」


　掲けい示じ板ばんに張り出されているプリントを見つけた手塚が駆かけ寄より、大作と石蕗たちが後に続く。アンチＫファイトの立場にある雛乃だけが興味なさそうに距きよ離りを置いた。


　七か月前の記事を読もうと掲示板の前に集まった大作たち実行委員会メンバーは、プリントを見て一様に首を傾かしげた。違和感の元はタイトルである。


「〈Ｚファイト速報〉──だと？」


「Ｋファイトじゃないのか？」


「読み方は？　ゼット・ファイトかズィー・ファイトか……？」


「しかし記事の内容はＫファイトのようだぞ。『空手部一年の古こ賀が真ま央おがＺファイトに電でん撃げき参戦』とあるが……誰だれだ？　真央って女みたいな名前の奴やつ、空手部にいたっけ？」


「……ちょっと待ってくださいよ」


　大作は〈Ｚファイト〉の頭文字を指さした。


「よく見てください。これって『Ｚ』じゃなくて漢字の『乙おつ』じゃないですか？」


「ロゴのデザインが歪ゆがんでるだけじゃないのか？」


「いや、神矢君の指し摘てきの通りだな。タイトルロゴだと微び妙みようだが記事のフォントなら分かる。確かに『乙』だ」


「誤植じゃなくて？」


「だいたい〈乙ファイト〉って何だよ!?　意味が分からんぞ」


「ＫファイトのＫはケンカのＫだが……」


「それって本当の話!?」


　雛乃はわざとらしく驚おどろいてせせら笑った。


「なんて頭の悪い……ネーミングセンスの欠片かけらもないわね」


「感想は命名した静しず馬まさんに直接言ってくださいよ」


「しかし〈乙ファイト〉が何の略かは記事の中にはないぞ」


「そんなのその辺の生徒を捕つかまえて訊きけばいいのよ」


　雛乃は通りかかった男子生徒を呼び止めた。


「ひとつ質問に答えてもらっていいかしら？　この〈乙ファイト〉というのは何？」


「ああ〈オッパイ〉ね」


「お……おっぱい!?」


「〈乙ファイト〉を略してオッパイって言うんだよ」


　謎の解答を得ようとしてまた新たな謎が現出した。


「乙ファイトがどうしてオッパイになるんだ!?」


「誰が最初に言い出したかは知らないけど、早口で言ってるうちに何となくそういう呼び方になったんだ」


「オツファイト……オッファイト…………オッパイ？」


「だが待ってくれ！　Ｐの音はどこから来たんだ!?　ファイトはＦ・Ｉ・Ｇ・Ｈ・ＴだからＰは含まれていないぞ」


「オツのツが小文字になると、次の音がＦだから──『オッファイ』の途と中ちゆうに口を閉じるとＰの音が生じるな。たぶん言い間ま違ちがいで『オッパイ』になって、それがそのまま略りやく称しようとして広まったんだろう」


「なるほど。それなら辻つじ褄つまは合うな」


「どうでもいいことに引っかかるんじゃないわよ！」


　雛乃はもっともな意見を吐はいた後、捕まえた男子生徒の胸むな倉ぐらをつかんで詰きつ問もんした。


「余計なことは言わなくていいのよ。『乙』が何の略かだけ教えてくれれば」


「何って……乙おと女めの乙だよ。決まってるだろ」


「お……オトメ!?　〈乙女ファイト〉が正式名めい称しよう!?　いったい何で!?」


「そりゃあ女同士のガチンコ勝負が基本だからだよ。発案者が例の女ターザンだし」


「女ターザン……？」


　顔の広い大作でさえ大門高校の生徒で該がい当とうする人物がまるで思いつかなかった。


「誰なんですかそれは？」


「そりゃあ草くさ[image: ]なぎシズカに決まってるだろ」


　ケインの車に乗ってきた全員の表情が凍こおり付いた。


「クサナギ……シズカ……だと!?」


「女ターザンってことは……女か？　女なのか!?」


「いったい何がどうなってるんだ!?」


　にわかに浮き足立つ大作たちの耳に、トランペットの高らかな音色が聞こえてきたのはその時だった。吹すい奏そう楽がく部ぶの練習でないことはすぐに分かった。即そつ興きよう演奏にしても上う手ますぎる。何者かが屋外でリサイタルを開いているのか──


「ハッ……アハハッ」


　ファインダーと目の前の男子生徒を交こう互ごに見た大作は、思わず噴ふき出した。石蕗たちは異様なものを見る目を向けた。


「まさかそんな……そんなバカなことが！」


　大作はトランペットの音がする方に向かって駆け出した。校舎を出て、文化系サークル棟とうの横を抜ぬけ──二つある道場のうち、瓦かわら屋や根ねの旧道場の前まで来たところで足を止める。


　屋根の上で、赤いセーラー服姿の女子生徒が白いトランペットを吹ふき鳴ならしていた。道場の正面にいる大作からは背中しか見えないが、女子としては大おお柄がらかつ筋肉質で引ひき締しまったプロポーションの持ち主だと分かる。しかしせっかくの脚きやく線せん美びの半分はルーズソックスで隠かくされている。気になるのは流は行やりのルーズソックスを穿はいていること自体ではなくそのデザインだった。どこで買ってきたのか選よりにも選よって虎柄である。


　肺活量も並以上らしくトランペットの音色はさらに調子を上げて鳴り響ひびいた。


　やがて道場から一人の剣けん道どう部員が出てきた。剣道着姿が異様に似合っている、すらりとした長身で目元涼すずしい美男子だが、見るからに不ふ機き嫌げんな様子で凜り々りしい眉まゆを吊つり上げている。男子部員はくるりと一八〇度ターンし、屋根の上のトランペット吹きに声をかけた。


「──降りてこい、草[image: ]！」


　その声をかき消すようにトランペットの音量が上がる。わざと無視しているのだ。


　男子部員は舌打ちし、あらためて大声を張り上げた。


「やかましいんだよ、シズカ！」


　トランペットの音が不意に止やんだ。


　草[image: ]シズカはマウスピースから口を離はなして振ふり返かえると、発達した犬歯を見せてニンマリ微笑ほほえんだ。赤しやく銅どう色いろの肌はだにやたらボリュームが大きくてハネている髪かみがワイルドな印象だが、目鼻立ちがハッキリしていて意外に愛あい嬌きようがある。女ターザンというと類るい人じん猿えんを連想するがさにあらず、猫ねこ科の大型肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつとさせる。


「やかましいのに静かって……どっちやのん？」


「くだらないこと言ってないでさっさと降りろ！」


「いらちやな～」


　シズカは大おお股またに屋根を駆け下りて跳ちよう躍やくした。空中で宙返りし、男子部員の頭上を飛とび越こえて着地する。トランペットの音色に誘さそわれて集まっていた生徒たちの間からどよめきが起こった。前方に跳とんでの宙返りといえば普通は前転になるところを、シズカは足を抱かかえ込んで後方に回転していた。後転宙返りは鉄棒の着地技としてはポピュラーだが、回転を利用しないやり方は素人しろうと目には魔ま法ほうを使ったように見える。


「どや、決まった？　キャット空中三回転！」


「このバカ……」


　男子部員は顔を真っ赤にしてシズカに指を突つきつける。


「スカートが短すぎるから……宙返りしたら見えるだろ！」


「へっへ～ん、ブルマ穿いてるから見られても平気やも～ん」


　ギャラリーの間からオカッパに眼鏡めがねの女子生徒が一歩前に出て、シズカに小声で呼びかけた。


「え？　何やて？」


　怪け訝げんな顔のシズカに、女子生徒は言葉ではなく手て振ぶりで意図を伝えようとした。まず手を叩たたき、次にＶサインとＯＫサインを作り、最後に眉の上に平手をかざす。


「なになに？　パン、ツー、マル、見え──ってことは!?」


　シズカは自分でスカートを捲まくり上げた。


「あらま、ブルマ穿くん忘れとったわ！　どこで脱ぬいだんやろ」


「ここで確認するな！」


「でも逆に考えたらパンツは忘れてへんからセーフやわ。涼りよう之の介すけに見せる分にはゼンゼン構へんし」


「俺が構うんだよ！　いいからさっさと隠せ！　それと、お前に呼び捨てにされるいわれはない！」


　涼之介と呼ばれた男子部員はシズカの下半身を視界に入れないようにそっぽを向いて抗こう議ぎする。


「そんな照れんでもええやんか～。ウチと涼之介の仲やのに」


「あらぬ誤解を招くようなことを言うな！」


「ええ～!?　バレンタインにウチのチョコ食べといてそういうこと言う？」


「熱々のチョコレートを柄ひ杓しやくでぶっかけるのがバレンタインか!?　あれは『食べた』んじゃなくて『食らった』んだ！」


「意外と上手いこと言うやん」


「昼飯のカレーライスになみなみとチョコレートを盛られた恨うらみは忘れんからな!!」


「覚えてるんやったらええわ。ところで今日は何の日か知っとる？　ヒントはそれからちょうど一か月……」


「ホワイトデーだと言いたいのか？」


「お礼は三倍返しが基本やから」


　シズカが図々しくも差し出してきた手を涼之介は邪じや険けんに払はらいのける。


「そもそもバレンタインデーなどという伴天連バテレンの風習すら認めてないのに、ホワイトデーなんて知るか！」


「アカンわ～涼ちん。そこは『お返しが欲しいのか？　だったら俺のマシュマロでも食らいな！』やろ？」


「そういう下品な冗じよう談だんは嫌きらいだと言ったはずだ！」


「そうやってす～ぐ顔真っ赤にして照れるとこが可愛かわいいわ～」


「うるさい。帰れ！」


　涼之介は踵きびすを返して道場に戻もどろうとするが、またぞろシズカがトランペットを吹き始め、取って返して口論が再開する。そのやり取りを二眼レフのファインダー越ごしに観察している大作の肩かたを石蕗がつかんだ。


「神矢君、いったん退くぞ」


「退くって、どこへですか？」


「とにかく！　とにかくだ……いったん玄げん関かんまで戻るぞ。皆みんなも一いつ緒しよに来い！」


　石蕗に促うながされて一行は元来た玄関まで駆かけ足あしで移動した。動どう揺ようを押し殺した顔で石蕗は大作に質問する。


「さっきのアレは草[image: ]静馬が女装しているわけではない……あの女はいったい何だ？」


「たぶん〈乙おつファイト〉の発案者で女ターザンと呼ばれている──草[image: ]シズカその人でしょうね」


「つまり……どういうことだ？　ここは我々の知っている今年の三月十四日とは違ちがうということか？　君にはすでに分かっているんじゃないのか、神矢君？」


「ええまあ……言っていいですか？」


　大作は全員の顔を見て、異論がないのを確認した。


「ここは──〈男女の性別が入いれ替かわった世界〉です」


　その答えは石蕗でさえ予想していなかったらしく、信じられないという顔になる。


「待ってくれ。性別が入れ替わっているのは草[image: ]だけじゃないのか？　まさか全員が!?」


「ええ。全員入れ替わってます」


「どうして断言できる？」


「証しよう拠こをお見せしましょう」


　大作は辺りを見回し、廊ろう下かを並んで歩いている男女の生徒を見つけて指さした。


「あそこにいる二人をこのカメラのファインダーで覗のぞいて見てください」


　大作からカメラを借りた石蕗が腰こしの高さに構えてファインダーを覗く。ファインダーと肉眼で見比べてから、


「このファインダーの像は左右が反転している……んだよな？」


「ええ。背景だけが反転してるわけじゃないですよ」


「そうか……」


「何がどうだって言うの？　ちょっと貸してごらんなさいよ」


　雛乃がカメラを横取りしてファインダーを覗き込んだ。


「んん!?」


　ファインダー越しに見える像が信じられないのか、雛乃は被ひ写しや体たいである二人の生徒にどんどん近付いていき、最後には一メートルの距きよ離りまで接近してようやく納得した。


「このカメラ……男が女に、女が男に見えるわよ!?　どういうこと？」


「ファインダーに映る像が真実というわけです。ちなみに男女が反転して見えるのは立体人間だけで、平面人間は反転しません」


「草[image: ]シズカは？」


「残念ながら平面人間です。あの剣道部員……たぶん『御み剣つるぎ涼之介』という名前でしょうけど、あの人も平面でした」


　大作は当初ファインダーを覗いたままの状態で写真を撮とり続けたので被写体の性別の変化に気付かなかったが、〈乙ファイト〉について答えた男子生徒がファインダーを通すと女子に見えることに気付いてからは肉眼とカメラ画像の違いに注意していた。


「つまり……どう考えればいい？」


「それはまだ謎なぞです。他にも考えなければならないことがありますが──」


「すいませーん！」


　一人の女子生徒が大作たち八人に声をかけてきた。シズカにアドバイスしていたオカッパに眼鏡の女子である。その愛くるしい顔を見た雛乃がたちまち血相を変えた。


「や……矢や神がみ花はな子こ!?」


「あれ？　私のことご存じなんですか？　初めましてだと思ったんですけど……」


　雛乃は花子の髪をむんずとつかんで引っ張った。


「あ痛たたたた！」


「カツラじゃない!?　本物よこの頭！」


「そりゃそうでしょう。この男女逆転した世界における僕ですから」


　その言葉に、石蕗たちは大作と花子を見比べた。花子はＫファイト潰つぶしを画策し学園新しん撰せん組ぐみを設立した藤堂雛乃を欺あざむくために大作が女装した姿と瓜うり二ふたつである。


「この世界の事情を知るにはこの世界の僕に訊きくのが一番手っ取り早いから、彼女を捕つかまえようと思ってたんです。向こうから来てくれたので手間が省けましたね。さすがは僕だ」


　大作たちは手近の空き教室に入り、この世界の情報と謎についての意見を交こう換かんすることにした。大作の説明を聞いた花子はすんなりと理解し、快く協力を承しよう諾だくした。


「じゃあ皆みなさんは今年の十一月という近未来の……しかも男女逆転した世界から来られたんですか？　未来なのかパラレルワールドなのか、どちらかにしてもらいたいんですけど」


「そう、そこが大事なポイントだ」


　議長を務める石蕗が指を鳴らした。


「我々はケイン・バーネットの運転するタイムマシンに乗ってここへ来た……つまり単純な時間移動の結果として過去の時代に来たはずだった。ところがこの世界は我々の知っている世界ではない。これはどう考えればいいのか？」


「さらに過去の時代に何かが起きたってことじゃないの？　本来そうなるべき性別が逆になるような……」


「何が起きたら性別が逆になるんだ？　まったく想像もつかないんだが」


「しかし可能性としては男女逆転の世界は有り得ないわけじゃないよな？　パラレルワールド的な発想だと」


「そうなると……う～ん……」


　早くも議論は行ゆき詰づまった。謎を解くには手て掛がかりが少なすぎるのか。大作は花子に訊たずねた。


「ところで花子さん、草[image: ]シズカって名前は漢字でどう書くんです？」


「こうですよ」


　花子は黒板にチョークで名前を書いた。大作はその隣となりに自分の世界のシズカの名前を並べて書く。


──『草[image: ]静鹿』


──『草[image: ]静馬』


「なるほど……」


　字じ面づらを見た全員が大いに納得して頷うなずいた。


　パラレルワールドの同一人物である二人の筆ひつ跡せきはまるで見分けがつかなかった。おそらく遺伝子レベルでも性別を決定する染色体以外は同じなのだろう。


「それにしても……」


　大作と花子は互たがいの姿をしげしげと眺ながめた。互いに感じていることは同じだと直感的に分かる。


「可愛いなあ。本物の女の子になると」


「可愛いですねえ。男の子なのに」


　どちらからともなく手を伸のばし、指を絡からめ合う。


「おおっと、これはいったい何ですか？　ある意味究極の自画自賛でしょうか？」


「お前ら、自分大好き人間か!?」


「離はなれなさいよ！　自分同士で好き合うなんて不健全にも程ほどがあるわ」


「まあでも誰だれに迷めい惑わくがかかるわけでもあるまいし……」


「そんだけ可愛けりゃいいけどな。俺は無理だわ。女の自分と付き合うの」


「ある意味で二卵性の双そう生せい児じみたいなもんだからな」


「ところで女子の皆さんに訊きたいのだが──」


　石蕗がいつになく難しい顔つきで言った。


「実はさっきあの現場から急いで立ち去ったのには理由がある。正直言わせてもらうと……あの草[image: ]静鹿を見ていて不覚にも胸のときめきを覚えそうになったからだ」


「出だし抜ぬけにどんな告白だよ!?」


「石蕗、お前は間ま違ちがってない。俺もちょっと好きになりかけた」


「それで思ったんだ。草[image: ]静馬を見ている女子も同じような気分になるのかと」


　この場にいる女子──雛乃、藤島と中村、そして富田林は互いの顔色を窺うかがい、結果、一様に首を横に振ふった。


「静鹿は女から見ても可愛いけど、静馬の方は無理だわ。キツすぎて」


「やはりそうか。単に性別が入れ替わっただけの対たい称しよう的てきな世界というわけでは……」


「そりゃそうだよな。女がメインだっていう〈乙ファイト〉に男が参戦するのはハードル高いんじゃないの？」


「この世界にも雛乃さんの男版がいるとして、〈乙ファイト〉を潰すために男だけで新撰組を作って草[image: ]静鹿に挑いどむってのは……ちょっと考えにくいですよね」


「男女が入れ替わればパワーバランスも変わる。我々の世界とまったく同じ事件がこの世界でも起きるとは限らないわけだな」


「グラサン校長も女なんでしょうか？」


「────!!」


　中村が口にした疑問に、全員の視線が花子に集中する。


「ここの校長は……どんな人なんだ？」


「校長？　男ですよ？」


「男だと!?」


「しかもこれがロシア人なんですよね～」


「ロシア人!?　名前は？」


「バラキレフです」


「タマちゃんか！」


「また訳の分からない新事実が現れたぞ!?」


「待て、興奮するな。いったん座って落ち着こう。新しい情報が出るたびにいちいち大おお騒さわぎしていては埒らちが明かない」


　石蕗の意見に従い、各人はそれぞれ手近の席に座ったり机に腰こし掛かけた。一人が控ひかえ目めに挙手する。現科研の高橋だ。


「ひとつ思いついたことがある。仮説を立ててみたいんだが」


「仮説!?　まさか説明おじさん直伝の？」


「その仮説立てに挑ちよう戦せんしてみようかと」


「やってくれ。高橋君」


　高橋は教きよう壇だんに立ち、八人の顔を眺めながら右手の人差し指を立てた。


「もしも──過去や未来の好きな時点、好きな場所に自由に行けたら？　もしも──今の記き憶おくを維い持じしたまま時間を巻き戻もどし、過去に戻って人生をやり直せるとしたら？　もしも──男女の性別が入れ替わった世界があるとしたら？　もしも……もしも……もしも、だ」


「なるほど、そういうことか！」


「分かったとしても慌あわてないで聞いてくれ」


　高橋は早合点する手塚に釘くぎを刺さした。


「我々は……とくに神矢君は何度もケイン・バーネットのイエローキャブに乗った。移動した先は過去か未来だったし、いかにもタイムマシン風の演出をしていたから単純な時間移動だと思い込んでいた……しかし、この世界は我々のいた近未来とは明らかに地続きではないパラレルワールドだ。今回だけ特別なのか？　そうではないだろう。ならば、そもそもタイムトラベルであるという認識が間違っていたと考えるべきだ」


「しかしパラレルワールドというと可能性の数だけ存在するんだろ？　無数に存在する世界を行き来するなんて、そんな果てしない話は我々の手に余る」


「そう……だから手掛かりになるのは〈もしもの世界〉だ。青い猫ねこ型ロボットの秘密道具にあるだろ？　『もしも○○だったら？』と受話器に話しかけると外の世界がその通りに変化する電話ボックスが──」


「〈もしもボックス〉か！」


「すると我々はタイムマシンを使っていたつもりが、実は〈もしもボックス〉によって架か空くうの異世界に来ていたということか？」


「しかし……俺たちは男と女が逆になった世界なんて想像してないぞ？　それにどうしてこの時間のこの場所に集合したんだ？」


「その発想はまだタイムトラベルに引っ張られている。この世界の未来や過去なんてものはおそらく存在しない。在あるのは今この瞬しゆん間かんだけだ……まあ、それは我々の生きていた現実の世界もそうなのかも知れないが」


「君にはその先の考えがあるんだな？　それを聞こう」


「よろしい」


　説明おじさんことドクター村むら雨さめの生いき霊りようが乗り移ったように、高橋はニヤリと不敵な笑みを浮うかべ、ノリノリで解説を続けた。


「男女の性別が入いれ替かわることは可能性としてはあり得る。しかし、この世界が我々の生まれるよりもさらに過去の時点で改変された結果ではないと断言できる証しよう拠こがある──それは君だ」


　高橋は矢神花子を指さした。


「私ですか？」


「そう、神矢君が女として生まれてきたとしても苗みよう字じがひっくり返って『矢神』にはならない。『矢神花子』は神矢君が女装した時に使った偽ぎ名めいだ。それがそのままの名前の女子として存在するということは──神矢君が女装した『矢神花子』を知っている人物が〈もしもボックス〉で作り出した仮想世界と考えるのが妥だ当とうだ」


「タマちゃんが校長というのもそういうことか」


「おそらくは。誰かは分からないが、最初にこの世界を想像し、作り出した人間がいるはずだ」


「そう言えば……！」


　大作が手を挙げて発言した。


「右京さんが言ってました。行った先の世界のマスターを探せって」


「なるほど。僕の考えが正しければ、そのマスターは神矢君のカメラで判別できる立体人間の中にいるはずだ」


「どうしてそう言えるわけ？　立体人間と平面人間の違ちがいが説明できるの？」


「それはまだ僕自身も確証を得たわけじゃない。仮説なら立てられるが」


　大作たちが聞く気満々なのを確認すると、高橋はチョークを取って黒板に丸と棒だけの記号化された人間と、それを囲む大きな円を描えがいた。


「この人間がマスターで、この円はマスターが創造した世界だとする。『もしも男女の性別が逆転した世界があったら？』という想像を元に作られた世界だ。生まれたばかりの世界には最初はマスターしかいないが、その世界に魅み力りよくを感じたか……同じような世界を想像した他の人間がゲストとして参入してくる」


　円の外にも人間の記号を描かき、それが円の中に入る様子を矢印で示した。


「マスターというと世界の支配者という感じがするから、この場合は主しゆ催さい者しや──ホストと言い換かえた方がいいかもしれないな。このホストとゲストが立体人間の正体だと思う。つまり生身の本人というわけだ」


「じゃあ平面人間は？　偽にせ者もの？」


「偽者というのは正確じゃない。おそらくこのホスト、あるいはゲストにとっての『他者』のイメージが投とう影えいされたものだろう。あくまで誰かから見た像にすぎないから厚みがなく平面に見える──そう解かい釈しやくするのはどうかな？」


「肉眼だと平面には見えないけど？　それに実際触さわれるし……」


　石蕗たちは矢神花子に注目した。目を皿のようにしても生身の人間にしか見えない。


「それは我々の持つイメージが投影されているからだと思う」


「まるで幽ゆう霊れいか妖よう怪かいみたいですね」


　花子本人が言うと洒落しやれにならない。


「その仮説には信しん憑ぴよう性せいがありますね。それに……この世界のマスターに相応ふさわしい人に心当たりがあります」


「本当に!?」


「ええ。まず間違いなく」


　大作はほとんど確信をもって断言した。


「一番の手て掛がかりは静馬さんと涼子さんの性せい転てん換かんしたバージョンですよ。これまでどの世界へ行っても二人には出会わなかったんです。並のホストじゃ『他者』として近くに置いておくには個性が強すぎて手に余るからでしょう。その二人の性別を入れ替えたうえであそこまでリアリティを与あたえられるのは、二人をよく観察していて、しかもかなり想像力豊かな人物に違いありませんよ」


「この世界自体、想像力というか……人並み外れた妄もう想そう力がないと作れそうにないな」


「しかし立体人間が大勢いるってことはそれだけ性転換願望を持ってる奴やつが多いってことか？　なんつーか世も末だな……」


「大半は面白半分だろう。いや、むしろ面白全部と言うべきか」


「とりあえず、この世界のマスターだかホストだかに会いに行くとするか。どこにいるか分かるのか？」


「ええ。文芸部か……あるいは演劇部ですね」


　大作の予想は的中した。場所は部室ではなく、演劇部が稽けい古こ中の講堂である。舞ぶ台たいの正面の客席に座っていた女子生徒が、講堂に乗り込んできた石蕗たちを見るなり手に持っていたシナリオを放り出して逃にげ出した。


「あいつだ！」


「あのメガネブスをとっ捕つかまえろ！」


　追いかけた手塚と星野が出入り口の手前で取り押さえ、連行してくる。瘦やせぎすで色白、顔からはみ出そうなほど大きな黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた神経質そうな女子である。左右から脇わきを抱かかえられながらも居直った指名手配犯のように卑ひ屈くつな笑みを浮かべる。


「フフフ……よくぞ私がマスターだと見み抜ぬいたな」


「いや、何と言うか──そのまんまなんで」


　性別が入れ替わると外見はけっこう変わるのだが、この世界のマスター──伊い福ふく部べ吉よし光みつの場合はほとんど女装しただけで何ら変化が見られない。大作はカメラで確認してみたが見事に制服が女子から男子に切り替わるだけだった。


「一応訊きいときますけど……吉よし美みですか？　光みつ子こですか？」


「吉美の方だ」


「どうしてわざわざそんなにブスなんですか？　自由に妄想できるんだから美少女にでも何にでもなれるでしょうに」


「美少女だと？　論外だ。我が一族の遺伝子上ありえん。それに誰だれも彼もが美男美女の世界など、おぞましいだけでリアリティがない」


「拘こだわりますねえ。そのルールがゲストにも適用されるとすると、性別が変わるだけで遺伝的形質を無視して整形した美男美女になったりしないんですね」


　この世界が大人気なのは案外そんなところに理由があるのかもしれない。


「うちのシナリオライターに何か問題でも？」


　演劇部の代表らしき男子が声をかけてきた。稽古中に脚きやく本ほん及および演出担当が突とつ如じよ闖ちん入にゆうしてきた謎なぞの一団に寄ってたかって捕ほ獲かくされれば心配になるのは当然である。交こう渉しよう役やくとして最高の適任者である矢神花子が応対する。


「部長さん、お邪じや魔ましてすいません。よんどころない事情がありまして伊福部さんをお借りしたいんですけど……」


「部長？」


　大作はカメラを演劇部部長に向けた。すらりとした長身でショートカットに縁なし眼鏡をかけたクールかつ艶つやっぽい印象の男前だ。ファインダーを覗のぞき込んだ大作は思わず声を上げた。


「後ご藤とう先せん輩ぱいじゃないですか！」


「そうですよ。演劇部部長の後藤伊い織おりさんです」


「史し織おりさんじゃなくて？」


「伊織さんです」


「なるほど……」


　驚おどろくべき事に後藤伊織をはじめとする演劇部員のほとんどが立体人間であった。伊織は大作と花子の顔が同じであることにすぐに気付いた。


「そこの君は矢神さんとはどういう関係？　二卵性の双ふた子ご？」


「こちらの方々は性別の逆転したパラレルワールドからの来訪者です。こちらは神矢大作君。向こうの世界の私なので同じ顔なんです」


　途と轍てつもないことをさらりと言ってのけるあたり、さすが我が分身だと大作は舌を巻いた。


「性別が逆転した世界──？」


　後藤の微び妙みような表情の変化を大作は見み逃のがさなかった。変化というより本来はもっと反応があってもいいはずのところを逆に感情を抑おさえた表情を──である。花子は続けて、


「伊福部さんがこの世界を創造したマスターだということで……捕まえてどうするんでしたっけ？」


「右京さんにマスターを見つけろとは言われましたが、見つけてどうするかの指示はもらってないんですよね。僕は確認しに来ただけで」


「じゃあ何で捕まえたんですか？」


「逃げようとしたから捕まえただけだが……」


　手塚と星野は顔を見合わせる。


「どうして逃げたんだ？」


「フッ……びっくりしたからな」


　渋しぶい口調で言っても女装していては恰かつ好こうがつかない。とくに逃げる理由もないらしいということで二人は伊福部を解放した。


「伊福部さんにインタビューしたいんですが、部長もお付き合いいただけますか？」


「ああ、構わないが」


　部長が承しよう諾だくしたことで演劇部は稽古を中断し、講堂の一角で伊福部に対する質疑応答が行われることになった。大作が進行役になり、記者会見よろしく他の参加者からの質問を受け付ける形式である。同じ文芸部の手塚がまず質問した。


「それで？　使ったのか？」


「使ったとは何を？」


「〈もしもボックス〉に決まっているだろ！」


「話がまったく見えないが……そういうはっきりと形のある道具を使った記き憶おくはないな。僕もヒヨッコとはいえ物書きの端はしくれだ。『もしも男女の性別が逆転したら？』という仮定に基づいてどんな世界が生まれるか想像した……というか、気付いたらこの世界にいたというわけだが」


「自分がこの世界を創造したという自覚はいつ？」


「草[image: ]静馬の女版が来た時だ。自分が想像した通りの姿で現れたからな。こんな悪ふざけがまかり通るのは夢の世界だけだと思った」


　富田林が挙手した。


「全校生徒の内何人が元の世界の人間か把は握あくしてるの？」


「……何だって？」


「だから厚みのある人と平べったい人がいるでしょ？」


「言っている意味がまったく分からないのだが……」


　伊福部はとぼけているわけではないらしい。大作と石蕗たちは互たがいに目配せし合った。


「本当にマスターなのか？」


「自己申告でマスターと言い張ってるだけだしな……」


「待ってくれ。この世界は丸ごと僕の妄想で出来上がっているんじゃないのか？」


「ここは伊福部さんの妄想世界かもしれませんが、他にも参加している人が大勢いるんですよ」


　大作は伊福部のために二眼レフのファインダーに映る平面人間と立体人間について、石蕗たちにしたのと同じ説明をまた一から繰くり返かえした。


「すると僕は独りきりではなかったということか!?　意外な行動をとる人物がいても僕の無意識の働きだろうと思っていたが……」


「性別の逆転した世界にどうして大勢の人間が集まることになったかについては──後藤先輩に訊いてみましょうか」


　マイクを向けられた後藤伊織は意外そうな顔をした。


「僕が何を知っていると言うんだ？」


「何か考えをお持ちでしょう？」


「フム……まあ、そうだな──」


　後藤はすでに用意していたように淀よどみなく答えた。


「多くの人間は自分の自我に満足していない。自分が自分であることにしっくりきていないと言うべきかな？　さりとてまったく別の人生というものも簡単には想像しづらい。その点、もし性別が違ちがったらと夢想することはハードルが低いし、変身願望の中でもプリミティブな部類に入る──そんなところじゃないかな」


「先輩自身はいかがです？　別の人間になりたいと思いますか？」


「役者なんてのはその最たるものだろう？　素すの自分に飽あき足たらないから、まったく別の人間になりきることで充じゆう足そくを得ようとする──」


「性別が違うだけというのは演じやすいですか？」


「どうかな？　女も男も与えられた社会的役割を演じるという点では同じだけどね」


　後藤伊織は自分が史織だと認めるつもりはないらしい。大作にしてみればカメラに撮とるのが仕事なので構わないのだが、時間移動とは違い妄想で作られたパラレルワールドの住人が世界の成り立ちに気付いているかどうかは少し気になるところだ。


「男女逆転した世界がもしあるとして、そこへ行ってみたいと思いますか？」


「行き方にもよるな。自分がその世界の一員として参加するのと、観客のように外から眺ながめるのとではまるで意味が違ってくると思うが……」


「教えてくれ神矢君！　君とＫファイト実行委員会の面々はどこから来たんだ？」


「少なくとも伊福部君の頭の中でないことは確かだ」


　石蕗が代わって答える。伊福部から有益な情報を引き出すつもりが、当てが外れたことに気付いて落らく胆たんした口ぶりだ。


「後藤君に話を聞いた方が面白そうだな」


「たぶん持っている情報は似たり寄ったりでしょうね。そもそもカメラがなければ判別できないくらいだから自分以外の誰がゲストかも分からないはずです」


「では結局何も分からないのと同じか……」


「妙みような期待をかけられたうえにいつの間にか失望されたのでは納得しかねる」


　伊福部の腹立ちももっともだった。


「説明してもらいたいのはこっちだ。さっきの〈もしもボックス〉だが、あれは何の喩たとえだ!?」


「タイムマシンによる直線的な時間移動ではこの世界のことを説明できないので代わりに持ち出してきた概がい念ねんだ。過去も未来も、この世界と同様に仮想されたパラレルワールドと考えれば一応の説明はつく」


「ではその〈もしもボックス〉に相当するものとはいったい何だ？」


　石蕗たちの視線が高橋に集まる。


「それは当然──〈魔ま法ほう〉だと思う」


　高橋の答えを聞いた石蕗たちの顔に失望と疑念が満ちた。当の高橋もその反応を予期していたようで苦い表情をしている。


「よく分からないものを説明するのに、さらによく分からないものを引き合いに出されてもな……」


「それって『地球の生命の起源は宇宙から来た隕いん石せきにくっついてたバクテリア』って説と同じで、何の説明にもなってないんじゃないの？」


「予想通りのリアクションをありがとう」


　高橋にはまだ隠かくし球だまがあるらしい。


「状じよう況きよう証しよう拠こを並べてみようか。まず我々がここにいるのは何故か？　魔ま王おうベルンハルトは勝利のご褒ほう美びとして『あの場に居合わせた全員の望みを叶かなえる』と言った。レイハによればソルバニア人は『新たな宇宙を創造するための壮そう大だいなシミュレーション』を延々と続けているという。そして〈魔法〉の本質とは人の願望を現実のものとすること……」


　自分の発言が理解されているかどうか確認するように高橋は一同を見回した。


「我々一人一人が魔王から『自分が望むままの世界』を創造する権利を与あたえられた──これが褒美の内容だ。ただしそうして生み出された世界は所しよ詮せんシミュレートされた仮かり初そめのもので、現実とは別のものだ」


「ということは、ここは夢の中ではなくて──」


「そう、我々はソルバニアにいる。正確にはソルバニア人が新宇宙創造のために使っている電脳空間サイバースペースの中だろう」


　高橋の説が理解されるまで少々の間があった。多少なりともＳＦの知識がある伊福部は大きな衝しよう撃げきを受けたが、女子の大半は要領を得ない顔である。高橋はホワイトボードを持ってきて再び図を描えがいた。記号化された人間をいくつも描き、それらをすべて円で囲む。


「このホワイトボード全体をソルバニアとする。この世界自体が魔法で出来上がっていて、我々はそれぞれに『ＭＹ宇宙』を持つことを許されている──それがこの円だとしよう。ケイン・バーネットの運転する乗り物はこれら個々の宇宙の間を行き来できるわけだ。同時に複数の人間が同居している宇宙というのは、世界観が近いため複数の宇宙が重なっているのか、あるいは面白そうだから相乗りしたものと考えられる」


「同じ夢の世界を共有しているようなものか。だったら夢の中という言い方は間ま違ちがってないんじゃないか？」


「見方を変えればそうなるかな」


「しかし過去や未来の世界といってもひとつの時じ間かん軸じく上に連続して存在しているわけではなくて、泡あわのようにバラバラに点在しているというわけか」


「少なくとも神矢君がこれまで旅してきた世界についてはそうだろう。普ふ通つうに考えられるようなタイムトラベルなるものは存在しないと言える」


「──反論、いいですか？」


　大作は手を挙げて発言した。


「反論というか修正というか微妙なところなんですが」


「うむ。聞こうじゃないか」


「ここがソルバニアだという説は支持しますけど、魔法の力を低く見積もりすぎているように思いますね」


「と、いうと？」


「新しい宇宙を丸ごと作り直そうっていうくらいだし、現実をシミュレートする機能はおそらく限りなく完かん璧ぺきに近いと思うんです。幻げん想そうと現実の境界線をなくしてしまうのが魔法ですから、ソルバニアにおいてはそれらを区別すること自体が無意味じゃないですか？」


「言っていることは分かるが……つまり？」


「完全なデータを元に完璧にシミュレートすれば、正しい計算結果が出るでしょう。タイムマシンを利用する意味って、過去に戻もどって隠された真実を探さぐるか、あるいは過去を改変すると現在や未来がどう変わるのかを知りたいってことでしょ？　そういう意味ではタイムトラベルは可能だと思いますよ」


「過去か……」


　思うところがあったらしく石蕗たちは一様に黙だまり込んだ。それぞれケインの車に乗る以前にどこにいたのかは語っていないが、大作と同じように過去に戻って過あやまちを修正しようとしたのかもしれない。その世界に留とどまらずにここに来たのは過去を修正しても望む結果が得られなかったからか──そう考えたところで大作はあることに気付いた。


　ホワイトボードに描かれた円のひとつから、中にある人間の記号を消してみる。


「マスターがいなくなった後のＭＹ宇宙って……どうなるんですかね？」


「正直、あまり考えたくはないが……平面人間が立体人間のイメージの投とう影えいだとするなら誰だれもいなくなるか、すべてが止まってしまうのかも」


「途と中ちゆうで遊ばなくなったゲームソフトみたいなもんか」


　では自分が去った後に残った右京は何をしているのか──マスター不在で何も起きない世界になっているとするなら〈星詠よみ〉の必要もなく快適なのだろうか。


「神矢君は立体人間……つまりオリジナルの人間全員の写真を撮る仕事を仰おおせ付つかったわけだな？　しかし何のためだ？」


「撮さつ影えいすることで何らかのデータを取得していると見て間違いないだろう。普通に考えればアドレスだろうな」


「やっぱり後から集めて元の世界に戻すため？」


「しかし現状では皆みんなてんでバラバラの世界に散っているわけだからな。この男女逆転世界に大勢集まっているとはいえ……ん？　そうか！」


　高橋はホワイトボードから小さな円を消し、すべての人間をひとつの大きな円で囲った。


「ひとつの世界に全員を集めることが出来れば──」


「無理だろ。自分にとって理想の世界を自由に作れるんだ。集まれって言ったって聞く耳持たないと思うが」


「……いや、そうとも限らんぞ」


　石蕗が前に出て仲間の顔一人一人に目を向けた。


「我々はせっかくの自分の世界を捨ててここに来たわけだが……Ｋファイト実行委員会のメンバーが揃そろっているのは偶ぐう然ぜんだろうか？」


「確かに言われてみればその通りだ！　偶然にしては出来過ぎだと思ったが……」


「無視できないほど魅み力りよく的なイベントがあれば、大門高校の生徒全員を一いつ箇か所しよに集めることも不可能じゃないぞ」


「やはり我々にとってはＫファイトのない世界は退たい屈くつすぎるからな」


「時間と空間を超こえてマッチングできるんだろ？　だったら、どんな対戦カードでも可能じゃないのか!?」


「それだ！　こいつはとんでもないドリームマッチになるぞ」


　委員会メンバーはにわかにやる気を出し始めたが、大作はまだ冷静だった。


「それにはまず本物の静馬さんと涼子さんを見つけるのが先決ですね。この世界にいる立体人間を全員撮ったとしても残りはまだ二百人くらいいますし」


「思い切ったペースアップが必要だな」


「でもＭＹ宇宙間の移動はケインさん任せだしなあ……」


　その時、遠くから響ひびいてくる震しん動どうが講堂の床ゆかを揺ゆらした。


「……地じ震しんか？」


「電車の音じゃないのか？」


　星野の指し摘てきした通り、それは電車の走行音のようだった。しかし、すぐにそれが普通ではないことに大半の生徒が気付いた。地上の高こう架か線を走る都営地下鉄三田線は三〇〇メートルほど離はなれていて、風向きによってはよく聞こえることもあるが、建物の中にいればほとんど騒そう音おんは聞こえない。ましてや近付いてくることなど有り得ない。


「この音は地下鉄じゃないぞ!?　新幹線に近い感じがするが……」


　プァァァァワァァァ──ン！


　不意に大音量の警笛が鳴り響いた。


　グラウンドの方で目ま映ばゆい光が閃ひらめいたのを見て、大作たちは講堂を飛び出した。強風が吹ふき荒あれ、青白い電光が乱らん舞ぶする中、空中に開いた暗黒のトンネルから枕まく木らぎとともに二本のレールが伸のびて地面を這はった。


「ま……まさか!?」


　レールに乗って巨きよ大だいな黄色い物体がトンネルから飛び出してきた。グラウンドを横切り、大作たちの目の前で止まる。


　それは長大な列車だった。戦せん闘とう機の機首を思わせる先せん鋭えい的な先頭車両は五〇〇系新幹線を彷ほう彿ふつとさせる格好良さだが、車両全体のカラーリングは黄色に市松模様のチェッカー帯が入っていて完全にイエローキャブのそれである。車体側面には〈ＴＴＴ〉のマーキングがある。


「Ｔが三つ……スリーティー号だと!?」


　部活動の最中だった生徒たちが呆ぼう然ぜんとした顔で見守る中、側面のドアが開き、鉄道乗務員トレインアテンダントらしき女性が姿を現した。忍にん者じやと車しや掌しようが合体したような可愛かわいらしい制服である。乗務員ではあるが大人の女性ではなく、大作たちと同じ年とし頃ごろの少女だった。長い髪かみをツーテールに結った愛あい嬌きようのある美少女だ。


「あいつは……!!」


　雛乃が眉まゆをひそめる。ひと目で誰か分かったのだ。


　そのＴＡ──花か京きよう院いん綾あや音ねは茶目っ気たっぷりに敬礼しつつ、マイクで呼びかけた。


「──〈超時空横断列車トランス・タイム・トレイン〉にご乗車のお客様はお急ぎ下さいネ！」


　大作は綾音にカメラを向けた。立体人間には違ちがいない。すると石蕗たちと同様にケインが自分で拾ってきたのだろう。グラウンドには当然プラットホームはないが〈ＴＴＴ号〉の乗降口の下部からタラップがせり出して地上から乗り降りが可能になった。


「ど……どうする？」


「我々に『乗らない』という選せん択たく肢しがあるとでも？」


「そりゃそうだ。乗らないで後こう悔かいするくらいなら乗って後悔してやるぜ」


　石蕗たちは嬉き々きとして怪かい列車の先頭車両に乗り込んだ。大作は一いつ緒しよには行かず、ひとつひとつ車両の外観を観察しながら沿って歩いた。団体行動を拒こばんだ雛乃がついてくる。


「何を探してるわけ？」


「グリーン車か食堂車があると思うんですけど……」


　この世界の生徒たちも大勢集まってきて好こう奇き心しんに満ちた目で眺ながめていたが、石蕗たちほど無む鉄てつ砲ぽうではなく警けい戒かいしていた。しかしやがて我が慢まんできなくなったらしい一人が列車に飛び込み、それをきっかけにして堰せきを切ったように続々と生徒たちが乗り込んでいく。その様子を見て雛乃は軽けい蔑べつしたように鼻を鳴らした。


「フン、まるでナントカホイホイね」


　大作はファインダーを覗のぞいたまま三六〇度ぐるりと一回転してみた。〈ＴＴＴ号〉に群がっている生徒は立体人間で、平面人間の生徒たちは何故か遠巻きにして近寄ろうとしない。雛乃の喩たとえた通りに立体人間ホイホイと言っても過言ではなかった。謎なぞの新幹線がいきなり校内に現れて好奇心を抱いだくなという方が無理だ。平面人間が近寄ってこないのは自分たちが乗れないと知っているからか。
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　食堂車の窓に人ひと影かげを見つけた大作はタラップを駆かけ上がり、車内に入った。食堂車は右側にテーブル席、左側にキッチンとカウンターがある。テーブル席に白いスーツの男が座り、綾音にそっくりなツーテールのウエイトレス──花京院香か澄すみの給仕を受けていた。


「右京さん！」


「ビフテキはやらないぞ」


　紙エプロンをした右京は鉄板皿の上で湯気を上げている分厚いステーキをナイフで切り分け、ワサビソースをたっぷりつけて口に運んだ。


「おおっ、鼻にズコーンと来た～！」


　多すぎたワサビの辛からさに嬉うれしそうに顔をしかめ、グラスの赤ワインをあおる。大作は向かいの席に座った。


「訊ききたいことが多すぎるんですが」


「食事中だぞ。ひとつに絞しぼれ」


「僕は……僕の世界で何回やり直しましたか？」


「失敗した数だけ」


　右京は即そく答とうすると、大きな肉の切きれ端はしを頰ほお張ばった。大作の問いの意図を承知しているからこその回答であり、他人には何のことを言っているのかはまるで分からない。


　大作が最初に飛ばされた世界は単純な過去の時代ではなく、大作の願望を反映した世界であるということは今や明らかだ。従姉いとこの神矢小さ夜よ子こを助け、恋こい人びととして添そい遂とげること──その目的のためにシミュレートされた世界である。大作には一回分の鮮せん明めいな記き憶おくしかないが、自分がどのタイミングでどう振ふる舞まえば小夜子の心をつかむことができるのか、それを知りたいがために何度となく時間を戻してやり直したはずだという確信があった。


　結局どうやってもそれが不可能だと諦あきらめた瞬しゆん間かんからこの旅は始まっている。それまでに自分が何をしたのか、右京に訊たずねるのは勇気の要いることだった。答えが素っ気ないのは自分を思いやってのことに違いない──と考えた直後、それを裏切る言葉が右京の口から飛び出した。


「ちなみにやった回数なら百を超えてるぞ。押おし倒たおそうとして逃にげられた回数は千回以上、押し倒したはいいが合体に失敗した回数がだいたい五百ってとこか。呆あきれるほどの打率の低さだな」


「そ……そんな数だけしっかり勘かん定じようしなくていいんですよ！」


　カウンターに来て紅茶を注文している雛乃に内容を悟さとられはしないかと気が気ではなかったが、右京の言った数を単純に足し算したみただけで相当な桁けたの数字になることを知って大作は我が事ながら呆れた。一回の試行がわずか一日だったとしても、大作の世界ではのべ四年以上の月日が流れたことになる。その回数だけ再挑ちよう戦せんしても望む結果を得られなかったのだ。


「だがまあ、最後には正しい選せん択たくをしたな」


「諦めたことが……ですか？」


「納得がいかないのなら、また戻もどってやり直したっていいんだぜ？」


「……でも、僕が望む正解はないんでしょう？」


「ねえよ。どう計算してもな。星の巡めぐり合わせが悪すぎる」


「先に言ってくれればいいのに」


「言ったはずだがな。お前が忘れてただけで」


　右京と出会う以前の時代に飛ばされたため未来の記憶が曖あい昧まいだったのはその通りだが、仮にもう一度言われたとしても自分が聞き入れたとは思えなかった。何度失敗してもやり直せる仮想世界では可能性が限りなくゼロに近くても試さずにはいられないからだ。


「あの世界はお前の未練が生んだものだ。何もかも上う手まくいくやり方があったんじゃねえかってな。だったら最初から『彼女とよろしくやってる世界』ってのを作れば世話はなかったんだが……」


「そんな世界、すぐに夢だって気付きますよ」


「俺もお前がそんな世界でハッピーにやってたら、すぐにぶっ壊こわしに行ってたさ」


　右京は意地の悪い笑みを浮うかべながらステーキにナイフを突つき立たてた。


「だがな、現実にはどうした？　お前はちゃんと彼女を危機から救ったし、これから彼女が幸せになれる機会はいくらでもある……結果としては上々だ。お前の未練ってのは、彼女にとって自分がどうでもいい人間だってこと──それだけだ」


「どうにかなりませんか？」


「ならねえな。どうにも」


「泣なき寝ね入いりですか」


「一人で泣き寝入るこたぁねえや。その辺にいる適当な女引ひっ掛かけて慰なぐさめてもらえ。ヤリ捨ててもいいぞ。俺が許す」


「そうします」


　雛乃に凄すごい目でにらまれているのを感じながら、大作はほろ苦く笑った。


『──毎度ご乗車ありがとうございます。〈ＴＴＴ号〉は間もなく発車となります。お席についてお待ち下さいませ』


　長いブザーが鳴り終わると自動ドアが閉まり、列車は動き出した。窓の外の光景は砂に描えがいた絵が波で洗われるように滲にじんで輪りん郭かくを失い、後方に流れていく。軽いショックとともに列車は四次元トンネルに突とつ入にゆうした。


「この列車はどこ行きなんですか？」


「決まってるだろ。まだ撮とってない奴やつの作った世界を巡るのさ」


「それって……もしかして、男女逆転した世界よりもっと変なところですか？」


「変なんてもんじゃないな。クレイジーかつ超ちよう危険、しかし絶景が拝めるところさ。一人きりじゃもったいない見物だし、修学旅行気分で楽しもうって寸法だ」


「列車はいいんですけど、登場が派手すぎやしませんかね。線路のないところへいきなり堂々と現れたら……」


「マスターの作った妄もう想そう世界が壊れるって？　いいんだよ。これから行くのはぶっ壊した方がマシな世界か──すでにぶっ壊れてる世界だからな」


　誰だれかの作った世界にこっそりお邪じや魔まするというスタンスではなく強行突入する勢いで行くことになるらしい。基本的に『君子危あやうきに近寄らず特等席から高みの見物』をモットーとする右京がアグレッシブな発言をする時は要注意だった。右京本人は大喜びでも大作が同じ気持ちを共有できるかどうかは保証されていないからだ。


　再び車内アナウンスがあった。今度はＴＡではなく運転手のはずのケインの声だ。


『間もなく次の停車駅──一九九九年七月二十日の東京──東京に～止まり～ます』


「一九九九年!?」


「時はまさに世紀末ってやつさ」


　列車は四次元トンネルを抜ぬけ、窓の外には入道雲の浮かぶ夏の空が広がった。蟬せみの声が聞こえてきそうないい天気だ。東京のどこに出たのかと見回したが、建物はおろか地面も見えない。


「これはどういう──」


　何か巨大な構造物が崩くずれ落ちる地鳴りのような音が響ひびいてきた。大作のいる側の窓まど際ぎわに近寄った雛乃が下の方を指さし、


「ちょっと……何なのよ、アレは!?」


　大作は窓に顔を寄せて雛乃の指さした方を見下ろすと、そこには二重に驚おどろくべき光景が広がっていた。まず〈ＴＴＴ号〉が高度三〇〇メートルはあろうかという空中を走っていて、眼下に東京都心を一望できること──そして、ミニチュアサイズに見えるビル街を見覚えのある人物が闊かつ歩ぽしながら破は壊かいしていることである。


「な……南雲先生!?」


　大作はシルエットだけでそう判断したが、ボディが陽光を反射して鈍にぶく光ったのを見て早合点だと悟った。


『ピガ────ッ！』


　機械的な咆ほう哮こうとともに巨きよ大だい慶一郎の目からイナズマ状の怪光線が放射された。光線は新宿のビル街を薙なぎ払はらうように走り、都庁舎をも真一文字に切り裂さいて倒とう壊かいさせる。


「……とっとっ、東京都庁が！」


「誰ですか、メカ先生を巨大化させたのは!?」


「降りて確認するか？」


「嫌いやですよ！　死ぬから！」


　自衛隊の戦せん闘とうヘリが数機飛来し、ミサイル攻こう撃げきを加えた。肩かたや背中に命中し凄すさまじい爆ばく炎えんが広がる。しかし煙けむりの中から現れたのは無傷のメカ慶一郎──ＭＫ１だった。無数のリベットで固定された鈍い銀色の装そう甲こうには傷ひとつない。ＭＫ１が腕うでを上げ、五指を揃そろえてヘリに向けると、砲ほう口こうの開いた指先から対空砲ほう弾だんが発射された。相変わらず照準はデタラメだが、近接信管付きらしい砲弾はヘリの近くで起き爆ばくして爆発に巻き込み、ほんの数十秒でヘリ部隊を壊かい滅めつさせる。


　ＭＫ１は通りすがりに新宿駅を破壊すると北に進路を取った。ＴＴＴ号はＭＫ１から離はなれて練馬方面に向かう。さすがに新幹線型だけあって速度はタクシーの比ではなく、瞬またたく間まに板橋区の外れの高島平地区上空に到とう着ちやくした。ジェットコースターが急降下する時のように下腹がキュッとなる感覚とともに高度が下がり、大門高校の上空に来る。


「まさか……学校の地下に巨大ロボが隠かくされてるなんて言うんじゃないでしょうね!?」


「惜おしい」


　否定してもらいたかったが当てが外れ、大作の表情が固まる。サイレンが鳴り響き、大門高校の校内放送が聞こえてきた。


『アンゴルモアの怪かいロボットが我が校に向けて接近中！　これより全校は迎げい撃げき態勢に入ります。大門高校各校舎、緊きん急きゆう発進!!』


「校舎が!?」


　聞きき違ちがいでない証しよう拠こに、大門高校の新旧二つの校舎と講堂、体育館が底面からのロケット噴ふん射しやにより地面から離れて浮き上がった。東南方向に飛行する校舎をＴＴＴ号も追いかけると、やがて前方に爆発の閃せん光こうと立ちのぼる煙が見えてくる。ＭＫ１が池いけ袋ぶくろに立ち寄り破壊の限りを尽つくしていた。戦車部隊が砲ほう撃げきを加えているがダメージを与あたえるどころか足止めすらできていない様子である。


　山手通りを越こえたところで大門高校の各校舎がドッキングし始めた。まず体育館と講堂が合体し、旧校舎と新校舎が前後から挟はさみ込む。校舎が中央から分割され九〇度折れ曲がって伸のびると、正面玄げん関かん辺りを頭部にした巨大人型ロボが完成した。


『完成！　〈キングダイモン〉!!』


「うわあ……合体ロボって……」


　大作は頭を抱かかえた。ソドム迎撃のための大門防衛隊（ＤＤＦ）が設立された時にぜひとも欲しい装備として話題に挙がった巨きよ大だい戦せん闘とうロボが現実に存在する世界らしい。


「合体はいいとして……場所が敵に近すぎやしませんか？」


　キングダイモンが足を下に向けて着地した時、ＭＫ１は目前にまで迫せまっていた。直ただちに起動して迎むかえ撃うつかと思いきや、棒立ちのままＭＫ１のパンチを食らったキングダイモンは普ふ通つうのビルと同じくらいあっさりと倒壊した。


「も、脆もろい……脆すぎます！」


「そりゃあ元がそこそこ老ろう朽きゆう化かの進んだ校舎だからな」


「じゃあ何でわざわざ合体したんですか!?」


「合体させてみたかったからだろ。いざ合体してみたらあまりのカッコ悪さに絶望したってところか」


「少し考えれば分かりそうなもんでしょうに」


　どうやらここのマスターには計画性や先見性が皆かい無むらしい。


　さらに攻撃を加えようとしたＭＫ１の足元から目ま映ばゆい光の柱が湧わき上がり、怯ひるませた。光の粒りゆう子しが人間の形に凝ぎよう縮しゆくする。それは銀色の巨きよ人じんだった。正確に言えばウェットスーツ素材の銀色の全身タイツに身を包んだ人間で、よく見れば起き伏ふくの少ない幼児体型の女子である。出いで立ちは巨大変身ヒーローっぽいが顔の部分はオープンで素顔が丸見えになっている。


『──はにゃ！』


　銀色の巨人は気合の入らない掛け声とともにファイティングポーズをとるが、完全に腰こしが引けてしまっている。ＭＫ１は自分と比べて体積比で半分くらいしかない巨人を排はい除じよすべき脅きよう威いと見るか否いなか判断に迷った様子だったが、とりあえず指先から砲弾を発射して攻撃した。


『きゃ～イタタタタ！』


　巨人は思わず頭を抱え背を向けてしゃがみ込む。銀色のスーツの防ぼう御ぎよ力はそれなりにあるらしく、お尻しりに当たった砲弾は豆まめ鉄でつ砲ぽうのように弾はじき返かえされた。近接信管付きのはずだが何故か巨人の身体からだには反応せず、跳はね返ってから地上で爆発している。


『ガガガ……』


　手て応ごたえなしと判断したらしく、ＭＫ１は巨人を無視して悠ゆう然ぜんと歩を進めた。


『怪ロボットが背を向けました！　今がチャンスです！』


　校舎は破壊されたにもかかわらず校内放送の声が聞こえてくる。


『ヤダもう～』


　巨人は半泣きになりつつヤケクソ気味に両手を胸の前で組み合わせた。Ｘ字に交差させた手の先から虹にじ色いろの光線が迸ほとばしり、ＭＫ１の背中を直ちよく撃げきする。盛大な爆発が起きるが、光線は装甲を焦こがしただけで破壊するには至らなかった。効果といえば立ち去ろうとしたＭＫ１の興味を惹ひいただけだ。


『はわわわ……』


　引き返してくる怪ロボットを見て、巨人はどうしていいか分からずオロオロしている。


『こうなったら肉にく弾だん戦です！　光のカッターで切り刻みましょう！』


　相変わらずどの立場でものを言っているのかさっぱり不明な校内放送の指示に従い、巨人は両手を手刀にして構えた。指先から肘ひじにかけて光の刃やいばが装備される。


『うわあぁぁ～～ん！』


　巨人はバンザイしながら突とつ進しんした。


　ガシッ。


　ＭＫ１が右手を伸ばし、巨人の頭をわしづかみにする。巨人は視界が遮さえぎられたまま両手のカッターを振ふり回すが、リーチの差がありすぎてまるで相手に届かない。大作は二眼レフのファインダーを覗のぞきながら嘆たん声せいをもらした。


「ミサティーはいったい何をやってるんですか!?」


　カメラ越ごしに見る巨人はミサティーこと来く留る間ま美み沙さ緒おその人である。形を変えた新旧二年Ｂ組の担任教師対決とも言えるが、何の必要があってこんなことになっているのか。


「ここは誰でも地球防衛軍や巨大変身ヒーローになりきって〈恐きよう怖ふの大王〉と戦える遊び場みたいなもんだ。ただ設定した仮想敵が強すぎて誰も勝てないんだが」


「見た目はスペクタクルで凄すごいけど全然ダメじゃないですか！　しょーもないにも限度がありますよ!?」


「これから立ち寄る世界に比べりゃかなりマシな方さ」


「この世界以上にデタラメなんて──」


　それはもはや狂きよう気きの域ではないかと思ったが、口に出すには恐おそろしすぎた。


（帰りたい……）


　今こそ大作は心の底からそう願った。


















　♯９　FROM HERE TO ETERNITY




　目覚めると、そこは宵よい闇やみの花園だった。


　空は夜の群ぐん青じようと夕焼けの茜あかね色いろに塗ぬり分けられている。


　胎たい児じのように膝ひざを抱だいて身体を丸めていた烈飛鈴リーフエイリンは、顔を上げて辺りを見回した。


　百ゆ合りに似た白い花が丘おか一面に咲さいている。


　飛鈴が身体を預けている地面も、花の茎くきが折り重なってできたものだ。


　目に映るものは空と花──それ以外には何もない世界。


　飛鈴は一糸纏まとわぬ姿だったが、寒さは感じなかった。


　肌はだに触ふれる植物が体温と同じため、どこまでが自分の身体で、どこからが花の茎なのか区別がつかない。花のひとつがたまたま〈私〉という意識を持ったにすぎないのではないか──そんな感覚を覚えつつも、それが恐こわいとは思わなかった。


　苦痛もなければ悦よろこびもない。


　天国でも地じ獄ごくでもない。


　咲き乱みだれる花で覆おおい尽くされた、時の狭はざ間まにある永遠の園──


　再び微睡まどろみに沈しずもうとした飛鈴の意識に波は紋もんが広がる。


　間近に咲いている花のひとつが花弁をきゅっと閉じて膨ふくらみ、実を孕はらんだ。


　半はん透とう明めいの花弁の中に青白い魂たましいのような光が灯ともる。


　固く閉じた花弁が綻ほころび、やがて石榴ざくろのように裂けて割れた。


　中から現れたのは青く澄すんだ光を放つ果実だった。宝石のようなそれを差し伸べた掌てのひらに受け取る。


　果実から感じられるのは〈力への意志〉だった。


　放たれる光が身体を透とう過かし、意識を明めい瞭りようにしていく。


　飛鈴は背後から子供の細い腕に抱きつかれる感覚を覚えた。


　耳元で甘い声がささやく。


『お母さん──早く私を産んで』


　その声を聞いたとたん、氷を差し込まれたように胸が冷えた。


（また……繰くり返かえせというの？）


　飛鈴の身体が震ふるえ、涙なみだが頰ほおを伝い落ちる。この感覚は肉体が感じているものではない。魂が凍こごえているのだ。


　子供の声は無情に響ひびいた。


『試すのよ。何度でも──』


　花園がざわめいた。絨じゆう毯たんのように広がった大きな花弁が飛鈴の身体を包み込み、意識ごと闇やみの底へと呑のみ込んでいく。





　　　　☆





　次に目覚めた時、飛鈴は空の星を地上に撒まいたような香港ホンコンの夜景を見下ろしていた。


　立っている場所は烈一族が所有する高級ホテルの屋上の端はしである。


　一九九六年現在このホテルはすでに売ばい却きやくされ、さらにグレードの高いホテルのオーナーとなっているが、この時代──つまり一九八九年の時点では烈一族に用意できる最高級のホテルだった。


　時刻は深夜十二時を過ぎているが、ホテルの周囲の要所には黒服の男たちの姿があった。彼らが警けい戒かいしているのは外からの襲しゆう撃げきではない。このホテルのスイートルームにいる人物を逃にがさないために監かん視ししているのだ。飛鈴の知覚は今や千里眼であり、彼らの行動は手に取るように把は握あくできた。


　飛鈴は屋上から宙に身を躍おどらせ、スイートルームの居間につながるバルコニーに降り立った。ガラス戸を開けることなくすり抜ぬけて室内に侵しん入にゆうし、寝しん室しつに向かう。忍しのばせるまでもなく足音は立たない。飛鈴の肉体は質量を持たず、その姿は人の目には映らず、壁かべや天てん井じようを難なく通り抜けることができる──言わば幽ゆう霊れいに等しい状態にあった。警備が厳重なのを知っていてわざわざ苦労することはない。


　スイートルーム内に見張りの姿はなかった。さすがに付きっきりで監視するわけにもいかず遠えん慮りよしているのだろう。


　飛鈴は扉とびらを抜けて寝室に入った。天てん蓋がい付きの大型ベッドに、大小二つの人ひと影かげが横たわっている。小さい方は十四歳の少女だった。身体をまっすぐに伸ばし、胸の上で両手の指を組み合わせている。横になってはいるが眠ねむってはいない。それどころかガチガチに緊きん張ちようしていた。心臓の鼓こ動どうは痛いほどで、それを相手に悟さとられまいと必死に息を殺している。


　飛鈴は少女の鼓動の音や息いき遣づかいに耳を傾かたむけてそれを知ったわけではなかった。そんなことをする必要はないのだ。なぜなら──少女は七年前の自分自身なのだから。


　同どう衾きんしているのは若い男で、ゴツゴツした岩のような逞たくましい身体を横向きにし、少女に背を向けていた。初夜に新しん郎ろうが花はな嫁よめに対して取る態度としてはおよそ最低の部類である。


　しかし男の側からすれば不服の態度を示して当然の状じよう況きようでもあった。まず香港に来るなり標的と間ま違ちがえられて暗殺されかけ、刺し客かくを返り討うちにしたら今度は大勢で押し寄せて銃じゆうを突つきつけられ、拉ら致ちされたうえに烈リー式しき聖せい獣じゆう拳けんの遣つかい手てたちとの対戦を強要され、勝ったら勝ったで一族に加われと強制結けつ婚こんさせられる──しかもその相手は年とし端はもいかない娘むすめときている。さらに本来の婚こん姻いんの儀ぎでは七人の花嫁候補の中から一人を選ぶのだが、玲凰レイフアンの鶴つるの一声により飛鈴に白羽の矢が立てられ、新郎としての権利すら奪うばわれている。そして当人の意志を無視してあてがわれた花嫁の少女は、着き飾かざってはいるもののお世辞にも絶世の美少女とは言い難い。この頃ころの飛鈴は武術の鍛たん錬れんに明け暮れていて、化け粧しようどころかスカートを穿はくことさえ稀まれだったのだ。ふて寝ねするなという方が無茶な話である。


　では花嫁である飛鈴はどうだったかと言えば、新郎の事情など何も知らないに等しかった。いきなり本家に呼び出され、見知らぬ日本人が聖獣拳の遣い手たちを相手に闘たたかっているところを見せられたかと思えば、烈一族のしきたりに従いその男と夫婦になれという。すべてが突とつ然ぜんのことで戸と惑まどったが、元来素す直なおな性格である。結婚相手を自分で選べないのは烈家では当然のことであり、異論を差し挟はさむ余地はなかった。祖父の黄龍ホンロンを退け、本家の正統の遣い手を下したほどの武術家であれば夫とするに不足はない。実際、飛鈴は男の闘いぶりを目の当たりにしてその強さに見み惚とれ、尊敬の念を抱いていた。自分が花嫁に決まったと聞いた時にはときめきさえ覚えたのだ。


　ところがいざ初夜を迎むかえ、同衾することになっても新郎はこの態度である。もうしばらくすれば花嫁は新郎が自分に興味を持っていないことに気付き、ひどく惨みじめな気分を味わうことになる。


　飛鈴は手を伸のばし、指先だけを実体化させて少女の胸を突いた。点穴を施ほどこされた少女はウッと呻うめいて失神する。異変に気付いた男はすぐさま反応して飛び起きた。飛鈴は全身を実体化させて姿を現すと、唇くちびるに立てた指を当てて、誰すい何かしようとする男に大きな声を立てないよう手て振ぶりで示した。


「安心して。私はあなたの敵ではないわ」


　日本語で話しかけると、新郎の男──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうはひとまず納得したらしく話を聞く姿勢になった。


「ここから逃げることを考えているわね」


「逃がしてくれるのか？」


「そのために来たと思う？」


　慶一郎は飛鈴の姿を険しい目つきで観察した。飛鈴は肌が透すけて見えそうなほど薄うす手での絹でできたチャイナドレスに身を包んでいる。


「そうでなければ……誘ゆう惑わくしに来たように見えるが」


「御ご名めい答とう」


　飛鈴は花嫁の少女を抱き上げてソファーに運ぶと、ベッドに腰こし掛かけて慶一郎と向き合った。二十二歳の南雲慶一郎は、当時の──つまり花嫁の飛鈴が抱いていた印象とはずいぶんと違ちがって見えた。熊くまのような図体をした大人の男という記き憶おくがあるが、目の前の慶一郎は年相応の若さに見えた。身長は二メートルを超こえ肩かた幅はばも広いが筋肉量はそれほどでもなく、太いという感じはしない。この体格で小兵よりも素早く精密な動きができるうえにパワフルという桁けた外はずれの身体能力の持ち主なのだ。そして何よりこの肉体を使って闘うことに──敵を粉ふん砕さいすることに一片の躊ちゆう躇ちよもない。それはすなわち一いつ騎き当とう千せんの英えい雄ゆうの資質だった。


「あんたも烈一族の人間か？　試合場でも結けつ婚こん式しきでも見なかったが」


「そうよ。でも……全員の顔を覚えているの？」


「あんたほどの美人なら居れば目につくさ」


　慶一郎はこんな時に世辞を言う男ではない。実際に全員の顔をひと通り見て確認しているに違いない。


「人を無理矢理結婚させておいて浮うわ気きを勧すすめるとはどういう了りよう見けんだ？」


「私を抱いても浮気にはならないわ。私の名前は──烈飛鈴なんだから」


「烈一族の女が皆みんな同じ名前とは信じられないが」


「未来から来たと言ったら信じる？」


　慶一郎は何とも言えない複雑な表情を浮うかべた。


「やっとまともに日本語が通じる相手が現れたと思ったが……」


「今日あなたの花嫁になったのは七年前の私よ」


　飛鈴はただ事実を述べた。これが噓うそだとすればつく必要のない噓であることは慶一郎にはすぐ分かるだろう。案の定、慶一郎は眠らされた花嫁の少女と飛鈴の顔を慎しん重ちように見比べた。


「……化けたもんだな」


　七年前の飛鈴は現在とは似ても似つかない。別人だろうと判断するのが普ふ通つうの感覚である。人相を分ぶん析せきして共通点を拾い出し、同じ顔だと認めたからこそ出た言葉だった。


「女は化けるのよ」


「毛虫が蝶ちようになるようにか」


　飛鈴はわずかに眉まゆをひそめた。


「……女の子を毛虫に喩たとえるなんて」


　過去の自分が目の前にいないのならいいが、リアルタイムで見比べてそう言われるのは事情が違った。ガラにもなく着飾った少女の花はな嫁よめ姿すがたを毛虫とは上う手まい喩えだが、当時の感情が蘇よみがえっている飛鈴にとっては腹立たしい。


「未来から来た同一人物かどうか、確かめる方法を思いついた」


「どうするというの？」


「あの娘こが死ねばあんたは消えるわけだな？」


「────!!」


　飛鈴は過去の自分を庇かばおうとして意味がないことに気付いた。この男が本気ならどちらを殺すにしても必要な手間にさしたる違いはないのだ。


「青ざめたな。まあ姉妹だとしても似たような反応だろうから証しよう拠こにはならんが」


　慶一郎は飽あきたように鼻を鳴らし、両手を後頭部で組んでごろ寝した。カマをかけただけらしい。しかし時間を超えてきた当の飛鈴よりもタイムパラドックスについて思考が及およぶあたり、ただ図体が大きいだけの男ではなかった。


「とりあえず話は聞こう。何しに来た？」


「あなたはここから逃げ出そうとするわ」


「いつだ？」


「およそ一時間後に」


「いい頃ころ合あいだな。それで……失敗して蜂はちの巣すにでもされるのか？」


「あなたは死なないわ。私が逃がしたから──」


「どうしてそうなる？　俺は一人で逃げるつもりだが」


　慶一郎は訝いぶかしむ顔になった。


「私はあなたと一いつ緒しよに逃げたのよ」


「理由が分からんな」


「私はすでにあなたの妻ですから。夫と苦難を共にするのは当然のことです」


「それで納得したのか？　信じられんな」


　ほんの一時間後の自分が下す判断に慶一郎は難なん癖くせをつけた。


「一人でも難しいのに、二人で逃げるのはまず不可能だと思うが」


「結果としてはあなたは一人で逃げたわ。私は撃うたれて重傷を負ったから──」


　飛鈴はベッドの上に膝ひざ立ちになり、チャイナドレスのホックを外した。ドレスが膝まで落ちる。右みぎ腕うでで胸を隠かくしながら左の脇わき腹ばらを見せた。


「左胸の下にある銃じゆう創そうがその時のものよ。刺青いれずみで隠しているけど」


　慶一郎は目を瞠みはって刺青を注視した。


「毛虫はダメでも蝶はいいんだな」


　銃創を隠す刺青はまるで生きているように見える精せい緻ちな揚あげ羽は蝶ちようだった。これが未来人の証拠にならないことは互たがいに承知している。慶一郎を誘惑するために脱ぬいだに等しい。


「分からんな。その傷を消すのが目的なら、どうして今なんだ？　昨日か……俺が香港ホンコンに着いた直後あたりに来て、俺が間違って襲おそわれるのを防ぐのが筋じゃないのか？　文字通り『おととい来やがれ』ってことだが」


「そうすれば私たちは出会わないことになるわ」


「その方がいいだろう」


「よくないわ。だって……あなたの妻になれないもの」


「好きでもない男と結婚していいのか？」


「結婚してから好きになってはいけないの？」


「それは順序がおかしい」


「日本でも昔はそうだったと聞いているわ。私たち烈一族もそう」


「それこそ忌いむべき因習ってやつだろう」


「親に決められた結婚がすべて不幸とは限らないわ」


「そうかもしれんが、この結婚は端はなから失敗だ」


「どうして？」


「新郎がこの俺だからな」


　慶一郎は唇の端を歪ゆがめてニヤリと嗤わらった。


「俺の胸には愛という名の文字はない。俺は野や獣じゆうだ。誰だれも信じないし、誰にも頼たよらない。そして誰にも飼い慣らせない──」


　飛鈴は肌はだが粟あわ立だつのを感じた。服を脱いだからではない。空調は効いていて室温は十分に暖かい。慶一郎から放射される殺気のためだった。


「俺が逃にげることを考えているのは多勢に無勢という理由だけだ。一対一なら烈家の聖せい獣じゆう拳けんは敵じゃない。恐こわいのは銃じゆうだけだ。俺はいい的だからな……で、誰を始末して欲しいんだ？」


「────!?」


「意外そうな顔をするな。わざわざ俺のところへ来る理由といえばそれ以外にはない」


「私は……あなたに烈家に留とどまってもらいたいと──」


「俺が烈家のために指一本でも動かすと思うか？　俺は腹を立てているんだ。なにしろ香港に来てから美う味まい飯を食っていない。来た日に屋台で食ったピータン入りの粥かゆだけだ。結婚式には御ご馳ち走そうが出たが、他人に命を握にぎられながら食う飯ほど不ま味ずいものはない。ここに留まる限り毒入りの飯を警けい戒かいしなきゃならん。この恨うらみだけで何人かは殺せそうだな。名前と顔を教えろ。ついでに居場所もな」


「違う……違うのよ！」


　二十二歳の慶一郎が自分に対して全く心を開いていないのに気付いて、飛鈴は氷水を浴びせられた気分になった。実際よりも年ねん齢れいが近いため共感を得やすいだろうという計算は完全に裏目に出ていた。慶一郎は自分の力の他ほかは何も信じない男である。むしろ十四歳の少女だったからこそ敵視されずに済んでいたのだ。


「話は終わりか？　だったらさっさと服を着て帰れ」


　慶一郎は飛鈴に背を向けて横になり、元の体勢に戻もどった。


「お望み通り、今夜逃げる計画は延期する。一刻も早く縁えんを切りたかったが、俺に居て欲しいなら居てやろう。お願いだから帰ってくださいと言い出すまでな」


　顔は見えずとも慶一郎が獰どう猛もうな笑みを浮かべているであろうことは容易に想像できた。


　背を向けた男。愛されることを期待しながら見向きもされず捨て置かれる自分。


　これは──この状じよう況きようは七年前と同じ──否いな、もっと悪いかもしれない。


　七年前は自分が未熟だったから、美しくないから花はな嫁よめとして扱あつかわれなかった──そう信じて自分を磨みがいてきたのだ。今夜この時この場所を選んで来たのは、絶対の勝算があったうえで挑いどんだリターン・マッチだった。なのに──


（どこで……どこで間ま違ちがえたの!?）


　飛鈴はドレスを胸までたくし上げたが、着なおすことはしないで、そのままベッドに倒たおれ込んだ。ついさっきまで花嫁がそうしていたように仰あお向むけになり、かつてに倍する惨みじめな思いを全身で嚙かみしめた。


　飛鈴は慶一郎の背中を見た。その巨きよ体たいのラインは獲え物ものを待まち伏ぶせている猫ねこ科の大型肉にく食しよく獣じゆうにも見える。七年後、修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけて豊富な経験を積んだ猛も者さとなった男のことはよく知っていても、目の前にいる恐おそれ知らずの若者についてはほとんど何も知らないに等しいのだと飛鈴は思い当たった。そう考えればあまりにも無策である。どんな事であっても戦略は必要だと分かっていたはずだ。


（この局面……七年分成長した私にならできることがあるはずだわ）


　飛鈴は慶一郎ににじり寄ると、大きな背中にびたりと身を寄せた。背中に耳を押しつけ、心音を聞く。鼓こ動どうが速い。寝ね間ま着き越ごしにでもはっきり分かるほど熱っぽく、肌は汗あせばんでいる。横になってはいるが神経は張はり詰つめたままだ。


（この野獣は緊きん張ちようしている──恐れている？　それとも……）


　十四歳の飛鈴は背を向けて寝ねている花はな婿むこを見て実にふてぶてしい態度だと憎にくらしく思ったが、実際はどうだろう？　花嫁を拒きよ絶ぜつするにせよ、信用していない相手に無防備に背を向けるだろうか？


　慶一郎の寝間着の背に汗が滲にじんできた。明らかに体温が上がっている。じっとしているだけで汗をかくほど暑くはない。


（体調が悪い？　でもそんな様子は……）


　飛鈴は花嫁の方を見た。こちらも顔色が赤く額が汗ばんでいる。自分の記き憶おくを手た繰ぐってみると、この夜はひどく暑苦しく感じた覚えがある。初夜だから緊張して気持ちが昂たかぶっていたからだと思っていたが──


　飛鈴は慶一郎の背に身体からだを密着させた。慶一郎はわずかに呻うめいて身をよじる。


（ああ──まさか……そういうこと!?）


　飛鈴は謎なぞが解けた気がした。結けつ婚こんの儀ぎ式しきの時に新しん郎ろう新婦は夫婦の契ちぎりを結むすんだしるしに固めの杯さかずきを飲む。他にも夫婦のために作られた何品かの料理も口にしている。そのどれか、おそらく料理だろう。その中に精力を高める食材が入っていたに違ちがいない。新郎は烈一族の伝統など気にもかけない余所者で、新婦はまだ少女である。十四歳当時は知る由よしもないことだが、つつがなく初夜を迎むかえられるように気を利きかせて酒や料理にひと工夫加えるのは結婚式ではよくあることだ。大男の慶一郎ならなおさら奮発したはずだ。


　慶一郎が背を向けているのは、精力を持て余し抑おさえるのに必死だからだ。少女とはいえ視界に入れれば歯止めが利かなくなる。こういった形で他人の目もく論ろみ通りに結ばれることをよしとしないのは男の意地なのか、花嫁を思いやってのことか──どちらにせよ、重要なのは状況が自分にとって絶望的どころか圧あつ倒とう的てきに有利だということだった。


　飛鈴の中にふつふつと復ふく讐しゆう心が沸わき上がった。分厚い筋肉で覆おおわれた背中に胸の膨ふくらみを押しつけ、首筋に吐と息いきを吹ふきかけると、慶一郎の身体がビクリと震ふるえた。


「……離はなれろ」


「どうして？」


「どうしてもだ。女でも引っぱたくぞ」


「あら、恐い。引っぱたかれるのは嫌いやだから……こうするわ」


　飛鈴は左手を慶一郎の背骨に沿わせると、髪かみの中から取り出した細い針を経穴に刺さした。慶一郎の手足の筋肉がこわばり、硬こう直ちよくする。飛鈴は慶一郎の身体を動かして仰向けにした。


「これは……全身麻ま痺ひのツボを刺したのか？」


　慶一郎は目だけを動かして飛鈴を見た。


「身体の裏側の筋肉を不ふ随ずい意いにしたわ。感覚は麻痺していないでしょう？」


「烈一族家伝の技わざか」


「もちろん」


「侮あなどれんな」


「これは武術じゃなくて医術よ」


　飛鈴は慶一郎の腰こしの上に馬乗りになった。慶一郎は額に脂あぶら汗あせを滲ませながらも理性を保っている。


「考えてみたが……さっきの推理には矛む盾じゆんがあった。俺に殺しを依い頼らいするというのは理り屈くつに合わない。時間を超こえられるのなら標的が子供の時代に行けばいいだけだ。タイムトラベルを抜きにして考えても、俺は目立つからそもそも暗殺向きじゃない。せいぜい囮おとりだな」


「……ふうん。それで結論は？」


「美女が来たから何か裏があるのかと勘かん繰ぐったが、真相はもっとシンプルだ。つまり狙ねらいは俺だ。俺を殺しに来たのなら納得がいく」


「何のために？」


「どうせ恨みを買うようなことをしたんだろ」


「半分だけ当たりよ。恨んでるのは何もしなかったからだけど……もう許したわ。その気がなかったからじゃなくて、我が慢まんしてたんだものね。ずいぶんと紳しん士し的な野獣じゃない？」


　飛鈴は慶一郎に覆い被かぶさり、顔を近付けた。分厚い胸板の上でふたつの白い果実が圧おされて変形している。もう視線を逸そらすことは出来ない。飛鈴は慶一郎の厳いかつい顔を撫なで、頰ほおをつねった。


「でもさっきは正直傷付いたわ。女に恥はじをかかせるなんて最低よ。この憎たらしい言葉しか出てこない口をどうしてくれようかしら？」
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　飛鈴は慶一郎の呼吸のリズムが自然なものではないことに気付いた。


「〈神威カムイの拳けん〉の呼吸法をやっているわね？　体内の神気を正しく巡めぐらせれば解げ穴けつすることもできるけど、まず針を抜かないと無理よ。それに……いつまで耐たえられる？」


　大きな鼻を指で摘つまみ、唇くちびるを吸うと呼吸はたちまち乱れた。蛇へびのように身体を絡からみつかせて全身で愛あい撫ぶする。慶一郎は堪たえかねたように切なげに喘あえぎをもらした。飛鈴の中に蕩とろけるような黒い喜き悦えつが満ちる。


「あなたの苦しむ顔を見てると……何故かしら？　とっても嬉うれしくて……ゾクゾクしちゃう。殺したいほど愛してるって、こんな気持ちなの？」


　寝間着の胸をはだけ、割れた腹筋に指を這はわせて下腹部へと伸のばす。


「やめろ……俺は──」


「誰も愛さない？　あなたと番つがいになれるのが牝めすの野獣だけ？　だったら……私がそれになるわ」


　再び頰を寄せると、慶一郎はわずかに頸くびを動かして迎える仕草を見せた。


「もうはち切れそうね。キスしても嚙みつかないって約束できるなら、針を抜いてあげてもいいわ」


「…………」


　切せつ羽ぱ詰つまった顔に葛藤が見えた。飛鈴は艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、耳元にささやく。


「よかった。もうしばらく楽しめそうね」


　慶一郎が白旗を上げて降参したのは、それからわずか数分後だった。





　　　　☆





　次に目覚めた時、飛鈴の意識は朦もう朧ろうとしていた。


　人が争うような物音と怒ど声せい、そして──銃じゆう声せいが遠くに聞こえてくる。


　身体の感覚は鈍にぶく、綿の詰まった縫ぬいぐるみにでもなったような気分だ。


　目は開いているが焦しよう点てんは定まらず、分かるのは自分が裸はだか電でん球きゆうがひとつきりの暗い部屋にいることくらいだった。飛鈴は毛布の上に横になっていたが、毛布の下は硬かたい床ゆかのようだ。


　鉄の扉とびらが荒あら々あらしく開かれる音がした。


「──飛鈴!?」


　誰だれかが名を呼んだ。ガチャガチャと鎖くさりを振ふる音。


「クソッ、鍵かぎは!?……よし、これか！」


　女の手首から手て錠じようが外された。身体が左右に揺ゆれる。何かが頰を叩たたく感かん触しよく。


　天地が逆転し、飛鈴は後ろ向きに宙を移動した。身体を毛布に包まれ、肩かたに担ぎ上げられているらしい。汚きたなく薄うす暗ぐらい廊ろう下かだった。再び怒声と銃声が聞こえた。飛び出してきた人ひと影かげが棒のように倒れる。


　視界が明るくなった。外に出たらしい。曇くもりの日の午後の陽ひ射ざしだ。しかしほどなくして再び暗い場所に押し込められる。エンジン音と震しん動どう──自動車の後部座席だ。


　車に揺られているうちに気分が悪くなり、意識が混こん濁だくした。


　どれくらいの時間が経過したのか──ホワイトアウトした視界に人の形が見えた。


「……気が付いた？」


「お姉さま！　私たちが分かる!?」


　視界は左側が塞ふさがっていた。頭が痛い。苦労して右目の像の焦点を合わせる。


　初級中学校の制服を着た二人の少女が飛鈴を覗のぞき込んでいた。左右対たい称しような髪かみ型がたをした双ふた子ごの姉妹だ。


「芍花シヤオフアに……苺花メイフア？」


「そうよ！　よかったあ～……」


　よほど嬉しいのか二人は手を取り合って飛とび跳はねた。


　飛鈴はベッドに寝かされている。身体中に包帯が巻かれ、左ひだり腕うでには点てん滴てきの管が繫つながれていた。麻ま酔すいのための針が包帯の上から打たれている。部屋は病室ではなく、寄宿舎の一室のようだった。


「今日は……何日？」


「三日よ。十一月の三日」


「何年の？」


「え？　何年って……」


　戸と惑まどう芍花の袖そでを苺花がつまんで引いた。飛鈴が時間の感覚を喪そう失しつしていることを察して芍花は頷うなずく。


「あ、ああ……ええと、一九九六年よ」


　すると現代に戻もどったということか。しかし状じよう況きようがまるで分からない。


　苺花が廊下に出て、一人の青年を連れて戻ってきた。長身のハンサムだが憔しよう悴すいした顔つきである。その顔には見覚えがあった。


「飛鈴、俺が分かるか？」


「トーマ……」


　日本に同行した際には飛とび島しま斗とう真まを名乗っていた従弟いとこのトーマ・烈だ。


「どうしてあなたが日本に……？」


「日本!?　まだ意識がハッキリしないのか？　ここは九龍カオルーンだ。気を確かにもってくれ」


「九龍……？」


　トーマはパイプ椅い子すに腰こし掛かけて飛鈴の手を握にぎった。


「ここは芍花と苺花の通う学校の寮りようだ。ここもいつまで安全か分からないが……とにかく今は身体を休めることだ」


「私……どうしていたの？」


　いまだ要領を得ない様子の飛鈴の質問に、トーマはしばし逡しゆん巡じゆんしてから答えた。


「醒せい龍りゆう会の連中に捕つかまっていたんだ。救出が遅おくれてすまない……」


　飛鈴にはトーマの言う〈醒龍会〉が何なのか分からなかったが、それを質問すると余計に心配されそうなので黙だまっていた。烈一族と敵対する組織であるのは間ま違ちがいないだろう。それよりも気になるのは助けに来たのがトーマだということだ。飛鈴が敵に捕とらえられたのなら、真っ先に助けに来るのは別の男のはずだった。


「彼は……慶一郎は……どうして来ないの？」


　トーマの顔が土気色になった。その表情は──飛鈴の正気を疑っている。


「奴やつが来るはずがない。理由は……俺の口から言った方がいいのか？」


「お願いするわ」


「醒龍会はそもそも奴が……南雲が作った組織だ。俺たちは南雲の暗殺を企くわだてたが失敗し、今は追われる身になっている」


「────!!」


　飛鈴はハンマーで殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えた。意識が鮮せん明めいになり、同時に、脳に焼け火ひ箸ばしを突つっ込こんで搔かき回まわされるような激痛が走る。


　頭の中に身に覚えのない──しかし確かに自分の経験だと思える無数の過去の映像がフラッシュバックした。それは、慶一郎が香港ホンコンに留まったことにより別の人生を生きることになった烈飛鈴の七年間の記き憶おくだった。ページごとにバラバラになった日記を拾い読みするような、時系列に沿わない細切れの雑多な情報が次から次へと積み上げられていく。短い時間で処理するには多すぎる量の情報が一気に入力されたため脳がパンクしそうになる。飛鈴は記憶に結びついている感情の方はひとまず無視して、慶一郎についての情報だけをピックアップしようと努めた。


「飛鈴!?　しっかりしろ！」


「お姉さま！」


　呼びかける声に飛鈴は現実に引き戻される。鼻び腔こうの奥おくが熱い。鼻血が出ている。飛鈴は脳のう裏りに浮うかび上がった不ふ吉きつな言葉を口にした。


「九龍……〈九龍の魔ま王おう〉って……？」


「それが奴の二つ名だ。聖せい獣じゆう拳けんの掌しよう門もんの地位を簒さん奪だつしてからはやりたい放題だからな」


　掌門とは武術門派の主のことである。トーマの言葉がキーワードとなり、記憶が芋いもづる式しきに蘇よみがえった。


　烈一族は香港の裏社会で暗殺を生業なりわいとしてきた。特定の勢力に肩かた入いれしたり、自ら利権を争って徒いたずらに抗こう争そうを繰くり広ひろげたりはせず、裏社会で生き残るために己おのれの領分をわきまえ、あくまで雇やとわれ仕事として請うけ負おってきたのだ。しかし玲凰の祖父が表社会で成功を収めた頃ころから事情が変わってきた。一族の中に暗殺拳を捨てて表社会で生きようとする者や、表の事業で得た財力を元手に裏社会でも勢力を伸ばそうと野心を抱いだく者が現れ、保守的な考えを持つ上の世代との間で軋あつ轢れきが生じはじめていた。


　そこに投げ込まれた爆ばく弾だんが南雲慶一郎である。


　一族に迎むかえられた慶一郎は、まず一族でも最も若い世代のグループに手を貸し、敵対する不良グループの巣そう窟くつに一人で乗り込み壊かい滅めつさせた。不良グループといっても裏社会における勢力の下部組織である。ただちに報復を受けたがそれを予期して備えていた慶一郎はこれを返り討ちにし、自分の傘さん下かに加えた。ここまでならよくある小こ競ぜり合あいだが、この事件はほんの手始めにすぎなかった。慶一郎は暗殺者としての仕事は一いつ切さい請け負わず、独断専行で対たい抗こう勢力を潰つぶしにかかった。そのやり口は決まっていて、単独で敵のアジトに乗り込みリーダーを一いつ騎き討うちで仕留めるというものだ。慶一郎は大いに名を挙げたが、手当たり次第にケンカを売った結果、烈一族は多くの敵を作ることになった。それは互たがいの領分を守るという不文律を破り抗争の火種を撒まく行こう為いであり、慶一郎は長老会議にかけられ糾きゆう弾だんされた。しかしそれで大人しく従うような男ではない。むしろ烈一族をのっぴきならない状況に追い込むことこそが狙ねらいだったのだ。


　多くの勢力を敵に回して窮きゆう地ちに立たされた烈一族は、香港で最大の勢力を誇ほこる幇ほう会かいに取りなしを頼たのんだ。代わりに多額の見み舞まい金きんの支し払はらいを求められ、表の事業も縮小もしくは売ばい却きやくを余よ儀ぎなくされるが、一族が生き残るためにはやむなしとして条件を呑のんだ。


　しかしその幇会が主しゆ催さいし、各勢力の代表が一堂に顔を揃そろえた『黒こく龍りゆう大会』の会合の席で事件が起きた。武装集団が会合を襲しゆう撃げきし、参加者を皆みな殺ごろしにしたのである。


　長老と聖獣拳の掌門を一度に失い、烈一族は恐きよう慌こうを来きたした。和平交こう渉しようが決けつ裂れつしたため四し面めん楚そ歌かの状態に陥おちいった一族を救ったのはやはり慶一郎だった。慶一郎は一族内の急進派をまとめ上げて〈醒龍会〉を結成し、武力闘とう争そうを開始する。


　慶一郎率いる醒龍会は無敵を誇り、わずか一か月足らずで敵対勢力を一いつ掃そうするに至った。聖獣拳のすべてをマスターしたうえに銃じゆうの腕うでも一流の域に達した慶一郎とまともに戦える人間は香港にもおらず、居場所さえ判明すれば一人で出で掛かけていって敵の首を獲とってくることさえ造作なくやってのけるまでになっていた。醒龍会の働きのおかげで烈一族は危機を脱だつしたばかりか多くの組織を傘下に加え、裏社会での勢力を大いに伸のばした。この活かつ躍やくにより慶一郎は聖獣拳の新たな掌門に任じられ、烈一族の裏稼か業ぎようを仕切る地位に就いた。実質的に暗殺業を受うけ継ついだのは醒龍会である。


　これが三年前の出来事である。醒龍会の専横が目立ち始めたのはこの頃ころからだった。慶一郎は家業の規模を広げ、政府要人クラスの誘ゆう拐かいや暗殺を手がけるようになった。その手口は次し第だいに派手で過激なものとなっていき、白昼堂々とロケット砲ほうで標的の乗った自動車を吹ふき飛ばすまでに至った。


　表の事業が軌き道どうに乗っていたこともあり、暗殺業を廃はい業ぎようして堅かた気ぎになろうとしていた者たちはこの事態に困こん惑わくした。醒龍会はおよそ裏社会の仁義などというものには無む縁えんの暗殺者集団であり、稼かせぎ口を増やすためにわざと争いの火種を撒いている節さえあった。一族の経営する企き業ぎようのライバル会社を潰すための工作を持ちかけてきたことも一度や二度ではなかったが、経営者である玲凰の父親は断り続けた。


　転機が訪れたのは半年前のことだった。亡なくなった醒龍会構成員の遺品の中から、幇会の会合を襲撃した武装集団の正体が慶一郎に率いられた醒龍会の初期構成員であった可能性を示す証しよう拠こが見つかったのである。この情報はいったん伏ふせられ、慶一郎を断罪するための証拠固めと人材集めが秘かに始められた。そして──


「そして……それから……？」


「何のことを言ってる？」


「あの人が『黒龍大会』を襲撃した張本人だという証拠を集めて……」


「証拠も証言も十分には揃わなかった。向こうに先手を打たれたからな。だから長老会議にかけずに少人数で暗殺を狙ったんだが──」


　おおよその事情は呑み込めたが、唯ゆい一いつ詳つまびらかでないのは飛鈴自身の役割だった。


（この七年間、『私』は何をしていたのか──）


　慶一郎のしてきたことは情報としては分かる。史書を紐ひも解とくように要点は理解できた。


　それらの事件に遭そう遇ぐうした際に抱いた感情が記憶としてあるはずである。ところがそこに自分が存在していたという実感がまるで希き薄はくだった。自分の日記を読んでも何も思い出せないような違い和わ感かんがある。しかもトーマの弁によれば自分は慶一郎の暗殺計画に加担している。自分から夫を裏切ったのか、それとも先に裏切られたのか──それ以前に慶一郎との夫婦生活がどのようなものであったのかさえ思い出せない。


「慶一郎はどこに？」


「そのことだが……悪い報しらせがある。玲凰のいる本社ビルが醒龍会に制圧された。奴もそこにいる。幸い社長は不在で難を逃のがれたが」


「そう──『七人の花はな嫁よめ』は……」


　言ってしまってから、飛鈴は自分が何な故ぜその言葉を口に出したのかと訝いぶかしんだ。トーマの眉み間けんの縦たて皺じわが深くなり、沈ちん痛つうな面おも持もちになる。


「そうだ……玲凰も『七人の花嫁』の一人だ」


「他の五人は？」


「……本当に覚えていないのか？」


　飛鈴が頷くと、トーマは表情を消して答えた。


「死んだよ。生き残ったのはお前と玲凰だけだ」


　予想した通りの答えだった。記憶を呼び起こすためにあえてトーマに答えさせたのだ。


　慶一郎は本来なら七人の花嫁候補の中から一人を選んで妻とするはずだったが、それを嫌いやがった玲凰の我わが儘ままによりその役目は飛鈴に押しつけられた。飛鈴と玲凰を除く五人の花嫁候補はこの三年の間に謎なぞの死を遂とげている。全員が自殺だったが、遺体には暴行を受けた痕こん跡せきがあったという。辱はずかしめられた後に自ら死を選んだか、あるいは口くち封ふうじのために自殺に見せかけて殺されたか──どちらにせよ醒龍会が関かかわっていると考えるのが妥だ当とうだった。慶一郎はどこからか花嫁候補が七人いたことを突き止めたのだ。何のために彼女たちを襲おそったのか、その理由は分からない。飛鈴を六人目と数えると、次に玲凰が襲われたのはある意味で順当とも言える。


「本社ビルに行くわ」


「その身体からだでか？」


「彼に会って確かめたいことがあるの」


　飛鈴は点てん滴てきを外してベッドから身体を起こした。麻ま酔すい用の針を抜ぬくと、疼とう痛つうとともに全身の感覚が戻もどってくる。


「死にに行くようなものだぞ!?」


「もう半分死んでるようなものよ。それに……送ってくれとは言ってないわ」


　ベッドから降りると立たち眩くらみがした。芍花と苺花が両りよう脇わきから支える。飛鈴は今にも泣き出しそうな二人の頭を優やさしく撫なでた。


「御ご免めんなさい。今回のことはたぶん……私が悪かったのよ」


「そんなことない！　そんなことないよ……」


　二人は飛鈴の胸に顔を埋うずめていやいやをする。トーマは掛かけてあったコートを取り、扉とびらを開けた。


「……分かった。俺が車を出す。一いつ緒しよに行こう」





　およそ三十分後──飛鈴とトーマの乗った車は、烈一族が経営する商社の本社ビルの正面玄げん関かんを破り、ロビーに突とつ入にゆうした。


　運転席から飛び出したトーマが、待ち構えていた黒服の男たちに向けてショットガンを乱射しながらエレベーターホールへの血路を開く。飛鈴もグレネードランチャーで榴りゆう弾だんをばら撒き掩えん護ごした。白く煙けむるロビーを抜け、高速エレベーターに乗り込む。十六階でいったん降り、最上階への直通エレベーターに乗のり換かえると、ガラス張りのエレベーターシャフトから夕ゆう闇やみ迫せまる香港の街並みが見下ろせた。


　明日あしたの夜明けを見ることはもはやないだろう──飛鈴は西の空の残照を右目の網もう膜まくに焼き付けた。


　エレベーターが停止し、扉が開く。同時に銃じゆう弾だんの雨が襲ってきた。二人はあらかじめ両側に張り付いてそれをやり過ごす。飛鈴はランチャーの銃じゆう口こうだけを外に向け、二発の榴弾を発射した。爆煙がエレベーター内まで吹き込んでくる。


「行くぞ！」


　トーマは煙けむりの中に突入した。飛鈴は残ざん弾だんが一発になったランチャーを背負い、武器を拳けん銃じゆうに持ち替かえて後に続く。醒龍会構成員の死体を跨またいで廊ろう下かを進み、ほどなくしてペントハウスに出た。最上階の警護はエレベーターホールに集中していたらしく、ペントハウスに控ひかえていたのは三名だった。二人を倒たおしたところでショットガンの弾が尽つき、トーマは徒手で挑いどみかかった。相手の拳銃を蹴けり飛ばしたものの、醒龍会の手て練だれだけあってそれで怯ひるむことはなく、細身のナイフを抜いて反はん撃げきしてくる。顔を狙ったナイフに注意が向いた一いつ瞬しゆんの隙すきをついて男が踏ふみ込こみ、トーマの胸に掌打を叩たたき込んだ。


「がふっ！」


　吹っ飛ばされたトーマが血を吐はいてうずくまる。とどめを刺さそうと近寄った男を、すんでの所で飛鈴が撃うち倒した。


「トーマ！」


「だ……大だい丈じよう夫ぶだ」


　トーマは口元の血を手ての甲こうで拭ぬぐって笑ったが、足あし腰こしが立たない様子である。


「すぐに増ぞう援えんが来る……ランチャーを貸せ。俺がここで食い止める」


「……頼むわ」


　飛鈴はトーマにランチャーを渡わたすと、頰ほおにキスをしてペントハウスの奥おくに向かった。


　香港ホンコンにおける玲凰の家族の住居であるペントハウスは贅ぜいを尽くした造りになっている。飛鈴の知っている──本来の一九九六年と同じビル、同じ間取りだが、内装や調度品はより豪ごう華かになっているように見える。本家が醒龍会のおかげで潤うるおっているからだろうか。


　飛鈴は人気のない居間を通り過ぎ、渡り廊下の先にある寝しん室しつに辿たどり着ついた。護衛の姿はない。ドアノブに手を掛けると鍵かぎはかかっておらず、簡単に開いた。


　中は明かりが点ついておらず薄うす暗ぐらかった。飛鈴は壁かべに沿って足を運び、南側の壁一面を占しめる大きな窓の際きわに移動する。


　燭しよく台だいを模した照明のスイッチを入れると、広い室内が暖かな光で照らし出された。


　玲凰の寝室の内装はさながら西洋のお姫ひめ様さまのそれだった。本人が大おお柄がらなためデザインは可愛かわいらしいまま特注で大型化された家具が多い。天てん蓋がい付きのベッドも二メートルの大男が手足を伸ばしても十分に余よ裕ゆうがあるサイズだ。


〈九龍の魔ま王おう〉はこの部屋の主人と同どう衾きんしていた。招かれざる客が来ることが分かっていたらしく、慶一郎は上半身を起こして飛鈴を見ている。


　改変された世界の慶一郎を目の当たりにして、飛鈴は心が凍いてつくのを感じた。


　目の前にいるのは、日本の高校の教きよう壇だんに立つような人物では断じてない。欲よく望ぼう渦うず巻まく夜の闇やみの中、血で血を洗う闘争の日々を送ってきた怪かい物ぶつだ。


　しかし何より飛鈴が驚おどろいたのは、自分の心の中にこの男に対する愛情が一片もないことだった。代わりにあるのは裏切り者に対する憤いきどおりと猜さい疑ぎの念である。あるいはそれはかつては愛情だったものの残ざん骸がいなのかもしれない。改変された世界での七年間で、烈飛鈴はこの男を憎にくむようになっている──これだけは確かだった。


「……どっちだ？」


　慶一郎の第一声は、奇き妙みような問いかけだった。飛鈴が答えないので言葉を継ぐ。


「包帯だらけでよく分からんから訊きくんだ。蝶の刺青はあるのか？」


「────!?」


　飛鈴はコートの前を開き、胸に巻かれた包帯をずらして左の脇わき腹ばらを確認した。銃じゆう創そうを隠かくすための蝶の刺青は──ない。


「やはりそうか……すると結局、あの夜の女は『七人の花嫁』の中にはいなかったということだな。未来の烈飛鈴だと名乗ったのも出任せか」


　飛鈴が質問するまでもなく慶一郎の方から答えたようなものだった。


「お前は点穴されて眠ねむらされていたから覚えていないだろうが、あの初夜の夜、お前を押し退のけてベッドに忍しのんできた女がいた。同い年になったお前と比べても百倍はいい女だった。本人は未来から来たお前だと言っていたがな……刺青がない以上、別人だろう」


「覚えて……いない!?」


　飛鈴はにわかに吐き気を催もよおした。あの夜の件は昨日のことのように覚えている。それは未来から来た一九九六年の自分の行こう為いとしてである。ところが奇妙なことに、同じ夜、その自分の行為を別のアングルから眺ながめている記き憶おくが頭の中にあった。吐き気はその記憶に伴ともなう感情である。


　飛鈴は卒然と悟さとった。その映像は、花嫁である少女の飛鈴が見た記憶なのだと。施ほどこした点穴が不十分だったのか、何らかの理由で少女は目を覚まし、身体は動かないまでも目の前で起きていることを認識できたのだろう。


　未来から来た飛鈴にとっては花嫁として愛されなかった過去を書き換えるための行為だったが、その場にいる過去の飛鈴にとっては、見知らぬ女に新しん郎ろうを寝取られたに等しい。それは自分が愛されなかったために感じたよりもなお重い屈くつ辱じよくとなり、慶一郎に対して憎しみと猜疑心を抱いだかせる原因となったのだろう。


　慶一郎は初夜の女が未来の飛鈴だと名乗ったことを覚えていて、少女の飛鈴がやがて同じように成長するものと考えて接していたかもしれない。しかし初夜に最悪の屈辱を受けた花嫁は夫に対して心を閉ざし、微笑ほほえみかけることすらしなかった。ただでさえ強制的な結けつ婚こんのうえ、幼妻がそんな状態で夫婦生活がうまくいくはずもない。


　この現状は、慶一郎を香港に留とどまらせようとして過去を改変した飛鈴自身が招いた結果だった。


　飛鈴の手から離はなれた銃じゆうが分厚い絨じゆう毯たんの上に音もなく落ちる。飛鈴は両手で顔を覆おおってむせび泣いた。


「私が……これは全部私のせい……？　私は……違ちがう！　こんなこと望んでなかったのに……どうして……こんな……」


「……そうね。悪いのはあんたよ」


　顔を上げると、玲凰が身を起こしていた。一糸纏まとわぬ玲凰は左手にシーツをつかんで胸むな元もとを隠し、右手には黄金色に光る拳銃を握にぎっている。


　その銃口は傍かたわらの慶一郎ではなく──飛鈴に向けられていた。


　銃じゆう声せいが轟とどろいた。


　左ひだり脇わき腹ばらがカッと熱くなる。偶ぐう然ぜんか必然か、刺青があるはずの位置に銃弾が命中していた。よろけて窓ガラスに背中をつく。


　さらに二度、引き金が引かれた。


　窓ガラスが砕くだけ、飛鈴の身体はペントハウスの外へ──ビルの外の奈な落らくへと墜つい落らくしていく。叫さけぶような風の音を聞きながら、飛鈴は思った。


（また……やり直しなの……!?）


　ドスッ！


　背中に硬かたい金属の感かん触しよくが当たり、落下が止まった。消えかけた飛鈴の意識が戻る。


「──久しぶりね、飛鈴先生」


　飛鈴の顔を覗のぞき込んだのは、長い髪かみをポニーテールに結い、サムライの恰かつ好こうをした少女だった。きりりとした凜り々りしい眉まゆに、鋭するどくも涼すずしげな眼まな差ざし──美人というよりはハンサムという呼び方が似合う美び貌ぼうの持ち主だ。


「ずいぶんとハードでバイオレンスなことになってるじゃない？　それとも香港じゃ日常茶飯事ってわけ!?」


　御み剣つるぎ涼りよう子こは、飛鈴の凄せい惨さんな姿を見て青ざめもせずに軽口を叩いた。


















　♯10　Ｔ列車で行こう




「アレク！　頼たのむから先生を落っことさないでよ！」


　涼りよう子こはＳＴＶのハンドルを握ってバランスを取りながらナビゲーターのアレキサンダーに命じた。浮ふ上じよう走行型のビークルは基本はホバークラフトと同じで、地面との間に反発するクッションのような力場を生み出して走るように出来ている。高出力にものを言わせれば飛行も可能とはいえ、航空機ではないのでホバリング時の安定性は現代のヘリコプターに劣おとる。フロントカウルも真っ平らではないので、受け止めた飛鈴フエイリンの身体からだを落とさないようにするには微び妙みような操作が必要だった。


『キュイ！』


　フロントカウルの下に折おり畳たたまれていたロボットアームが展開して飛鈴の身体を抱かかえ上げた。


「ナイスよアレク。腕うでがあるんだから最初からそうしとくべきだったわね。先生、具合はどうなの？　見るからにボロボロだけど……今にも死にそう？」


「どうにか生きてるわ……御み剣つるぎさん、あなたこそ……」


　飛鈴は突つっ込みどころが多すぎて何から質問していいやら分からない顔だ。


「秘伝書を奪うばった忍にん者じやを追っかけて現代に舞まい戻もどって来たら、いきなりとんでもない場面に出くわしたってわけ。しかも東京じゃなくて何故か香港ホンコンだし」


　我ながら荒こう唐とう無む稽けいにもほどがあると思ったが事実なので仕方がない。人型ロボットに変形する空飛ぶバイクに乗っていることも説明するのは極きわめて面めん倒どうだ。


「誰だれにやられたの？　やり返すなら手伝うわよ。こいつで乗り込んでってひと暴れしてやるわ」


　このＳＴＶなら相手が戦車を持ち出してこようと機動力と火力で圧あつ倒とうできる。しかし飛鈴は首を横に振ふった。


「私は失敗したわ……今さら何をしても、もう遅おそすぎる」


「そう……？　事情はよく分からないけど分かったわ。ひとまず退散ね」


　アレクがアームを操作して飛鈴をタンデムシートに乗せ、シートベルトで固定した。


「まずは医者を探さないと。〈銀星神医〉は電話したら往おう診しんしてくれるの？」


　涼子は電話はどれかとコンソールの上で指を彷徨さまよわせた。不意に表示パネル全体が赤く点てん滅めつし、警告音が鳴る。


『キュキュイ！』


　パネルに歪いびつなフォントで『緊きん急きゆう回かい避ひ機動』の表示が現れたかと思うと、ＳＴＶが右方向に大きく傾かたむき、そのまま空中で側転した。


　プアアアァァァ──ン！


　雷らい電でんが閃ひらめき、ＳＴＶのすぐ脇わきを黄金色の光の奔ほん流りゆうが駆かけ抜ぬける。


「ななな何？　何なの!?」


　涼子はあわや衝しよう突とつしかけた謎なぞの物体をにらみつけた。


　それは黄金色に輝かがやく巨きよ大だいな龍りゆう──ではなく、黄色に市松模様の帯が付いたイエローキャブ柄がらにしか見えないカラーリングの新幹線だった。


「あ……怪あやしい！　あんな怪しい交通機関は見たことないわ！　しかも電車のくせに空飛んでるし!!」


　そして乗り物は違えどイエローキャブ柄といえば憎きケイン・バーネットのタクシーを嫌いやでも連想させる。当然見過ごすわけにはいかなかった。


「あの新幹線を追うわよ！　場合によっちゃトレイン・ジャックする！」


　涼子はＳＴＶを急発進させた。香港の上空を遊覧するように弧こを描えがいて走る謎の新幹線に追いつき、併へい走そうしながら窓から車内を観察する。乗客のほとんどが見覚えのある制服姿の高校生だった。クラシックな型のカメラを首から下げた少年が窓に張り付いて手を振っている。涼子は機体を車両の上に移動し、人型に変形して屋根に取り付かせた。頭部のレーザー砲ほうで屋根を丸く切り抜き、そこから車内に侵しん入にゆうする。


「うわ～い、涼子さ～ん！」


　度ど肝ぎもを抜かれている乗客の生徒たちの中で真っ先に駆け寄ってきたのは神かみ矢や大だい作さくだった。主人を見つけた忠犬の勢いで突とつ進しんしてくる。涼子は片手を突き出し、大作の顔面をガシッとわしづかみにして止めた。涼子に抱きつこうとした両手が空を切る。


「久しぶりね。大作君」


「久しぶりなんてもんじゃないですよ！　僕の体感時間で言えば二年近くも会ってない計算ですよ!?」


「ずいぶん道草食ったのね。あたしはせいぜい半年だけど」


「半年ぶりならもっと再会を喜んでくださいよ」


「そんな事より、こっちにゃ訊きたいことが山ほどあんのよ」


　涼子の入ってきた穴から飛鈴がアームで降ろされてくる。その血に染まった包帯姿に生徒たちは息を呑のみ、騒そう然ぜんとしていた車内が静まり返った。


「まさか……飛鈴先生ですか!?」


「そうよ。この電車に医者は乗ってる？」


「医務室だってありますよ。十一号車です」


　涼子は飛鈴に肩かたを貸し、大作の案内で前の車両に向かった。車両の出入り口の上には数字とアルファベットを組み合わせたプレートが取り付けられており、案の定各クラスに一両が割り当てられていた。完全に修学旅行仕様である。


　三年生の乗る車両を通り過ぎ、〈保健室〉の札の付いた車両の自動ドアを開ける。看板に偽いつわりはなく内装は高校の保健室を再現しており、養護教きよう諭ゆの菱ひし沼ぬま奈な々な子こと担任の来く留る間ま美み沙さ緒おがいて、〈双ふた子ご座ざの男〉ことドクター・カストルを紅茶とロールケーキでもてなしていた。カストルは涼子を認めるとティーカップを持ち上げて会え釈しやくする。


「こんなところに居たの？」


「来たばかりさ。患かん者じやのいるところ必ず現れ、患者の行くところ必ず行く──それが人呼んで〈銀星神医〉だ」


「どっかで聞いたようなフレーズだけど……まあいいわ。菱沼先生じゃ手に負えないだろうし」


　奈々子はムッとしたが飛鈴の怪け我がの程度を見て鼻白む。カストルは飛鈴をベッドに横たえ、診しん察さつと治ち療りようを始めた。


「ソルバニアって言うなれば冥めい府ふでしょ？　本当のところは医者の出番なんてないんじゃないの？」


「確かに死んでも『死んだ回数』のカウントが増えるだけだ。だが痛みや苦しみはある。魂たましいを苛さいなむ苦痛がね。それを癒いやし和やわらげるのは無意味じゃない……そうそう、お前さんにぶった斬ぎられたあの男も治しておいたからな」


「放っといてくれてもよかったのに」


「逆ぎやく縁えんは解くに限る。いつかまた出会うこともある」


　死者の魂はソルバニアに回収される──〈覚醒者アートマン〉に殺害されて成仏しない限り、再び巡り会う確率はゼロではないというわけだ。レグルスから聞かされたソルバニアの秘密はすでに皆みなの知るところになっているのだろうか。まだ知らないとすれば迂う闊かつに口に出すのは憚はばかられた。


「治療中のところ申し訳ありませんが写真を一枚撮とらせてもらいますよ」


「常識で考えて気を遣つかいなさいよ」


「いえ、これは僕の任務ですから」


　大作は二眼レフのファインダーを覗き込み、何かを見つけたように口元を綻ほころばせた。下側のレンズの脇わきにあるレバーでシャッターを切る。横のハンドルを回してフィルムを巻き上げ、フォーカスを調整してさらにもう一枚撮った。


「ありがとうございました。ゆっくり養生してください」


　涼子は大作の首根っこをつかんで窓まど際ぎわまで引っ張った。


「そもそもこのイカれた電車は何なの？」


「〈超時空横断列車トランス・タイム・トレイン〉──略してＴＴＴスリーテイー号ですよ。格好良く言うと人の見る夢から夢へと旅する列車です」


「もしかして大だい門もん高こう校こうの生徒が全員乗ってるの？」


「まだ全員は揃そろってませんよ。最初は僕がタクシーに乗って一人一人撮影してたんですけど、まとめて回収する必要があって最終的にこうなりました」


「あたし、イエローキャブで逃にげたケイン・バーネットを追いかけて来たんだけど」


「それならたぶん……どこかの時代のケインさんですよ。何か盗ぬすまれませんでしたか？」


「盗まれたに決まってるでしょ!?　飛天流の秘伝書を奪われたから追ってきたのよ」


　大作は乾かわいた笑い声をもらした。


「金きん髪ぱつのアメリカン忍者に秘伝書を盗まれるイベントが発生したということは……やっぱり江え戸ど時代にいたんですか？」


「残念でした。戦後すぐよ」


「一九五〇年代ですか？　意外ですね。右う京きようさんのメモによると確かバーナード星にいるとか……」


「いたわよ。何百年か未来の他の星にね。そこのドクターやレグルスのいた時代よ。その後に過去の日本に行って飛ひ天てん道場で修しゆ行ぎようしてたんだけど、ケインに秘伝書を盗まれたから仕方なく追いかけてきたってわけ」


「なるほど……後で詳くわしい武勇伝を聞かせてくださいね」


「それよりバカ忍者は？」


「ケインさんなら運転手を務めてるはずですけど……盗まれた秘伝書は、たぶん二年Ｂ組の専用車両の涼子さんの席にあると思います」


「どうして分かるの？」


「そもそも涼子さんを誘おびき出すために盗んだんですよ。最近ようやく分かってきたんですけど、ケインさんはお宝を盗むことでマスターが安住している夢想世界を破は壊かいするのが役目なんですよ」


「すると……まんまとしてやられたってわけ？」


　苦々しい顔になる涼子に対し大作は万々歳といった笑顔で、


「涼子さんの方から来てくれて助かりましたよ。なにせＴＴＴ号に乗のり換かえてからは本当に酷ひどい世界ばかり旅してきましたから……とくにそこの二人のいた世界なんて一、二を争うほどしょうもなかったですよ」


「しょうもないとは何て言い草よ～!?」


　美沙緒は認めて恥はじ入いったが、奈々子は聞きき咎とがめた。


「他人の夢の世界をバカにするなんて、人格を否定してるようなものよ～」


「一いつ般ぱん論にすり替かえようとしても無む駄だですよ。奈々子先生が嬉うれしいだけで他の誰にとってもしょうもない世界だったじゃないですか」


「どうせガチムチマッチョなプロレスラーかボディビルダーみたいな男ばっかり集めたハーレムでも作ってたんでしょ？　お肉天国とか言って大はしゃぎして」


「おおむね正解です」


「そりゃ確かにしょうもないわ」


　涼子は自分で想像してみて思わず胸焼けを覚えた。それでも血で血を洗う闘とう争そうが日々繰くり広ひろげられている不ふ穏おんな世界に比べればよほどマシだろうと思える。この呑のん気きすぎる大門高校の気風はむしろ愛すべきものだ。


「ＳＦとかミリタリーの趣しゆ味みに走った世界も大変でしたよ。見た目現代と変わりないから普ふ通つうの世界かな～って思ってたら、未来から漏もれてきたオーバーテクノロジーのおかげで巨大ロボット兵器だけ唐とう突とつに存在してたり……そう言えば涼子さんの乗ってきたアレは何です？　ロボットに変形トランスフオームする空飛ぶバイクなんて初めて見ましたけど」


「あんなの未来の世界でだって趣味の乗り物よ。乗ってる当人は実用的だと思ってるみたいだけど」


「飛鈴先生を救出してもらえただけでも十分役に立ったじゃないですか。それどころか大殊しゆ勲くんですよ？」


　大作は涼子の袖そでを引いて車両の通路に出た。


「さっき写真を撮ったでしょう？　それがこのアルバムに出るんですが……」


　分厚いアルバムの最新のページを開いて見せる。ベッドに横たわりカストルの診察を受けている飛鈴の写真だが、身体からだに包帯や血の跡あとはなく、とくに乱れた様子もないチャイナドレス姿である。


「怪我してないけど……どういうこと？」


「これは真実を写すカメラですからね。肉体的なダメージはこの世界において受けただけで、実際にはこの通り無傷です」


「じゃああの傷は芝しば居い？　それとも気分の問題？」


「思ったことが状態に反映される世界ですから、むしろ精神的なダメージなのかもしれませんね。でも問題は二枚目なんですよ」


　大作はアルバムのページをめくった。同じアングルでフォーカスだけを変えて撮られた二枚目を見て、涼子は目を丸くした。大作は唇くちびるに立てた人差し指を当てて声を出さないように手て振ぶりで示す。


「このことは僕と涼子さんだけの秘密にして、しばらく内ない緒しよにしておきましょう。知らんぷりしておいて、このまま列車に乗せて行くのが上策です」


「ふうん……まあいいわ。それで、この列車はどこへ向かってるの？」


「まだ回収していない人の世界を回ってきましたけど、後はもう数えるほどです。もしかすると次が終着駅になるかも──」


　スピーカーからオルゴールの曲が流れ、続いて車内アナウンスがかかった。


『──毎度ご乗車アリガトゴザイマース。次の停車駅は……一九八四年の東京──東京に止まりマース』


　聞いていると何となくイライラしてくるのはわざとらしいガイジン口調だからだろう。


「せっかく現代に戻もどったのにまた時を遡さかのぼるわけ？」


「この世界はぼくらのいた九六年とは別の歴史を辿たどったパラレルワールドですから、このまま日本に戻っても意味がないですよ」


『ここで乗客の皆みなさんに、ミスターＸからのスペシャルなビデオメッセージが届いておりマース。ドーゾご覧下サーイ』


「え？　ビデオ？　ミスターＸ？」


　大作が驚おどろくからには珍めずらしいことらしい。通路の壁かべにいきなりスクリーンが現れ、砂すな嵐あらしが表示された。渋しぶい男の声が聞こえてくる。


『フフフ……大門高校の諸君。私の声に聞き覚えがあるだろう──』


　砂嵐のノイズが薄うすれ、暗い画面の中に黒光りするサングラスがちらりと見えた。


『電脳宇宙に散り散りになった諸君に耳寄りの報せだ。時は一九八四年八月十八日、場所は池いけ袋ぶくろ中央公園──この時、この地は伝説の闘たたかいの舞ぶ台たいとなる！』


　不意にヘビーメタル調のＢＧＭが流れ、黒い画面に赤い文字が躍おどった。


『二十世紀最後の野生児！　紅き炎ほのおの虎とら──草くさ[image: ]なぎ静しず馬ま！』


　煽あおり文句とともに静馬の画像がスライドして表示される。その野性味あふれすぎる面つら構がまえを見て、涼子は懐なつかしさを覚える一方、ついこの間会ったばかりのような奇き妙みような感覚に襲おそわれた。


　映像は続いてライバルの紹しよう介かいに移った。


『対するは煉れん獄ごくの魔ま手しゆの遣つかい手て！　蒼あおき炎の毒どく蛇へび──京きよう極ごく幻げん弥や！』


「なぬっ!?」


　どこか爬は虫ちゆう類るいじみた酷こく薄はくそうな風ふう貌ぼうをした若い男の画像が挿そう入にゆうされる。涼子と大作はともに仰ぎよう天てんした。


「京極幻弥って〈Ｖ－１エクストリーム〉の主しゆ催さい者しやの？　バイパーズトリオよりずっと上の世代じゃない」


「あの若さだとその時代の人ですよね。八四年ってことは二十代前半かな」


『そして第三の男は──』


「三人目!?」


　てっきり両者の対決だと思っていた涼子は意表を突つかれた。


『大門高校の伝説の番長！　無敵の龍──南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう!!』


　画像が表示されたとたん、隣となりの車両からどよめきの声が響ひびいてきた。涼子と大作も思わず声を上げた。そこに現れたのが十二年前──つまり十七歳の高校生である慶一郎だったからだ。


『これはＫファイトでもバイパーズ・レイヴでもない！　それらが生まれる以前の時代を舞台にこの三人が激げき突とつする！　名付けて──〈三大悪童史上最大の決戦〉!!』


「悪童って……古い！　センスが古い！」


「一九八四年というのを差し引いても……」


　聞こえてくる生徒たちの歓かん声せいもブーイングに変わっている。しかしいかにガッカリなタイトルであっても内容が特上なら興奮に変わりはない。


『この三みつ巴どもえの対戦を見み逃のがすような愚おろか者ものは我が校にはおるまいな？　それでは諸君、当日、戦場にて会おう』


　メッセージの最後にはスクリーンに表示された画像が一枚にまとまり、そのままポスターとして壁に残るとともにチラシとしてプリントアウトされた。昔の邦ほう画がの広告看板のようなアナクロなデザインだ。


「これっていったいどういう仕組みになってんの？」


「この列車も結局は魔ま法ほうの産物ですからねえ」


　呆あきれていると、慌あわただしい足音が響き、生徒たちが車両から出てきた。石蕗つわぶきをはじめとするＫファイト実行委員会のメンバーである。


「まんまと先を越こされたぞ！　時を超こえたドリームマッチは我々がプロデュースするはずだったのに！　しかも最悪のセンスのタイトル付きでだ」


「先を越されたも何も、静馬さんのいる時代に先回りできなかった時点で僕らの負けですよ。だいたいマッチメークなんてそっちのけで遊んでたじゃないですか」


「一九八四年にいるなんてどうやって突き止めたんだ!?」


「突き止めたと言うよりは、静馬さんと同じ発想だったってことでしょうね。だから同じ世界に相乗りする形になったんでしょう」


「ぬうう～」


　本気で悔くやしがっている石蕗たちに対し、大作の方はかなり温度差があった。


「しかしミスターＸ……何者か知らんが許せん！」


「まったくだ。何者か知らんが許さん！　絶対にだ!!」


「よし、方針は決まった！　我々の敵はミスターＸだ。奴やつに目にもの見せてくれる!!」


「具体的に何をするか決まったら教えてくださいね」


　大作はミスターＸへの対たい抗こう心はないらしく、いそいそとカメラの手入れを始めた。


「僕はいい勝負さえ見られれば満足ですけどね」


「……ま、そういうことね」


　ポスターを眺ながめながら、涼子は口元が緩ゆるむのを抑おさえられなかった。命のやり取りではない、男同士の意地がぶつかり合うただのケンカがこれほど楽しみなのは何な故ぜだろう。


『──当列車はこれより四次元トンネルに入ります。耳がツーンとなりますのでご注意ください』


　軽いショックとともに気圧の変化があった。次元の壁を突とつ破ぱして四次元トンネルに入ったらしい。ドアの窓から外を見ると超ちよう光速飛行中の宇宙空間のように星々が青せい方ほう偏へん移いしながら流れている。涼子は列車と併へい走そうする彗すい星せいのような黄色い光を見つけた。


「ちょっと……大作君、あれを見て」


　涼子に手招きされて大作も窓を覗のぞき込む。彗星に見える光──それは炎の轍わだちの尾おを引いて走るイエローキャブだった。当初は一台だけだったのが、後から続々と何台もが加わってまるでレースの如ごとき様相を呈ていしはじめる。塗と装そうがイエローキャブ風というだけで車種は様々だ。


「あれって全部ケインが運転してんの？　いったい何人いるのよ!?」


「いろんな時代から来てるとすれば何十人いたって不思議じゃないですよ。それよりも乗客が誰だれなのかという方が大事です」


　一台のリムジンが涼子たちのいる窓の下に寄せてきた。ベース車はスーパーカーらしいがリムジン化とイエローキャブ風塗装で格好良さが台無しである。後部座席のウインドウが下がり、乗客が顔を見せた。超ロングストレートの黒くろ髪かみの令れい嬢じよう──霧きり林ばやしあずみである。あずみは手に持った〈三大悪童決戦〉のチラシを涼子たち向けて微笑ほほえんだ。


「やっぱり行き先は同じみたいですよ」


「みんな物好きね」


「あずみさんの場合は涼子さんが来るから自分もって感じでしょ」


　リムジンが離はなれると今度はスクールバスが来た。『四よツ葉ば中御ご一行様』と表示が出ている。乗客は静馬の姉である巴ともえと、巴の担任クラスの三人、それに涼子の弟弟で子しの九く条じよう鳴なる海みだった。沙さ羅らはＴＴＴ号に驚いて窓に張り付き、こちらに乗のり換かえようと神かん崎ざき唯ゆいや泉いずみ谷や万かず騎きに訴うつたえている様子だったが、案の定、引率の巴にたしなめられた。


「相変わらずガキね」


「どうでしょうね。うちの高校の生徒の世界よりは常識的でしたよ？」


　大作はアルバムを開いて涼子に見せた。人ひと里ざと離はなれた山中のカーブした道路に立っている万騎と唯を、斜ななめ横から捉とらえた構図の写真だ。二人の視線は画面の外、下の方に向けられている。


「何だか妙みような写真ね」


「場所は泉谷君の母親が亡なくなった事故の現場です。時間は事故直後で、写真には写ってませんけどカーブの下の崖がけには転落した車があります」


　よく見ると地面にはタイヤの擦こすった跡がかすかに見られる。


「……彼はどうして事故を防がなかったの？」


「僕も同じ質問をしましたよ。泉谷君は母親の死が事故なのか他殺なのかを確認しに来ただけだと言ってました。自分が検事になって解決するから助ける必要はないと──もちろんそれは現実の世界に戻ってからの話ですけど」


　つまりここが仮想世界だと承知したうえで過去の情報だけを利用するつもりらしい。


「ふうん……中二のくせに可愛かわいげのない──いや、末すえ恐おそろしい奴と言うべきかしら」


「頼たのもしい後こう輩はいですよ」


　バスや他のイエローキャブの向こうに一ひと際きわ大きな光の塊かたまりが現れた。先せん端たんに黄金色のドリルを装備した巨きよ大だい潜せん水すい艦かん〈アトラゴン〉である。


「タマちゃんとドクター村むら雨さめ一行も来ましたね。やっぱり南雲先生の若かりし頃ころを見てみたいんでしょうか」


「何でイエローキャブ柄がらじゃないの？」


「涼子さんと同じで自前の乗り物だからじゃないですか？　ちなみにタマちゃんたちアトラゴン組が行ってた時代は二〇九六年でした」


「一九九九年をすっ飛ばして百年後に!?」


「アメリカが全世界を相手に第三次世界大戦をやってるだけでも大変なのに、同時進行で宇宙からの侵しん略りやくを受けてるという滅め茶ちや苦く茶ちやな世界でしたが……」


「無む駄だにスケールがデカすぎるのよ。敵が宇宙人？　まさか巨きよ大だいロボで闘ったりしないでしょうね？」


「…………」


「……してたのね!?」


「しかも合体するタイプで──」


「合体ロボ！　いかにもドクターの趣しゆ味みだわ」


　涼子は自分がＳＴＶに乗ってきたことを棚たなに上げて肩かたをすくめた。


「だいたいあんな潜せん水すい艦かんで池袋に行くつもり？　目立つわよ」


「まあドクターのことですから、その辺のことは上う手まくやってくれると思いますよ。飛行船に偽ぎ装そうするとかね。目立つといえばＴＴＴ号もひけは取りませんけど」


「あんたが心配してないならあたしがとやかく口出すことでもなさそうね」


　涼子はイエローキャブの集団を一望する。幾いく条じようもの炎の尾を引く大小の彗星が同じ方向に向かって虚こ空くうを進む光景はなかなか見み物ものだった。やがて進行方向がほの明るくなる。


『──当列車は間もなく次の停車駅に到とう着ちやく致いたします。お降りの際はお忘れ物のないようにご注意くだーサイ』


　アナウンスを聞いた涼子は大作とともに二年Ｂ組の車両に急いだ。まずは秘伝書を確保すること。その後は──最高のショーを楽しむだけだ。


















　♯11　CENTURY OF THE RISING ARMS




　一九八四年八月十八日──午後六時二十八分。


　日にち没ぼつ間もない池いけ袋ぶくろ中央公園は、銀色のパーカーを着た集団に包囲されていた。


「てめえら……俺に構うなと何度言えば分かるんだ？　昨日の今日だぞ」


　南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうはベンチに腰こし掛かけたまま、気け怠だるい様子で昨日に倍する数のパーカー軍団を眺めた。一いつ般ぱん人はすでに追い出され、慶一郎の他ほかには植え込みの陰かげにうずくまる浮ふ浪ろう者しやしか残っていない。慶一郎自身の恰かつ好こうもおおむねその浮浪者と大差なかった。


「来るたびにぶっ壊こわしてやってるのに性しよう懲こりもなくボウフラみてーに湧わいてきやがる……マゾなのか？　それとも脳のう味み噌そがコンニャクで出来てんのか？」


　パーカー軍団は挑ちよう発はつには応こたえず、両手を後ろに来んだままで慶一郎とは目を合わそうともしない。パーカーで体格は隠かくれているが貧相な肉体の持ち主ばかりではあるまい。それなりにケンカの場数も踏ふんでいる連中のはずだが、蠟ろう人にん形ぎようのように無反応だ。慶一郎とてこれだけの数の敵を同時に相手にはできない。一人一人を容よう赦しやなく叩たたき潰つぶすことで恐きよう怖ふを与あたえ『せっかく数で圧あつ倒とうして楽に勝てそうなのに自分だけ大おお怪け我がをするのは御ご免めんだ』という心理を利用して足並みを揃そろえさせない策で対応してきたのだが、今日はひと味違ちがってよく統制が取れている。パーカー軍団を『戦せん闘とう員』とするなら『怪かい人じん』に相当する上級戦闘員が未いまだ姿を現さないのが気に掛かかる。


　ここは強きよう行こう突とつ破ぱして脱だつ出しゆつすべきか──そう考えはじめた矢先、人ひと垣がきが割れて黒いスーツの男が慶一郎の前に出てきた。スーツの生き地じや仕立て具合を見ただけで、これまでの『怪人』とはランクが異なる人物だと知れる。明らかに幹部クラスだ。一見して勤勉な会社員を思わせる風ふう貌ぼうの持ち主だが、目の冷たさが違う。


「お前の望み通り、今夜は若がおいでだ。挨あい拶さつをしろ」


　パーカー軍団がマスゲームのように揃った動きで退き場所を空ける。十人ほどの黒服の男たちが二列縦隊でやってくると、左右に分かれて主人のための花道を作った。スーツが似合わない逞たくましい男たちだ。普ふ段だんなら武器のひとつも身に帯びていそうだが、今日に限っては丸まる腰ごしに見える。慶一郎に奪うばわれるのを恐おそれてか、それとも必要ないからか。


　たっぷりと勿もつ体たいを付けてから現れたのは、白い三みつ揃ぞろいのスーツ姿の男だった。想像していたよりも若い。二十代の半ばを越こえてはいないだろう。髪かみを金きん髪ぱつに染め、ポマードでオールバックに撫なでつけている。女好きのする甘いマスクだが、どこか冷血な、爬は虫ちゆう類るいを思わせる風貌だ。己おのれに従わぬ者は敵として屠ほふるか餌えさとして喰くらうかふたつにひとつ──そういう面つら構がまえをしている。見た目はスマートだが着やせするタイプだろう。身体からだは鋼線を捩ねじり合わせたような筋肉で武装しているに違いない。革かわ靴ぐつなのに足音は聞こえない。音もなく這はい寄よる蛇へびを連想させた。


　ベンチに背をもたれて座ったままの姿勢で男を待ち構えていた慶一郎は、内心しまったと思った。この男の格かく闘とうスタイルも間合いも分からないまま接近を許したからだ。男の発する冷気と奇き妙みような磁力に触ふれて肌はだが粟あわ立だつのを感じた。だがそれを悟さとられてはつけ込まれる。慶一郎は愚ぐ鈍どんを装い、あくまで横おう柄へいな態度を崩くずさなかった。


「弱っちい雑ざ魚こどもを大勢従えて楽しいか？」


「ああ、俺は何事も一番が好きでね。鶏けい口こうとなるも牛後となるなかれ、と言うしな」


「気が合うな。一番ってのはいい……誰かに指図されるのは真まっ平ぴら御ご免めんでね」


「本当にそうかな？」


　男は慶一郎の目を凝ぎよう視ししながら問いかけた。


「ほとんどの人間は誰かから命令されたがっている。誰の指図も受けないなんてうそぶいたところで、実際は信用できない奴やつから間ま違ちがった命令を受けるのが嫌いやなだけでな。心服すべき相手から正しい命令を下されそれに従う──『忠を尽つくす』ってことにはやぶさかでないのが本心だ」


　よく分かる話だった。ただし一般論としては、である。


「正しい命令ね……で、その正しさってのは誰だれが保証してくれるんだ？」


「もちろんこの俺さ」


「……面おも白しろいな、あんた」


　慶一郎は笑みをもらした。皮肉ではなく自然に出た笑いだ。ここまで堂々と高こう慢まんだといっそ潔いさぎよい。卑ひ屈くつな人間よりはずっとマシに思える。


「それでだ。ひとつ訊きくが、この俺に──京きよう極ごく幻げん弥やに従うことに何の不満がある？」


　あらためて真正面から突つきつけられると即そく答とうしかねる質問だった。確かに羽は振ぶりは良さそうだ。美う味まい飯を食って、いい女と付き合い、柔やわらかいベッドで眠ねむる──悪くない。それと引ひき替かえに失う物はあるだろうか？──考えてみたがとくにない。そもそもこの身体ひとつの他には何も持ち合わせていない男だった。


「気に入らねえことがひとつある」


「言ってみろ」


「あんたがひとりで来なかったことだ」


　公園を完全封ふう鎖さできるだけの人数を動員したのは力を誇こ示じするためだろうが、それで心が動くかと言えば答えはＮＯだった。


「ざっと五十人ってとこか？　それが百だろうが千だろうが同じだ。もう一度言うぞ。雑魚どもを従えて楽しいか？」


「こいつらはお前をビビらせるために連れてきたわけじゃない。スカウトするだけならひとりで来ても良かったんだが……お前は仲間を何人もやっちまってるからな。ケジメだけはきっちりつけなきゃならん」


「俺が許してくれなんて頼むと思うか？　俺がお前らに言う台詞せりふはいつも同じだ。ひとつめは『俺に構うな』──ふたつめは『死にたい奴からかかってこい』だ。俺のささやかな希望なんだが、どっちも聞き入れられた例ためしがない」


「お前は野良犬にしてはデカいし強すぎる。首輪を付けられないなら始末するしかない」


「どっちもお断りだと言ったら？」


「ふたつにひとつだ。他の道はない」


「……面白いな」


　慶一郎は笑みを浮うかべた。今度は皮肉以外の何物でもない。


「正直あんたのことは嫌きらいじゃない。恨うらみがあるわけでもないしな。友達になるってのもまあ悪くはないだろう」


　黒服の男たちの剣けん呑のんな視線が集まるのを感じた。たかが高校生が幻弥と対等の口を利きいているというだけで万死に値すると思っているに違いない。


「あんたは嫌いじゃないが、あんたの手下が目め障ざわりでね。犬っころみてえに尻尾しつぽ振ふってへーこらする態度に虫むし酸ずが走るんだ。俺に言わせりゃ、あんたは生ゴミの山の上に立って喜んでる安い男だ」


「人間なんざ血と反へ吐どと糞くその詰つまった肉にく袋ぶくろだ。煎せんじ詰めれば皆みんな同じ生ゴミだろうよ」


　幻弥の台詞は袋を開けて中身を見たことのある男の言葉だった。


「俺はまだ中身の腐くさってない袋を嗅かぎ分けるのが得意でね。俺の見立てだと、お前は腐るかどうかの瀬せ戸と際ぎわにいる──だから声をかけた」


　慶一郎の顔から笑みが消えた。図星を指されたからだ。夏休みに公園で寝ね起おきしてホームレス同然の生活をしている高校生を見れば、幻弥でなくとも同じように指し摘てきできるだろう。だがいい大人ぶって説教するでもなく、丸ごと面めん倒どうを見るつもりの幻弥の言葉にはそれなりの重みがあった。定番の口説き文句だとしても悪い気分ではない。名うてのプレイボーイに言い寄られてまんざらでもない女の気持ちが少し理解できた。


　慶一郎はベンチから立ち上がった。幻弥も長身だが慶一郎の方が十センチほど高い。


「どっちにしろ落とし前はつけなきゃならねえってわけだな。ここにいる全員をブチのめせば文句はないよな？」


「俺がお前を助けるためにここに来たってことは理解してるか？」


「そいつは有り難いが、俺にはダサいパーカーが似合わないんでね」


「そうか……」


　部下に命令するために幻弥が右手を挙げかけたその時、静まり返った公園に場ば違ちがいな掛け声が響ひびいた。


「──ホイ！　ホイ！　ホイっときて、ア～ラよっと！」


　その声の主は、パーカー軍団が作る人垣の上を走ってきた。立っている連中の肩かたや頭を踏んづけて素す早ばやく渡わたり、最後にとんぼを切って二人の前に着地する。猫ねこのように軽かろやかな身ごなしだ。踏み台にされた者もほとんど重さを感じなかったらしく、狐きつねにつままれたような顔になっている。


「おお～、よーしよし、真打ち登場までええ子で待っとったな」


　慶一郎と幻弥はともに怪け訝げんな顔で闖ちん入にゆう者を見た。大門高校の制服を着ているが見覚えのない男だ。一八〇センチを超こえる大おお柄がらな体格で、全身がバネのようにしなやかな筋肉で出来上がっている。南海の漁師を思わせる赤しやく銅どう色いろの肌。野性味あふれる精せい悍かんかつ不敵な面つら魂だましいだが、野や卑ひな印象はなく、よく見ればなかなかの男前だ。頭に虎とら縞じまのバンダナを巻き、無造作に伸のばした髪をまとめている。


「ようやっと会えたな……南雲！」


　虎縞バンダナの男は火を噴ふきそうな眼まな差ざしで慶一郎を見み据すえた。この男が現れただけで体感温度が二度ほど上じよう昇しようした。幻弥とはまるで正反対のタイプだ。


「知り合いか？」


「いや……初めて見る顔だ」


「そらそうや。お前がオレに会うんはこれが初めてやからな。しかしオレの方はお前のことを嫌っちゅうほどよう知っとる」


「誰だ、お前は？」


　問われて虎縞バンダナの男はニヤリと笑った。発達した犬歯が剝むき出だしになり、一いつ瞬しゆんにして狼おおかみ男に変身したように獰どう猛もうな面構えになる。


「よっしゃ、耳かっぽじってよう聞け！　オレの名は草くさ[image: ]なぎ静しず馬ま！　人呼んで〈時をかける番長〉や!!」


　大見得を切って名乗りを上げる。その声は公園中に響いたが、全員が首を傾かしげる結果になった。昨年（一九八三年）に公開された映画のパロディと思われる二つ名が怪あやしすぎるからだ。しかも番長という言葉がすでに死語である。


「七百年後の未来から来たのか？」


「惜おしい！　十二年後の一九九六年から来たんや」


「何が惜しいのか分からんが……ずいぶんと近い未来だな。ノストラダムスの大予言は当たったのか？」


「九六年やぞ？　世紀末までまだ三年あるわい。そんな未来のことオレが知るか」


「何か未来から来た証しよう拠こはないのか？」


「八五年、つまりここの時間やと来年──阪はん神しんタイガースが日本一になる！」


　この発言にパーカー軍団の間から失笑がもれた。二十年もの間リーグ優勝すらしていないうえ、ここ数年の順位も三位以下と振ふるわないタイガースの日本一など未み来らい永えい劫ごうありえないというのが世間一いつ般ぱんの常識である。しかもこの時期に来年のことを口にするということは、すでに今年のペナントレースは諦あきらめていることになる。これでは笑うなという方が無理な話だった。


「今笑わろた奴！　他の奴より一発多めに食らわしたるよって覚えとけ！」


　静馬はパーカー軍団を見回しながら吠ほえたが、笑いを引っ込める者はいなかった。慶一郎から見れば悲しいほどに上うわ滑すべりしている。


「来年の話じゃ証拠にはならないな」


「分かっとるわい。鉄てつ斎さいのジジイと同じ事言うな」


「……鬼おに塚づかの家に行ったのか？」


「お前を捜さがしに行ったんや。よもやここにおるとはな。昨日オレが来た時はいてへんかったくせに」


「こいつに用なら後にしてもらおうか」


　会話に割り込んできたことで初めて静馬は幻弥の存在に気付いたようだった。幻弥の頭から爪つま先さきまでしげしげと不ぶ躾しつけに眺ながめると、ヒュウと口笛を鳴らす。


「あんたが京極幻弥か」


「未来で俺と会ったか？」


「いや、こうやって顔合わすんは初めてのはずや」


「俺の何を知っている？」


「ヤクザで悪党っちゅうことくらいやな」


　身も蓋ふたもない正確な情報だった。皮肉でも挑ちよう発はつでもなく率直に言えるのは、よほど胆きもが据すわっているのか、あるいは本物のバカなのか。


「それにしてもあんたアレやな……蛇にそっくりやな。蛇へび革かわのシャツとかめっちゃ似合いそうやん」


　嘲ちよう笑しようしていたパーカー軍団が一様に青ざめて口を硬かたく結んだ。幻弥を悪党と言った直後にこの発言である。思っていても本人に言うことではない。


「ハブっちゅうかコブラっちゅうか……とにかく毒どく蛇へびやな。うん？　毒蛇……!?　毒蛇ゆうたら……なるほど……そうか、分かったで！　あんたが〈ストリート・バイパーズ〉の元祖やな!?」


「何のことを言っている？」


「まあそう気い悪うすんな。未来の話や。バイパーズっちゅうんは池袋界隈このあたりでチーム組んで夜な夜なストリートファイトに興じる集団のことや。誰が最初に言い出した名前やろ思とったけど謎なぞが解けたわ。あんたが元祖やったら納得や」


「だから何だ？」


「バイパーズの現チャンピオンのオレとしては、先せん輩ぱいとこうしてお目にかかれて光栄っちゅうことや。誰が一番か、実際に闘たたかって決められるさかいな」


　静馬は慶一郎と幻弥を両手で指さし、その指を自分に向ける。


「言うたら現役時代の王・長嶋ＯＮにイチローが挑いどむみたいなもんや」


「イチローってのは？」


「オレの時代やとバリバリ活かつ躍やく中の天才プレーヤーや。この時代で言うたら……原はら辰たつ徳のりみたいなもんか？　でもあいつは結局ＯＮを超えられへんまま去年現役引退してもうたからなあ」


　原辰徳引退と聞いて熱ねつ狂きよう的巨きよ人じんファンらしい何人かが驚おどろいて呻うめき声をもらした。どの球団のファンでもない慶一郎にはどうでもいい話である。


「それで……結局お前は未来から何をしに来た？」


「南雲をぶちのめしに来たに決まっとるやろ」


　なるほど『時をかける』方は眉まゆ唾つばでも『番長』を自じ称しようするだけのことはある。幻弥と手下ですでに五十人の敵に囲まれているので、今さらひとり増えたところでどうということはない。しかし幻弥の方はそうはいかなかった。


「こちらの用事が先だ。タイムスリップできるなら別の日にしてもらおう」


「そっちこそやめとけ。このアホとやり合うても何にもええことあれへんで」


「未来人としての警告か？」


「この人数やったら楽勝や思とるやろ？　ところがどっこい、こいつは一歩も退ひけへん。終しまいにはあんたが自分で相手する羽目になる──」


「俺が負けるとでも？」


「さすがに負けはせえへんけどな。あんたのチームはボロボロや。そらそうやろ？　たかが一人の高校生に五十人がかりで互ご角かくの勝負て、結果がどうあれ赤あかっ恥ぱじもええとこや。それに……」


　静馬は慶一郎を指さした。


「こいつはまだ〈神威カムイの拳けん〉をマスターしてへん。ただ図体がデカいだけの野生のゴリラ同然や。そんなんと勝負して勝っところで自じ慢まんにはならんやろ」


「────!!」


　はっきりと幻弥の目つきが変わった。ただのお調子者としか見ていなかった目の前の男が、危険極きわまりない猛もう獣じゆうに変へん貌ぼうしたように。


「貴様……何者だ!?　〈神威の拳〉の何を知っている？」


「知ってるも何も、オレもあんたと同じ遣つかい手てや」


「なっ……バカな！」


「そないビックリせんでもええやんけ。なにも京極家の専売特許でもあるまいし。こう見えても小学校に上がる前からやから〈神威の拳〉は十年以上のキャリアや。オレの時代やと京極刹せつ羅らと七なな瀬せ、それとウリ坊ぼう──って、あいつの本名何やったっけ？　まあええ──そいつらとバイパーズ・レイヴで何なん遍べんもやり合うた仲や。ま、オレの完全勝利やったけどな」


　幻弥は静馬の挙げた名前に覚えがあるらしい。鍵かぎとなる言葉は〈神威の拳〉──それは慶一郎の知らない武術だった。幻弥は静馬を敵として認識した硬い口調で訊きいた。











[image: ]








「もう一度訊くぞ……貴様は何のために来た？」


「言うたやろ？　南雲をボコボコにするためやってな。もっとも……その前にひとつ野暮用を片付けなアカン」


　静馬は左手に提げていた風ふ呂ろ敷しき包づつみを慶一郎に向かって突つき出した。


「ある人からお前に渡すように頼たのまれたモンや。有り難く頂ちよう戴だいせえ」


　慶一郎は包みを受け取った。ベンチの上に置いて風呂敷を解く。中身は二段の重箱とステンレスの水すい筒とうだった。箸はしとオシボリも付いている。一段目の蓋を開けると全面的に海の苔りの巻かれた三角御お握にぎりがぎっしりと詰つまっていた。二段目は出だ汁し巻き卵に肉団子、タコの酢すの物もの、豚ぶた肉にくと野菜の炒いため物、ゴボウの煮に物もの、ほうれん草のおひたし等、慶一郎の好物の惣そう菜ざいが所ところ狭せましと並んでいる。ひと目見ただけで誰だれが作ったのか分かった。


「腹が減っては戦いくさはできんやろ。オレがこいつらと遊んでる間にそれ食うとけ」


「……何のつもりだ？」


「勘かん違ちがいすんなよ。オレはお前を助けに来たわけやない。その差し入れは頼まれたから持ってきただけや」


　静馬は広場の中央に歩み出ると、パーカー軍団と黒服のボディガード、そして幻弥の順に視線を移した。すっかりその気になっている静馬に幻弥は確認する。


「南雲の代わりに全員の相手をするつもりか？」


「代わりやない。勝った方が南雲と闘う権利を得るっちゅう寸法や。それとも闘う相手が一人から二人になっただけでもうションベンチビりそうになったんか？」


　この挑発は効果覿てき面めんだった。五十人の怒いかりの矛ほこ先さきが静馬に集中する。幻弥でも手た綱づなを引いたままではいられないだろう。静馬は再び一同を見回して啖たん呵かを切った。


「フン、どいつもこいつもしょうもない面つらしよってからに……お前らみたいな手合いにオレが言うことはいっつも同じや。『正しいケンカのやり方っちゅうもんを教えたる』──かかってこんかい!!」





　　　　☆





　最初に挑んできたのは黒服の一人だった。いかにも屈くつ強きようそうな大男揃ぞろいの黒服の中でも二メートル近い巨きよ漢かんだ。固太りの体格で体重は一三〇キロは優にある。足運びを見たところ空手使いだろう。


　静馬は正せい拳けん突づきを半歩横に動いて躱かわすと懐ふところに潜もぐり込んだ。カウンター気味に右みぎ肘ひじを鳩尾みぞおちに打ち込み、掌しよう底ていのアッパーで顎あごを捉とらえる。男の身体からだが棒立ちになったところへ強きよう烈れつな回し蹴げりを見み舞まった。


「ウォリャアァァッ！」


　ボゴォン！


　炎ほのおの神気を込めた踵かかとが突き刺ささり、紅ぐ蓮れんの爆炎が男を吹ふっ飛とばす。地面と並行に十メートル近くも飛んだ男の身体は、油断していたパーカー軍団の数名を薙なぎ倒たおした。


「ストライクや！」


　静馬のジョークには誰も構わず、今度は二人の黒服が同時に襲おそってきた。静馬を左右から挟きよう撃げきし、拳と蹴りで上段と下段を同時に攻せめる。静馬は上半身を大きく仰のけ反ぞらせて左フックを躱し、両足を浮うかせてローキックを避よけた。後方回転で両手を地面に着いて倒とう立りつしながら両足を開き、爪つま先さきを二人の黒服のこめかみに打ち込む。そこから両りよう腕うでの力で頭の高さまで跳ちよう躍やくすると、右の男の脳天に蹴りを食らわせ、その反動を利用して左の男の胸を蹴り、さらにその反動で右の男の腹を蹴って着地した。周囲を啞あ然ぜんとさせるアクロバットだが、見た目の派手さ優先で威い力りよくはさほどでもなく、二人は左右に押し返されただけだ。再び挟撃しようとすると、静馬は地面に張り付くように身を沈しずめ、地を掃はく足あし払ばらいで二人の足元を刈かり、浮かせたところへ神気を宿した拳と蹴りを同時に叩たたき込んだ。別々の方向に吹っ飛ばされた二人はパーカー軍団の群れの中に飛び込み、何人かを道連れにして倒れる。


「見さらせ！　ターキーじゃ！」


　静馬の驚きよう異い的な身体能力を目の当たりにした黒服たちは二にの足あしを踏ふんだ。これ以上調子に乗ってつけあがらせては面子メンツにかかわる。黒服のトップらしい男が手て振ぶりで指示を出すと、パーカー軍団が一いつ斉せいに襲いかかった。片かたっ端ぱしから静馬に吹っ飛ばされるが、あらかじめ慶一郎対策として指示が出ていたのか、後に続く者はユニホームであるパーカーを脱ぬいで静馬に被かぶせる作戦に出た。一人一人は弱いが数が数である。あっという間に静馬はパーカーの山に埋うもれ、文字通り袋ふくろ叩だたきにされた。


　梅干し入りの三角御握りを頰ほお張ばり、水筒に入っていた味み噌そ汁しるを飲みながら観戦していた慶一郎は、あることに気付いて噴ふき出しそうになった。バーゲンセールに殺さつ到とうする主婦よろしく集たかっているパーカー軍団の足の間からイモムシのように這はい出ようとする何者かを発見したからだ。黒服がそれに気付いて指示を出したが、興奮状態にあるパーカー軍団には聞いていない。包囲から脱だつ出しゆつした静馬はシャツとズボンを叩いて泥どろ汚よごれを落とすと、ようやく事態に気付いたパーカー軍団に向き直った。握にぎった右拳を顔の前に構え、水平に振ふり抜ぬきながら神気の爆炎をぶちまける。


「──往生ォォせいやぁぁぁっ!!」


　烈！


　灼しやく熱ねつの衝しよう撃げき波はが公園の木々をも揺ゆらした。十数人のパーカー軍団が木こっ端ぱの如ごとく吹っ飛ばされていく。


　黒服とパーカー軍団が凍こおり付いた。神気の働きは霊れい的てきな視覚でなければ捉えることは出来ない。爆ばく発はつ的てきなエネルギーで吹っ飛ばされたとは感じ取れても、実際に何が起きたか理解しているのは幻弥だけだった。黒服が正しい命令を求めて幻弥を見る。


「構わず圧おし包め。相手は一人だ」


　幻弥が顎をしゃくると、黒服は今し方の怪かい現象を忘れたようにパーカー軍団とともに静馬に押し寄せた。


　ガガガォン！


　パーカー軍団の中を何かが突とつ風ぷうの如く駆かけ抜け、数人を跳はね飛ばした。先頭の黒服の前に忽こつ然ぜんと一人の少年が現れ立ちはだかる。偏へん差さ値ちの高さで知られる近きん隣りんの私立高校の詰つめ襟えり姿だ。ことさら大おお柄がらでもなく、スポーツよりは勉学に勤いそしむタイプに見える。誰の目にも場ば違ちがいな登場だった。


「〈ペインキラーズ〉の氷ひ室むろ那な智ち──オリジナル・バイパーズの諸先輩方に一手、御ご指し南なんいただきたい」


　慇いん懃ぎんに一礼した直後、那智は疾しつ風ぷうと化して黒服の懐に飛び込んだ。鳩尾に超ちよう高こう速そくの肘ひじ鉄でつ砲ぽうを叩き込み、続けてスローに見える右の掌打を胸に当てる。


　カコォン！


　硬こう球きゆうをバットの芯しんで捉えて打ち返したような快音が響ひびいた。


　必殺の〈ワン・ショット・アット・グローリー〉を食らった黒服の男は跳ね飛ばされ、後続の数人もろとも将しよう棋ぎ倒だおしになる。


「──〈クリスタル・ゲイザー〉！」


　公園の北側の入り口辺りから声が聞こえたかと思うと、パーカー軍団の何人かが打ち上げられ、木の枝に引っかかった。新たな闖ちん入にゆう者はカーリーヘアでロッカー風の若い男──〈ワイルドアンセム〉のザキだ。また別の場所では〈アースシェイカーズ〉のハルに方向感覚を狂くるわせる〈ミスティ・ワールド〉を食らったパーカー軍団が同士討ちを始めている。


「お前ら……いったいどこから湧わいて出よった!?」


　露ろ骨こつに口角を歪ゆがめて不満を表明する静馬に、ザキは中指を立てて笑った。


「ワハハハッ！　草[image: ]！　てめーにだけいいカッコさせるかっつーの!!」


「五十人もいるんだ。ケチケチせずに少しくらいこっちに回せ」


「雑ざ魚こ相手に手の内を明かすこともないだろ。僕らも最高の勝負が観たいからな。野暮な連中にはさっさと退場してもらうに限る」


　ハルと那智も同意見らしい。三人の助っ人は幻弥の手下を手当たり次し第だいに叩き伏ふせていった。パーカー軍団ならそれこそ触ふれただけで吹っ飛ばし、本来高校生などものともしない実力者の黒服でさえわずか数手交えただけで圧あつ倒とうする。〈神威の拳〉を学んで間もないはずの那智たちは長足の進歩を遂とげていたうえ、数にものを言わせた恥はじ知しらずの戦法に腹を立てているためか容よう赦しやがなかった。


「──もういい！　退さがれ！」


　黒服の半数が倒れた時点で幻弥は作戦中止を命じ、黒服と交戦中の那智に手刀で斬きり込んだ。大きく弧こを描えがいて振り下ろされる手刀を、那智は黒服を突き飛ばした反動で跳とび退って避け、幻弥に掌打を見舞う。


　ビシィッ！


　互たがいの掌が打ち合った。


「うっ!?」


　那智は神速の歩法〈ターボ・ラヴァー〉を使い一気に後退して幻弥の間合いから逃のがれた。星座を描くようにジグザクに高速移動し、静馬の傍そばまで来たとたんに膝ひざを折って右みぎ腕うでを押さえる。那智の顔色が紙のように白くなっていた。


「クッ……神気を喰われた。奴やつに触れるのはヤバい！」


　幻弥の身体から鬼おに火びが噴き上がった。それを右手に集め、アンダースローで放つ。


「──〈鬼き燐りん拳けん〉！」


　地面を青白い火柱が走った。特大のネズミ花火にも見えるが青い色の炎が美しくも不ふ吉きつである。静馬は那智の前に出ると、神気の炎を帯びた右の拳こぶしで目の前の空間を抉えぐるように突き上げた。紅蓮の衝撃波──〈紅あかい牙きば〉が〈鬼燐拳〉と正面からぶつかり、互いに喰い合うようにして消しよう滅めつする。神気のエネルギー量は互ご角かくだが密度ではわずかに〈鬼燐拳〉が勝まさっていたらしく、余波である瘴しよう気きを思わせる冷気が静馬の肌はだを撫なでた。〈紅い牙〉も以前と比ひ較かくして格段に威力が上がっているはずだが、小手調べに撃うっただけでそれを上回るということは慶一郎の〈神飛拳〉と十分に渡わたり合える性能だ。幻弥の方は〈鬼燐拳〉を初見で撃ち落とされて少なからぬショックを受けたようだった。


「俺の〈禍まが津つ火ひ〉を相そう殺さいしただと!?　貴様──〈神威カムイの拳けん〉をかじっただけの素人しろうとではないようだな」


「さっき十年選手や言うたはずやぞ。それよりあんたの神気は〈闇やみ神威〉か……同じ炎の遣い手同士、こらもう純じゆん粋すいな火力の勝負やな」


「〈闇神威〉のことまで知っているとはな……どこで誰だれから学んだか、とっくりと聞かせてもらうぞ。貴様の神気を喰らい尽つくした後でな」


「聞きたいんやったら教えたるわい。オレの〈炎の虎とら〉をしこたま喰らわせた後でな」


　静馬は無造作な足取りで幻弥に近付いていく。一歩進むごとに静馬の体内に充じゆう溢いつする灼熱の神気は圧力を増し、逆立つ髪かみが火の穂ほと化した。


　黒服とパーカー軍団は幻弥の命令に従って脇わきに退き、遠巻きに二人の勝負を見守っている。那智たち三人も手を出す気はないと離はなれて静観を決め込んだ。


　拳と蹴りの届く間合いまであと十歩にまで近付いたところで幻弥が動いた。両手に集めた鬼火を連続して放つ。三連射された〈鬼燐拳〉は蛇だ行こうしながらそれぞれ異なる軌き道どうを描いて地を走り、三方向から静馬に襲いかかった。


　静馬は再び〈紅い牙〉を撃った。パワーの差からしてこの一いち撃げきで三発を同時に消し去ることはできない。静馬は突つき上げた右手を左ひだり肩かたに引きつけ、そこから水平に薙ぎ払はらった。


「──〈十じゆう字じ烈れつ火か〉ァ!!」


　パーカー軍団をまとめて吹き飛ばした必殺の〈炎の虎〉を〈紅い牙〉から連続で放つと、正面の空間を焼き尽くす十文字の烈火と化した。三発の〈鬼燐拳〉はほとんど同時に着ちやく弾だんし、青白い火柱を上げる。しかし〈十字烈火〉は鬼火を呑のみ込み、なお火勢を保ったまま幻弥に迫せまった。飛び道具と考えれば〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉並に巨きよ大だいだが歩くほどの速度である。左右に身を躱かわすか、それとも跳ぶか、あるいは正面から迎むかえ撃つか──幻弥が対応するよりも先に静馬が動いた。走って〈十じゆう字じ烈れつ火か〉に追いつき、その炎を全身に纏まといながら幻弥に突とつ撃げきする。


「オラァァァッ！」


　静馬は渾こん身しんの右ストレートで幻弥を強きよう襲しゆうした。幻弥は外側に体を開きつつ左の手刀で下から掬すくうようにしてその攻こう撃げきを跳ね上げる。肘ひじを伸のばして腕うで全体を刀身のように使い、両手で大きく弧を描いた。〈十字烈火〉の紅蓮の炎がかき消され、身を切るような凍とう気きが静馬を包み込む。


「──〈魔ま蛇だ羅ら天てん輪りん掌しよう〉!!」


　幻弥は両手の手刀を交こう互ごに振り上げながら跳躍し、頂点で振り下ろしに転じて間断ない連続攻撃を仕し掛かけた。合計して六回の攻撃のうち、静馬は躱しきれなかった二回を腕で受け止める。見た目は炎だが受けた感かん触しよくは氷の刃やいばに等しく、悪お寒かんが身体の芯まで染み通った。


　間合いを詰つめた幻弥は両手の三指を揃そろえて蛇じや頭とうを模した形にし、身体の中心線に沿った急所を狙ねらって刺し突とつを繰くり出だした。静馬は両手でその攻撃を弾はじき、あるいは捌さばいたが、五回まで防いだところで脇わき腹ばらに激痛を感じた。一歩退くが幻弥の攻撃は止まらない。さらに四回防ぼう御ぎよした後、今度は胸を突かれた。二度とも、防御に用いた自分自身の腕の陰かげになった死角を突かれている。静馬はこれが巧こう妙みような組み手の罠わなだと直感した。相手の攻撃に対して的確に対応しているつもりでも、まるで詰め将しよう棋ぎのように追い詰められ、最後は王手を掛かけられる。受けきれなくなる前に反はん撃げきしようとしたがその隙すきが見つからず、どうにか六回まで防いだもののその次の攻撃は見切れず、腿ももを突かれてたまらず飛び退いた。


　幻弥はあえて追つい撃げきせず、肥えたカエルを見つけた蛇のように舌なめずりする。


「ほう……〈蛇じや骨こつ八はち連れん〉を六打目まで防いだ男は貴様が初めてだ。褒ほめてやる」


「八連っちゅうことはまだ先があるわけか」


「最後まで見た者はいないがな」


　三回の攻撃を食らった箇か所しよには毒どく蛇へびに咬かまれたような重い痺しびれと疼とう痛つうが残っていた。並の人間なら一打食らっただけで立っていられないはずだ。〈蛇骨八連〉を何度も受けた人間でさえ稀まれだろう。八連といっても連続した八回の攻撃の組み合わせというだけで、ひとつとして同じ技は含ふくまれておらず、どの攻撃も急所を狙いながら同時にフェイントでもあるという虚きよ実じつ入り交じった連れん携けいで、そのバリエーションは千変万化である。おそらく京極傍ぼう流りゆうの秘伝であり人体の構造や心理まで計算して工夫されたレシピだろう。三セット受けた程度で見切れるような底の浅い代しろ物ものではなかった。その十倍なら攻こう略りやく法も見つかりそうだが、まずこっちの身がもたない。〈蛇骨八連〉を破るには組み手の実力で完全に幻弥を上回るか、普ふ通つうの人間ではありえない動きで応じるかのどちらかだが、あまり分のいい賭かけとはいえなかった。ならば対策はひとつ──


（先手を打たれたら終しまいや。蛇骨を出す暇ひまを与あたえんように立ち回るしかない……）


　とはいえ離れれば手刀で斬り込み、近寄れば蛇骨で畳たたみ掛ける幻弥の格かく闘とうスタイルに隙はなかった。おおよそ本能とその場のノリで闘たたかってきた静馬とは戦術の完成度が違ちがう。それに相手の得意技わざを封ふうじるような闘い方は、相手に実力を出させて真っ向から受けて立つという静馬のポリシーに反する。


（ここが男の見せ所やで！）


　静馬は大きく息を吸い込んだ。体内の神気を高め、楔くさびのように打ち込まれた〈禍津火〉を燻くん蒸じよう消毒する。やがて全身に満ちた炎ほのおの神気が人型の輪りん郭かくを保ったまま溢あふれ出した。このまま膨ぼう張ちようさせれば鳴なる海みの変身したソドムや合体ＫＯＧと対決した時の〈炎の巨きよ人じん〉が出現することになるが、それは本来の狙いではない。もともと巨人変化はウィラード・ゲイツとの対決に備えての技であり、ゲイツの三メートルという身長に合わせるのが目指していた完成形だった。神気のエネルギー総量としては変わらないのでサイズが小さくなった方がより高圧高密度になり強くなる理り屈くつだが、圧縮すればするほど難度はより高くなる。対ゲイツ戦が実現しなかったため日の目を見なかったその技を披ひ露ろうするのはまさに今しかなかった。


　静馬の身体からだから膨ふくれ上がる人型の炎に幻弥は度ど肝ぎもを抜ぬかれたが、すぐに縮小して見えなくなったため、目の錯さつ覚かくかあるいは何らかの内功を試して失敗したのかと訝いぶかしんだ。静馬は再び正面から間合いを詰めていく。幻弥は手刀を大きく振ふりかぶって斬り込んだ。


　ガキッ！


　鬼火を帯びた手刀が静馬の肩かたを打つ。しかし静馬は怯ひるまず右ストレートを幻弥の胸に打ち込んだ。幻弥は左の掌で拳を受けたが防御に用いた〈禍津火〉は一いつ瞬しゆんでかき消され、灼しやく熱ねつの神気が皮ひ膚ふを焦こがす。


「じゃっ！」


　幻弥は蛇形拳の連撃〈蛇骨八連〉を仕掛けた。静馬は胸を突かれながらも拳を突き上げて〈紅い牙〉を放つ。衝しよう撃げき波はを伴ともなう火柱が上がり、幻弥を押し退けた。


「き……貴様、まさか!?」


　幻弥のこめかみに脂あぶら汗あせが滲にじんだ。まさか、とは静馬が防御を度外視していることに気付いたからだ。幻弥の攻撃を受けた静馬の肩と胸からは鮮せん血けつの代わりに火花が噴ふき出している。静馬の体内に満ちた高圧の神気がもれ出しているのだ。


「言うたはずやぞ……火力の勝負やとな！」


　静馬がしゃべると言葉とともに口から神気の火の穂が飛び出た。巨人変化を可能とするだけの神気をすべて体内に留とどめて圧縮しているため静馬自身も高熱に身を灼やかれている。原げん子し炉ろでいえばメルトダウン寸前の危険な状態にあった。しかしこの高密度の神気でなければ〈禍津火〉を正面から受けて立つことはできない。


　幻弥は〈鬼燐拳〉を連射した。静馬はそれを踏ふみつけただけで消し去ると、拳を突き出し、神気の炎の舌を火か炎えん放射器のごとく長く繰り出した。幻弥は見えない壁かべを拭ふくように両の掌てのひらで大きな二重の円を描く。それは強力なバリアーとなり、炎の舌はその円によって完全に遮しや断だんされた。やはり直接打だ撃げき以外は有効打にならないらしい。


　熱風とともに突とつ進しんする静馬に対し、幻弥は盾たてを形作る両手を合がつ掌しようし頭上に突き上げた。指先から迸ほとばしる鬼火が長大な刃と化す。


「その悪あがきの火力でこの〈禍まが津つ火ひ乃の太た刀ち〉──受けられるか!?」


　鬼火の太刀が大上段から打ち下ろされた。静馬は避よけず、脳天に向かって落ちてくる〈禍津火乃太刀〉を真しん剣けん白しら刃は取りの要領で両手で挟はさみ止める。両手から激しい火花が散った。実体を持たない刀身を実際につかめるわけではない。同じ炎でありながら正反対の性質を持つ神気の遣つかい手て同士であればこそ起きた現象だった。


　静馬の両りよう腕うでが赤熱化した。白刃取りした両手から紅ぐ蓮れんの炎が迸り、〈禍津火乃太刀〉を押し返していく。静馬は両手を合掌し、紅蓮の刃で鍔つば迫ぜり合あいの形に持ち込んだ。


「うおおおおっ！」


「つああああっ！」


　互たがいに押し合い、半歩下がってから全力で斬きり結ぶ。打ち合った陰いん陽ようの刃が双そう方ほうともに砕くだけ散ちり火の粉と化した。


　幻弥はすかさず〈天輪掌〉で斬り込もうとしたが静馬の〈紅い牙〉の方が速かった。衝撃波で出で端ばなを挫くじき、〈炎の虎〉へ繫つないで〈十字烈火〉の炎で幻弥の全身を炙あぶる。並の相手なら火だるまになって吹ふっ飛とんでいるところだが〈禍津火〉で威い力りよくが減げん殺さいされている。静馬は懐ふところに飛び込むと、肩から体当たりして肘打ち、さらに拳を突き上げながら跳とび上がった。〈十字烈火〉から〈焰ほむら舞まい〉へと連携する〈紅蓮無む双そう炎えん舞ぶ〉──必殺技のフルコースを食らってもなお幻弥は耐たえていた。


（まだや……まだ浅い！）


　静馬は〈焰舞い〉の跳ちよう躍やくからさらに蹴けり技に変化した。〈猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく〉の連続蹴りを繰り出しつつ足先から真っ赤な火球を飛ばす。幻弥は両掌で二重の円を描えがき〈禍津火乃盾たて〉でそれを防いだ。蹴りで突っ込んでくる静馬を盾で弾き返し、今度こそ〈禍津火乃太刀〉でぶった斬る──それが幻弥の目算だったが、予想外のことが起きた。静馬の姿を見失ったのである。


　ゴスッ！


「──ぐうっ!?」


　幻弥の鳩尾みぞおちに踵かかとがめり込んだ。肺の中の空気が押し出され、呼吸が乱れる。


　静馬は地面に伏ふせて右足を突き上げていた。


　真っ向から蹴りで突撃すると見せかけ、盾を使わせておいてその下を潜くぐったのだ。派手な火球を放ったのはそのための目め眩くらましで、すぐに蹴りを引っ込めそのまま尻しりから着地して滑すべり込む──大だい胆たん不ふ敵てきでいかにも人を食った奇き策さくだが、これもゲイツ攻略のために考案した戦法のひとつだった。いかに強力な〈神威カムイの拳けん〉の遣い手であろうと呼吸を乱されれば神気は弱る。すなわちこの刹せつ那なこそが必殺の時──


「〈紅ぐ蓮れん旋風つむじ〉!!」


　静馬はブレイクダンスのように回転し、幻弥の身体を巻き込みながら天に向かって足を突き上げた。炎が竜たつ巻まきとなり、二人の身体を空中に運ぶ。幻弥は苦くるし紛まぎれに手刀を振るうが静馬は宙返りで躱し、両腕から巨大な炎の翼つばさを広げて羽ばたいた。


　爆炎奥おう義ぎ〈火の鳥〉──


　しかし今、静馬が放とうとしているのはさらにその先にある技だった。〈火の鳥〉をみずから纏まとうのではなく、その神気を蹴りに乗せて幻弥の胸に叩たたき込み、そのまま急降下する。藤とう堂どう鷹たか王おが自分の生み出した波動に乗ったのと同じく、幻弥の身体を〈火の鳥〉に呑のみ込みその上に乗ったのだ。名付けて──


「──〈神かむ威い鳳ほう翼よく雷らい弩ど〉!!」


　ＧＲＵＵＵＯＯＯＯ────ッ！


　雷らい鳴めいに似た咆ほう哮こうが轟とどろいた。


　静馬を乗せた〈火の鳥〉はジャグジーに突つっ込み、巨大な水みず飛沫しぶきを上げた。飛沫は高熱で蒸気となり、濃のう厚こうな白はく煙えんが広がる。那智ら三人はパーカー軍団を搔かき分わけてジャグジーの前に駆かけ寄よった。


　ほどなくして、もうもうたる白煙の中から人ひと影かげが現れる。それは全身から湯気を上げる静馬だった。シャツの襟えり首くびをつかんでジャグジーから幻弥を引きずり出し、石いし畳だたみの上に放り出す。幻弥は呻うめいて咳せき込み、うっすらと目を開いて静馬を見上げた。意識はあるが立ち上がる力は残っていないようだ。


「〈覚醒者アートマン〉……だと!?　〈神威の拳〉はそれを生み出すためのシステム……」


「そういうことらしいで。それと〈闇神威〉は修しゆ行ぎように失敗した結果やない。なるべくしてなるもんやから気にすんな」


　納得しかねるといった顔の幻弥に、静馬はフフンと鼻を鳴らす。


「オレが知っとんのはそこまでや。後は師し匠しようの東ひがし方かた流りゆう玄げんを探して訊きくなり、チベットの山奥にあるっちゅう〈覚醒者〉を養成しとる里を探すなり、好きなようにしたらええ」


　静馬はそれだけを告げると、幻弥を置いて歩き出した。人ひと垣がきが左右に分かれる。その先に立っている大男に声を掛けた。


「待たせたな、南雲──メインイベントといこやないか」





　　　　☆





　乱入したバイパーズがパーカー軍団と黒服を相手に大立ち回りを演じている間は呑のん気きに弁当に舌した鼓つづみを打っていた慶一郎だったが、静馬と幻弥の勝負が始まるとそれに釘くぎ付づけになった。神気の攻こう防ぼうは肉眼では見えないが凄すさまじい闘いであることは肌はだで理解できる。その対決の勝者と自分は闘わねばならないのだと覚かく悟ごを決め、弁当の後半は味わうためではなく、来きたるべき闘いに備えた燃料補給のために腹に収めた。二人の対決の勝敗が決した時、肉体的には慶一郎はすっかり準備が出来ていた。


「──メインイベントといこやないか」


　口では威い勢せいが良いが、静馬は見たところガタガタの状態に見えた。足元がフラついていて立っているのがやっとに見える。慶一郎は腕うで組ぐみして出で迎むかえ、口を開いた。


「正直言わせてもらうと、今──俺はお前をぶん殴なぐりたい気分じゃないんだがな」


「アホぬかせ！　ここでハイそーですかっちゅうて帰ったら、オレは何や？　お前に弁当を届けて、お前の代わりにヤクザの大軍と闘った──ただの親切な人やんけ。そんな都合のええ話があるか!?」


「実際その通りだから困るんだ。俺の方にはどうにも闘う理由が見当たらん」


「お前にはのうてもこっちには山ほどあるんじゃい！　ガキの使いやないんやぞ。不戦勝なんぞ認めへんからな。お前の顔面を今以上にボコボコにするまでは帰れへん」


「訳も分からずボコボコにされるのは嫌いやだが……」


「未来でオレにえげつないことしといて、ようもそんな台詞せりふが吐はけたもんやな」


「まだやってもいないことで責められてもな」


　慶一郎には自分に向けられた静馬の憤いきどおりがまるで理解できなかった。過去に何がしかの因いん縁ねんがあり、静馬だけがそれを覚えていて報復に来たというのならまだ慶一郎の方にも思い出す余地があるが、未来から時を遡さかのぼって来られるとお手上げである。この温度差は容易には埋うまりそうにない。


　静馬もその問題が無視できないことにようやく気付いたらしく考え込んだ。ベンチにちらりと目を向ける。そこには空になった重箱と水すい筒とうの入った風ふ呂ろ敷しき包づつみが置かれている。


「弁当はどうやった？」


「美う味まかった」


「そやろ？　とくに御お握にぎりは絶品やな。ガッツリ塩味が効いとって、これからケンカやっちゅう時に腹に入れる食いもんとしては最高の出来や。握り具合もちょうどええ。人間の気力は食いもんから生まれるっちゅうけど、まさにそれやな。百人力の元気の素もとや」


　まったく異論を差し挟む余地のない批評である。


「あの御握りを食うた男が、食うてない男に負けるわけがない──そう思うやろ？」


「ああ……その通りだ」


「あれがもう二度と食われへんとしたら、どうや？」


「……なに!?」


　慶一郎は胸むな騒さわぎを覚えた。静馬はとぼけた顔で目を逸そらす。


「二度と──というのは、どういう意味だ!?」


「ちょっと訊いてみただけや。それ以上でもそれ以下でもあれへん」


「まさか……彼女に何かするつもりか？　それとも……」


「お前みたいな野生のゴリラに未来の情報をホイホイ教えられると思うか？　ま、オレに勝てたら話は別やけどな」


「野生のゴリラに未来の情報を教えたところでたいした害はなさそうだが」


「しょうもない揚あげ足あし取とりはええねん！　オレとやんのか？　やらんのか!?」


　あらためて問われて、慶一郎は静馬のふてぶてしい面つらを凝ぎよう視しした。


「不思議なことに……どうも俺は今──お前をしこたまぶん殴りたい気分になっている」


「極上や！」


　静馬は犬歯を剝むいて不敵な笑みを見せた。話しているうちに幻弥戦のダメージは回復したらしく暑苦しさが戻もどっている。


　静馬と幻弥のやり取りがそうであった以上に、慶一郎と静馬のやり取りは周囲の人間にはまったく理解不能だった。食い物の話をしていたかと思うと急に勝負をする気になった経けい緯いは余人の知るところではない。黒服たちは敗北した幻弥とともに早々に立ち去りたい様子だが、幻弥自身がそれを拒きよ否ひしたためそのまま観戦することになった。那智ら三人は最初から見届けるつもりである。


　慶一郎が腰こしを落として仕し掛かける構えを見せると、静馬はヒラヒラと手を振ふった。


「慌あわてんな。勝負の方法はこっちで決める」


「そっちは〈神威の拳〉とかいう気功だか超ちよう能のう力りよくだかを使えるんだろ？　ただでさえ有利なのに何か条件を上乗せしようってのか」


「勝負にもふたつのやり方がある。文武両道っちゅうやろ？　文の勝負と武の勝負や」


　慶一郎は怪け訝げんな顔になりながらも、腕組みして静馬の話を聞く姿勢になった。


「武の勝負は何でもありや。武器を使てもええし、飛ぼうが跳はねようが何しようが制限はあれへん。対する文の勝負はより洗練された男と男の勝負や」


「具体的にはどうやる？　俳句でも詠よむのか」


「ちゃうわい。交こう互ごに一発ずつ殴り合うんや。殴る方は武器は使たらあかん。殴る場所も胸から上に限定する。殴られる方は避よけてもガードしてもあかん。気合だけで耐えるわけや。これをどっちかが倒たおれるまで続ける──これが文の勝負や。武の勝負は京極とやったさかい、お前とは文の勝負で決着つけたる。どや、受けるか？」


　慶一郎は啞あ然ぜんとなった。時代錯さく誤ごにもほどがある。


「お前……未来から来たって本当か!?　どう見積もっても戦後生まれとは思えん」


　これが幻弥と闘たたかう前の言葉なら、パーカー軍団の嘲ちよう笑しようを浴びたことだろう。だが今や誰だれ一人ひとり笑う者はいなかった。冗じよう談だんではなく一〇〇パーセント本気だと分かっているからだ。


「お前、本当に──」


　二の句が継つげなかった。『正しいケンカのやり方を教えに来た』という言葉に偽いつわりがないと知ったからだ。文の勝負は正しく決けつ闘とうである。男と男が意地を賭かけてぶつかり合い、互たがいの男としての器量を見み極きわめるためのものだ。


（こんな男がいたのか──!?）


　慶一郎すぐにその考えが正確ではないことに気付いた。縁えんがなくて出会わなかったのではなく、文字通りいなかったのだ。本人の弁を信じるなら未来から来たのだから。確かに〈時をかける番長〉だ。


「よし……その勝負、受けて立とう」


　慶一郎は拳の届く間合いまで近付き、構えず胸を張って仁王立ちになった。


「オレから言い出した勝負や。先に殴らせたる」


　この男はどこまで格好をつけたがるのか。身長で十センチ以上、体重でも十五、六キロは差がある。まともに正面から殴り合うのは不利と承知で言うからには、よほど自信があるのか、それともこちらを舐なめてかかっているのか──試してみる気になった。


「後こう悔かいするなよ」


　ゴッ！


　慶一郎は半歩踏ふみ込みながら右ストレートを静馬の胸に打ち込んだ。空手式の正せい拳けん突づきだ。六分のパワーだが静馬程度の体格なら軽く吹ふっ飛とばせるだけの威い力りよくがある。防ぼう御ぎよも躱かわしもせず受け止めれば肋ろつ骨こつにヒビが入ってもおかしくはない。


　しかし──打った感かん触しよくは実に奇き妙みようだった。一いつ瞬しゆん、分厚いゴムを叩いたような柔やわらかさと弾だん力りよくを感じた後、胸筋が膨ぼう張ちようしたように拳こぶしが押おし戻されたのだ。静馬の身体からだは小こ揺ゆるぎもせず、打った慶一郎の方が逆に跳ね返されそうになる。


（これも気功の力か!?）


　特別な呼吸により体内に生じる不思議なエネルギーがあることは祖母の千ち鶴づるから聞いている。千鶴はそれを探し求めて〈気の力〉を操あやつると豪ごう語ごする武術家を何十人と尋たずねたが、ほとんどは精神論や思想にすぎず、およそ本物と呼べる遣つかい手ては一人としていなかったという。〈神威の拳〉がそれに当たるのかどうか慶一郎には知る由よしもないが、同い年の静馬が単純な肉体の頑がん強きようさ以上の防御力を有していることは確かだった。


「今度はこっちやな」


　静馬が拳を引く。慶一郎は息を吸って打だ撃げきに備えた。


　ドスッ！


　右の拳が慶一郎の胸に打ち込まれる。一見して軽そうな打撃だが、ハンマーで叩かれたような重い衝しよう撃げきが身体の芯しんまで染み通った。打たれた箇か所しよから全身がカッと熱くなる。慶一郎は後退せずに耐たえたが、これが全力でないとすれば果たして何発受けられるか。


　二発目を打とうとする慶一郎に、静馬は思い出したように言った。


「そや、オレが勝った時のこと言うてなかったな」


「何だ？　俺との勝負が望みだろう」


「それはそれや。お前が勝ったら未来のことを教えるて約束したやろ。そやったら、オレが勝った時にお前にやってもらうことも先に決めとかんと不公平や」


　静馬はベンチの風呂敷包みを指さした。


「オレが勝ったら──その弁当こさえた人のことを一生守れ」


「なん……だと!?」


「聞こえんかったか？　お前のために美味い弁当を作ってくれたその人を、お前が一生かけて守りぬけっちゅうたんや」


　ガッ！


　慶一郎は八分の力を込めた拳を静馬の胸に打ち込んだ。


「そんなこと……どうしてお前に指図されなきゃならん!?」


「人がしゃべってる途と中ちゆうやろが！」


　ドゴス！


　お返しのパンチが慶一郎の胸に刺ささる。


「どうしてやと!?　そんなもんお前をぶん殴るついでに決まっとるやろ。ただしこいつは冗談でも何でもあれへん。オレが勝ったら是ぜが非ひでもやってもらうからな」


「だから……お前に何の関係がある!?」


　ズガッ！


「大ありや！」


　ドガスッ！


　言葉と拳の応おう酬しゆうである。三発目を食らった慶一郎は堪こらえきれずに半歩退さがった。


「こっちは昨日の晩飯から今日の朝飯に昼飯、それにここへ来る前にその弁当と同じ握り飯めし食うとんねん！　この意味が分かるか!?」


「……よく分からんが」


「つまりお前をぶん殴るこのカロリーは美み咲さきさんの手料理が元になっとんのや！」


「それだけか！」


　慶一郎が殴り、静馬が殴り返す。


「お前みたいなもんのために御握り作ってくれる人が他ほかにいてると思とんのか!?」


「別に……俺が頼たのんだわけじゃない」


「そんな腐くさった台詞は二度と吐かれへんようにしたる！」


　五発目のパンチはかなり効いた。慶一郎は数歩後あと退ずさり、倒れはしなかったものの上体を折って喘あえいだ。真っ赤に焼けた鉄を放り込まれたように全身の血が沸ふつ騰とうしそうだ。しかしその熱も胸の奥おくにある硬かたい凝しこりまでは溶とかせない。


「未来に何が起きるか……てめえが口を割れば済む話じゃないのか!?」


「お前が勝ったら教えたるて言うたやろが。オレが勝ったら教えへんから、その時はお前が目え離はなさんように付きっきりで守ったらええ話や」


「どうしてそうなる!?」


「オレがそう決めたからや」


「本当は知らないんだろ。未来の情報なんて言ったところで、どうせ阪はん神しんの優勝くらい眉まゆ唾つばものだ」


「疑り深いやっちゃな～。まあ、ある意味それでこそ南雲や。さすが根性がねじくれ曲がっとるだけのことあるわ」


　静馬は吐はき捨すてるように言うと、


「オレは九六年には飛ひ天てん神社に出入りしとる。昨日鬼塚の家に行った時、頭が白髪しらがやない鉄斎のジジイと二歳の美み雪ゆきちゃんはすぐに分かった。ところが美咲さんだけは誰だれや分からんかった──何でやと思う？　理由は簡単、初めて会うたからや。九六年にはおらん人やからな」


「何な故ぜいなくなった？」


「そんなもん、お前が側そばにおれへんかったからやろが」


「誤ご魔ま化かすな！　それは何年何月何日だ!?」


「何なん遍べん言わすんや？　知りたかったらこのオレを倒してみい！」


　ガツッ！


　右拳が静馬の顔面をとらえた。


（くっ……こいつ!?）


　自分で殴なぐっておきながら慶一郎は戦せん慄りつを覚えた。拳が頰ほおに当たっても静馬が瞬まばたきひとつしないからだ。慶一郎はさらに左のフック、右の膝ひざ蹴けりを出したが、静馬は完全に見切って躱した。直後にカウンターのアッパーカットを食らい、一瞬意識が飛びかける。ここから畳たたみ掛かけられたらヤバいととっさにガードするも、追つい撃げきはなかった。


「一発ずつがルールや。忘れんな」


　静馬はすでにノーガードで立っている。おお、と五十人の観客がどよめいた。慶一郎がルールを無視して連続で攻こう撃げきしたにもかかわらず、それらを華か麗れいに躱したうえで自分は一発だけ返す──あくまで〈文の勝負〉を続けるつもりだと知って驚おどろいたからだ。静馬が男の株を上げ、自分の株が下がったことを慶一郎は実感した。頰が熱くなったのは殴られたせいばかりではない。


　こんなケンカは初めてだった。慶一郎自身にとってだけではない。この場にいる誰一人として見たことのない闘いだろう。


　誰かが足を踏み鳴らしはじめた。それは瞬く間にパーカー軍団全体に伝染し、公園を揺ゆるがすほどの響ひびきとなる。幻弥のいる手前、野次は飛ばさない代わりに「俺たちが見ているぞ」とプレッシャーをかけているのだ。


　静馬が手招きする。今度は慶一郎の番だからだ。急せかすように足あし拍びよう子しが速まる。


「──うおおおっ！」


　慶一郎は雄お叫たけびをあげて静馬の胸に拳を打ち込んだ。渾こん身しんの力を込めた一いち撃げきだ。静馬は初めて数歩後退し、ニヤリと笑った。


「やっと本気出してきよったか。そう来なアカンわ。まだまだ殴り足りひんからなァ!!」





　そこからが本当の勝負の始まりだった。


　全力で殴り、全力で受ける。小手先の駆かけ引ひきなど無用。


　全身の血と骨と肉が悲鳴を上げようと、そんなことはお構いなしだ。


　明日あしたには指一本動かす力さえ残らなくても、今、この瞬しゆん間かんだけ動ければいい。


　拳を動かすのも、両足を支えるのも、ただ男の意地のみ──


　もはや何発殴ったか分からない。いつしか足拍子は止やみ、拳が肉を打つ音だけが辺りに響いていた。


　慶一郎は自分がまだ立っていることが信じられなかった。静馬の拳は十発も受けられれば上等だと思っていたが、すでに五十は超こえている。互いに顔面にも相当食らっていて人相が変わるほど腫はれ上がっているが、それでも倒たおれる気がしない。まだまだ闘たたかえる──それは何故なのかと考えた時、不意に静馬の言葉の意味が分かった。


　このカロリーは、さっき食べた弁当が消化されてエネルギーに変わったものだ。


　静馬が弁当を持ってこなければ空きっ腹のまま五十人を相手に闘うところだったと思うとゾッとした。この数日は精神状態も最悪だった。幻弥に指し摘てきされるまでもなく生きたまま腐っていく気分を味わっていた。静馬の弁によれば慶一郎は五十人を相手に闘って一歩も退かなかったというが、その原動力になったのは行き場のない苛いら立だちか怒いかりか──ともかくドス黒い負の感情の爆ばく発はつだったに違ちがいない。今この瞬間、慶一郎を動かしているものとは正反対のエネルギーだ。


　人を正しい方向に歩ませる力は、いったいどこからやってくるのだろうか。


『人』が『良』くなると書いて『食』べるという文字になる。それはこの世界の──太陽と風と水と大地が育み、さらに人の手を介かいしてもたらされる恵めぐみだ。単純にカロリーや栄養や質や量で換かん算さんできないものがそこには内包されている。言葉にすればあまりにも──あまりにも陳ちん腐ぷな──


　静馬が怪け訝げんな顔つきになった。理由はすぐに思い当たった。慶一郎の拳が殴るモーションの途中で止まったからだ。


「どないした？　電池切れるにはまだ早いで」


「俺には……できない」


　慶一郎はゆっくりと拳を降ろした。


「未来に起きることを知っているなら、お前が助けてやればいい」


「他人に押しつけんな。それはオレの仕事やない」


「できるはずだ。〈時をかける番長〉だろ？」


「この時代へ来たんはお前をボコボコにするためやぞ。用が済んだら未来へ帰るわい。近くにおって助けられる人間はこの時代に生きてるお前だけや」


「だから……俺には無理だと言っている」


「なんでや？　理由を言え、理由を」


　慶一郎は顔を背そむけて歯は嚙がみした。


「俺は美咲さんの側にはいられない……彼女を守る？　そんな権利はない……」


「権利やと？」


「俺みたいな人間が一いつ緒しよにいても、守るどころか傷付けて悲しませるだけだ」


「何や？　カッコええとでも思とんのか？　クッサいうえにしょーもない台詞せりふ吐きよってからに」


　静馬は苦い粉薬を飲んだように舌を出し、ケッと喉のどを鳴らした。


「要するにアレや、お前にとって美咲さんはその程度の人やってことやな」


「……何だと？」


「そやろ？　権利があるとかないとか、そんな言い訳はどうでもええ。肝かん心じんなんはお前がどうしたいかだけやろが!?」


「俺は──」


　慶一郎は静馬をにらみつけた。自分がどうしたいのか──それは自分でもよく承知している。そしてその望みがすでに断たれていることも。それを思うたびに臓ぞう腑ふがねじ切られる心ここ地ちになる。


「俺は──何や？　言いたいことはハッキリ言わんかい」


「お前に……俺の何が分かる!?」


「当たり前や。オレが知るわけないやろ」


　静馬の回答は打てば響くが如ごとしだった。


「伝えよう思てもなかなか伝わらんもんやぞ？　伝えようともせえへんもんが伝わるわけないやろが。知ってもらいたかったら全力で伝えろや！　ただしオレは泣き言は聞かへんからな。口やのうて拳こぶしで語れ！」


　ガツッ！


　慶一郎の拳が静馬の顔面を捉とらえた。静馬は即そく座ざに殴り返してくる。


「まだや……まだ足りん！　全然伝わらへんぞ!!」


　再び拳の応酬が始まった。身体からだに残されたエネルギーを最後の一カロリーまで使い切るつもりで拳を繰くり出だしながら、慶一郎はこれまでにない新しん鮮せんな感覚を覚えていた。


　拳が熱い。痛みではなく、血の熱さだ。


　胸の奥の鼓こ動どうが指先まで伝わり、弾はじけ迸ほとばしる──手が心臓になったような錯さつ覚かく。敵を倒すための冷たい凶きよう器きでしかなかった鉄の拳に血が通い、魂たましいを宿す器うつわとなったようだ。胸の裡うちにわだかまっていたものが頸くび木きから解き放たれ、自由になったような感かん触しよくがあった。


　夢ゆめ現うつつの時はどれほど続いたのか。やがて終わりの時が来た。


　静馬の頰に触ふれた慶一郎の拳が止まる。直後、真下から突つき上げてきた拳を受け、慶一郎は天を仰あおいだ。痛みはなかったが、自分が仰向けに倒れたことは理解できた。


「──オレの勝ちやな。約束は守ってもらうで……」


　静馬の勝利宣言と、数百人分の歓かん声せいが聞こえ、彼方かなたに遠ざかる──





　次に目覚めた時、慶一郎は自動車の後部座席に横たわっていた。走行中らしく震しん動どうが身体に伝わる。筋肉の代わりに石を詰つめ込まれたように全身が重い。どうにか身を起こすと、助手席の若い男が気付いて驚いた顔を見せ、ハンドルを握にぎるカラフルなキャップをかぶった男に報告した。


「兄貴！　南雲が目ェ覚ましたッスよ!?」


「うおっ!?」


　車が左右に振ふれて蛇だ行こうしかける。


「急に話しかけんじゃねえよ！　ビックリすんだろうが」


「じゃあこれからは話しかける時は先に『これから話しかけますけどいいッスか？』って一言断ってからにするッスね」


「おお～、そうしろ」


　兄貴と呼ばれた若い男はバックミラーを動かして慶一郎を確認する。


「もうすぐ着くからまだ寝ねてろ。それとアレだ……お前んとこの姐あねさんによう、ゴチになった握り飯めし美う味まかったってお前から言っといてくれよな」


　慶一郎にとってはまるで面識のない二人である。飛天神社に慶一郎を訪ね、静馬を池いけ袋ぶくろまで乗せていく羽目になった幻弥の手下だとは知る由よしもない。


「あの御お握にぎりホント美味かったッスねえ」


「まったくな。俺も久々に実家に帰りたくなったぜ。八王子まで足伸のばすか」


「俺も一緒に行っていいッスか？」


「遠えん慮りよしろたあ言わねえよ」


　他愛のない話を聞いているうちに車が止まった。弟分の方が助手席から降り、外から後部ドアを開ける。慶一郎はひどく緩かん慢まんな動作で道路に転び出た。アスファルトが生温い。目を開くと鳥居が見えた。車が到とう着ちやくしたのは飛天神社の境けい内だいへ続く長い石段の前だった。


　車が走り去ってしばらくしてから、慶一郎は起き上がった。どうせ運ぶなら裏に回って鬼塚家の前にしてくれれば助かったのに気の利きかないやつらめ──内心そう愚ぐ痴ちりながら石段を両手も使って這はい登のぼっていく。大きな鳥居をくぐり境内に出ると、石いし灯どう籠ろうに火が入っており、辺りをオレンジ色に照らしていた。


　その明かりの中に白い着物が浮うかび上がる。白い上衣に朱しゆ袴ばかまの巫み女こ衣装に身を包んだ女性だ。拝はい殿でんに向かって立っていた巫女は、玉たま砂じや利りを踏ふむ足音に気付いて振り向いた。


「──お帰りなさい。慶一郎さん」


　にっこりと微笑ほほえんで歩み寄った美咲は、慶一郎の顔に気付いて目を丸くした。


「あらあら……」


　手水ちようず舎で手て拭ぬぐいを濡ぬらして固く絞しぼり、腫れ上がった慶一郎の顔を拭ふく。冷たい手拭いが心地良い。美咲はクスクスと笑った。


「草[image: ]君とやり合ったのね。彼、慶ちゃんのことボコボコにするって言ってたけど……ホントにボコボコにしちゃうなんて」


「同じだけ殴なぐり返してやったからな。向こうもボコボコさ」


「……ずいぶんと楽しいケンカだったみたいね？」


「──？」


「ボコボコにされたのに笑ってるもの」


　美咲に言われて初めて、慶一郎は自分が笑みを浮かべていることに気付いた。〈文の勝負〉では殴った回数と殴られた回数は同じになる。最終的にどちらが勝っても貸し借りは無いのだ。恨うらみが残るどころか、一生分のケンカをやり尽つくしたような奇き妙みような達成感すらあった。


「そう言えば草[image: ]君、未来から来たって言ってなかった？」


「ああ……確か九六年だったかな」


「その頃ころ慶ちゃんが何になってるか……聞いた？」


　慶一郎が首を横に振ると、美咲は嬉うれしそうに目を細めた。


「高校の先生になってるんですって！　彼、未来の慶ちゃんの教え子なのよ？」


「先生？　俺が!?　そんな、まさか──」


　出任せにしても酷ひどいデマだと思ったが、美咲は喜んでいるので悪い気はしない。しかしそれが事実だとするなら、静馬は若い頃の担任教師を殴るためにわざわざ時を超えてきたのか。とんでもない番長もいたものだ。


　慶一郎は未来の教え子との約束を思い出した。身体に受けた拳の熱さが残っている内にやっておくべきことがある。何からどう切り出したものか思案した結果──慶一郎はその場に膝ひざを折って跪ひざまずいた。力ちから尽つきて座り込んだと勘かん違ちがいしたのか気き遣づかわしげな顔の美咲を見上げる。


「美咲さん……俺、ずっとここに居たいよ。美咲さんの側そばに──」


　思いがけない告白に、美咲は驚おどろいた顔になる。


「弟になれって言うならそうする。だから……」


　その先の言葉は継つげなかった。美咲の両りよう腕うでにかき抱いだかれ、胸に顔を埋うずめたからだ。美咲の匂においに包まれて天にも昇のぼる心持ちになったが、白い上衣が血で汚よごれそうで気になった。


「嬉しい……」


　美咲の声は震ふるえていた。


「慶ちゃんがどこか遠くへ行ってしまうんじゃないかって……心配だったの」


　細い指が慶一郎の頭を撫なでる。


「ここはあなたの家なんだから、いつまででも居ていいのよ。弟になれなんて言わない。私があなたに望むのはただ──胸を張って生きていける、ちゃんとした大人になってもらいたいだけよ」


　慶一郎は堪こらえきれずに美咲の身体を抱だき締しめた。


　この人を守る──そのためだけに生きていこう。この両腕はそのために使おう。


　静馬との約束だからではなく、慶一郎は心からそう望み、誓ちかいを立てた。





　　　　☆





　最後の一いち撃げき──静馬の拳が天を衝つき、慶一郎の巨きよ体たいがゆっくりと仰向けに倒たおれていく。


「──オレの勝ちやな！」


　頭上に突き上げた拳が、そのまま勝利のポーズになった。


「約束は守ってもらうで。ただし勘違いすんなよ。お前のためやない……美雪ちゃんのためや」


　その言葉が慶一郎の耳に届いたかどうかは分からない。後半は沸わき立たつ観客の歓声でかき消されたからだ。最後まで見届けた幻弥は静馬に一いち瞥べつをくれてから黒服とパーカー軍団を率いて立ち去った。バイパーズにやられたことなど二人の勝負の興奮ですっかり忘れたらしく、手下たちも何か素晴らしいものを受け取ったような満足げな顔つきになっている。


　静馬は飛天神社から池袋まで自分を送ってきた派手なキャップの男とその弟分を見つけて呼び寄せると、気絶した慶一郎を指さして、


「このアホを飛天神社まで車で運んだってくれへんか」


「何でそんなことお前に指図されなきゃなんねーんだよ!?」


「ははーん、お前も好きか？　〈文の勝負〉──」


「……バ、バカ野や郎ろう！　頼たのまれるまでもなくそうしようと思ってたとこなんだよ！」


　二人は半ば引きずるようにして慶一郎の巨体を運び去っていった。


　公園に自分と那智たち三人だけになって、ようやく静馬は奇妙な事実に気付いた。幻弥とその手下たちが立ち去ったのに、歓声が止やまない。しかも歓声の規模が違ちがった。五十人どころではなくその十倍はいる。どこか聞き慣れた雰ふん囲い気きだったため違い和わ感かんを感じなかったのだ。


「声はすれども姿は見えず……どっから聞こえてきとるんや？」


　静馬は周りを見回した。どうしたわけかバイパーズの三人はこの現象に疑問を持っていないらしい。那智の視線が上の方を向いているのに気付いてその先を追う──と、そこには途と方ほうもない光景が広がっていた。


「なっ……何じゃこりゃあ!?」


　イエローキャブ柄がらの新幹線が、空中で公園をぐるりと取り囲むようにして蜷局とぐろを巻いていた。車両の側面が上下に大きく開き、シートが外を向いて観客席になっている。そこで観戦しているのは大だい門もん高こう校こうの全校生徒（＋α）だった。


『おお～っと、草[image: ]静馬がようやく我々の存在に気付いたようです！』


　Ｋファイト実じつ況きようアナの中なか村むらの声が聞こえてくる。どこかの車両に実況解説席が設けられているのだろうが遠目だとにわかには特定できない。


『それにしても壮そう絶ぜつな殴り合いでしたね～。あそこまで駆かけ引ひきもへったくれもない、肉体の頑がん丈じようさと根性だけで競きそう勝負は見たことがありません！　まさにザ・タイマン！　伝説の一戦に相応ふさわしい内容だったと思いますが……特別解説のウリ坊ぼうこと不ふ動どう秋あき嵩たかさん、いかがですか？』


『見所は叔お父じ貴きを倒したとこまでだな。後は別に……〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手てでもない奴やつと殴り合って勝ったところで自じ慢まんにはならねーだろ』


「お前が言うな！　頑丈以外に何の取とり柄えもあれへんくせに！」


　静馬は解説者席に踏ん反ぞり返かえっている秋嵩を発見して罵ば声せいを浴びせた。同じ京極家の人間でも神気を一〇〇パーセント肉体の強化に振り分けている〈金こん剛ごう拳けん〉の遣い手に〈文の勝負〉が理解できるはずもない。およそ解説者には不向きな人材だった。もっと気の利きいた罵ば詈り雑ぞう言ごんを並べたかったが、立ち眩くらみを覚えた静馬は背を丸めてえずいた。


　新幹線の車両のうち一台が連結を解除され、目の前に降下してきた。〈II─Ｂ〉の車体番号の表示が出ている。着地すると折りたたみ式のタラップが伸び、ドアが開いた。


「静馬さ～ん！」


　二眼レフのカメラを首から下げた少年をはじめとして見覚えのある生徒たちがワラワラと飛び出してきたが、静馬の目は少し遅おくれてタラップを降りてきた一人の女子生徒に釘くぎ付づけになった。すらりとした長身で、下ろせば腰こしまである長い髪かみをサムライ風に高い位置で結んでポニーテールにしている。きりりと太い眉まゆに、強い光を宿した涼すずしい双そう眸ぼう。およそ一いつ般ぱん的な意味で『可愛かわいい』と言えるような甘さはなく、単に『美形』と評するには個ア性クが強い──『男前』という言葉がしっくりくる女おんな丈じよう夫ふだ。冬服の赤いセーラー服の上に陣じん羽ば織おりを重ね着し、腰には帯刀している。


　静馬の足は吸い寄せられるようにその女子に向かっていた。生徒たちは脇わきに退いて道を空ける。静馬が目の前まで来ると、まるで興味なさそうに澄すまし顔をしていたサムライガールは、不意打ちするように艶えん然ぜんと微笑んだ。


「あんたって男は……ほんっと、時ア代ナ錯ク誤ロよね」


（古さで言うたらお前の方が昔やろが！）


　静馬の口はそう動いたが言葉は出ず、代わりに両腕を差し出して女の身体からだを抱ほう擁ようしていた。冷やかしの喝かつ采さいが周囲から上がる。しかし──


「──熱ぢっ！」


　次の瞬しゆん間かん、静馬は思いきり突つき飛とばされて地面に倒れ、そのまま気を失った。





「静馬さん!?」


　心配して駆け寄った大だい作さくは、異様な熱気を肌はだに感じてたたらを踏んだ。静馬の身体に触ふれようと手を伸ばすが、横からの声に制止される。


「さがりたまえ！」


　バケツの水が静馬の身体に浴びせかけられると、濛もう々もうたる白はく煙えんが上がった。文字通り『焼け石に水』といった風ふ情ぜいだ。


「神気のオーバーヒートだな。バケツ一いつ杯ぱいの水では足りんようだ。そこの噴ふん水すいで冷やしてやりたまえ」


　那智たち三人が静馬の手足を持って運び、ジャグジーに放り込んだ。盛大に湯気が上がるが、流水のため数秒で冷れい却きやくされて煙けむりは収まる。


　大作ら生徒たちの視線は、いきなり現れて指図した謎なぞの人物に集まった。皆みなは一様に不ふ審しんを露あらわにしている。その男の身なりがどう見ても浮ふ浪ろう者しやのそれだったからである。垢あかじみたポロシャツにジーンズの上に、すえたような色のコートを羽織り、頭にはこれまた汚きたないニット帽ぼうを深く被かぶっている。無ぶ精しよう髭ひげに覆おおわれた顔は年ねん齢れいさえ判然としなかった。


　大作がおずおずと尋たずねる。


「あの～、つかぬことを伺うかがいますけど……」


「私がどこの誰だれか知りたいのだろう？　フフン──ずいぶんと勘かんが鈍にぶいな、神かみ矢や君」


　男はコートの内ポケットからサングラスを取り出して顔にかけた。浮浪者然とした恰かつ好こうに似合わぬブランド品だ。


「私の声に聞き覚えはないかね、諸君？」


「ま……まさか校長!?」


「げえ～～っ!?」


　全校生徒が騒そう然ぜんとなった。藤堂校長の撒まいたビラで集まってきたためこの時代にいることは分かっていたが、このような形の再会になるとは誰だれ一人ひとり予想していなかった。


「どうしてそんな恰好で？」


「南雲君はここしばらく公園で浮浪者同然の状態だったからな。彼に怪あやしまれずに観察するためには私もこの姿にならざるを得なかった。しかしそのおかげで彼らの対戦を特等席で拝むことができたというわけだ」


　藤堂校長は勝かち誇ほこったが、大作はちっとも羨うらやましくなかった。おおよそ生徒たちも同意見だろう。完全にやりすぎ感しかない。


「ずっと浮浪者のフリをしていたということは……校長自身は今回の対戦のマッチメークには関かん与よしてませんね？　ただ何か始まりそうだから報告しただけですか!?」


「そうだが、何か問題でもあるのかね？　南雲君と京極幻弥の間にはトラブルがあったし、そこへ草[image: ]君が来たとなれば二人の対決に割って入らないわけがあるまい？」


「それだけなのにあたかも自分でプロデュースしたかのようなあの宣伝……ただ単にズルいです！」


　ザバーッ！


　突とつ如じよ、真上から藤堂に大量の水が降り注ぎ、続いて落ちてきたバケツが頭にスボッと被さった。大作が何事かと頭上を仰あおぐと、雛ひな乃のがＴＴＴ号から飛び降りてくる。


「お父様！　その汚らしい恰好は人の上に立つ者が晒さらしていい姿ではありませんわよ！」


　どうやら浮浪者のコスプレがお気に召めさなかったらしい。雛乃はポンプ式の水みず鉄てつ砲ぽうで液体石せつ鹼けんを校長に浴びせ、デッキブラシでこすって泡あわ立だてた。


「よし！　我々も手伝うぞ!!」


　石蕗つわぶきたちＫファイト実行委員会のメンバーも水鉄砲とデッキブラシを手に手に参戦し、校長を包囲してこすり倒す。たちどころに校長は全身泡人間と化した。


「こら、雛乃！　やめないか……うおっ、痛い！」


　これはシャッターチャンスだと大作は二眼レフを構えて撮さつ影えいする。しかし、他の生徒と同じく笑って眺ながめていた涼りよう子こが急に血相を変えて車両に避ひ難なんしたのを見て不ふ吉きつな予感を覚え、慌あわてて校長の側そばから離はなれた。


「ええい、やめろというのに!!」


　藤堂は両の掌てのひらを真下に打ちつける動作をした。











[image: ]








　ズバシャア！


　藤堂を中心として津つ波なみのような衝しよう撃げき波はが同心円状に広がり、全身の泡とともに雛乃たちを吹ふき飛ばす。〈波は濤とう掌しよう〉の神気の波動だった。距きよ離りをとった大作も余波に足下をすくわれて尻しり餅もちをつく。逃にげるなら涼子のように高い場所に上るべきだったようだ。


「……何だかもう台無しね」


　一人だけ車両に戻もどって難を逃のがれた涼子は、泡まみれの雛乃と石蕗たちを見てまるっきりコントだと溜ため息いきをついた。静馬と慶一郎の名勝負の余よ韻いんを味わうどころではない。


　冷却済みの静馬と泡だらけの藤堂たちを回収し、二年Ｂ組の車両は上じよう昇しようしてＴＴＴ号に連結した。静馬を医務室まで運んでベッドに寝ねかせると、大作は話があると涼子をデッキに連れ出した。


「これを見てください」


　大作はアルバムの最新ページを開いた。雛乃たちにデッキブラシで責められている校長の写真と、ついさっき撮とったらしい、ベッドに身を起こしている飛鈴フエイリンの写真がある。


「これがどうかしたの？」


「消えました」


「……何が？」


　大作は答える代わりにページをめくり、以前に撮った飛鈴の写真を見せた。それはドクター・カストルの診しん察さつを受けているところを撮った写真で、ほとんど間を置かず同じアングルで撮られたもう一枚の写真が並んでいる。一枚目の被ひ写しや体たいは飛鈴だが、二枚目には飛鈴ではなく別の人物が写っていた。


「消えたのは、飛鈴先生と重なって一いつ緒しよにいた美雪ちゃんですよ」


「──!!」


　二枚目の写真の被写体は鬼塚美雪だった。美雪は飛鈴に憑ひよう依いするような形で二重の存在になっていて、二眼レフのフォーカスをずらすことで初めて撮影できたのだ。大作の判断で涼子以外の人間には伏ふせられていた事実である。写っている美雪は一糸纏まとわぬ姿だが、その身体はネガ像のように黒く、半ば透すけていてまるで影かげのようだ。


「消えたってことは……飛鈴先生から離れたってこと？」


「ええ。たぶんこの世界で降りたんですよ」


「どうしてまた？」


「それは……」


「──彼が本物だからよ」


　会話に割り込んできたのは飛鈴だった。痛々しい包帯だらけの姿だが血色はずいぶん良くなっている。憑き物が落ちたからだろうか。


「彼というのは南雲先生のことですね？」


　大作は二眼レフで撮影しているため慶一郎が立体か平面かは把は握あくしていた。飛鈴は頷うなずき、


「草[image: ]君が介かい入にゆうしたことでこの世界の歴史が変わったわ……たぶん『鬼塚美咲が死なない可能性のある世界』にね。彼女の──鬼塚美雪の願いは『南雲慶一郎の娘むすめになること』だったけど、私にはその世界を作り出すことはできなかった。彼女が絶望して魔ま女じよになった原因は自分の母親の死が関かかわっているけど、この世界ならその悲劇を回かい避ひできるかもしれない……そう考えたからよ」


「つまりこの世界の美雪ちゃんは今、本物に変わっている？」


「まず間ま違ちがいなく、ね」


「よく分かるわね」


「当然でしょう？　ついさっきまで一心同体だったもの」


　飛鈴は冷ややかに微笑ほほえんだ。すこぶるつきの美女だけに愛あい嬌きようを消すと凄味が出る。暗殺拳を伝える一族の顔が垣かい間ま見みえるのだ。


「それで？　これからどうするわけ？」


「名めい簿ぼにある人はこれで全員撮りましたよ。さっき静馬さんと対戦した京極幻弥も立体に見えましたから一名プラスってことになりますけど」


「京極幻弥が本物……？」


　涼子の出会った[image: ]さかき原ばら烈れつ膳ぜんは自分を死者だと語っていた。幻弥も死せる魂たましいとしてソルバニアに回収されたのか、それとも大門高校の生徒たちと同じく生きたままソルバニアに来たのか──どちらだろうかと考えてみたが、どちらでも大した差はないと気付いた。レイハの言う通りなら生きているか死んでいるかは問題ではない。少なくもソルバニアに居る限りにおいては──


　車体に震しん動どうがあってＴＴＴ号が動き出したことが分かった。涼子は慌ててドアに駆かけ寄り、流れていく池袋の夜景を窓から見下ろす。


「ちょっと！　この世界でやることがまだあったんじゃないの!?　美雪ちゃんは降りたし、南雲先生だって──」


『──あ、運転手はボクだ～。車しや掌しようはキミだ～なんつってネ～』


　神経を逆さか撫なでする能天気な車内アナウンスが流れる。すでに秘伝書は取り戻したものの、座席の雑誌を入れるためのポケットに無造作に突っ込んでおくという雑な扱あつかいだったため、涼子のケインに対する怒いかりは収まっていない。


『次の停車駅は一九九六年の東京──東京に止まりマース』


「一九九六年……」


　三人は互たがいに顔を見合わせる。涼子と飛鈴がいた場所も一九九六年には違ちがいないが、現実とは別の世界だ。


「次の行き先がどの一九九六年かが問題ね」


「新しい一九九六年かもね……たぶん、だけど」


　軽い衝しよう撃げきとともに、列車は四次元トンネルに突とつ入にゆうした。


















　♯12　BIG TIME CHANGES




　一九九六年十一月三日──


　ソルバニアの魔ま王おうことベルンハルト・ジーモン＝アルハザードは、今や無人となった大だい門もん高こう校こうの特設コロセウムに独り佇たたずんでいた。


　右手に持った金属バット──〈シュバルツシュレーガー〉をクルクルと振ふり回しながら金銀妖よう瞳どうで辺りを睥へい睨げいする。太陽は暗黒球〈ペナント〉で隠かくされたままで、昼間にもかかわらず夕刻の暗さだった。時計の針は一時過ぎを指したところで止まっている。時計の針だけではない。風も、雲も、空を飛ぶ鳥さえもが静止していた。魔王に勝利した褒ほう美びとしてこの場に居合わせた全員をソルバニア送りにした直後の時点で、時間の流れは止められていた。


　魔王は美み雪ゆき／飛鈴フエイリンが座していたクリスタルの王座に腰こし掛かけ、長い足をこれ見よがしに振り上げてから悠ゆう然ぜんと足を組んだ。しかし落ち着いていたのはほんの短い間で、すぐに退たい屈くつしてだらしなく肘ひじ掛かけに寄りかかり、貧びん乏ぼう揺ゆすりを始める。


「ふむう……暇ひまだな」


　ひょいと右手を持ち上げて上に向けると、掌にパック容器入りのヤキソバが出現した。校内の屋台から瞬しゆん間かん移動で取り寄せたものである。割わり箸ばしをくわえて片手で割り、三口ほどで綺き麗れいに平らげる。


「不ま味ずい！」


　容器を投げ捨てると、今度はお好み焼きを取り寄せる。これもたちどころに食べ終えると「不味い」の一言で容器を投げ捨てた。そうやって次々と学園祭の模も擬ぎ店てんのメニューを食べては紙の皿やプラスチックの容器を王座の横に捨てて積み上げていく。


「脂し質しつと糖質と炭水化物ばかりだな。魔王の舌に合うジャンクフードがあるとでも思っているのか」


　ベルンハルトは一・五リットルのペットボトル入りのコーラを一気に飲み干し、盛大なゲップをする。次に取り寄せたのは丸い焼やき菓が子しだった。グラニュー糖が溶とけてキャラメル化したカリカリの表面にかぶりつくと、中身はバターの風味が詰つまったサクサクとした食感の生き地じである。甘かん味みの中にほどよく塩味がきいた複雑な味わいだ。


「ふうん……これがクイニーアマンか。くだらん……実にくだらん食い物だ」


　ベルンハルトは左手に手帳サイズの〈冥王の書アザナトウース〉を広げた。


「あまりにくだらんので記き憶おくに留とどめて永久に晒さらしてくれるわ。フハハハ」


　クイニーアマンを食べ終えた後も指に残ったキャラメルを舐なめる。続いて同じ二年Ｂ組の模擬店の紅茶をすすり、魔王は溜息を吐ついた。


「未成年ばかりだから致いたし方かたないとはいえ……酒がないのがけしからんな」


「──飲やるかい？」


　無人の闘とう技ぎ場に応こたえる声が響ひびく。


　魔王は鋭するどく目を細めて、目の前に現れた人物をにらんだ。


　黒い着流し姿の優やさ男おとこである。浅あさ葱ぎ色いろの帯を締しめ、着流しの下には真しん紅くの襦じゆ袢ばんを着込んでいる。足元は草履ぞうりだった。黒くろ髪かみは長く肌はだは白く、女と見み紛まがうばかりの色気の持ち主だが、よく見れば肩かた幅はばは広く、柔にゆう弱じやくな印象はない。水も滴したたる色男と評するに相応ふさわしい人物だった。


　着流しの男は左手に一いつ升しよう瓶びんを提さげていた。ラベルの銘めい柄がらは──『魔王』。


「フフン、俺様を飲もうって腹か？　つまんねえ洒落しやれだぜ……東ひがし方かた流りゆう玄げん」


　ベルンハルトは尖とがった鋸のこぎり歯ばを剝むき出だしにして獰どう猛もうな笑みを見せた。


「静止した時間の中でも平気な面つらでウロチョロするとは、さすが〈覚醒者アートマン〉ってとこか」


「いかに〈覚醒者〉でも完全に静止しているなら動くのは無理だ。限りなく光速に近付くことはできるがね」


　流玄の指し摘てきした通り、時の流れは限りなく減速しているだけで真の意味で停止しているわけではなかった。体感で丸一日が経過しても現実には一秒にも満たない──それほどに引ひき伸のばされている状態である。


「動けたところで意味があるのか？　この静止した時間の中では生態系からの信号を受けとることはできん。つまり覚かく醒せいしたところで正しい戦せん闘とう行動は取れないってことだ」


「逆に考えればどうかな？　正しくない戦闘行動なら取れる、と」


「ふうん……？」


「試してみるかい？」


　流玄は一升瓶をベルンハルトに向かって放り投げた。二人の相対距きよ離りはおよそ十メートルあるが、一升瓶はその半分も飛ばずに空中で静止する。流玄は自分で投げた一升瓶を追おい越こし、一いつ瞬しゆんにして間合いを詰めていた。三本の指で何かを摘つむような形にした手を、魔王の鼻先に突つきつける。


「この指の間にあるものが何か──分かるか？」


「水素原子だな」


「これをどうすると思う？」


「……フフン、どうする？」


「こうするのさ」


　流玄はパチンと指を弾はじいた。


「──〈重水素原げん子し核かく融ゆう合ごう指し弾だん〉!!」


　次の瞬間、小型の太陽が地上に出現した。


　広島型原げん爆ばくのおよそ百発分に相当する爆ばく発はつエネルギーが解放され、大門高校を中心とする半径三十キロ圏けん内ないが強きよう烈れつな熱線に灼やかれ、さらに爆ばく風ふうおよび衝しよう撃げき波はによって破は壊かいし尽つくされる。核融合反はん応のうの莫ばく大だいな熱量は爆ばく心しんにいたベルンハルトと流玄の肉体を蒸発させ、大門高校を影かげも形も残さず粉ふん砕さいして巨きよ大だいなキノコ雲を生み出した。


　──と。


　爆発から十数秒後、天を衝つくキノコ雲がビデオを逆再生するように縮んでいく。破壊された板橋区と周辺地域の人や建物が爆心地に向かって順に再生し、やがて大門高校が、そして魔王と流玄の肉体までもが元通りになった。宙に静止している一升瓶とその中身も、王座の横の空き容器のゴミの山に至るまで、すべてが爆発前の状態に戻もどされた。


「てめえ～～バカか!?　核融合指弾だあ!?　どう見積もっても撃うったてめえ自身が爆心地じゃねえかよ!!」


　激げき怒どするベルンハルトに対し、流玄は悪びれもせず涼すずしい顔で、


「さすがは魔ま法ほうだな。原子の配列まで完全に元通りか。いや、むしろ元通りにしか直せないのか。なにせもう一度核融合指弾が撃てる状態だし」


「うわっ、バカ！　やめろっつってんだろうが!!」


　流玄が指を弾く構えを見せると、魔王は両目から稲いな妻ずま状の怪かい光線を放った。流玄は二本の指で光線を挟はさみ、手首を返す。軌き道どうを変えた光線が空を薙ないで走り、魔王の首を切り飛ばした。ベルンハルトはすっ飛んだ自分の首を手でキャッチし、元の位置にくっつける。首の切断面はすぐに融ゆう合ごう再生して傷も残らない。


「おのれ〈覚醒者アートマン〉め……たかが人間のくせにデタラメすぎるぞ！」


「行動速度が限りなく光速に近付けば、指先で原子を擦こすり合わせて核融合反応を起こすことも朝飯前さ。もっとも使うと死ぬけどね」


「理り屈くつはともかく何のつもりだ!?　曲がりなりにも地球の守護者が地球をぶっ壊こわすような真ま似ねしていいと思ってんのか？」


「魔法で直るんだからいいじゃないか」


「目的を言え！　何しに来た!?　弟で子しを助けに来たわけでもあるまい」


「いやいや、もちろん助けに来たのさ。まんざら他人ってわけじゃなし……」


　流玄は顎あごに手をやり、にんまりと悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。


「それはそれとしてだ……お前さん、人の願いを叶かなえるのが仕事だよな？　だったら俺の願いも叶えてもらおうか」


「フン、望みだと？　何だ、言ってみろ」


「〈覚醒者〉ってのも因果な商売でね。これだけの力を持っていても自分の意志で自由になるもんじゃない。もちろん地球の生態系を守る使命が大事だってことは分かってるんだが……たまに思うんだ。〈覚醒者〉の力を思う存分に使ってみたいとね」


「てめえ……まさか!?」


「幸いにもこの時間静止状態なら〈星の声〉も聞こえないし、自分の意志で〈覚醒者〉の力を振るうことができる。ついでに何をやっても魔法で元通り……まさに至いたれり尽くせりってやつだ。こいつはもう、どうぞ好きに暴れてくれと言ってるようなもんだよなあ」


「言ってねええええ！」


　逆上する魔王にお構いなしに流玄は拳こぶしを突き出した。


「──〈陽よう子し線せん対つい消しよう滅めつ粒りゆう子し加か速そく拳けん〉!!」


「やらせるかァ！」


　カキィン！


　正せい拳けん突づきに伴ともなって撃ち出された荷電粒子ビームを、ベルンハルトは〈シュバルツシュレーガー〉で打ち返した。ビームは大たい気き圏けん外に飛んでいく。


「ふざけた真似はそこまでにしやがれ！」


　右手の金属バットが〈魔ま王おう剣けんシュバルツカイザー〉に変化する。


「本気を出すのは大いに結構……だが、俺を殺せるかな？」


　流玄の問いに魔王は忌いま々いましげに口元を歪ゆがめた。魔王の戦闘力をもってすれば単純に殺すだけなら造作もない。しかし死んでも魂たましいがソルバニアに送られるだけだと分かって言っているのだ。


「確かに〈覚醒者〉をうっかりソルバニア送りにはできん……しかしやりようはある。〈覚醒者〉が〈覚醒者〉として行動できるのは誕生した惑わく星せい上の環かん境きようでのみだ。超ちよう重力の檻おりに閉じこめたうえで他の惑星に送るというのはどうだ？」


「そりゃ退屈そうだな」


「安心しろ。亜あ光速でカッ飛ばしてやる」


　ベルンハルトが〈冥界の卵イエンザイツ・アイ〉を放とうとしたその時、黒い稲妻が頭上から降り注いだ。収しゆう斂れんする雷らい電でんが魔王の身体からだを貫つらぬき、激しく痙けい攣れんさせる。


　ひときわ太い落らく雷らいと共に流玄の隣となりに忽こつ然ぜんと人ひと影かげが現れた。拘こう束そく衣いと思おぼしき灰色のツナギを着た青年である。浅黒い肌に、黒髪に一ひと房ふさだけ混じった白髪しらが。黒い木刀を携たずさえる左手の小指は炭化したように黒く染まり──


「拝おがみ暁あき人と……〈覚醒者〉が二人もだと!?」


　ベルンハルトは〈ルドラの瀑ばく雷らい〉を浴びて角質化した皮ひ膚ふを剝はぎ取り、蛇へびが脱だつ皮ぴするように脱ぬぎ捨すてた。


「しかしお前の場合まだ大規模破壊技を使わないだけマシか……言っておくが〈闇やみ神威カムイ〉の神しん罰ばつの雷いかずちといえどもこの魔ま王おうを葬ほうむることはできんぞ」


　余よ裕ゆうの高笑いを上げようとしてベルンハルトは思いとどまった。


「待てよ……？　てめえら、いったい何をしに来た!?　〈星の声〉が聞こえないのなら、この魔王を滅ほろぼす命令を受けたはずはない──」


「こっちの彼は俺が助っ人に呼んでおいたんだ。二人がかりなら何とかなりそうだと思ってね」


「何とか……だと!?　何をどうするつもりだ？」


「魔王にも分からないことがあるとはね。こいつは愉ゆ快かいだ」


　流玄はにこやかに笑いながら指を弾く。核融合指弾の莫大なエネルギーは魔王剣の剣けん尖せんに生じた暗黒の渦うずに吸収され、その凄すさまじい破壊力を発揮することなく消失した。しかしタイミングを合わせて暁人が同時に〈ルドラの瀑雷〉を纏まとわせた木刀で魔王の左手を攻こう撃げきしていた。切っ先が左ひだり腕うでの肘ひじまで真っ二つに縦に割り、魔王の血が刀身を伝い暁人の手を濡ぬらす。


「フン！　神の雷でも効かぬと言ったはずだ」


　炭化した組織が再生して木刀を押し返していく。左腕が完治したその瞬しゆん間かん──


「コード解かい析せき──完かん了りよう」


　暁人の肉体そのものが黒い電光と化し、魔王の左掌てのひらに吸い込まれるようにして消えた。


「……バカな!?」


　ベルンハルトは自分の左手を愕がく然ぜんと凝ぎよう視しした。魔王の〈智ち〉を司つかさどる〈冥王の書アザナトゥース〉のシンボルが浮うかび上がっている。暁人が消えたのはベルンハルトの仕し業わざではなかった。


「己自身を量子データ化してソルバニアに侵しん入にゆうしただと!?　しかもこの魔王の遺伝子コードを利用して！」


「お前の肉体は〈覚醒者〉の血でできているからな。コピーは簡単。魔王のコードでどこでもフリーパスのやりたい放題だぜ～？」


「この魔王がそんなことを許すとでも!?」


「それが許すんだなあ。魔王は忙いそがしくってそれどころじゃない」


　流玄は両手の指を弾き、二発の核融合指弾を同時に炸さく裂れつさせた。魔王剣の作り出すブラックホールはそのエネルギーを吸収しきれず、爆心から半径二キロ圏内が焦しよう土どと化す。破壊の直後には魔法により原子レベルで再構成されベルンハルトと流玄の肉体ともども完かん璧ぺきに復元された。


「つまり──お前がこの魔王に負荷をかけ続けることでリソースを奪うばい、ソルバニアにおける拝暁人の活動を掩えん護ごするという作戦か!!」


「さすがは魔ま界かいの盟主。お利口さんだ。核融合指弾を完全に消しよう滅めつさせるには膨ぼう大だいな演算が必要だし、二発になっただけでこれだけの誤差が出る。破壊された物体を再構築するのも大きな負荷だ」


「しかし魔王のコードを使ってソルバニアに侵入できたところでどうなる？　ナビゲーター無しでは永久に彷徨さまようだけだ」


「案内人なら大勢いるさ。ソルバニアで〈ルドラの瀑雷〉を使えばどうなる？」


「触ふれた者はソルバニアに接続している本物の肉体を破壊されるだろう。ソルバニアでは奴やつの雷は極きわめて効率よく伝わる……おそらく一いち撃げきで億単位の人間が死ぬな。ソルバニアを構成する基幹システムを崩ほう壊かいさせるつもりか!?」


「暁人は真の意味での死神だ。神罰の雷に打たれた者は魂も残さず滅めつ殺さつされる……ってことは、できるだけ速やかに目的を果たしてお帰りいただきたいと思うんじゃないかなあ」


「ソルバニア人が率先して奴を目的地まで案内すると言うのか!?」


「下手に〈覚醒者アートマン〉に挑いどんで殺されても死に損だからね」


「やれやれだな」


　魔王剣が形を変え、何の変へん哲てつもない釣つり竿ざおになった。針と糸はなく竿だけである。


　ベルンハルトはニヤリと笑うと〈サオダケ〉を空に向かって振ふった。地上から魔王の姿が瞬しゆん時じに消え去る。


（フフフ……〈サオダケ〉は超空間転移故ゆえに移動の軌き跡せきは残らん。俺様がここにいることは知る由よしもあるまい）


　月の北半球東に位置する〈危難の海〉に降り立ったベルンハルトは、ほぼ真空中のため声には出さずにほくそ笑んだ。額に手をかざし、丸い地平線の上に浮かぶ地球を眺ながめる。


（あれが人類発はつ祥しようの惑星のかつての姿か……いや、絶景かな）


　無音の衝しよう撃げきがベルンハルトを襲おそったのはその直後だった。魔王を中心として周囲の地面が一メートル以上も陥かん没ぼつし、月面に新たなクレーターが刻まれる。巨大なパワーに押おし潰つぶされ、月面を覆おおう砂に身体をめり込ませたベルンハルトは、前方に重力レンズを作り出し、光を歪めて地球を観測した。大門高校の闘とう技ぎ場にいる東方流玄が、月に向かって右手を突つき出だしている。


『──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉！』


　そう口が動くと、月面のベルンハルトを神気の光が直ちよく撃げきした。最初の一撃でできたクレーターを上書きするさらに巨きよ大だいな凹へこみが〈危難の海〉に生まれる。上空から見たそれははっきりと掌の形をしていた。


『月面に逃のがれたところで〈神威カムイの拳けん〉の間合いからは逃にげられんよ。この〈天覇龍凰拳〉は地球に衝しよう突とつする小しよう惑わく星せいを破は壊かいするために編み出された技わざだ』


　あくまで光を観測しているだけなので音声は聞こえないが唇くちびるの動きでしゃべっている内容は理解できる。〈覚醒者〉の能力は驚きよう異い的だが、ベルンハルトにとってこの程度の事態は織り込み済みだった。


（好きに撃うってくるがいい。月面にクレーターが多少増えたところで修復に要する演算は地球上での核かく融ゆう合ごう爆ばく発はつのほんの数千万分の一にすぎん。リソースに余裕がある今のうちに拝暁人をソルバニアから隔かく離りするプログラムを──）


　先の二発とは比ひ較かくにならない超高圧の神気の光が月面に降り注ぎ、魔王の肉体を蒸発させる。数秒後、魔法により肉体を復元したベルンハルトは、眼前に広がる光景に愕がく然ぜんとなった。


　月面の〈危難の海〉と呼ばれる平原が丸ごと消失していた。直径四百キロ、深さ数キロメートルにも及およぶ巨大な穴が穿うがたれている。まるで神の如ごとき巨きよ人じんが鉄てつ槌ついを叩たたき付けたようだ。月面からえぐり取られた岩がん塊かいは月の軌道から離はなれ、地球の引力に捕つかまっていた。その内の半分が地球に隕いん石せきとして降り注ぎ、核かく融ゆう合ごう指し弾だんどころではない大規模な破壊を地上にもたらすであろうことをベルンハルトは計算で弾はじき出した。


「地球の守護者のくせに、月の質量が減ればどんな影えい響きようがあるか分かっているのか!?」


『そう言わずムーンパズルでも楽しんでくれ』


　ベルンハルトは宇宙空間に飛び散った八百万個以上もの月の破片を元通りにするための演算を開始した。その間にも流玄は〈天覇龍凰拳〉を連射して月を破壊していく。


「きぃぃぃぃさぁぁぁぁまぁぁぁぁ～～～～ッ!!」


　流玄の予告した通り──魔王には拝暁人に構っている暇ひまなどなかった。


















　♯13　怪かい力りき熊くま男おとこ




「──あれだけ言ったのにまだ分からんのか!?」


　極道者でさえ心しん胆たんを寒からしめる野太い声が響ひびき渡わたった。


　豊島区某ぼう所しよ、午前零れい時じ──


　田た亀がめ組の事務所に乗り込んできたのは、優に二メートルを超こえる巨きよ軀くの持ち主だった。


　ただ背が高いだけではない。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうたる剛ごう健けんそのものの体格。鋼はがねの肉体という表現はこの男のためにあると言っても過言ではなかった。グレーのＴシャツの上にフライトジャケットを羽織り、下はカーキ色のアーミーパンツ、足元はゴツい軍用のブーツで固めている。異様に太い首に載のっているのはいかにも頑丈そうな顎あごをした男おとこ臭くさい顔だが、顔の上半分は夜店で売っているようなお面で隠かくされていた。アニメで有名なテディベアのキャラクターのお面である。


　待ち構えていた黒服のヤクザや手下たち十数名が匕首あいくちや日本刀等などの武器を手に熊男を取り囲んだ。しかし当の熊男は敵の数など意にも介かいさぬ様子で彼らを睥へい睨げいする。


「貴様ら排はい水すい溝こうに詰つまったケツ毛以下のゴミカス共が呑のん気きに生きていられるのは、この俺が広い心で見み逃のがしてやっているからだと前に教えたはずだ。性しよう懲こりもなく俺の組の者に近付くとはな……一度目はお情けをかけて軽いお仕置きで済ませてやったが」


　黒服のひとりが怒ど気きに顔面を赤黒く染めて怒ど鳴なる。


「情けをかけただと!?　総領の顔をメチャメチャにしやがって……」


「顔が残ってるだけ有り難いと思え。どうせカネは持ってるんだろ？　作り直せよ。汚きたないカネで汚い面つらをな」


　無む邪じや気きに笑っている熊さんのお面の下にある本物の口元は笑っていない。


「ところで、次にやったら貴様ら全員の目玉とキンタマを一個ずつ取り上げると約束したよな？　取り立てに来たぞ。約束通りにな」


「──ぶっ殺せ！」


　ヤクザのうち三人が隠し持っていた拳けん銃じゆうがほとんど同時に火を噴ふいた。しかし銃じゆう弾だんはあさっての方向に飛び、床ゆかや天てん井じように孔あなを穿つ。狙ねらいをつけられるはずもなかった。銃じゆう撃げきよりも早く、熊男の打った棒ぼう手しゆ裏り剣けんが三人の右目を正確に貫つらぬいていたからだ。続けて左手で打った手裏剣がさらに三人の右目の視力を永久に奪う。


「うらあああっ！」


　左右から同時に二人が刃は物もので斬きりかかった。熊男は右から振り下ろされてくる日本刀の刀身を横から掌で叩くと、左から突き込まれてくる匕首を体を開きながら躱かわし、その手首をつかみながら足あし払ばらいを仕し掛かける。匕首の切っ先が右の男の腿ももに刺ささり、日本刀が左の男の右耳をそぎ落として肩かたに食い込んだ。貫ぬき手てで二人の右目を抉えぐり、日本刀を奪う。


「安物だな」


　刃は紋もんを一いち瞥べつしただけで鼻で嗤わらう。


　長物を手にした熊男に背後から一人がナイフで突きかかる。熊男は見もせずに日本刀の刃やいばを右脇わきから背後に突き出し、男が自分から切っ先に飛び込むように仕向けた。切っ先が下腹を抉り、くぐもった悲鳴が上がる。熊男は刀を抜ぬくと男の右目を縦に切きり裂さいた。


　熊男は刀を逆手に持ち替かえて投げた。矢のように飛んだ刀は、事務所の奥おくの席に踏ふん反ぞり返かえっている六十代の恰かつ幅ぷくのいい男の肩を貫き、革かわ張ばりの椅い子すに縫ぬいつけた。刀身のほぼすべてが骨肉と椅子を貫かん通つうしている。組長は自分の肩から生えている刀の柄つかを悪い冗じよう談だんのように目を剝むいて見つめた。


「ぐふっ……いぎ……ひぎゃあああああ──ッ!!」


　数秒遅おくれて身も世もない悲鳴が上がる。


「腰こしを浮かしてんじゃねーぞブタが。大物らしくどっしり構えてろ」


　ヤクザたちは凍こおり付いた。熊男から組長の席までは八メートルも離れている。つまりこの事務所内で熊男の攻こう撃げきが届かない場所はないのだ。


「どうした？　素す手でになったぞ？」


　熊男は空になった手をヒラヒラさせる。正面にいたヤクザが刀で斬りかかった。熊男は滑すべるように間合いを詰めて下から柄つか頭がしらを叩く。ヤクザの手からすっ飛んだ刀が天井に刺さった。熊男はヤクザの鳩尾みぞおちに肘ひじを叩き込み、顎を掌しよう底ていで突き上げながら足を払はらう。


　ヤクザの身体からだが頭を中心に一八〇度回転し、空中で天地逆になって一いつ瞬しゆん、静止した。熊男はヤクザの顎をつかんだまま逆落としに床に叩き付ける。グシャリと頭ず蓋がいの潰れる音が響いた。


　最初に右目を潰されたヤクザが反はん撃げきを試みるが、熊男は一瞬で拳銃を奪い取るついでに手首と肘の関節を破壊する。熊男は襲ってくるヤクザを左手で捌さばきながら、右手の銃で他の男たちの肩と膝ひざの関節を撃ち抜いた。


　闘たたかいが始まって二分足らず──立っている人間は熊男一人になった。熊男は最初に使った手裏剣を回収すると、全員の右目を抉り、拳銃で股こ間かんに一発ずつ打ち込んでから、組長に近付いた。極道の世界で生き抜いてきた男は、スキンヘッドに大量の脂あぶら汗あせを滲にじませ、ガチガチと歯を鳴らしながら身を震ふるわせている。


「こ……殺せ……」


「自分で始末をつけたらどうだ？」


　組長が左ひだり腕うでを上げた。その手には銀色に光る拳銃が握にぎられている。机の抽ひき斗だしに隠していた物だろう。その銃口は熊男ではなく自分のこめかみに押しつけられていたが、引き金を引くよりも先に熊男が奪うばい取った。


「お前の失敗は、俺に出会う前に死んでおかなかったことだ」


　熊男は組長の頭をつかんで固定し、親指で右の目ま蓋ぶたをこじ開けた。


「ここで死ねると思ったら大おお間ま違ちがいだ。それどころか天てん寿じゆを全まつとうしてもらうぞ。残りの人生はさぞかし惨みじめなものになるだろうが、退たい屈くつしないように一つ役目を与あたえてやる。〈飛ひ天てん流りゆう〉の強さと恐きよう怖ふを語かたり継つぐという役目をな──」


　熊男は蝸牛かたつむりの歩みと同じ速度で、組長の右目に手裏剣を差し込んでいく。


　喉のども裂けんばかりの絶ぜつ叫きようが、長く──長く尾おを引いた。












〈一九九六年四月十三日──晴れ〉





　俺の名は鬼おに塚づか慶けい一いち郎ろう。二十九歳。


　身長二〇四センチ。体重一二七キロ。


　職業──東京都立大だい門もん高等学校教きよう諭ゆ。担当教科は体育。


　渾あだ名なは〈鬼おに慶けい〉。名字と名前から一文字ずつ取っただけで何のヒネリもない手て抜ぬきだ。面と向かってそう呼ばれることはまずない。多少なりとも俺を知っている者なら、名は体を表す式の絶ぜつ妙みようなネーミングだと知っているからだ。つまり──顔が鬼おに瓦がわらに似ている。身体つきも仁王像にそっくりだ。性格は自分では温厚な方だと思うが信じてもらえない。


　この春から二年Ｂ組の担任になった。正規の部活動の顧こ問もんは担当していないが、週に二回、校内で護身術の講習会を開いているのでこれが部活動に相当するかもしれない。


　顧問をやらないのは、飛天流の師し範はん代だいとして道場を任されているためだ。飛天道場で門下生を指導するかたわら俺自身の修しゆ行ぎようもあるのでなかなか忙いそがしい。俺の師し匠しようは三人いて、養父の鬼塚鉄てつ斎さいからは飛天流剣けん術じゆつを、毒ぶす島じま天てん堂どうからは神しん武ぶ館かん骨こつ法ぽうを、姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうからは姫川流柔じゆう術じゆつをそれぞれ学んでいる。これらの古流武術は飛天流を元にしており、戦後の後こう継けい者しや不足もあって三人に分割して伝えられたのだという。三人がかりで寄ってたかって俺に教え込み、流派を再統合することで本来の飛天流を復元しようと目もく論ろんでいるらしい。至し極ごく光栄なことではあるのだが、修行の量が単純に三倍になるため毎日が武術浸づけだ。俺以外の人間ではまず身が保もたないだろう。さすがの俺でもストレスが溜まるため、時には実地訓練を兼かねたレクリエーションも必要だ。


　そういうわけだから部活の顧問どころかクラス担任になるのも控ひかえたいところだが、今年度の二年Ｂ組の担任だけは他ほかに譲ゆずれない事情があった。


『俺が担任にならないと、本来辿たどるべき歴史が変わってしまうから』らしいが──





　　　　一





「やはりクサナギという名の生徒はいないのか……おかしな話だな」


　食事中は沈ちん黙もくを通す鉄斎が珍めずらしく口を開いた。


　鬼塚家の朝食の席である。美み咲さきがご飯を盛った丼どんぶりを慶一郎に手て渡わたしながら、


「新入生にもいないということは……そのうち転入してくるのかしら」


「どうかな。あの小こ僧ぞうの言い分はずいぶんと怪あやしかった。一年や二年ずれてもおかしくはない」


「あら、でも阪はん神しんは日本一になりましたよ？」


「それ以外にめぼしい予言は残していないではないか。それに阪神ファンは毎年同じ事を言っている。証しよう拠こにはならん」


　二人のやり取りを聞いていた美み雪ゆきが箸はしを止めて訊たずねる。


「……おじいさま。去年も同じ話をされてませんでした？」


　その指し摘てきの通り、ちょうど一年前も家族の間で同じ会話が交かわされていた。十二年前に現れた自じ称しよう〈時をかける番長〉の言葉通りに本年度に二年Ｂ組の生徒になっているということは、順当に考えれば昨年の新入生のはずである。今年の新入生の名めい簿ぼにも名前がないとなると、やはり中ちゆう途とで転校生としてやってくると考えるのが妥だ当とうだろう。


「そのクサナギって人、叔お父じさまとケンカするために未来から来たって言うけど……今会ったらおかしなことにならない？」


「おかしなことって？」


「だって……向こうから見て叔父さまは初めて会う相手だけど、叔父さまから見れば知ってる人でしょ？　変な気分になると思うけど」


「ふむ……確かに、言われてみればそうだな」


　これから慶一郎が出会うクサナギ・シズマは、十二年前に出会った当人からすれば少し過去の存在ということになる。十二年前は慶一郎の方が『初めまして』の立場だったが、次に会う時には逆転するわけだ。実に奇き妙みようなことだが理り屈くつで考えるとそうなる。


「……で、次は勝てるのだろうな？」


「まず勝てるでしょう。向こうは昔のままの歳としだし、それに完全勝利しなければ辻つじ褄つまが合わない」


　鉄斎の問いに慶一郎はそう断言した。相手は〈神威カムイの拳けん〉なる超ちよう能のう力りよくじみた武術だが、三つの流派を総合した飛天流ならば十分に対たい抗こうできるだろう。単に勝利するだけでなく圧勝が条件なので手が抜けない。現代の慶一郎には勝てないので過去に遡さかのぼって勝負しようというシズマの動機がなくなると、十二年前の勝負が実現しなくなりタイムパラドックスが生じるからだ。しかし過去の自分と勝負させるために現在の自分がシズマをやっつけねばならないというのも、考えれば考えるほど頭がこんがらがってくる。鬼塚家にはＳＦ的な思考で適切な解かい釈しやくができる人間がいないため、矛む盾じゆんが生じそうなことはとにかく避さけるという対策しかできない。


　朝食を終えると美雪は巫み女ことして境けい内だいの掃そう除じへ、鉄斎は道場へ向かう。慶一郎は二階の自室に戻もどり、出勤の支し度たくを始めた。土曜日くらいはカジュアルな恰かつ好こうで出勤したいところだがそうもいかない。ワイシャツに袖そでを通し、スラックスを穿はいたところで階段を登る足音が聞こえてきた。


「どうぞ」


　慶一郎が襖ふすま越ごしに声を掛かけると、朝食の片付けを済ませた美咲が部屋に入ってきた。着き替がえの最後の仕上げにネクタイを結び、高校教師・鬼塚慶一郎を完成させるのが美咲の役目である。美咲が慣れた手つきでネクタイを結ぶその間、慶一郎は直立不動で待つ。


「……はい。できた」


　美咲はネクタイを締しめ、慶一郎の分厚い胸むな板いたを軽く叩たたく。その手は胸の上に置かれたまま動かない。


　しばし見つめ合った後、慶一郎は美咲の柔やわらかな身体を抱だき締め、軽くキスをした。


　ほんの十数秒の抱ほう擁よう──一日のうちに二人きりになれるのはこの時間だけだった。


　これは不ふ倫りんには当たらない。美咲は慶一郎が正式に鬼塚家の養子となって間もなく離り婚こんしている。結けつ婚こんした時も唐とう突とつだったが、離婚の報告もまた同様だった。常識円満な美咲がこれだけは例外的に父親の鉄斎に一いつ切さいの断りなく自分だけで決めて行動したのだ。美咲は理由については黙もくして語らなかったが、離婚自体には慶一郎自身も大いに賛成だった。夫の嘉か神がみという男が気に食わなかったことはもちろん、何より美咲の近くに居られることが嬉うれしかった。


　慶一郎が美咲と情を通じたのは離婚から一年余り後である。慶一郎に求められると美咲は拒こばまなかった。ただし義理とはいえ姉きよう弟だいであるから、この関係は二人の間だけの秘め事となっている。必要な手続きを取れば養よう子し縁えん組ぐみを解消してあらためて夫婦となることも可能だが、これまで互たがいにそれを言い出したことはなかった。


　美咲が胸を押した。慶一郎が腕うでの力を抜ぬくと、美咲はするりと抜け出して階段を降りていく。出勤の支度を済ませて再び玄げん関かんで顔を合わせた時には、恋こい人びとから普ふ段だんの母親の顔に戻っていた。


「今日のお昼は皆みなさんいらっしゃるのね？　十人分もあればいいかしら」


「ええ、お願いします。では行ってきます」


「行ってらっしゃい」


　美咲に見送られて出勤する。生徒の姿もまばらな早朝の通学路を大おお股またに歩きながら、慶一郎はこれからのことを考えた。


　いつまで待ってもクサナギ・シズマは現れないのではないか──慶一郎は漠ばく然ぜんとそう思った。シズマが噓うそをついていたという意味ではない。慶一郎がシズマと出会ったことで歴史の流れが変わり、シズマが本来いた一九九六年とは異なる世界になっている可能性を考えたのだ。少なくとも現在の自分はシズマに殴なぐられなければならないようなダメな人間ではないと思える。そして何よりの証拠は美咲が今も無事で生きているという事実である。十二年前のシズマの言葉から推測するに、何らかの事件か事故によって美咲はすでに世を去っているはずであり、それがすでにタイムパラドックスだと言える。


　再会を楽しみにしている美咲や鉄斎には悪いが、仮に会えたとしても十二年前のあのシズマとは別人と考えるのが妥当だろう。しかしそれでも構わない。なぜなら『美咲を生しよう涯がいかけて守る』という約束は今も続いているのだから。


（あと一年待って何もないようなら──その時こそ美咲さんにプロポーズしよう）


　そう決意を固めると、胸に淀よどんでいた得体の知れない不安は綺き麗れいに吹ふき飛とんだ。





　　　　二





　大門高校はとくに何の変へん哲てつもない平へい凡ぼんな都立高校である。


　高島平団地の建設に合わせて作られた高校で、生徒もほとんどが地元から通っている。特別教室をはじめとして体育館、講堂、柔じゆう剣けん道どう場じよう、グラウンドやテニスコート等の設備が充じゆう実じつしており、とくにグラウンドは都立高校の中でも最大の広さを誇ほこる。マンモス団地の需じゆ要ように合わせて余よ裕ゆうをもって作られているのだろう。たまに他の高校に行くとひどく手て狭ぜまに感じることも多いので、ここは自じ慢まんしていいポイントだ。


　変わったところと言えば今年度からロシア人の女性が教頭として赴ふ任にんしてきたことだ。軍服が似合いそうなクール・ビューティな外見から早さつ速そく〈傭よう兵へい教頭〉のニックネームが付けられたが、当人は見た目ほど冷血でも堅かた物ぶつでもなくいたって常識人である。藤とう堂どう校長が海外視察に出ているため実質的に我が校のトップとして校長の業務を代行している。


　慶一郎は早練の運動部をひと通り見回った後、学年主任の早さ乙おと女め巌いわおとともに校門で登校してくる生徒たちを出で迎むかえた。予よ鈴れいが鳴り、遅ち刻こくギリギリで来た生徒たちを追い立てながら教室に向かう。始業のチャイムと同時に二年Ｂ組に入ると、先に来ていた副担任の青あお木き美み沙さ緒おが椅い子すの上に乗り、黒板の落書きを消そうと必死に腕を伸のばしていた。中学生でも通用しそうな小こ柄がらな身体からだつきとはいえ普ふ通つうに椅子に立てば届く高さだが、ガタつく椅子に怯おびえて腰こしが引けているためあと一息で届かない。慶一郎は音もなく背後から近付き、美沙緒の両りよう脇わきに手を差し込んでフォークリフトよろしく持ち上げた。


「きゃわ～～～～ッ!!」


　美沙緒は悲鳴を上げて手足をバタつかせた。あまりに過か剰じような反応なので床ゆかに降ろすと、美沙緒は涙なみだ目めになって慶一郎に猛もう抗こう議ぎした。


「何度も言いますけど子こ供ども扱あつかいしないでください！」


「……すいません」


　新学年の第一週目にして早くも定番化しつつあるやり取りに、教室のあちこちから笑い声が漏もれた。身長で五十センチ以上、体重で三倍差の凸でこ凹ぼこ担任コンビは並んでいるだけで面おも白しろい。慶一郎は美沙緒の手からすっ飛んでいった黒板消しを拾ってきて、教きよう壇だんの中央からほとんど動かずに黒板の端はしから端まで綺麗に拭ふいた。教きよう卓たくに向き直り、美沙緒の号令で生徒たちと共に一礼した後、名めい簿ぼを見ながら出席を取りはじめる。


　遅刻者もなく全員出席──だが、慶一郎は注意深く教室を見み渡わたした。空いている席はないものの、何故か物足りないような気がしてならない。これは二年Ｂ組の担任になってからずっと続いている奇妙な違い和わ感かんだった。まだ一週目なので単に慣れていないだけだろうが、本来ならクサナギ・シズマがいるはずのクラスだという意識のためだろうか。


「──鵜う飼かい」


「はい？」


　教卓の真正面の席に座っている鵜飼了りよう介すけに声をかける。


「お前……前からその席だったか？」


「火曜日に席せき替がえして以来、ここですけど？」


「そうか。ならいい」


　慶一郎は教壇から見て左、窓側の列に目を向ける。列の一番後ろの席にいるのは御み剣つるぎ涼りよう子こで、その隣となりはタイ人に異様に似ている溝みぞ渕ぶち猛たけしだ。何も問題はない──そのはずだ。


　入学式後の最初の土曜日である今日の一時限目はＨＲ、二時限目以降は新入生歓かん迎げい会かいと校内オリエンテーリングが予定されており全学年とも通常授業はない。


　ＨＲを終えて講堂へ移動する途と中ちゆう、慶一郎は廊ろう下かで涼子を呼び止めた。


「例の件は片付けておいた。あの組の人間が手を出してくることはもうないだろう」


「ご迷めい惑わくをおかけしました。師し範はん代だい」


　涼子は深々と頭を下げた。御剣涼子は飛ひ天てん道場で最も若い世代の門下生の筆頭である。


　長身で体格に優すぐれ、しかも美人──と言うよりは男前と評した方が適切か。立たち居い振ふる舞まいが颯さつ爽そうとしていて袴はかま姿すがたで剣けんを取ると実に様になり、女剣けん客きやくという肩かた書がきがしっくりくる。性格の方は短気でケンカっ早く、頭に来ると平気で人を木刀でぶっ叩く危険人物だが、いわゆる不良娘むすめではなく、不正を見過ごせない俠きよう気きの持ち主である。慶一郎とは中学時代に不良グループを相手に大立ち回りを演じているところに出くわして以来の付き合いで、飛天流の技わざを幾いくつか手て解ほどきし、高校入学を機に慶一郎が鉄斎に紹しよう介かいして正式に入門を許された経けい緯いがある。飛天流を伝統芸能ではなく実用の技として活用している希け有うな人材だが、悪党と見るとついケンカを売るのでトラブルが絶えない。門下生の不始末を処理するのも師範代の務めだった。


「今回のことで学んだな？　中ちゆう途と半はん端ぱにダメージを与あたえると反省を促うながすどころかかえって復ふく讐しゆう心しんが募つのるものだ。やる時は再起不能にするつもりで徹てつ底てい的てきにやれ。その覚かく悟ごがない内は手を出すな」


「はい。肝きもに銘めいじておきます」


　涼子は神しん妙みような態度で答えたが、口で言うほど簡単ではない。頭で考えるよりも身体が先に動くタイプなので、どうせまた近いうちに何かしらトラブルを起こすに決まっていた。むしろそうでなければ面白くない──それが慶一郎と鉄斎の共通見解である。どうしても暴力で解決せねばならない事態に遭そう遇ぐうした際にいかにして即そく応おうし勝利するかというのが飛天流の要点であり、保身のための知ち恵えや小こ賢ざかしさは無用のものだった。


「今日のゲストは何時に来る？」


「午後一時半に飛天神社で待ち合わせることになっています」


「すると昼飯は鬼塚家うちで食うんだな？」


「はい。御ご馳ち走そうになります」


　反省タイムは終わったらしく涼子はケロリとした顔で、


「美咲さんは御お握にぎりを作ってくれますよね？」


「たぶんな。だが昼は三個くらいにしておけよ。お前にも演武をしてもらうからな。満腹で動けなくなっては困る」


「たったの三個？　う～ん、それはちょっと約束しかねますね～」


　その倍は食べる気満々の顔だ。校内放送で集合を促すアナウンスが流れる。


「では師範代、またお昼に」


　涼子は一礼すると風のように歩き去った。





　　　　☆





「──叔お父じさま！」


　教師としての仕事を終えて校門を出るなり、待ち構えていたらしい美雪が駆かけ寄より、飛び付いてきた。慶一郎もあらかじめ察していればこそ余裕で受け止められたが、並の大人が不意打ちで食らえば押おし倒たおされる勢いだ。


「こんにちは、鬼塚先生」


「チィ～ッス！」


　丁てい寧ねいに挨あい拶さつしたのは美雪の同級生の神かん崎ざき唯ゆい、極きわめて適当なのは姫川沙さ羅らである。沙羅は三人の師し匠しようの一人、姫川雷蔵の孫まご娘むすめなので立場的に上なのか下なのかは微び妙みようなところだが、道場の外なのでひとまず不問とする。四よツ葉ば中の二年生一行にはさらに二人の男子──泉いずみ谷や万かず騎きと九く条じよう鳴なる海みが一いつ緒しよだった。鳴海は中学生ながら飛天流の門下生で涼子の弟弟で子しにあたる。飛天流とは別に家伝の古流武術を学んでいる万騎は外弟子の扱あつかいで道場に出入りしている。


「お前たちも今日の演武会を見学するんだな？」


「僕は一度帰宅してから道場に伺うかがいます」


「自分はこのままご一緒させていただきます」


　鳴海は普段の一いち人にん称しようは『俺』だが慶一郎や鉄斎の前では軍人ぽい口調になる。


　慶一郎は五人を引率する形で飛天神社に向かった。上じよう機き嫌げんの美雪は慶一郎の左ひだり腕うでにしがみついて離はなれない。


　高校では〈鬼おに慶けい〉と呼ばれ生徒ばかりでなく同どう僚りようからも一目置かれる慶一郎だが、美雪にとっては歳としの離れた兄のようなものだった。昔から美咲は何かと口実を設けては美雪のお守りを慶一郎に任せた。小学校に上がるまでは毎日のように風ふ呂ろに入れていたし、遊びにも勉強にも付き合い、ほとんど父親代わりに世話を焼いてきた。正直子供は苦手なので戸と惑まどうことも多かったが、美雪の方がよく懐なつき、美咲よりも慶一郎と一緒に居たがるほどだった。血は繫つながらないとはいえ自分を慕したってくれる姪めいっ子が可愛かわいくないわけがない。


　さすがに中学に入ってからは家の中では慎つつしんでいるが、外で会うと人目もはばからず甘えてくる。悪い気はしないが同級生がいてもお構いなしなのはさすがにどうかと思う。毎度のことなので沙羅と唯は気にせず雑談している。背後にいる万騎と鳴海の会話が聞こえてきた。


「鳴海、君には同情するよ」


「何がだ？」


「君には同情すると言っているんだ」


「……だから、何をもって同情に値するのかと訊きいている」


　この二人の会話は傍そばで聞いていても要領を得ない。菩ぼ薩さつ顔で慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度の万騎が、無愛想な鳴海を言葉巧たくみに愚ぐ弄ろうする展開になるのがお決まりのパターンだ。


「つまり君には勝ち目がないという意味だよ」


「要約すべき内容も話していないのにつまりという言い方はおかしい。俺に勝ち目がないとして、相手が誰だれで、何の勝負なのかを明確にしてもらおう」


「それは拒きよ否ひするよ」


「何な故ぜだ？」


「君はそれを自分で気付くべきであって、僕が指し摘てきするのはあまりに忍しのびない。だから僕が君に伝えられる事こと柄がらはひとつだけなんだ。君には同情を禁じ得ない、と」


「身に覚えもないのに同情される謂いわれはない」


「…………」


「その憐あわれみに満ちた目つきをやめろ」


「これは憐れみではなく蔑さげすみの目つきだよ」


「なお悪いだろ」


　もう少し腹を立てるか一笑に付すかすればいいようなものだが、どちらもせずに万騎の悪ふざけに我が慢まん強づよく付き合うあたり鳴海も変わり者といえる。もっともつかみ合いのケンカに発展したとしても鳴海が万騎を圧あつ倒とうできるとは限らない。万騎の使う古流は関節技が専門で、受けに回るといやらしい。この会話も相手を怒おこらせて攻こう撃げきするように仕向けるための話術の訓練なのかもしれない。


　万騎が何をネタに鳴海をからかっているのか察しはついたが、それを口に出すほど慶一郎も野暮ではなかった。





　　　　三





　午後二時──飛天道場には飛天流門下が一堂に会していた。


　鉄斎の弟子で飛天流剣けん術じゆつの直系は慶一郎の他ほかに弥や永なが源げん太た郎ろう、御剣涼子、獅し子し倉くら達たつ哉や、九条鳴海がいる。姫川流柔じゆう術じゆつからは沙羅と小こ関せき遼りよう二じ、毒島天堂の神武館からは氷ひ室むろ那な智ちが参加していた。泉谷万騎も末席に加わっている。


　演武会の主しゆ旨しは飛天流三派の門下生の修しゆ行ぎようの成果を見せ合い、三派の統合に向けて交流を深めることにある。それに留とどまらず、毎回他流派からも一人か二人のゲストを招いているが、今回は珍めずらしく涼子の伝つ手てである。


「──やあっ！」


　鋭するどい気合とともに薙なぎ刀なたの切っ先が翻ひるがえり、空を裂さく。


　飛天流一門の見守る前で演武を披ひ露ろうしているのは、見み目め麗うるわしい美少女だった。お嬢じよう様さま学校として知られる白はく鳳ほう女学院三年生の才さい媛えん──霧きり林ばやしあずみである。演武というよりは演えん舞ぶと呼ぶべき流りゆう麗れいな動きだが、足運びの巧たくみさといい、攻せめの中に守りを忘れず、守りの中にも攻めを秘めた精せい妙みような薙刀の技と緻ち密みつな連続技は刮かつ目もくに値した。慶一郎は真しん剣けんを取って相対した場合を想像してみたが、敗北こそしないものの攻め崩くずすのは容易ではないと確信した。古流の技の多くは失伝して体系としては形けい骸がい化しているものが大半だが、この霧林流薙刀なら十分に実戦で通用するだろう。


　あずみは最後におそらく霧林流の奥おう義ぎであろう、左右の足を踏ふみ換かえながら攻め込む奇き妙みような技を見せた。まるで酔すい拳けんの如ごとく不安定な動きだが、相手に的を絞しぼらせずに畳たたみ掛かける密度の濃こい連続攻撃である。当初は守りに寄った技が大半かと思ったが、この技なら必殺と呼ぶに相応ふさわしい。


「──うむ。見事だ」


　自分の弟子でさえ滅めつ多たに褒ほめることのない鉄斎が珍しく評価した。感服していた列席者たちもあずみに惜おしみない拍はく手しゆを贈おくる。あずみが一礼して下がろうとすると、一人が手を挙げて呼び止めた。


「お待ちなさ～い、あずみちゃん。ちょっとお姉さんと遊んでくれな～い？」


　間延びした口調で呼び掛けたのは、大門高校の養護教きよう諭ゆを務める菱ひし沼ぬま奈な々な子こである。今回のゲストは霧林あずみの他にもう一人いるが、それは奈々子ではなく、同じ白鳳女学院二年生の藤堂雛ひな乃のだった。赤毛の髪かみを木工用ドリルを思わせる縦ロールの束にして結んでいるため、慶一郎は心の中で秘かに『赤いお蝶ちよう夫ふ人じん』と呼んでいる。


　当初涼子が誘さそったのはあずみだけだったが、一人で行かせるわけにはいかないと雛乃が強引に付いてきたのだ。雛乃は大門高校の校長である藤堂鷹たか王おの次女でもあるため、慶一郎の立場的に容認せざるを得ないが、問題は奈々子である。奈々子は校長の姪で、雛乃とは従い姉と妹この間あいだ柄がらにある。あずみのお供で雛乃が来ると知ってせっかくだからと図々しくも押しかけてきた、言わばオマケのオマケ──文字通りの招かれざる客だった。


　厄やつ介かいな従姉いとこがあずみに難なん癖くせを付ける気ではと懸け念ねんした雛乃が口を挟はさむ。


「奈々子お姉さま、演武が終わったばかりですのよ。遠えん慮りよしてくださる？」


「身体からだが温まったところだからいいんじゃな～い。それとも霧林流は他流とは交流しないって言うの～？」


　受け取り方によってはケンカを売っているに等しい物言いである。正直遠慮してほしいと慶一郎も思ったが、あずみがどう対処するのか興味があったのであえて様子を見る。


　あずみは奈々子の不ぶ躾しつけな挑ちよう戦せんにも顔色を変えず、物もの腰ごし柔やわらかに応じた。


「あくまで遊びとしてなら、お相手を務めさせていただいても構いませんが──」


「あら、話せるじゃな～い。さすが本物のお嬢様は器うつわが違ちがうわね～」


　奈々子は自前の稽けい古こ用薙刀を取り、道場中央であずみと対たい峙じした。互たがいに薙刀同士ということもあり、薙刀の術理に即そくした試合になるだろう──その予想通りだったのは互いに一礼したところまでだった。奈々子がいきなり目め一いつ杯ぱい薙刀を繰くり出だし、あずみの足元を刈かりにきたからだ。


　奈々子は左手で石いし突づきの近くを持ち、最大限のリーチで奇き襲しゆうを仕し掛かけた。あずみは前に出している右足をとっさに引いてそれを躱かわす。鋭く弧こを描えがいた薙刀は次の瞬しゆん間かんには奈々子の手の内に引き戻もどされている。


「あらやだ～避よけたわね～？」


　口調は呑のん気きだが、今の一いち撃げきは本身であれば相手の足首を落としている。脛すねを打つ技は現代武道の薙刀競技にもあるがこんな変則的な技は認められないだろう。


　しかしこれで驚おどろいている場合ではなかった。奈々子が次から次へと繰り出す技がどれを取っても奇き手しゆばかりだったからである。相手に背中を向けながら石突きを突き上げる、上体を伏ふせながら後ろ手に薙刀を旋せん回かいさせる、はたまた床ゆかに石突きを立てて棒ぼう高たか跳とびの要領で蹴けりを見み舞まう──思いつくままやりたい放題に仕掛けているように見えるが、意表を突き機先を制するという点においては武術の理に適かなった技であり、見た目ほど隙すきだらけでもない。むしろ隙を晒さらすことで敵を誘い込む効果まで織り込み済みと見た。あずみは同じ薙刀だからこそどうにか受けていられるが、剣けんで相手をするには相当に骨が折れそうだ。


「──そこまで！」


　奈々子が薙刀を肩かたに担ぎ、左足を上げて一本足の体勢で見えを切った刹せつ那なを捉とらえて慶一郎は制止した。


「んも～もうおしまい？　これから面白くなるところなのに～」


　水を差されて奈々子は不満顔だが、これ以上続けるならあずみの側も反はん撃げきを余よ儀ぎなくされるだろう。親しん睦ぼくを深めるための会で遺い恨こんを残されてはたまらない。


「十分に眼福でしたよ。今のは菱沼家伝の技ですか？」


「あんなのは菱沼流でも邪じや道どうです！」


　雛乃が全力で否定したが、奈々子は悪びれもせず嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。


「そうなのよね～だからせっかく新技を編み出しても披露する場所がなくて」


「邪道の技は披露しなくて結構！」


「あら、いつだって新しい技は邪道から生まれるものよ～？　幾いく千せん幾万の掟おきて破やぶりの中から出来のいいのが新たに正統に加わったり、新しい流派を成すってわけ」


「でしたら奈々子流でも何でもお作りなれば？」


「お姉さんの技は菱沼流の術理からは離れてないわよ～？　先せん達だつの技の丸写ししかできない凡ぼん人じんには理解できないでしょうけど～」


「聞き捨てなりませんわ！　それは正統を愚弄する発言と受け取りました」


　ついに雛乃が立ち上がった。いきり立つ従妹いとこに、奈々子は口元に手を当ててお上品にオホホと笑う。


「そんな台詞せりふはお姉さんに勝ってからほざいていただけるかしら～」


「望むところですわ！」


　雛乃は懐ふところから十手と組くみ紐ひもを取り出した。雛乃の得意は捕とり手て術だと聞いている。


「同じ流派内の問題をこの場に持ち込むのは御ご遠えん慮りよいただこう」


　慶一郎はきっぱりと言い切った。小関あたりはニヤニヤしながら事の成り行きを見守っているが、ここらで止めておくのが潮時である。しかし雛乃の怒いかりは鎮しずめてもらわねばならない。


「氷室那智。捕り手術のお相手をしてやれ」


「ええっ!?」


　完全に油断していた那智はいきなり名前を呼ばれて跳とび上がった。雛乃の目がギラリと光る──





　那智を生いけ贄にえに差し出して雛乃の機き嫌げんを取った後は、予定通り涼子をはじめとする飛天流門下が演武を披露した。しかしながら奈々子の曲芸に比べると面白さでは見み劣おとりする事実は否いなめない。実に迷めい惑わくな話だ。このままの流れで自分まで演武をするわけにはいかないと感じた慶一郎は、鉄斎に了りよう解かいを取って十五分の休きゆう憩けいを告げた。


「師し範はん代だい、よろしいですか？」


　休憩に入って数分して、九条鳴海が慶一郎のところへ来た。人目を気にする素そ振ぶりを見せたので、道場を出て鬼塚家の裏庭を通り、境けい内だいの拝はい殿でんの横に出て二人きりになる。


「お前の話を聞く前に、俺の方でも訊きたいことがあるんだが」


「どうぞ」


「霧林あずみの演武の時から余よ所そ見みしていたな？　道場の表口の方を気にしていたようだが……」


「ご存じでしたか。なら話が早い。自分が相談したいのもそのことです」


「聞こうか」


　慶一郎が話を聞く姿勢になっても、鳴海が話しはじめるには少し間があった。


「飛天道場ではカメラやビデオによる撮さつ影えいを許可していませんよね？」


「そうだ。隠かくしカメラでも見つけたか？」


「いえ……カメラを持っている人がいました。自分と同じ年とし頃ごろの男子で──」


「隠し撮どりか？」


「違います。カメラは首から提さげてます。リコーフレックス[image: ]という、同じレンズが縦に二つ並んでいる……二眼レフと呼ばれる古い型のカメラです」


「外から覗のぞいていたわけか。お前の座っていた角度からしか見えなかったと──」


「いたのは道場の中です」


「そんな物を首に提げた子供がいれば気付くはずだが」


「誰だれも気にしている様子がないので、休憩に入ってから本人に話しかけてみたところ、幽ゆう霊れいでした」


「──!?」


　慶一郎は不覚にも背筋に寒いものが走るのを感じた。まじまじと鳴海の顔を凝ぎよう視しするが、ふざけて言っている様子はない。普ふ段だんから冗じよう談だんひとつ言わない少年である。これが一世一代のギャグだとするなら「な～んちゃって」とさえ言ってくれれば腹筋が切れるほど大笑いする用意はできていたが、ついぞその言葉が鳴海の口から出ることはなかった。


「幽霊……だと？」


「本人がそうだと言っています。誰かに会わなかったことが原因でこの世界では死んでいるのだと」


「どういう意味だ？」


「自分にも分かりませんが、とにかく師範代と話がしたいということでここまで連れてきた次し第だいです。今、そこにいます」


　鳴海が指さしたのは慶一郎のすぐ右みぎ隣どなりの空間だった。


「ものすごい愛想笑いを浮うかべて手を振ふっています」


「そう言われてもな……」


　目を皿のようにして見てみたが影かげも形もないので、とりあえず手を伸のばしてみる。


「……この辺りか？　感かん触しよくはないが」


「手が顔に当たりました。痛がってますよ」


「どうも信じられんな。だいたい幽霊が俺に何の用がある？」


「声も聞こえませんか？　仕方ないですね……」


　鳴海が幽霊の言葉を聞いて慶一郎に伝えた。


「カミヤ・ダイサクと名乗っています」


「初めて聞く名前だな」


「南な雲ぐも先生の生徒だそうで……高二？　中学じゃなくて大門高校の!?」


　外見がよほど子供っぽいのか、鳴海はショックを受けた様子である。


「彼は師範代のクラスの生徒だと言っていますよ？」


「そんなはずはない」


「……ですよね。師範代は南雲ではなく鬼塚ですから」


「南雲は俺の旧きゆう姓せいだから間ま違ちがいとは言えないが、過去に担当したクラスにカミヤという生徒はいなかった」


　鳴海はさらに幽霊の話に耳を傾かたむけたが、どうにも要領を得ない顔つきになった。


「ええと……自分には意味がよく分からないので、彼の言っていることをそのまま伝えますよ？　『僕とクサナギ・シズマは、本来は南雲慶一郎先生のクラスの生徒だったけど、歴史が変わったのでそうはならなかった。そして、この世界ではカムイノケン……の遣つかい手ては先生と出会わないように仕向けられている』と」


　鳴海の幽霊話は半信半疑だったが、聞き流せない単語が二つも出てきた。


「クサナギ・シズマに……〈神威カムイの拳けん〉？　そう言ったのか!?」


「ええ。『現状、この世界にいるのは本物……ですが、シズマさんはお姉さんと一いつ緒しよに、海外で働く両親の元で暮らしているため、現在日本にはいません。この世界での僕はシブサワ・ウキョウ……と出会わなかったので、昨年の五月に死んでいます。そのため幽霊としてしか存在できません。藤堂校長も──』」


「待て。〈神威の拳〉の遣い手が俺から遠ざけられていると言ったか？」


「言いました」


「それは誰かが意図してやっているという意味か？」


「……『その通りだ』と」


　ほんの一分余りの話でここまで衝しよう撃げきを受けたのは初めてだった。幽霊の話が本当なら、慶一郎はずっと何者かに監かん視しされていたことになる。しかもその敵は周囲の人間をコントロールするほどの力を持っている。


「それは何者だ!?」


「言えないそうです。名前を口に出すと敵に存在を知られると……え？　デンマオ？」


「何だ？」


「電気ウナギがどうとか……ウサギ？　電気ウナギじゃなくてデンノウウサギ？　『デンノウウサギの能力でも介かい入にゆうできないほど強力な支配力』？　『ケイン・バーネットが投とう獄ごくされて列車も動かせない』？　すいません。矢や継つぎ早ばやに言われても意味が……」


　近付いてくる人の足音を聞きつけ、慶一郎は鳴海に黙だまるように手て振ぶりで命じた。通用門が開き顔を出したのは美咲だった。


「こんなところにいたのね。お父様がお呼びよ。そろそろ始めたいからって」


　美咲は鳴海と慶一郎の中間の何もない場所に視線を向けて微笑みかけた。


「……あら、九条君のお友達？」


「──!!」


　鳴海は美咲と、慶一郎の隣となりにいるという幽霊を交こう互ごに見た。二人の視線の角度からすると美咲には見えているのか？


「師範代！」


　美咲の後から獅子倉達哉が駆かけつけてきた。ひどく慌あわてた様子で血相を変えている。


「すぐに道場に来てください！」


「どうかしたのか？」


「それがその……道場破りのようで……」


　そう言う達哉の口元はどこか嬉うれしそうに緩ゆるんでいる。慶一郎は反射的に鳴海に目を向ける。鳴海は首を横に振った。幽霊にも分からないらしい。


「道場破りだと!?　まったく……今日は千客万来だな」


　慶一郎は飛天道場へ急いだ。幽霊と道場破りではどちらがより現げん実じつ離ばなれしているかという議論はさておき、道場破りなどという時代錯さく誤ごな真ま似ねを恥はずかしげもなくやる男といえば──思い当たるのは一人しかいなかった。





　　　　四





　上あがり框かまちに足をかけるなり、慶一郎は足元から得も言われぬ悪お寒かんが這はいのぼってくるのを感じた。まるで床ゆか板いたの下に氷が敷しき詰つめられているようだ。


（違ちがう──！）


　姿を見る前から、慶一郎は道場破りがシズマではないと確信した。気を引き締しめて道場に足を踏ふみ入れる。


　鉄斎は先に来ていて、道場の中央で敵と相対している涼子を見守っていた。涼子が相手にしているのは、首や手足にやたらと革かわベルトが付いた拘こう束そく衣いを思わせる灰色のツナギを着た若い男だった。肌はだは浅黒いが血色はよくない。長い前まえ髪がみの一ひと房ふさだけを白く染めている。左手に黒い木刀こそ提げているが、一見してボンデージ系のファッションに身を包んだ不健康なパンクロッカーといった印象で、およそ武術家とは思えない。無造作に持っている木刀は黒こく檀たん製であるはずはなかった。硬かたいが粘ねばりがないため打ち合いには向かないからだ。まるで木炭のように青みがかった黒色で、それが塗と装そうによるものか素材の色かは遠目には判別できない。


　男は慶一郎に気付いて目を向けた。いかなる人間的な感情も読み取れない目だ。敵意や闘とう志しすらそこにはない。達観した聖者の如ごとく澄すんでいるとも言える。


「余所見してんじゃないわよ！」


　無視されたことに怒おこった涼子が男と慶一郎を結ぶ直線上に身体からだを割り込ませた。


「退どけ……用があるのは南雲慶一郎だけだ」


「神聖なる道場に土足で上がり込んでタダで済むと思わないことね！」


　まるで会話が成り立っていない。見ると、男はブーツを履はいたままだ。涼子がいきり立つのも無理はない。


「弥永先生を卑ひ怯きようにも不意打ちで倒たおしたくらいでいい気になるんじゃないわよ」


　入門順でいえば一番の古株であるヒゲダルマこと弥永源太郎が道場破りの最初の犠ぎ牲せい者しやらしく、道場の隅すみで奈々子に手当てを受けていた。剣けん道どう部の顧こ問もんでもあり、剣の腕うででは涼子よりも遥はるかに上のはずだが、まともに打ち合う前にやられたのだろう。


「師し範はん代だいに相手してもらいたけりゃ、まずこのあたしを倒してからにするのね！」


「了りよう解かいした」


　男は恐おそれ気げもなく間合いを詰めた。黒い木刀も左手でぶら下げているだけで構える様子もない。まるで無防備に見えるが、こういう手合いこそ警けい戒かいすべきだった。涼子は木刀を寝ねかせて剣けん尖せんを正面に向け、刺し突とつの構えを取った。虚きよ実じつの駆け引きなどない。相手の中心に真っ向から矢のように斬きり込んでいく。


　完全に捉とらえたと思われたその一いち撃げきは、しかし、男の身体を掠かすめもしなかった。男は右に一歩分だけ瞬しゆん時じに移動して刺突を躱かわすと、木刀の側面で涼子の腰こしのあたりを払はらう。たったそれだけの動作で涼子の身体は小石のように弾はじき飛ばされ、壁へき面めんの木刀掛がけに激げき突とつした。


「涼子さん!?」


　倒れた涼子にあずみと小関、那智が駆け寄る。


　慶一郎は舟ふねの櫂かいのような形をした長大な木刀を手に男の前に歩み出た。赤あか樫がし製で全長は四尺五寸（一三六センチ）、重さは一・五キロに達する。普段の素す振ぶりに使っている木刀で実戦用ではないが、敵の手の内を探さぐるには都合がいい。剣尖をやや左に向けて下段に構える。


「俺に用だと？　会ったことはないはずだがな」


「東ひがし方かた流りゆう玄げんの依い頼らいだ」


「そいつは何ど処この誰だれだ？」


「自分に訊きけ」


　またちぐはぐな問答だ。名前を聞いて覚えがないと言っているのに自問しろとはどういうつもりなのか。慶一郎の知っている誰かが東方流玄なのか──


「叔お父じさま！」


　道場に現れた美雪が、男を指さして叫さけんだ。


「そいつを──そいつをやっつけて!!」


「美雪ちゃん……？」


　ひどく険しい表情の美雪を怪け訝げんに思ったが、問い質ただす暇ひまもなく道場破りの男が迫せまってくる。やはり無造作な足取りで、慶一郎の巨きよ大だいな木刀を警戒する様子もない。よほど腕に覚えがあるのか。大だい胆たん不ふ敵てきとも傍ぼう若じやく無ぶ人じんとも見える。


　男が剣の間合いに入った瞬しゆん間かん、慶一郎は滑すべるように二時方向に半歩踏み込み、木刀を逆袈け裟さに跳はね上げた。これは相手に回かい避ひさせるための一手だ。男がどこへ身を躱そうと、次の瞬間には反転した木刀が雷いかずちの如く打ち下ろされる。


　しかし──振り上げた木刀が止まった。


　慶一郎の身体は金かな縛しばりにあったように硬こう直ちよくしていた。打ち下ろすべき相手の姿を見失ったからだ。男がどの方向へ動いたのかすら分からない。


「師範代！」


　周囲の人間には男の姿が見えているようだった。視線は自分に集まっている。


　──否いな。


　注目されているのは慶一郎ではなかった。視線は上方向を向いている。まさか、と顔を上げた慶一郎は、信じがたい光景を目にした。


　男は頭上にいた。しかも、振ふり上げた木刀の先に立っている。


　肌の粟あわ立だつ異様な感覚が腕に走る。男には羽毛ほどの体重もなかった。


「つああああっ！」


　気合で金縛りを解き、木刀を突つき上げながら後方に跳とぶ。男は飛び降りながら左手の黒い木刀を振り下ろした。慶一郎は木刀を頭上に差し上げてそれを受ける。


　ビキィ！


　素振り用の分厚く重い木刀が手の中で竹のように爆はぜ割れた。身体を貫つらぬく衝撃に慶一郎の巨きよ体たいは壁かべ際ぎわまで吹ふっ飛とばされる。背中から落ちずに体勢を立て直したものの、両手が肘ひじまで痺しびれていた。まるで電でん撃げきを受けたような痛みだ。木刀は縦に割れて砕くだけている。元々ひび割れがあったわけでもなく、どうすればこんな壊こわれ方をするのか理解できなかった。


　両手の痺れを悟さとられないように、ゆっくりと手を握にぎりながら慶一郎は男をにらんだ。


「お前のその剣は……何だ!?」


「〈生せい殺さつ与よ奪だつ剣けん〉──」


　流派について問うたのだがこの回答では何も分からないのと同じだった。


「オガミ……拝おがみ暁あき人と！」


　そう呼びかけたのは涼子だった。かなりの勢いで吹っ飛ばされたにもかかわらずすぐに意識を取とり戻もどし、あずみの肩かたを借りながらも立ち上がる。


「何で……？　どうしてあんたがここにいるの!?」


　拘束衣の男は涼子を一いち瞥べつした。拝暁人とはやはりこの男の名前らしい。


「南雲先生！　そいつは京きよう極ごく幻げん弥やと同じ〈闇やみ神威カムイ〉の遣つかい手てよ。しかも〈覚醒者アートマン〉の位に達してるから並の人間じゃ太た刀ち打ちできないわ！」


「〈闇……神威〉だと!?」


　拝暁人が〈神威カムイの拳けん〉の遣い手だという説も驚おどろきだが、涼子の言葉には不ふ審しんな点が多々あった。何な故ぜ自分を師範代ではなく『南雲先生』と呼ぶのか？　さっきまで初対面だったはずの相手の名前と素す性じようを何故急に思い出したのか？　どこで京極幻弥のことを知ったのか？　そして〈神威の拳〉のことは──？


　しかしそれらの疑問を涼子に問い質している余よ裕ゆうはなかった。再び暁人が間合いを詰めてくる。〈神威の拳〉の遣い手ということは掛け値ね無しの超ちよう能のう力りよく者しやと考えてかからねばならない。慶一郎は壁かべに掛けてあった定寸の木刀を取った。防ぼう御ぎよが無意味であることは先ほどの一手で明らかだ。あの黒い木刀に触ふれずに──


　視界が大きく上下した。慶一郎は道場の梁はりに背中から叩たたき付けられ、床ゆかに落下する。


　何が起きたのか理解できなかった。鳩尾みぞおちに拳による打だ撃げきを受けたことは痛みで分かる。だが瞬まばたきひとつしていないにもかかわらず、拝暁人の動きを捉えられないどころか、いきなり吹っ飛ばされているとはどういうことなのか。


「……がっ、はっ」


　横おう隔かく膜まくが痙けい攣れんし、肺の中のすべての空気が喉のどから押し出された。酸欠で目が眩くらむ。


「ヒュオォォォォ────……」


　慶一郎の喉が笛のように鳴った。細い糸を呑のみ込むようにゆっくりと空気を取り込んでいく。肺に染みた酸素が血液に溶とけて体内を巡めぐるのが分かる。喉の筋肉と横隔膜が不ふ随ずい意いに動き、異様に長いストロークの呼吸を繰くり返かえす。自由な呼吸ができないことで恐きよう慌こうを来きたしかけるが、やがて、慶一郎は臍せい下か丹たん田でんに奇き妙みような熱気が生じるのを感じた。


（これは……いったい!?）


　肉体の奥おく深くに埋まい蔵ぞうされていた油田を掘ほり当あてたように、噴ふん出しゆつするエネルギーが渦うずを巻いて駆かけ上ってくる。背骨に沿って螺ら旋せんを描えがきつつ体内を上じよう昇しようしたエネルギーは次し第だいに純度を増し、背中から肩を通って両りよう腕うでに至る。


　慶一郎は自分の両手が黄金色に輝かがやくのを見た。立ち上がった慶一郎は無意識に両手を胸の前で合わせ、手の中に小さな太陽をつかむイメージを思い浮うかべた。両手がカッと熱くなる。太陽に似た輝きが両手の間に生まれていた。しかしまだ不安定だ。もっとエネルギーを集中させて圧力を高め──高めて──それからどうする？


　慶一郎はそれをどうすべきか知っていた。頭では分からないが、身体が覚えていて自然と動いた。十分に圧力をかけて密度を高めた黄金色の光の塊かたまりを、両手で押し出すようにして前方に放つ──


「──〈神しん飛ひ拳けん〉！」


　神気の砲ほう弾だんが拝暁人に命中した。爆光が虹にじ色いろのリング状に広がる。


　暁人は黒い木刀で〈神飛拳〉を真正面から受け止めていた。正確には木刀から発生している電磁バリアーのような力場で直接触れることなく弾いている。どうしてそんなことが理解できるのか分からない──分からないが、暁人の身体から猛もう烈れつな勢いで放射されている青黒いコロナ放電が見えた。稲いな妻ずまの速さで行動し、身に纏まとう雷らい電でんで攻こう撃げきも防御も自由自在──それが暁人の〈神威カムイの拳けん〉の特性なのだ。


「まるで……雷らい神じんだな」


「〈シヴァの雷いかずち〉が見えるということは──覚かく醒せいしたか」


「覚醒……!?」


　慶一郎はいまだ輝きを失わない自分の両手を見た。それは特とく殊しゆな呼吸法により生まれる神気の光だ。呼吸はすでに自分の意志でできるようになっている。神気を生み出す体内の仕組みは稼か働どう中であり、それについての違い和わ感かんはまるでない。神気を飛び道具として撃うつ技わざを〈神飛拳〉と呼んだ理由も分からなかった。もう少しで何かを思い出せそうな気がするが──


「叔父さま……ダメ……やめて……!!」


　美雪が眩まぶしそうに目を細め、両腕で顔を覆おおって後ずさる。


「どうした？」


「こっちへ来ないで！」


　両腕の間から覗のぞく美雪の瞳ひとみが金色に変わった。同時に肌はだは黒く、髪かみは白くなり、まるでネガフィルムのように全身の色しき彩さいが反転する。周囲の人間には慶一郎と暁人の神気も美雪の変化も見えていないらしく、事情が呑み込めずただ戸と惑まどうばかりである。事態を把は握あくしているのは涼子ただ一人だった。


「拝暁人の侵しん入にゆうを許した時点でこの世界は終わりよ。もう止やめましょう、美雪ちゃん」


「嫌いやよ……絶対に嫌！」


　美雪は激しく頭かぶりを振る。


「どうして壊そうとするの!?　今日まで上う手まくいってたのに！　この世界は完かん璧ぺきだったはずなのに──どうして!?」


　慶一郎は卒然と悟った。幽ゆう霊れいの話にあった『南雲慶一郎から〈神威の拳〉の遣い手を遠ざけていた張本人』が誰なのか──


　暁人は美雪に無感情な目を向けながら慶一郎に言った。


「お前は選ばねばならない」


「選ぶ……何をだ？」


「お前が救いたい者は誰か──すでに死した者の魂たましいか、それとも己おのれ自身が救われたいだけなのか？」


「死んだ者……？　誰のことを言っている？」


「──慶一郎さん」


　この場にそぐわぬ穏おだやかな声に振り向くと、そこには美咲が立っていた。すぐ後ろにはレンズが縦に二つ並んだ古めかしいカメラを首から提さげた少年がついている。初めて見る顔だが何故か懐なつかしい。


「事情は神かみ矢や君から伺うかがいました」


「神矢……」


　すると二眼レフを持った少年はやはり鳴海の言う幽霊なのだろう。美咲は慈いつくしみに満ちた眼まな差ざしを美雪に向け、いつもの口調で慶一郎に頼たのんだ。


「美雪を……お願いね」


　それは美咲が口くち癖ぐせのように言っている言葉だった。慶一郎が鬼塚家に残ったのは美咲を守るためだったが、美咲が頼むのは決まって美雪のことばかりだ。そして美咲に頼まれれば慶一郎に否いなやはない。否やはないが──


「お母さま!?」
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　ネガ化した美雪は動どう揺ようしている。慶一郎も同じだった。美雪を頼むとはどういう意味なのか。


　暁人の身体からだからの放電が勢いを増した。黒い木刀の先せん端たんに雷電が集束し、青黒い雷球が生まれる。何をするつもりかと問い質す間もなく暁人は雷球を床に叩き付けた。


　すべての音が消え、衝しよう撃げきが大気を震ふるわせる。


　ガラスが砕けるように床が崩ほう壊かいし、暗黒の淵ふちが大きく口を開いた。


　足場を失い墜つい落らくしながらも、慶一郎は美咲と美雪に向かって手を伸のばしたが──その指先は虚むなしく空を切った。


















　♯14　美しきクリシェに背を向けて




　青白い星々が流れる暗黒空間を、どれほどの時間／距きよ離りだけ墜つい落らくしたのか──


　重力を身体に感じた慶けい一いち郎ろうは、全身の筋肉を緊きん張ちようさせて着地の衝撃に備える。間もなく足裏に硬かたい地面の感かん触しよくが戻ってきた。一Ｇの重力とともに五感がクリアになる。


　最初に感じたのは鼻をつく異い臭しゆうだった。焦こげ臭くさい。慶一郎は本能的に床に伏ふせて頭を低くし、有毒ガスに備えて口元を押さえた。


　注意深く四方を見回す。慶一郎がいるのは見知らぬ建物の中だった。打ちっぱなしのコンクリートの壁に太いケーブルが何本も走っている。廊ろう下かというより工場か何かの物資搬はん入にゆう路のようだ。床には水が溜たまっており、天てん井じようのスプリンクラーから雫しずくが垂れている。近くで火災が起き、自動消火システムが働いたのだろう。明かりは非常灯だけで人気はない。表示に見慣れた漢字のフォントが使われているところからして、ここは日本のどこからしい。


　あらためて慶一郎は自分の恰かつ好こうを確認した。先ほどまでの黒くろ袴ばかま姿ではなく、フライトジャケットにアーミーパンツの普ふ段だん着ぎになっている。


　じっと手を見る。これが自分の手か──？　自分の意志で動かせるからには自分の手には違ちがいないが、確たる自信が持てない。刀と棒ぼう手しゆ裏り剣けんよりもナイフや銃じゆう器きの扱あつかいに慣れた手に思える。


　慶一郎は胸の内にひどく冷めて乾かわいた感覚を覚えて戦せん慄りつした。この肉体の有する戦せん闘とう能力を使って敵を葬ほうむることに何のためらいもない自分に気付いたからだ。実際に幾いく度ども修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた人間だけが持つ、凍いてついた魂を自分の内側に感じる。


　南な雲ぐも慶一郎とはそんな人間だったろうか──？


　自分がどこから、どうやって、何のためにここに来たのか──それすらも不確かだ。ただひとつ分かっているのは、この先へ進む他ほかに知る方法はないということだった。


　搬入口の奥おくへと進むと、精密機器の工場か研究所を思わせる白い壁のエリアに入った。建設されて数年以内の新しい建物のようだが、大おお地じ震しんでもあったのか天井が一部剝はがれ落ち、壁にも大きな亀き裂れつが走っている。破は壊かい痕あとが新しい。災害が起きたのは慶一郎が来る直前だろう。


　いくつかのブロックを通り過ぎても奇妙なことに誰だれにも出会わなかった。そのくせ人のいた痕こん跡せきだけは残っている。自動車クラスの機械を組み立てられる設備はあるものの完成品は残っておらず、実際に何を作ったり研究している場所なのかはっきりしない。コンピュータにはどれもロックがかかっていて情報は閲えつ覧らんできず、デスクにわずかに残されている書類を読んでみても内容が専門的すぎて頭が痛くなった。どうやら主にソフトウェアを開発している部門らしい。


（ドクター・ムラサメなら分かるんだろうが……）


　ゴミ箱の中に図解付きのレポートがあった。ロボットの遠えん隔かく操縦についての考察で、動作のすべてを脳波によって指示するシステムの可能性について論じている。慶一郎が読んでも空想的すぎる内容だった。遠隔操縦ロボットといえば人が入れない危険なエリアでの作業用だろう。脳波などというあやふやなもので操縦しようという発想そのものが現実的ではない。シュレッダーに掛かけられてもいないということは、さして重要な書類でもないのだろう。


　やがて慶一郎は怪け我が人が足を引きずって歩いたと思おぼしき血けつ痕こんを床ゆかに見つけた。その跡あとを追っていくと、地下に建設された巨きよ大だいなコンクリートのドームに行き着いた。床の血痕は電波や放射線を遮さえぎるための分厚い金属製の扉とびらの向こうに続いていた。足跡はひとつではなく少なくとも十数人分はある。夥おびただしい出血量だがよほどのタフガイなのか足取りに変化は見られない。扉は内側からロックされていてハンドルも回らなかった。この研究所の人間はシェルター代わりにここに避ひ難なんしたのだろう。使える出入り口はないかとドームの外周を歩くと、三階ほどの高さにある制せい御ぎよ室へ至るエレベーターシャフトと階段を発見した。


　歪ゆがんだ階段を登り、扉をこじ開けて制御室に入ったとたん、異様な光景が飛び込んできた。慶一郎でも抱かかえきれない太さの鉄柱が窓を突つき破やぶり、制御室を貫つらぬいている。その鉄柱の下した敷じきになっている白衣の男がいた。ここに来て初めて目にする人間だった。


　俯うつぶせになった男は床に落ちているラップトップＰＣに向かって左手を伸ばしていた。しかし下半身が鉄柱と床とこの間まに挟はさまれているためあと二十センチ足らずの距離が届かない。慶一郎が生死を確認するため近寄ると、男は息を吹ふき返して指先で床を搔かいた。


「そのＰＣを開いて……こっちへ」


　慶一郎はしゃがんでラップトップＰＣのモニターを開き、キーボードに男の手が届くようにしてやった。男は指し紋もん認証システムに左手の中指を押し当て、右手でキーを打とうとしたが、右みぎ腕うでも鉄柱の下敷きになっている。


「すまないが……代わりにユーザーネームを打ち込んでエンターキーを押してくれ。ネームは『KATSUYA. KAGAMI』──」


「──!?」


　慶一郎は衝撃を覚えながらも言われた通りにユーザーネームを入力し、エンターキーを押した。ロックが解除され、ラップトップＰＣが操作可能になる。男が開いたファイルを見て慶一郎は息を呑のんだ。


『ＶＲリモートＥＸＰ被ひ験けん者しや第十三号──鬼おに塚づか美み雪ゆき』


　被験者リスト一覧の中に美雪の名前を見つけた慶一郎はラップトップを自分側に向けてリストを拡大した。表示された美雪の写真は十歳前後のものだ。一覧をスクロールしていくと、被験者第一号として鬼塚美み咲さきの名があった。


「これは何だ？　ＶＲリモート被験者とは何のことだ!?」


「……ここの人間ではないのか」


　慶一郎は男の白衣の襟えりをつかんで顔を上向かせた。下半身が鉄柱の下敷きになっているため腰こしをひねることができないが、顔は確認できた。骨張った死神を思わせる陰いん気きな顔は、わずか二度ほど見ただけだが忘れもしない。美咲の夫の嘉か神がみ克かつ弥やだ。


「君は……もしや慶一郎君か……？」


「俺のことを覚えているのか？」


「彼女が……君のことをよく話すからな」


　嘉神は卑ひ屈くつともとれる歪んだ笑みを浮うかべた。


「どうやってここへ……？」


「そんなことはいい。被験者とは何か答えろ」


「覚かく醒せいシータ波による遠隔コントロール実験──」


「美咲さんと美雪ちゃんがその被験者というのは？」


「彼女の能力から始まったことだ……」


　嘉神の右頰ほおがビクビクと痙けい攣れんする。鉄柱と床の境目に目を向けた慶一郎は、嘉神がすでに致ち命めい傷しようを負っていると直感した。助け出そうにも鉄柱を取り除いたとたんに大出血して絶命するだろう。もちろんこのままでも三十分保もつかどうか──脳内麻ま薬やくが切れるまでの命だった。せめて楽な姿勢にしてやろうと辺りを見回したが枕まくらの代わりになりそうなものは見当たらない。


「彼女は巫かんなぎの家系だ……母親から〈折り紙使い〉の能力を受うけ継ついでいる」


「〈折り紙〉とはその通りの意味か？」


「巫とは神を降ろす依より代しろ……〈折り紙〉とは〈依り神〉のこと……」


　慶一郎はかつて美咲が折り紙の『やっこさん』を手で触ふれることなく踊おどらせるところを見かけたことがある。手品のような伝統芸の一種だと思っていたが、あれは巫み女ことしての特別な能力だったというのか。


「彼女の〈折り紙使い〉の能力は電磁波を遮しや断だんする壁かべ越ごしにでも有効だ……私はその秘密を解き明かしたかった」


「それが目当てで美咲さんに近付いたというわけか？　美雪ちゃん──自分の娘むすめまでモルモット扱いとはな」


「……まるで私が強要したような言い方だな。ひどい誤解だ……協力を申し出たのは彼女の方だぞ」


「なに!?」


「実験に協力する代わりに彼女が出した交こう換かん条件だ……結けつ婚こんは……」


「そんなバカな！」


　慶一郎は嘉神の襟えり首くびをつかんで引き起こしそうになったが、それでは真相を聞く前に死んでしまうと気付いて堪こらえた。


「どうしてそんな条件を!?」


「娘のためだ。子供には父親が必要だと──」


「つまり……どういうことだ？」


「結婚した時、彼女はすでに妊にん娠しんしていた……女の子を……つまりそれが鬼塚美雪だ。もちろん父親は私ではない……私たちが夫婦なのは、戸こ籍せきの上でだけのことだ」


「なっ……」


　慶一郎は絶句するしかなかった。脳内麻薬でハイな気分になっているとはいえ嘉神がデタラメを言うとは思えない。


「だったら美雪ちゃんの父親は──本当の父親は誰だ!?」


「知らんよ」


　嘉神は素っ気なく答えると、ラップトップを引き寄せて英文のテキストを打ち始めた。左手しか使えないが打だ鍵けん速度は異様に早い。


「カギは……やはりヒヒイロカネだけではなかった……依り代となる物の形そのものが……重要なのだ……」


　慶一郎は質問はしないで画面に打ち出されるテキストを読んだ。タイプミスはほとんどないが慶一郎の知らない専門用語が多い。


「つまり〈人ヒト形カタ〉だ……むしろ対象となる機体に内蔵動力など不要……格子状に構築された力場によってマリオネットと同様に──」


　嘉神の左手が止まった。その目は瞳どう孔こうが散大し、焦しよう点てんが合っていない。


「なるほど……逆に動力が仇あだになったということか！　依り代たる機体を強制停止したことで行き場を失った力が暴走した──」


　指先はキーを叩たたくが、画面に現れるのはもはや意味をなさない文字の羅ら列れつだった。嘉神は不意に顔を上げ、目を見開いて慶一郎を凝ぎよう視しした。


「誰が父親か？　知りたければ本人に直接訊きけばいい。暴走に巻き込まれていなければの話だが──」


　嘉神の顔が苦く悶もんに歪み、顔中から脂あぶら汗あせが噴ふき出した。死の激痛が襲おそってきたのだ。慶一郎は嘉神の胸に手を当て、神気を送り込んだ。延命のための処置ではない。


　嘉神の表情がふっと緩ゆるみ、痙攣が止やんだ。見開かれていた目ま蓋ぶたがゆっくりと落ちる。心臓が停止したことを確認すると、慶一郎は立ち上がった。


「美咲さんがここに……？」


　慶一郎は窓に近寄った。これも電磁波を遮断する素材なのだろう、窓はガラスではなく厚さ三十センチ以上もある黄色がかった合成樹じゆ脂しでできていた。窓の外──すなわち実験場であるドーム内部に目を向けた慶一郎は思わず呻うめいた。こちらを見ている巨大な顔と対面したからだ。それは身長十メートルに及およぶ巨きよ人じんだった。球体関節を持つ少女人形をそのまま巨大化させたような外見で、塗と装そうはされておらず金属の外装が剝むき出だしになっているが、その顔はどことなく美雪に似ている。制御室を貫かん通つうして嘉神を下敷きにした鉄柱はこの巨人の右腕だった。


　慶一郎は右腕によじ登り、破は壊かい孔こうから制御室の外へ出る。巨人の肩かたの上からドーム内を見下ろすと、そこには異様な光景が広がっていた。白衣を着た研究員と青い制服の警備員らしい男たち、合わせて数十人が蠢うごめいている。おそらくこの施し設せつの人間全員がここに集められているのだろう。しかし誰だれひとりとして呻き声ひとつあげることなく、黙もく々もくと、そして整然と動いている。上から見るとまるでさざ波のような奇き妙みような動きだ。


　弧こを描えがくさざ波の向かう先には巫女装しよう束ぞくの女性の姿があった。階段状に組まれたステージの上に、鳥居の形をした枠わくに四し肢しを固定された状態で立っている。太いコードの付いたヘルメットを被かぶっているため顔は分からない。警備員の一人がステージに上がって巫女に近寄ろうとすると、銀色の身体からだを持つ四つ足の獣けものが行く手を阻はばみ、警備員に頭ず突つきを食らわせて下に落とした。銀色の獣は二頭いて、狛こま犬いぬよろしく巫女を守護しているようだ。背中に原動機を積んだ外観は見るからにロボットだが動きは機き敏びんで本物の動物じみている。


　別方向から白衣の男がステージに上がってきて同じように狛犬ロボに突き落とされた。その後も一人ずつ巫女に近付こうとしては狛犬ロボに妨ぼう害がいされるというモグラ叩きを繰くり返かえしている。慶一郎はすぐに不可解なことに気付いた。ステージ下に突き落とされればそこそこダメージがあるはずだが男たちは何事もなかったように起き上がってくる。中には明らかに骨折していたり、重傷を負って出血している者もいた。それでも傀かい儡らいのごとく巫女を包囲して押し寄せようとするのは何な故ぜなのか。


（狛犬が巫女の護衛だとして、敵対しているあの連中は何だ？　誰の命令で動いて──）


　慶一郎はドームの中央にそびえる大おお掛がかりな装置に目を留めた。巫女とは傀儡軍団を挟んで向かい合う位置にある。巫女のいるステージよりもずっと高い、緩やかに湾わん曲きよくした円えん錐すいを組み合わせた形で、どことなく太陽の塔とうを連想させる。慶一郎は巨人の身体を伝って床ゆかに降り立つと、傀儡の群れを横目に塔に近寄った。


　床に転がる瓦が礫れきを見て慶一郎の足が止まる。ただの機械部品だと思っていたがそうではない。極きわめて精せい巧こうに作られたヒューマノイド・ロボットの四肢だった。五体バラバラに破は壊かいされており、すべて合わせれば何十体という数になるだろう。パーツの中には人型以外の狛犬型や蛇へび型、蜘く蛛も型のものも混じっている。すると巫女を護衛している二体は生き残りということか。慶一郎は振ふり向むいて傀儡たちを見る。恐おそろしい想像が脳のう裏りをかすめた。あの人間たちはこのロボットたちの代わりに使し役えきされているのではないか──？


　適当に一人を捕つかまえて事情を問い質ただせば良さそうなものだが、ゾンビの如ごとく意志も知性も感じられない傀儡と化している連中に迂う闊かつに近寄るのは躊躇ためらわれた。向こうが無視している間は積極的に構いたいとは思わない。慶一郎は階段を登って塔の中腹にある球形の装置を視界に捉とらえた。地球独ご楽まを思わせる多重リングの中にシートが浮いていて、そこには巫女と同じようにコード付きのヘルメットを被せられ、四肢を拘こう束そくされた少女が座っていた。黒いタイツに身を包んだその少女は体格からして十歳前後だろう。苦しげに息を荒あららげて身み悶もだえている。


　慶一郎はさらに階段を登って近付こうとしたが──足が動かない。


「……何だ!?」


　足だけではない。四肢が思うように動かせない。肉体が硬こう直ちよくしたというより、見えない鋳い型がたに塡はめ込まれたような圧あつ迫ぱく感かんがあった。


　両足に激痛が走る。自分の意志とは無関係に外側からの力で強制的に動かされ、反射的に抵てい抗こうしようとしたからだ。その力はあまりに強大で、正面から筋力で抗あらがおうとしても無む駄だだと悟さとった。身体の力を抜ぬき、関節の保護に意識を切きり替かえる。慶一郎の両足は階段を下り、巫女の立つステージに向かった。傀儡たちが慶一郎のために道を空ける。彼ら自身の意志ではないことは、慶一郎を見もせずに動いていることで明らかだった。群れの中に入ってみて分かったが、彼らは『傀儡と化した人間』と言うより『傀儡そのもの』だった。ほとんどがすでに絶命するか、意識を喪そう失しつしている。見えない力で肉体を拘束され、子供が人形遊びをする要領で手足を好き勝手に動かされているのだ。四肢の筋肉は断だん裂れつし関節も破壊されている。意識が残っていたならなお地じ獄ごくだろう。慶一郎はされるがままに任せることにしたが、それでも身体に痛みが走った。


　嘉神は脳波による遠えん隔かく操縦の実験だと言っていたが、ロボットを無線でコントロールするならせいぜい命令を伝達するだけのことだ。これはそんなレベルの代しろ物ものではない。サイコキネシスに類する超ちよう能のう力りよく的てきな何かだった。


　慶一郎は不器用な動作でステージによじ登った。簡単に跳とび上がれる高さだが、〈見えざる神の手〉は肉体の運動能力を利用する術をまるで知らないらしい。


　狛犬ロボが慶一郎を突つき落とそうと駆かけ寄よってきたが、体当たりを仕し掛かける寸前になって攻こう撃げきを止めた。


「……慶一郎さん!?」


　巫女が戸と惑まどった声を上げる。懐なつかしい声だ。


「美咲さんか？」


「ええ……ええ！　私よ……どうして慶一郎さんが……!?」


「話は後だ。動けないのか？　今助ける」


　自分の状態を棚たなに上げて安やす請うけ合あいしたが、美咲はかぶりを振った。


「私はここを動かない。あの子の力を抑おさえないと──」


　慶一郎の足は本人の意志を無視して美咲に近寄っていく。


（俺に何をさせるつもりだ!?）


　美咲に危害を加えさせようとするなら全力で止めねばならない。狛犬ロボが身体を使って押し止とどめようとするが、慶一郎の前進しようとする力の方が強く、じりじりと後退していく。


「こちらへ来てはだめよ」


「俺の意志じゃない！」


「〈人ヒト形カタ〉を操あやつる力はあの子の方が強いわ」


　狛犬ロボが二頭がかりで阻んでようやく前進が止まる。この不可視の力をどうにかして振り解かなくてはならない。今の慶一郎にできることは〈神威カムイの拳けん〉の呼吸法で体内の神気を高めることだけだった。


「慶一郎さん、お願い……あの子の目を覚まさせて。パニックを起こして自分が何をしているのかも分かっていないのよ」


　傀儡軍団が一いつ斉せいに動き出した。美咲のいるステージではなく巨きよ大だいな少女型ロボットに群がっていく。砂糖に集たかる蟻ありの如く取り付くと、たちまちロボットの表面を覆おおい尽つくした。


「……行って！」


　二頭の狛犬ロボが硬直している慶一郎の身体を担ぎ上げて走り出した。傀儡たちが巨人の方へ移動したためがら空きになった最短ルートを通って塔へ向かう。慶一郎の身体を拘束する力が強まった。両手が狛犬ロボの首をつかみ、上から圧力をかけて押し止める。圧力といっても慶一郎自身の体重によるものではなく、身体を包み込む力場ごと下向きに押さえつける力が発生していた。


　ズゥン……


　重々しい震しん動どうがドーム内に響ひびく。巨人の足音だ。全身に傀儡をロンパースのようにまとわりつかせながら美咲に近付いていく。護衛の狛犬を慶一郎が押さえ込んでいるため美咲は無防備だった。


「うおおおっ！」


　慶一郎は体内に蓄たくわえた龍りゆう気きを爆ばく発はつさせた。全身から黄金色の神気の輝かがやきが放射され、〈見えざる神の手〉の拘束をはね除ける。同質の力によってコントロールされている狛犬ロボも生命力を失って崩くずれ落ちた。


　巨人が美咲に迫せまった。幼児体型だがスケールは六倍から八倍である。鳥居型の増ぞう幅ふく装置に縛しばり付けられている美咲までほんの数歩の距きよ離りだ。駆けつけて美咲を解放するだけの時間的余よ裕ゆうはない。慶一郎は全身からかき集めた龍気を高速で圧縮し、ノーモーションで撃うち出した。


「──〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん〉!!」


　屈かがんで美咲に手を伸のばそうとした巨人を、太陽の如く輝く巨きよ大だい龍気弾だんが直ちよく撃げきする。巨人の胸が拳の形に凹へこみ、制せい御ぎよ室を貫つらぬき嘉神を殺害した右みぎ腕うでが肩からもぎ取れた。同時に、巨人に群がっていた傀儡たちもその多くが粉こな微み塵じんになって砕くだけ散ちる。巨人は横よこ倒だおしに倒れて動かなくなった。


「いやあああああぁぁぁぁぁ────ッ!!」


　絹を裂さくような悲鳴が上がった。塔の少女が発作を起こしたように暴れている。四肢を拘束具で固定されているため身体が跳はねるばかりで自由にならない。慶一郎は縛いましめを解いてやろうと足を踏ふみ出したが、またしても〈見えざる手〉により動きを止められてしまう。息を吹ふき返した狛犬ロボが代わりに階段を駆け上がった。物体に作用するサイコキネシスなら何故自分にだけ作用して狛犬ロボは自由に動けるのかと疑問に思ったが、すぐに嘉神と美咲の言葉にヒントがあると思い当たった。


（つまり──『物の形』が重要なのか!?　『人の形』をしたものに働く念動力！　ロボットが破壊されたから代わりに人間を呼び寄せたわけか。狛犬が動けるのは『獣の形』であれば美咲さんの支配力の方が上だからだ）


　この〈依より神使い〉の力には形がない。神気の発はつ勁けいで振り解いたとしてもほんの一時的なものだ。一度攻撃に使えるだけのわずかな時間だった。


（あの子を止める以外にないのか!?）


　慶一郎は呼吸法により体内を巡めぐらせた神気を両手に集めた。威い力りよくを抑えた〈神しん飛ひ拳けん〉で少女を撃ち、気絶させる──当たりどころが悪ければ殺しかねない。階段の上にいる少女までの距離は十メートル以上ある。狙ねらって当てられる自信は正直なかった。


（待てよ。この塔が念動力の増幅器だとするなら、装置を破壊するか接続を断てばいい。ヘルメットを狙えば……）


　少女の被っているヘルメットから伸びるコードが肩かたの辺りに見える。狙い所は決まった。慶一郎は全身からの発勁で再び〈依り神使い〉の力を退けると、右手に集めた龍気を放った。


「──〈神飛拳〉！」


　発射の直前、狛犬ロボの片方が階段の上で棹さお立だちになり、身を挺ていして龍気弾を受けた。狛犬ロボは首を失って倒れる。


「美雪を傷付けないで！」


「なっ……!?」


　慶一郎は少女と美咲を交こう互ごに見た。


「やはりあれは……美雪ちゃんなのか？」


「そうよ。私よりもあの子を助けてあげて」


「助けようとしたんだ！」


　美咲は慶一郎が美雪を殺そうとしたと誤解したらしい。巨きよ人じんを倒した〈天覇龍凰拳〉の威力を見れば無理からぬことである。慶一郎は左手でもう一発撃とうとしたが時間切れだった。身体からだが動かない。しかも拘束力は倍加し、全身が圧あつ迫ぱくされて呼吸が困難になる。最後の狛こま犬いぬロボが美雪の足元に到とう達たつしたが、至し近きん距きよ離りだと支配力が拮きつ抗こうするのか拘束具に触ふれられない。


　ズズズ……


　何かが床を這はいずる音が聞こえた。見ると、粉微塵になって床に撒まき散らされた十数人分の傀かい儡らいたちの肉体がアメーバの如く寄り集まり、一ひと塊かたまりとなっていた。赤黒い血と肉と骨と腑ふが塊となって盛り上がり、一個の新しい人の形を作っていく。


　それは女の形をしていた。おそらく美雪が作っているのだろう。


（月つき影かげの巫み女こ──!?）


　女の手に薙なぎ刀なたに似た長なが柄えの武器が握にぎられるのを見て、慶一郎は呻うめいた。すでに存在する人形を操るのとは違ちがい、これは美雪の持つ力場に合わせて形成されているのだ。複雑な形状をした無色透とう明めいのガラスの器うつわに朱しゆ墨ずみを注ぐようなものだ。


　身長三メートル近くに達する〈月影の巫女〉が薙刀を一いつ閃せんした。鳥居が破壊され、美咲がくずおれる──


「美咲さん!!」


　慶一郎の叫さけびと同時に美雪が悲鳴を上げた。狛犬ロボが頭部にある顎あごに相当するマニュピレーターで美雪の左の脛すねに嚙かみついている。〈月影の巫女〉の輪りん郭かくが崩れて床ゆかに血肉がぶちまけられる。全身を圧迫していた力が消えたことに気付いた慶一郎は美咲に駆け寄った。ヘルメットを脱ぬがせると、思い出にある通りの柔にゆう和わな美び貌ぼうがそこにあった。目立った外傷や出血はない。慶一郎は安あん堵どして美咲を抱だき起おこしたが、その手はすぐに強張った。心しん拍ぱくが弱まっている。〈依り神使い〉同士の力の衝しよう突とつは肉体の内部にダメージを与あたえていたのだ。神気を込めて心臓マッサージを施ほどこすと、美咲は薄うすく目を開いて微笑ほほえんだ。


「慶ちゃんが来てくれて……良かったわ」


「いや……俺には何も出来なかった」


　美咲はかぶりを振ふり、心臓に押し当てた慶一郎の手に自分の手を重ねた。


「美雪を……護まもってあげてね」


「それは分かってる。だけど……」


　慶一郎の胸に疑念の渦うずが巻き起こった。今、この場でしか訊きくことのできない問いがある。だがそれを口にすべきか否いなか──逡しゆん巡じゆんの末に、慶一郎は堪たえきれずに口を開いた。


「教えてくれ美咲さん。美雪ちゃんの本当の父親は……誰だれなんだ？」


　美咲の顔に驚おどろきの色が波は紋もんのように広がったが、それは曖あい昧まいな笑みに溶とけて消えた。


　慶一郎は辛しん抱ぼう強づよく答えを待った。美咲が秘密を墓まで持っていくつもりならそれでもいい。明かされた父親の名が知っている人間であろうとなかろうと、自分の取るべき行動は変わらない──そう心に決めていた。


　慶一郎の顔にその覚かく悟ごを見て取ったのか、やがて、美咲はゆっくりと頷うなずいた。


「美雪は……私たちの子よ」


　その言葉の意味を理解するまでに、慶一郎は数秒を要した。それを理解した時──天地が引ひっ繰くり返かえったような衝しよう撃げきに身を震ふるわせた。


「俺が……美雪ちゃんの!?」


　そんなバカな、と口に出しかけた言葉を呑のみ込む。荒こう唐とう無む稽けいな話ではないからだ。


　しかし、慶一郎が美咲の肌はだに触れたのはただ一度、ただ一夜きりの──過あやまちだった。


　鉄てつ斎さいが家を留守にして二人きりになったあの日の夜、慶一郎は衝しよう動どう的に美咲の寝しん室しつに押し入り、思いを遂とげた。


　どうしてそんな愚ぐ行こうに及およんだのか──？　それは今なら説明できる。他に愛情を表現する術を知らなかったからだ。自分を可愛かわいがってくれる美咲を慕したってはいたが、人に好かれることには慣れていなかったし、人を好きになることにはもっと慣れていなかった。


　一時の激情が去った後、慶一郎はもはや鬼塚家にはいられないと悟さとり、家出しようとしたが、それを止めたのは他ほかならぬ美咲だった。身も心も深く傷付いたはずの美咲は、それでも慶一郎を赦ゆるしたのだ。殺されても文句の言えない立場である。鉄斎に知れれば実際になますにされたに違いない。あらゆる意味で命拾いをした結果、慶一郎の美咲に対する思し慕ぼの情は尊敬を超こえて崇すう拝はいに近付いた。美咲の言うことなら何でも従い、美咲のためなら命を捨てても惜おしくはないと本気で思った。


　ところがその純じゆん粋すいで幸福な日々は百日と続かなかった。突とつ然ぜん、美咲が嘉神克弥と結けつ婚こんすると言い出し、しかも既すでに妊にん娠しんしていることを明かしたからだ。慶一郎は戸と惑まどい、祝福する気にはなれなかった。美咲に捨てられたと感じ、高校に入学する頃ころには再び心を閉ざして荒あれはじめる。京きよう極ごく幻げん弥やの一党と事を構えたのは半ば自じ暴ぼう自じ棄きになっていた時期だ。


　しかし美咲の言葉が真実なら──真実なら……どうなる？


　どうして、という問いが口をついて出そうになる。どうして本当のことを言わなかったのか？　その理由は簡単だ。十年以上前の話である。当時の慶一郎は子供を養うどころか結婚さえできない年ねん齢れいだった。慶一郎の子を妊娠したとしても生むことは許されなかっただろう。そのために美咲は子供の父親として嘉神克弥を指名したのだ。


　しかしそうなるとまた別の疑問が湧わいてくる。慶一郎に真実を告げることなく、父親の鉄斎にさえ秘密にしてまで美雪を産んだのは何な故ぜなのか？


「どうして……言ってくれなかった」


　美咲は黙もくして答えない。しかし自分に向けられた澄すんだ眼まな差ざしを見て、慶一郎は不意にすべてを悟った。


（……そうか！　俺の──俺のためか!!）


　およそ家族の絆きずななるものを理解しない少年時代の慶一郎に父親役が務まるはずもない。真実を告げたところで重荷を背負わせるだけだ。大人になってから告げようと考えていたのかも知れないが、慶一郎が鬼塚家を去り、さらに日本を離はなれてしまったためその機会は遂ついに訪れなかった。今この場にこうして立ち会えているのも時を遡さかのぼって来たからだ。


　美咲の鼓こ動どうがほとんど感じられなくなった。心臓に神気を送り込んでも、もはや反応はない。


　美咲はどこか満足げな笑みを浮うかべたままだった。


　次し第だいに温もりを失っていく美咲の身体を胸にかき抱いだきながら、慶一郎は吼ほえた。


　流れよ──流れよ、我が涙なみだ──


　鋼鉄とコンクリートのドームに、獣けものの慟どう哭こくが響いた。


















　♯15　世界一のくちづけを




「──ドクター！」


　ＴＴＴ号の先頭車両に大だい作さくたちが大おお慌あわてで駆かけ込んでくると、ドクター村むら雨さめは振り向きもせずに、壁かべ一面に並んだレイジメーターを覗のぞき込みながら応じた。


「ずいぶんとゆっくりの帰き還かんじゃな。どうせ長居するならもうあと四、五年は帰ってこんでも良かったくらいじゃが」


「下手すりゃ地球で過ごした人生よりもソルバニアにいる時間の方が長くなるじゃないですか。だいたい幽ゆう霊れいのままじゃいろいろ不便で楽しくないです」


「ほほう、幽霊とな？」


　村雨は初めて振り向いて大作を見た。大作はＴＴＴ号に戻もどってきた時点で生身の状態に復帰している。


「生死を問わんソルバニアで幽霊か。こりゃ笑い話じゃな」


「笑いごっちゃないのよ！」


　涼りよう子こはまるで危機感のない村雨に苛いら立だった口調で詰つめ寄よる。


「あたしたち……というか、あんたの潜せん水すい艦かんのクルーや艦かん長ちようまで〈美み雪ゆきちゃんの世界〉に囚とらわれてたってのに、助けにも来ないで何やってたわけ!?」


　静しず馬まと校長を回収した涼子たちは一九八四年から新たに分ぶん岐きした一九九六年に到とう着ちやくしたが、列車は白い濃のう霧むに包まれて進行不能になり、列車の外へ探たん索さくに出た者は誰も戻って来なかった。元の記き憶おくを封ふうじられ、この世界の一員としての役割を与えられて生活していたからだ。美雪の支配を受けなかったのは最後まで列車を降りなかった数名だけだった。


「こちら側から何も観測できん状態でノコノコ出て行ってもミイラ取りがミイラになるのが関の山じゃ。それにソルバニアにある情報は人類にとって既き知ちの事象でしかないから正直つまらん」


「科学者的にってことでしょ？　人生に隠かくされた真実とかいろいろあるはずだけど」


「興味ないな。ここに籠こもってモトグリフでも弄いじくっとった方がよっぽど面おも白しろい」


「モトグリフって？」


「お前さんが乗ってきた空飛ぶ可変バイクじゃよ。ＳＴＶというのは足付きの車両全ぜん般ぱんを指す言葉でな、未来では四し肢しを持ったスポーツ用のビークルを〈モーター・グリフォン〉と呼ぶ──通つう称しようモトグリフというわけじゃ」


「つまりこれのこと？」


　涼子は車両の中央に鎮ちん座ざしているＳＴＶを指さした。性能やデザインからして建機や戦せん闘とう用車両というより、モトクロスのようなモータースポーツ用と考えた方が確かにしっくりくる。車体はフロントカウルの一部が外され、コンソールと運転席が太いコードで接続されていた。


「勝手に改造して怒おこられない？」


「構わんじゃろ。モトグリフもこの列車も未来のワシが作ったもんじゃからな」


「なぬっ!?」


「厳密に言えばモトグリフの方はオリジナルを公道でも走れるようにデチューンした量産試作型じゃし、列車は基本設計をしただけじゃが……」


「いやいやそうじゃなくて……これが走ってた世界って、少なく見積もっても五百年は未来のはずよ!?　なんでドクターが──」


「どうやらワシはそれくらい長生きしとるらしい。アレックスは知り合いじゃと言っとったぞ。そうじゃろ？」


「キュイ！」


　モトグリフのタンク型コクピットから長い耳がピョコンと立ち、電脳ウサギが顔を出した。アレックスの能力で空中にスクリーンが現れ、未来のドクター村雨らしき人物の姿が映し出される。現代の村雨に比べると肌は皺しわだらけ、ヒゲと髪かみは真っ白、顔の右半分は奇き妙みような機械の仮面に覆おおわれ、ハサミ型のロボットアームになった右手を楽しそうにワシワシと動かしている。ある意味で予想通りであり、魂たましいの姿といえるルックスだった。


「何という分かりやすいマッドサイエンティストっぷり……」


「結構な割合で生身の部分が残っとるということは肉体改造だけでなくコールドスリープも使って延命しとるんじゃろう。未来のワシが造ったメカを過去のワシが改造するというのもなかなか乙おつなもんじゃな」


「何だかもう因果関係がしっちゃかめっちゃかなんですが」


「タイムトラベルの醍だい醐ご味みじゃよ。まあソルバニアでは過去か未来かはたいした問題ではないが」


「で？　バイクと列車をつないでどうしようっていうわけ？」


「無論コントロールするためじゃよ。いつまでもメリケン忍にん者じやに任せとるわけにもいかんじゃろ。拝おがみ暁あき人との使った魔ま王おうのコードが受信できたのでな。それを利用して本来の一九九六年に帰還する」


「帰れるの!?」


「この世界に散らばった連中を回収した後でな」


　大作と涼子は顔を見合わせた。


「誰だれがどこにいるか分かる？」


「もちろん。長いですからね、この仕事」


「上等！」


　涼子はモトグリフに跨またがりグリップを握にぎった。大作は車内放送のマイクを取る。


『Ｋファイト実行委員会より全校生徒及び関係者全員にお知らせします。ＴＴＴ号はこれより本来の一九九六年への帰路に就きます。車両を連結するので、それぞれの教室に戻って待機してください』


　モトグリフの前方一八〇度をカバーするスクリーンが表示された。涼子からは車両の壁が透とう明めい化しているように見える。車両の前方に光のレールが伸のびた。


「出すわよ！」


　涼子はモトグリフのアクセルを開いた。大作が気を利きかせて電笛を鳴らす。ＴＴＴ号はゆっくりと発進し、空中に出ると大きく弧こを描えがいてＵターンした。眼下には大だい門もん高こう校こうの校舎が見える。先頭車両は校舎の屋上に不可視のカモフラージュをかけられた状態で置かれていた。涼子の〈月の眼グラムサイト〉が復活したことでようやく発見したのだ。校舎がレンガのように教室ごとに分割され、偽ぎ装そうを解かれてイエローキャブ柄がらの客車に戻る。浮ふ揚ようしてレールに乗った客車が涼子たちの乗る先頭車両に次々と連結した。近所の四よツ葉ば中からも一両加える。大作が各車両に連れん絡らくして点呼を取った。


「大門高校と四ツ葉中、それと白はく鳳ほう女学院組も揃そろいました。ところで潜水艦は？」


「アトラゴンはドリル列車に変型して最さい後こう尾びに連結した」


「一人でやったの？」


「ソルバニアにおける乗り物なんぞ実体はあってないようなもんじゃからな。設計さえ完全なら作り放題じゃよ」


　コンピュータ上のプログラムと同じようなものらしい。


「残りはどのルートで拾ってく？」


「西回りで行きましょう」


「アレク、路線図を」


　スクリーンに日本地図が表示され、イエローのラインが東京から大おお阪さかへ伸びた。地図が縮小するとラインは日本の外へ飛び出し、香港ホンコンから中央アジアを経へてヨーロッパへ、さらには大西洋を越こえて北アメリカはニューヨークに至る。


「アメリカ経由で日本に戻ってくるわけだから西回り地球一周ってわけね。こいつは豪ごう勢せいな修学旅行になるわよ。呑のん気きに観光してる暇ひまはなさそうだけど」


　ひときわ高く電笛を鳴らし、ＴＴＴ号は発進した。富士山をひとっ飛びし、兵庫県は西宮で花か京きよう院いん姉し妹まいを拾うと、東シナ海を横断して香港で烈飛鈴リーフエイリンと玲凰レイフアン、双ふた子ごの芍花シヤオフア・苺花メイフアを乗せる。チョモランマを横目にヒマラヤを越えてヨーロッパに入り、ブリュッセルのコンサート会場から静馬と姉の巴ともえをサオダケを使って強制回収した。虎とら縞じま襟えりの白いタキシードという個性的すぎる扮ふん装そうの静馬が猛もう然ぜんと抗こう議ぎする。


「お前……天才少年ピアニストの世界デビューを何やと思とんねん!?」


「日本の恥ち部ぶが全世界に晒さらされるのを防いでやっただけよ」


　ＴＴＴ号はヨーロッパを離れ、大西洋を渡わたった。ニューヨークのライカーズ・アイランド刑けい務む所しよにドリル列車で大穴を開け、収しゆう監かんされていたケイン・バーネットを救出する。他の囚しゆう人じんも大勢逃にげ出したが構わず今度は西海岸へ。カリフォルニア州オレンジ郡のハンティントンビーチにてサーフィンに興じる藤とう堂どう校長を発見したところで全校生徒の不満が爆ばく発はつした。


「メリケン人に混じって波乗りとはオッサンのくせに調子に乗りすぎていて許せん」


「これは海外視察に名を借りた遊興ではないのか!?　不正の臭においがするぞ！」


「いいからあんなの放っといて遊ぼうぜ！　列車乗ったままで世界一周してもつまんねえし、ロサンゼルスのすぐ近くに来といて素通りなんてあり得ねえだろ」


「ＬＡといえばエンゼルス・オブ・アナハイムだよな」


「何でメジャーリーグが先に来んのよ？　ハリウッドでしょ、ハリウッド！」


「バカね～ここはオレンジ郡よ～？　オレンジ郡といえば本家ディズニーランドに決まってるじゃな～い」


「それだ！」


　たちまちディズニーランド派が大勢を占しめ、降ろせ降ろせの大合唱となった。運転席からはすべての車両の様子がモニターで把は握あくできている。村雨は呆れて、


「彼らはソルバニアという人類史上空前の規模のテーマパークにいるという自覚はないのか？　ディズニーランドなら元の世界に戻ってからいくらでも行けるじゃろ」


「バカなのよ。基本的に」


「現実に行こうとするとお金も時間もかかりますからねえ」


「ケチケチせんと寄ったれや。オレはこの間家族で行ったばっかりやけどな」


　自じ慢まんげな静馬に大作は恨うらみがましい眼まな差ざしを向ける。


「僕が独り寂さびしく幽霊をやってる間、静馬さんは家族で世界中飛び回ってたんですね……この扱あつかいの差は何なんですか!?」


「しゃあないやろ。人徳の差や」


　この男は本気で言っているので始末に負えない。


　結局世論には勝てず、ＴＴＴ号を地上に降ろしてディズニーランドで一日遊び倒たおすことになった。翌日、朝っぱらからまたもやサーフボードを担いでビーチに現れた藤堂校長を投と網あみで捕ほ獲かくし、あらためて出発する。


「次はハワイか。正月に行ったとこやけど」


「寄らないわよ！　アレク、さっさとやっちゃって」


　太平洋に出てすぐにＴＴＴ号は四次元トンネルに突とつ入にゆうした。アレックスの操作によりポイントが切きり替かえられ、万まん華げ鏡きようを思わせる煌きらびやかな光のリングの並ぶ路線に進入する。軽い衝しよう撃げきとともに視界がホワイトアウトし、列車は通常空間に抜ぬけ出した。昼間にもかかわらずサングラスをかけたような薄うす暗ぐらい光景が広がる。空を見上げた涼子は太陽を隠す黒い天体──〈ペナント〉を確認した。


「帰ってきたわ……」


「何年ぶりですかね」


「ん？　せいぜい半年やろ」


　渡り歩いた世界がたったの二つ（正確には時代が異なるだけで同一）の静馬と、百を超こす大作では過ごした体感時間がまるで違ちがっている。


　ＴＴＴ号は大門高校の校舎の上に作られた円形闘とう技ぎ場の外がい郭かくに沿って停車した。全員が車両から観客席に降り立ったその時──一条の光とともに天から闘技場中央に落ちてきた物体があった。生徒たちは何事かとフェンス際ぎわまで駆かけ寄よる。


　闘技場では二人の人物が向かい合っていた。


　一人は一いつ升しよう瓶びんを提げた着流し姿の色男。もう一人は魔王ベルンハルトである。今し方墜つい落らくしてきたのは魔王の方で、大たい気き圏けん突とつ入にゆうの摩ま擦さつ熱によるものか衣装は焼やけ焦こげて半はん裸らになり、自慢の角も片方が折れている。


『おお～っと、これはいったいどうしたことか～!?　不死身の魔王がズタボロになっている～！　そして魔王と相対する人物は何者なのでしょう!?』


　観客席に隣りん接せつする特設ボックスに飛び込んだ中なか村むら環たまきはさっそく実じつ況きようアナウンスを始める。藤堂校長をはじめとする解説者たちも席に着いた。右う京きようがマイクを取る。


『どうせすぐ分かることだから言っておくが、あの色男が東ひがし方かた流りゆう玄げんだ』


『流玄だと!?　〈神威カムイの拳けん〉の師し匠しよう……つまり仙せん人にんか！』


『おおっ、仙人対魔王ですか！　見たところ魔王ベルンハルトが劣れつ勢せいのようですが──』


『残念ながら対戦はもう終わってる。そもそも生身の人間にはとてもじゃないが観戦できねえ闘たたかいだし』


『それはどうしてですか？』


『パンチ一発の威い力りよくが広島型原げん爆ばくのウン百倍とか、そういう世界だから』


『そんなの板橋区が消えてなくなりますよ!?』


『うん。それに打った本人も死ぬ』


『見たところ生きてますけど』


『破は壊かいされてもすぐに魔王が魔ま法ほうで全部直すからな』


『それは……どういう闘いなんですか？』


『何にせよ勝ったのは仙人の方さ。俺たちがここにいるのがその証しよう拠こだ』


　突とつ拍ぴよう子しもないうえに要領を得ない右京の解説を生徒たちは聞き流し、仙人と魔王に注目する。流玄はベルンハルトに向けて立てた人差し指をゆっくりと振ふった。


「魔王のくせにそんな姿で同情を買おうなんて、いただけないな」


「……フン、自分でやっておいてよく言う」


　ベルンハルトがマントをひと振りすると、ボロボロの衣装が一いつ瞬しゆんにして別デザインの新品に変わり、折れた角も修復された。手て拭ぬぐいで角をキュッキュと磨みがいて艶つやを取とり戻もどしてから、あらためて流玄に問う。


「それで、どうするつもりだ？　戻ってきた連中も一いつ緒しよに吹ふき飛ばすか」


「その必要はない。星詠よみの言う通り、もう闘いは終わった──お前にとってもな」


「フウン……？」


　魔ま王おうは異変に気付いて周囲に視線を走らせた。観客席から次々と青白い光の柱が立ちのぼっている。その異変は観客席ではなく、観客である生徒たち自身の身に起きていた。


「うおっ、何やこれ!?」


「僕らの身体からだが光ってますよ!?」


　発光しているのは体内を駆け巡めぐる粒りゆう子しだった。身体を透とう過かして見える光の粒子は血液の流れに乗って心臓に集まり、ひとつの塊かたまりとなって胸から浮うき出てくる。それは大きな豆を思わせる丸みのある青い石で、表面には梵ぼん字じのような白い模様が描えがかれていた。


　青い石がひときわ目ま映ばゆい光を放った。石から放たれ空に向かった光線が放物線を描き、一点に──地面から斜ななめに突つき出だした潜せん水すい艦かんアトラゴンの艦かん首しゆ衝ラ角ムに集中する。すべての石が光の粒子線と化して蒸発し、衝ラ角ムの先せん端たんに人の形に結けつ晶しようした。ジグソーパズルのように組み上げられたシルエットが虹にじ色いろに輝かがやき、少女の姿へと変わる。


　銀の髪かみに磁器の肌はだ、巫み女こを思わせる白い上衣に緋ひ色いろのスカート。


　睡ねむりから醒さめるようにゆっくりと見開かれた瞳ひとみは──真しん紅く。


　ソルバニアの〈イクサノミコ〉レイハは、右手を挙げ、掌てのひらを下方に向けて人差し指を眉まゆの上に当てて敬礼した。


「──恥はずかしながら帰って参りました」


　観客席の全員が一いつ斉せいにコケた。


「横よこ井いさんかよ！」


「古い！　古いよ！　誰だれだよ考えたやつ!?　どうせこの中の誰かだろうけど！」


「開口一番のギャグがそれって……聞いてるこっちが恥ずかしいわ！」


「いや、しかし、その……アレだ！　そんなことより──お帰りレイハたん!!」


　いきなり出で端ばなを挫くじかれたことでグダグダになったが生徒たちはどうにか気を取り直し、レイハの帰き還かんを喜ぶ声を上げた。


『なななぁ～んと、驚おどろきの復活です！　死んだはずだよレイハさん！　いったい何がどうなってるんでしょうか!?』


『それはワシから説明させてもらおうか』


　ここぞとばかりに村雨がマイクを奪うばう。


『レイハはサーガイアの四神官によって分解され、魔王を召しよう喚かんするためのコードを奪われたが、それはこちらの作戦の内じゃった』


『南な雲ぐも君がレイハ君の側そばから離はなれ、彼女が無防備だったのはわざとだったのかね？』


『左様。鬼おに塚づか美雪の居場所を知っているのは直接契けい約やくした魔王だけじゃ。魔王と交こう渉しようするためにはサーガイア四神官の計画が成就し、魔王を召喚させるしかない──』


『ずいぶんと分の悪い賭かけだな。それに校長の私でさえ聞いていないぞ!?』


『ワシと南雲君、そしてレイハの三人しか知らん極秘の作戦じゃからな。しかしレイハが分解されてしまうとパイプ役がいなくなるため魔王との交渉が難しくなる。そのためレイハのバックアップを取っておくことにした。すでにレイハの外部記き憶おく装置となっていた大門高校の生徒たちの脳だけでは足りんので、アトラゴンの艦首衝ラ角ム内のオリハルコンを利用した。さらに高校の敷しき地ち内で仕留めたソドムや、〈Ｋウォーズ〉に参戦してきたソルバニア人の残したソルバニウムをかき集めて精製することで補い、ようやく容量を確保できたというわけじゃよ』


　解説の内容の半分も理解していないであろう生徒たちが感かん歎たんの声を上げる。啞あ然ぜんとしているのはバラキレワをはじめとするアトラゴンのクルーだった。よもや艦だけが目当てで自分たちがオマケだとは思ってもみなかったからだ。


　涼子はソルバニアからの挑ちよう戦せん者が倒された跡あとに花が咲さいた理由をようやく理解した。慶一郎の持ち帰った魔ま界かいの花によりソルバニウムが精製されて実の形になったのだ。


『そうすると……もしかしてアレですか？　彼女が分解される時に「私はみんなの心の中に生き続けます」とか何とか感動的な台詞せりふを残したのは──』


『額面通りの意味じゃろ。それ以上でもそれ以下でもない』


『真相が分かってガッカリするような、逆にレイハらしくて安心するような、何やら複雑な気分ですが……それより復活してこれから何を？』


『忘れたかね？　彼女の得意技があるじゃろ？』


　レイハは袂たもとから祓はらえ串ぐしを取り出し、頭上で三回左右に振った。ソルバニウム粒子がオーロラのように舞まい散ちると、祓串が翼つばさの生えた蛇へびとドクロを組み合わせた邪じや悪あくな魔法のステッキに変わり、巫女風の装しよう束ぞくがゴスロリ風アイドル衣装に早替わりする。マイクになっているドクロに唇くちびるを寄せ、全校に語りかける。


「レイハはこれより〈鬼き神しん召しよう喚かんの儀ぎ〉を執とり行おこないます。イェネンの鬼神を召喚する〈呪しゆ〉を紡つむぐため──皆みなさんの力を貸してください」





　　　　☆





　人が生しよう涯がいの間に流す涙なみだの量は決まっているのだろうか──


　だとするなら、これまで貯まっていた分が一度に溢あふれ出したとしか思えなかった。


　頰ほおを伝う涙の熱さに、慶けい一いち郎ろう自身が戸と惑まどった。


　胸の奥おくに凝しこっていた氷ひよう塊かいが融とけていくような感覚。


　喪そう失しつ感かんを上回る別の感情があった。


　これは──哀かなしみの涙ではない。


　それに気付いた時、慶一郎は自分の為なすべきことを思い出した。


　フライトジャケットを脱ぬいで美み咲さきの身体を包み、床ゆかに横たえると、慶一郎は塔とうに向かった。階段を登り、増ぞう幅ふく装そう置ちのシートに固定されている美雪の前に立つ。狛こま犬いぬロボが美雪の左足の脛すねに嚙かみついたまま機能を停止している。美雪は肩かたを震ふるわせて泣いていた。傷の痛みのためではない。肉体の傷は過去のものにすぎない。


　慶一郎は、ゆっくりと時間をかけて、語るべき言葉を探し、それを口にした。


「南雲慶一郎という男は……誰にも祝福されることなく、誰にも必要とされない、余計な人間としてこの世に生まれてきた──」


　死の沈ちん黙もくに満ちたドーム内に、野太い声が響ひびく。


「世界が俺を必要としないなら、俺の方でも世界を必要としない人間になってやる──そう決めたのは十に届くかどうかの頃ころだ。誰にも頼たよらず、誰にも頼りにされず、どんな場所だろうと、ただ自分の力だけで生き抜く──それができない時は野垂れ死にすればいい。そう思っていた……」


　ヘルメットのマスクに隠かくされて美雪の表情は分からない。ただじっと耳を傾かたむけている。


「だけど……美咲さんが教えてくれた。ここに居ていいんだ、と」


　狛犬が身じろぎした。食い千切るほど嚙みついていた美雪の足から口を放すと、階段を降り、美雪の傍かたわらにうずくまる。


「俺は美咲さんによって、この世界に生きることを許された。美雪ちゃん……君が、君こそが──その証拠なんだ」


　手足の拘こう束そく具が弾はじけるように次々と解放され、ヘルメットが上に跳はね上がる。そこに座っているのは被ひ験けん者しやの少女ではなく、一九九六年現在の──十四歳の美雪だった。


　慶一郎が手を差さし伸のべた。美雪が泣なき濡ぬれた顔を上げる。


「さあ、帰ろう。俺たちの生きる世界には……欠けているものなんて何ひとつない」


　美雪の頰に、新たな光の粒つぶが流れ──零こぼれ落ちた。


　冷たいコンクリートで覆おおわれたドームの天てん井じようが割れ、白い光が射し込んだ。その光に焼き尽つくされるように闇やみが払はらわれ、世界が純白に染まっていく。


　腕うでの中に、生まれたままの姿の美雪が飛び込んできた。


　慶一郎は愛まな娘むすめを両腕でしっかりと抱だきしめると、頰の涙をキスで拭ぬぐった──





　白い世界に、少女の歌声が響いた。







　破れぬ夢の中で　虚こ空くうの迷めい宮きゆうを彷徨さまよう


　あなたのお家は　ドコデスカ？


　六〇μミクロンのランデブー　一いち期ご一いち会えの縁えにしは奇き蹟せき


　トキメキの螺ら旋せん階段　駆かけ上がって　さあ





　宇そ宙らの雫しずくは涙　理想郷アルカデイアへと降り注ぐ


　モザイクの迷路に惑まどわされても　笑顔のままで


　シュヴァルツシルトの彼方かなたまで　因果結ぶ絆きずな感じて


　独りぼっちの夢に　サヨナラを


　琥こ珀はく色いろの夕焼けに　ゴキゲンヨウ


　瑠る璃り色の夜明けに　オハヨーハロー


　不思議の惑ほ星しから　ヲカエリナサイ　ヲカエリナサイ……







　沸わき上がる歓かん声せいが耳を打つ。


　目を開いた慶一郎は、自分が大門高校の闘とう技ぎ場に立っていることを知った。腕の中には巫女装束の美雪がいる。


　見上げると、アトラゴンの艦かん首しゆに設置されたステージには静馬をはじめとする〈ダイモン・オールスターズ〉にバイパーズの面々、さらに霧きり林ばやしあずみ（琴こと担当）を加えた混成楽団が勢せい揃ぞろいし、中央ではレイハがボーカルとしてスポットライトを浴びていた。大半の楽器やスピーカー、さらによく見るとステージの設備自体もヘルマスカーＤの十三基の棺かん桶おけが変型したものである。


「お帰りなさい──イェネンの鬼神よ」


　レイハの声が響き、静馬がギターを搔かき鳴ならした、それに呼応して他の楽器が次々と参加し、複雑に絡からみ合う音のアンサンブルがうねるようなグルーヴを生み出して押し寄せてくる。身体が震え、肌が粟あわ立だつ感覚を美雪も感じたらしく、慶一郎の首に回した腕に力がこもる。


　舌打ちの音に振ふり向むくと、魔王ベルンハルトが破は壊かいされた左手を修復している最中だった。慶一郎と美雪は魔王の左手の〈冥王の書アザナトウース〉を破って帰還したのだ。


　ベルンハルトは修復したばかりの左手の指を慶一郎に──否いな、美雪に向けた。


「鬼塚美雪、汝なんじの望みは南雲慶一郎の娘むすめになること──そうだったな？」


　美雪はコクリと頷うなずく。


「限りなく万能に近い我が魔ま法ほうの力だが唯ゆい一いつ、叶かなえることができない望みがある。それは『すでに叶っている願い』だ。すなわち、この契約は履り行こう不可能により破は棄きされる──それとも別の願いを以もつて再契約するか？」


「……ありがとう。でも、もういいの」


　美雪は微笑ほほえんで答えた。慶一郎の肩に頰を預け、


「欲しかったものは……もう見つけたから」


「そうか──ならば、今度はこの魔ま王おうの望みを叶えさせてもらうとしよう」


　ベルンハルトは鋸のこぎり歯ばを剝むいて邪悪に微笑むと、空に向かって右手を差し上げた。黄昏たそがれの薄うす闇やみに包まれていた世界に真昼の陽光が射し込んでくる。


『おお～っと、太陽です！　太陽の光が戻もどってきました!!』


『ん？　待ちたまえ。日につ蝕しよくが終わったということは──』


　生徒たちは喜びの歓声を上げたのも束の間、その声は一転して不安げなざわめきに取って代わる。額に手をかざして空を見上げた慶一郎は、落下してくる黒い球体に気付いた。


　ドズゥゥン！


　暗黒球──〈ペナント〉は地じ響ひびきをたてて中庭に落着した。皆かい既き日蝕を起こしていた天体は、地上に置いてみるとわずか直径二メートル余りのサイズしかない。











[image: ]








「黒いのが落ちたぞ！」


「……何だ？　思ったよりちっちゃいな」


「太陽を隠してたのに!?　小さすぎるだろ」


　生徒たちの怪け訝げんなつぶやきをかき消すように、魔王の哄こう笑しようが響き渡わたった。


「フハハハハハハ～ッ！　〈ペナント〉を地球に撃うち込んだ！　これによりこの星とソルバニアの間に因果が結ばれたのだ。最も早はや何者にも止め立てはできぬ……それがたとえ〈覚醒者アートマン〉であってもな！　ここはソルバニアが帰き還かんする〈約束の地〉となった!!」


「なっ……」


　全校が凍こおり付いたように静まり返った。ここにソルバニアが出現するということは、どう見積もっても現在の地球人類の文明の終しゆう焉えんを意味している。戻ってきたばかりだというのに再び無限の夢の世界に旅立つことになるのか、あるいはもっと恐おそろしいカタストロフに見み舞まわれるのか──全員が息を呑のみ、空を見上げた。


　息いき詰づまる沈黙の中、無限とも思える数十秒が経過した。


　空が割れてソルバニア・コロニーが出現する様を想像していた生徒たちは、今度は地上の〈ペナント〉に目を向ける。さらに二分ほど待っても何も異変が起きないので、生徒たちはいよいよ不安に耐たえきれずにざわめき始めた。


『……はい？　ええと……これを読めばいいんですか？』


　中村が、右京から渡された走り書きのメモに目を通した。


『魔王ベルンハルト閣かつ下かにズバリお伺うかがい致いたします。ソルバニアがこの場所に出現すると仰おつしやいましたが……それは、具体的にはいつ頃ごろですか？』


「十五万年後だ」


『……は？　もう一度はっきりとお願いできますか？』


「魔王に二度も同じことを言わせる気か」


　ベルンハルトは再度右手を天に向け、決めポーズをとって答えた。


「今よりおよそ十四万九千年後の今月今夜──ソルバニアはここに顕けん現げんする！」


　再び沈黙が全校を包み込んだ。しかし今度の沈黙は先刻とは異なっている。緊きん迫ぱくではなく、茫ぼう然ぜん自じ失しつにより言葉を失ったが故ゆえの沈黙であった。


　たっぷり一分間の沈黙の後、誰だれかが口を開いた。


「だったら別に……いいんじゃないの？」


　それは、この場に居合わせた全員の気分を代弁していた。


















　♯16　LUNATIC PARTY




「──追加オーダー！　鴨かものローストとりんごの赤ワイン煮にのサラダ仕立て、きのこのテリーヌ、冷たいフレッシュコーンのヴルーテ、ホワイトチョコのムースといちごのコンフィチュール、仔こ羊ひつじの香こう草そうハーブ仕立て赤ワインソース、サーモンのパピヨット──フレンチは以上です」


「待て、いきなりデザートを注文したバカがいるぞ」


「次は中ちゆう華かです。干し貝柱と卵白のチャーハン、金きん華かハムと鶏とり肉にくと野菜の重ね蒸し、カニ肉とフカヒレのとろみスープ、ナマコの葱ねぎ油あぶらソース煮、アワビのクリーム煮、ツバメの巣の……」


「高級珍ちん味みを並べてるだけじゃない！　さては玲凰レイフアンね!?　幾いくらかかると思ってるの？」


「でも材料はあるんですよね？」


「それはそうだが……」


　慶けい一いち郎ろうは厨ちゆう房ぼうの冷蔵庫と食品棚だな、隣りん接せつする食料庫を開けた。およそ地球上に存在するありとあらゆる食材が処ところ狭せましと並んでいる。しかも下した拵ごしらえは済んでおり、慶一郎はそのすべての位置を把は握あくして即そく座ざに取り出すことができた。厨房に目を向けるとこちらも理想的な──否いな、それ以上の設備である。調理台からコンロの高さ、調味料や調理器具の位置に至るまですべて慶一郎の身体からだの寸法に合わせて作られていて、二メートルを超こえる巨きよ体たいが動き回るためのスペースも十分に取られているため十品を並行して調理することも可能だった。厨房の一角、全体の五分の一ほどのスペースは中華専用になっていて、こちらは飛鈴フエイリンの担当である。


　執しつ事じ姿の大だい作さくが申し訳なさそうに急かした。


「腹ペコのお客が千人もいるんだからボヤボヤしてるとすぐに料理がなくなっちゃいますよ？　それとオーダーの続きですが、イタリアンで何か美お味いしいやつ」


「急に大おお雑ざつ把ぱか。まあ下手に偏かたよったものばかり注文されるよりはマシだが……まあいい、注文にも応じながらバランスよく追加すればいいだろう」


　慶一郎はまず塩コショウを振り白ワインをかけた鴨肉をオーブンに入れ、ピッツァ用の竃かまどに薪まきをくべた。ローストには本来なら一時間半から二時間かかるところだが、レイハ謹きん製せいの時間を圧縮するタイマーを使い十五分で焼き上がるようにセットすると、ソース作りと並行して他の料理にも着手した。品目は多いがすべての手順が脳内で緻ち密みつに組み上がっている。それを効率よく実行するだけだ。


　同じく調理を始めている飛鈴の方を見ると──五人くらいに増えている。正確に言えば残像でそれくらいの人数に増えているように見えた。食品棚から必要な食材を集めている飛鈴、コンロで中ちゆう華か鍋なべを振っている飛鈴、包丁で食材を切っている飛鈴とそれぞれが役割を分担してチームで働いている。気になって自分の担当スペースを振り向いて見ると、やはりというべきか、こちらも慶一郎の残像が八人ほどで料理を作っていた。思考と感覚は共有しているので奇き妙みような気分だが、魔法による分身の術なのだろう。何な故ぜか混乱しない。


「なあ飛鈴……これは夢だな？」


「脳は受け取った情報を処理しているだけで夢と現実の区別はしていないそうよ」


　五人の飛鈴が同時に答えた。


「ソルバニアにある情報は本物と同等だから、区別することに意味がないとも言われてるわ。つまりは〈胡こ蝶ちようの夢〉ってところかしら」


「俺が君の夢を見ているのか──それとも君が俺の夢を見ているのか？」


　飛鈴の言う通りだとすればその質問自体が無意味だった。


「ところで……何故俺たちは大量の料理を作る羽目になっているんだ？」


「みんなを巻き込んだお詫びだからでしょ？　それに……来客をもてなすのはホストの役目だわ」


「なるほど」


　そう答えたものの状じよう況きようにリアリティがない。何より問題なのは、この厨房が鬼塚家の台所だと慶一郎自身が認識していることだった。あまりにデタラメな話だが、これだけ贅ぜい沢たくに食材を使って採算度外視で料理が作り放題というのも二度とはない経験だろう。夢なら夢で別に構わないと判断し、八人の慶一郎が働き始めた。サーモンを解体したりコーンをミキサーにかけたりしながら慶一郎はまた飛鈴に呼びかける。


「えらく久しぶりな気がするが」


「……そうね。ずいぶんと久しぶりね」


「怒おこってるのか？」


　飛鈴は慶一郎を見て曖あい昧まいな表情を浮うかべた。


「もし私が怒っているとしても、それはあなたに対してじゃないわ」


「そうか」


　慶一郎は五人いる飛鈴の内の一人をためらいがちに抱だき締しめた。互たがいに分身しているためかどこか感かん触しよくが頼たよりないが幻まぼろしではない。


「何か薄うすい感じだが……確かに飛鈴だ。安心した」


「イチャイチャするのは後にしてください！」


　他の分身の動きが止まっているのを見て大作が催さい促そくした。


　慶一郎と飛鈴の作った料理は大皿料理でも一品あたり三～四人前である。大作はそれをカートに載のせてパーティ会場になっている飛ひ天てん道場の手前までに運んだ。そこで待ち受けているのはレイハと、メイドに扮ふんした美み雪ゆきである。レイハの魔法で料理がコピーされて百倍に増え、同じく百人に分身した美雪がそれを会場に運び込んだ。


　台所が巨きよ大だいな厨房になっていたように、飛天道場の内部もまるで別の空間になっていた。逆さ魔城シュバルツカステルの内部が再現された宮きゆう殿でんさながらの豪ごう華かな造りの大広間には大だい門もん高こう校こうの全校生徒と教職員、バイパーズのメンバー、アトラゴンのクルーその他を合わせて千人に及およぶ賓ひん客きやくが集まり歓かん談だんの最中だった。パーティはビュッフェ形式で、美雪が大テーブルに料理を並べ始めると、さっそく生徒たちが群がった。


「うはっ、サーモン超ちよううめえ！」


「アワビだ！　アワビを寄よ越こせ！」


「ツバメの巣ってどれ？　お肌はだにいいって聞いたんだけど……」


「鴨のロースト独り占じめすんじゃねえよ！」


「いいだろ、たくさんあるんだから」


　オードブルでは足りなかったらしく、ピラニアよろしく先を争って取り合っている。フランス料理は馴な染じみが薄いためか、あるいは上品すぎるためか、中華の方が人気は高い。


「ええい、貴様らこの魔ま王おうにフカヒレを取っておかんとはどういう了りよう見けんだ!?」


　何故か取り皿を手に生徒に混じっているベルンハルトを見て大作は首を傾かしげた。会場を見回してみると、頭に巻き角を生やした魔王ベルンハルトは一人ではなく、各テーブルに一人の割合で存在していた。全員集めると魔王だけで一クラス分はいそうだ。争そう奪だつ戦せんの激しくないテーブルにいる魔王はフカヒレにありついているのを見ると別に構わない気もするが、舌と胃い袋ぶくろは全員別々なのか。


　一通り料理が行き渡って落ち着いた頃ころ、司会の演台に中なか村むら環たまきと澁しぶ澤さわ右う京きようがついた。


『ご歓談の最中ではありますが、ここで澁澤右京プレゼンツによる特別企き画かくをお送りいたします。それでは右京さんから説明をお願いします』


『企画っつってもまあたいしたことじゃない。大作の撮とった写真をみんなで見てみようって寸法よ』


『いろんな妄もう想そう世界を渡り歩きましたから、さぞかし面おも白しろい画えが撮れてるんでしょうね』


『そいつは見てのお楽しみってね。まずはこれだ！』


　スクリーンもないのに空中に正方形の写真が大写しになった。とたんに周囲から悲鳴が上がる。液体チョコレートで満たされた落とし穴の水面から、全ぜん裸らの城き戸どの下半身がシンクロナイズドスイミングよろしく飛び出している決定的瞬しゆん間かんをとらえた一枚だ。大作にしてみればもはや懐なつかしい。


『こいつは〈バレンタインデーの世界〉の一枚だ。マスターは二年Ｂ組の波は多た野の樹いつき』


『これはいったいどういう状況なんですか!?』


『説明したらつまんないだろ。ほら次だ』


　画像が切きり替かわった。今度は瓦かわら屋や根ねの旧道場前で向かい合う袴はかま姿の男子と女子生徒の図で、別アングルの写真が数枚追加されて並んだ。剣けん道どう部員らしい男子の方は目元涼すずしい男前だが、苦にが虫むしを嚙かみつぶしたように顔をしかめて、虎とら縞じまのルーズソックスを穿はいた野性味あふれる女子生徒をにらんでいる。


『一見何の変へん哲てつもない……と思いきや、これはアレですね!?　私も行ったことがありますよ！　全員の性別が入れ替わってる──』


『そう、名付けて〈俺があいつであいつが俺で世界〉の一枚だ。マスターは三年Ｄ組の伊い福ふく部べ吉よし光みつ』


『写っている二人の名前を教えていただけますでしょうか!?』


『御み剣つるぎ涼りよう之の介すけと草くさ[image: ]なぎ静しず鹿か』


　大いに沸わく会場の中、二年Ｂ組の生徒が集まってるあたりに目を向けると、男版の自分を初めて目にした涼りよう子こは何が恥はずかしいのか両手で頰ほおを押さえていた。隣となりにいる静しず馬まはご満まん悦えつの様子でニヤニヤしている。


「涼子お前、男になっても顔ほとんど変われへんやんけ。だいたい同じくらい男前や」


「そう言うあんたは何よ!?　バンカラの要素がひとっつも残ってないじゃない！　虎縞のルーズなんて何ど処こで売ってるのよ!?」


　思うことは誰だれも同じらしい。


「アホ、オレかて女になったらオシャレのひとつもするわい。それにしてもさすがはオレやな。乳ボーン！　腹周りキュッ！　尻ケツブッリ～ンや!!　あれは目の毒やで。お前、完全にスケベな目で舐なめるようにガン見しとるやないか」


「どう見ても女ターザンでしょ!?　あんなのに見とれるあたしじゃないわよ。しかもノーブラだし、ヘソ出してるし、スカート短すぎるし……恥はじ知しらずなところは同じね！」


「サービス精神旺おう盛せいなだけや。パンツくらい見せたところで減るもんやなし」


　涼子の猛もう抗こう議ぎも静馬には馬耳東風である。男女逆転世界には居合わせた生徒も多く、静鹿の破は壊かい力は知しれ渡わたっている。大作は一度見ただけだが、あそこまでフリーダムな女子にグイグイ迫せまられては男版涼子に勝ち目はないだろう。


　大作の撮った写真は一万枚を下らない。ネタには事欠かないのでこのショーは当分続くだろう。大作は美雪が持ってきた注文リストを手に再び厨房に向かった。





　その頃──


　鬼おに塚づか家の居間、庭に面した縁えん側がわに三人の男が腰こし掛かけ、手て酌じやくで酒を飲んでいた。


　黄昏たそがれ時どきである。


　茜あかね色いろに染まる空を眺ながめながら、各おの々おの勝手に一いつ升しよう瓶びんから湯ゆ呑のみに清酒を注ぎ、炙あぶったスルメを肴さかなにしている。


「──ときに鉄の字」


　スルメの足を嚙みちぎりながら、姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうが鉄てつ斎さいに訊たずねる。


「何でまたワシらはこんなとこで冷や酒を呑んどるんだ？」


「そんなことも忘れたか。耄もう碌ろくしたな」


「そうじゃねえ。気がついたらここにいたんだ。てめえが呼んだのか？」


「いや──」


　鉄斎は口に運びかけた湯呑みを止め、ふと遠い目で夕暮れ空を見上げた。しかし何も思い出せずに手元の酒の水面に出来る波は紋もんに目を落とす。


「ここで誰かを待っているように言われた気もするが……誰だったかな」


「てめえもしかとは覚えちゃいねえのかよ」


　雷蔵は舌打ちして、もう一人の男──毒ぶす島じま天てん堂どうに顎あごをしゃくった。


「やい、お前も何か言え」


「……アタリメは黙だまって食うもんだ」


　そう答えると天堂は細く裂さいたスルメを口に運んではちびちびと囓かじり、酒をあおった。この男も訳も分からずここにいるらしい。


　鉄斎は玄げん関かんから誰かが上がってくる気配に気付いた。訪おとないを入れないところからして身内だろう。居間の戸が開き、聞き慣れた女の声が聞こえてくる。


「あら、お父さま。縁側は寒くありませんか？」


「──!?」


　鉄斎は驚おどろいて振ふり向むいた。居間に入ってきたのは三十前後と思おぼしき女性である。腰こしまで届く長い黒くろ髪かみを首の後ろで束ねた清せい楚そな美人だ。身なりは落ち着いたもので、客人ではなく近所に買い物に出で掛かけて戻もどってきた主婦といった風ふ情ぜいだ。


　女は雷蔵と天堂に気付くと畳たたみに膝ひざをついてお辞じ儀ぎした。


「お二人ともいらっしゃいませ。おつまみは足りていますか？」


　雷蔵と天堂も女を瞠どう視ししたまま固まっている。肴がスルメしかないのを見て取った女はにっこりと微笑ほほえむと、


「何かお作りしますね」


　そう言って居間を出ていった。台所に向かったらしい。


「お、おい……今の娘むすめ……」


　雷蔵と天堂は互いに顔を見合わせた。石化したように硬こう直ちよくしている鉄斎の手から湯呑みが滑すべり落ち、縁側に落ちる寸前で雷蔵が素早く手を伸のばしてキャッチする。鉄斎は女が閉めていった居間の戸を見つめながら、茫ぼう然ぜんとして呟つぶやいた。


「み……美み咲さき……？」


「やっぱりそうか！　いや、しかし、確か死んだって聞いたが──」


　不意に、庭から高笑いが響ひびいた。


「ハハハッ！　お前たち──見事に老けたものよなあ」


　居間に向けていた視線を庭に戻すと、そこには二十代半ばと思しき和服姿の女が立っていた。目鼻立ちのはっきりした美び貌ぼうの持ち主で、長い髪かみを高い位置でポニーテールに結っている。女性にしては大おお柄がらで肩かた幅はばも広い。二つか三つの色白の幼女を腕うでに抱だいていた。


　ガシャン、と瀬せ戸と物ものの割れる音がした。雷蔵の手から二つの湯呑みが落ちた音だ。


　子連れの女は鉄斎たち三人の顔を順に眺め、フンと鼻を鳴らした。


「何じゃ、ハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような面つらをしおって……小こ僧ぞうども、わっしの顔を忘れたか？」


「ちっちちち……千ち鶴づるさん!?」


「しっ、師し範はん代だい!?」


「いや、その……決して忘れてなどおりませんが、しかし……！」


　女が目を細めてにらみを利きかせると、鉄斎たちは泡あわを食って正座し畏かしこまった。その様子を見て女──南な雲ぐも千鶴は破顔した。


「お前たちにとっては四十五年ぶりになるか？　今もわっしの言い付け通りに飛天流を守ってくれているそうで何よりだ」


「本当に……師範代なのですか？」


　千鶴は鉄斎たち三人の記き憶おくにある四十五年前のままの年とし恰かつ好こうだった。千鶴が鬼塚家を出しゆつ奔ぽんして以来会うことはなかったが、実際の南雲千鶴はおよそ二十年前──五十歳前後で亡なくなっている。


「幽ゆう霊れいではないぞ。いや、実際のところは幽霊と変わらんようなものらしいが、化けて出たわけではない。ちゃんと足も付いているしな」


　千鶴は雪せつ駄たを履はいた足を持ち上げて見せた。


「簡単に言えばタイムトラベルという奴やつよ。昭和二十六年から時間を飛とび越こえてここに来たと言えば分かるか？」


　急にＳＦチックなことを言われても年寄り三人は途と惑まどうばかりで呑み込めるはずもなかった。


「それにしても妙みようなものよな」


「な……何がでしょうか？」


　検分するような千鶴の目つきに鉄斎たちは戦せん々せん恐きよう々きようとなる。


「お前たち三人の中で一番女おんな癖ぐせの悪い天童が独り身とは、意外なこともあるものよ」


「いや～むしろその女癖のせいでこの有様でして」


　天堂は恐きよう縮しゆくして苦く笑しようする。


「雷蔵の息子むすこはメリケンの嫁よめを貰もらったそうだな。結けつ婚こんには最後まで反対したくせに、孫まご娘むすめは可愛かわいくて仕方がないとか」


「はは……よくご存じで」


　照れまくった雷蔵は頭を搔かいて平へい伏ふくした。


「しかし人の縁えんとは分からぬものよ。思いもよらぬことが起きるからこそ面おも白しろい……なあ鉄てつ心しん？」


　千鶴の含ふくみのある物言いに鉄斎は怪け訝げんな顔になる。


「何より慶一郎に目をかけてくれたこと、恩に着るぞ。よもやお前の孫がわっしの曾ひ孫まごになるとはな」


「はっ……!?」


「後で曾孫の顔も見せてもらうが、それはついででな……積もる話は後にしよう」


　そう告げると千鶴は道場の方へとさっさと歩いていく。


「師範代……!?　どちらへ？」


　三人は履き物を突つっかけるのも面めん倒どうとばかりに裸足はだしのまま庭に降りて千鶴を追った。





「あら！　あなた、神かみ矢や君ね？」


　道場から戻ってきた大作は、廊ろう下かで呼び止められて目を丸くした。


「美咲さん!?　どっ……どうしてここに!?」


「道場破りの人に連れてきてもらったの。素敵ね～、その服」


　美咲は大作の執しつ事じの衣装を褒ほめたが、そんなことに構っている場合ではなかった。


「僕らはソルバニアから戻ってきたはずなのにどうして……!?　そんなことより、ええと……とにかく一いつ緒しよに来てください！」


　大作は美咲の手を引いて道場へ取って返した。パーティ会場に戻ると、空になった皿やグラスを回収して忙いそがしげに働いている百人の美雪が一いつ斉せいに足を止めた。


「お……お母さま!?」


　近くにいた美雪の一人が声を上げた。残り九十九人の美雪も仕事そっちのけで集まってきて、二人はたちまち美雪の群れに取り囲まれる。


「ちょっ……全員いっぺんに来られても困るから！　来るなら一人で──」


　大作が言うなり、百人の分身が瞬またたく間まに一人の美雪に戻り、それぞれが持っていた食器が床ゆかに散らばった。幸い絨じゆう毯たんが分厚いため床一面に破片が飛び散るようなことはなく、近くにいる生徒が見かねて拾い集める。


　美咲は胸に飛び込んできた美雪を抱だきとめ、髪を撫なでた。


「あらあら……もう中学生なのに甘えんぼさんね」


　美雪の動きで異変を察した涼子と静馬が駆かけつける。二人は美雪が抱きついている女性が美咲だと知って驚くが、当の美咲は呑のん気きなもので、静馬に向かって手を振った。


「お久しぶりね。草[image: ]君」


「おお、美咲さんやんか！　どないしたんや？」


「ちょっとね。それより草[image: ]君、一九九六年から来たって本当だったのね。私なんてすっかりオバさんになっちゃって……」


「んなことあれへんて。今でも十分別べつ嬪ぴんさんや。三十過ぎには見えへんで」


「やだ、本当に～？　お姉さん本気にしちゃうわよ」


　いきなり親しげに談笑しはじめる二人に、涼子と大作は呆あつ気けに取られた。一九八四年に行った静馬が鬼塚家でＶＩＰ待たい遇ぐうだったことなど知る由よしもない。美咲の来訪を聞きつけて美雪の同級生や飛天流門下の弥や永なが、小こ関せきらも挨あい拶さつにやって来た。知り合いといっても一九八四年の静馬と慶一郎の対決により生じたパラレルな一九九六年の記憶である。そして現実の一九九六年には鬼塚美咲という人物はいないのだ。ではここにいる美咲は何者なのか──？　それが引っかかっている大作と涼子は素直に再会を喜ぶ気分にはなれなかった。


「美咲さんはどうしてここに……」


「──おう!?　ここは鹿ろく鳴めい館かんか、帝てい国こくホテルか？」


　道場に入ってきた人物を目にして涼子は跳とび上がった。


「ちっ……千鶴さん!!」


「おお、涼之介か。ずいぶんと派手な衣装だな。見み違ちがえたぞ」


　千鶴は一九五一年の四月に涼子の下宿先に訪れた時とほとんど変わらぬ出いで立ちである。涼子はいよいよ頭が混乱してきた。静馬が涼子の袖そでを引いて耳打ちする。


「誰だれや？　この人」


「お師し匠しようさまの上の世代の飛天流の師範代で──南な雲ぐも先生のお祖ば母あさん」


「お祖母はんやて？　どういうことや!?」


「あたしに訊きかれたって分かんないわよ。とにかく大作君、南雲先生を呼んできて！」


　大作が飛び出していくと、入いれ替かわりで鉄斎ら三人が入ってきた。鉄斎は美雪と抱ほう擁ようしている美咲を見つけ、信じられないという顔になる。


「美咲……お前なのか？」


「はい。お父さま」


「……生きていたのか？」


　その問いに、美咲は少し悲しげな笑みを浮うかべて目を伏ふせた。千鶴が横から口を挟はさむ。


「わっしもお前の娘も、すでにこの世の者ではない」


「えっ!?　いや、しかし千鶴さん……それでは、いったいこれは……」


　鉄斎は見るからに狼ろう狽ばいした様子で美咲と千鶴の間で視線を往復させた。


「師匠がパニックを起こしているぞ」


「まあ無理もないが……」


　鳴なる海みと万かず騎きが事態を静観しながら他ひ人と事ごとのようにコメントする。


　大作に連れられて慶一郎と飛鈴が会場に現れた。慶一郎は二人の来訪者を目の当たりにして鉄斎と同じく困こん惑わくする。


「祖ば母あちゃんが……若い!?」


「そりゃあ若いさ。まだ二十五だ」


「俺より若いのは反則だろ」


「その図体で細かいことを気にするんじゃないよ。ほら」


　千鶴は抱いていた幼女を慶一郎に差し出した。慶一郎はおっかなびっくりの手つきで幼女を肩かたに乗せる。


「この子は……？」


「お前の母さんの景けい子こだ」


「ええっ!?」


　景子は自分の息子だと知ってか知らずか、慶一郎の厳いかつい顔の形を確かめるように小さな手で鼻をつまんだり耳を引っ張ったりした。景子は透すけるように肌はだが白く、わずか二つか三つの子供とは思えない整った美び貌ぼうの持ち主である。成長すれば儚はかない印象の美人になるだろうと容易に想像できた。


「お母はんやと!?　全然似てへんやんけ。雪女とヒバゴンくらい違ちがうわ」


「慶一郎さんには似ていないけど、美雪とはそっくりね」


　美咲は手て拭ぬぐいで美雪の涙なみだを拭ふき、景子と向き合わせた。肌の白さといい顔立ちといい、ひと目でそれと分かるほど似ている。鉄斎は低く唸うなり、美咲に問い質ただした。


「やはり……そうなのか？」


　美咲はコクリと頷うなずく。鉄斎の溜ため息いきは深かった。


　慶一郎は近くにいる魔ま王おうに呼びかけた。


「ベルンハルト！　この状じよう況きようを説明してもらおうか」


「気安く……魔王を呼びつけるんじゃねえ」


　口をモゴモゴと動かしながらベルンハルトがやってきた。手に持っている取り皿にはナマコのソース煮にが山盛りになっている。


「南雲千鶴は一九五一年から、鬼塚美咲は一九八四年から分ぶん岐きした別の一九九六年から来た。何か問題でもあるのか」


「ここは現実の一九九六年じゃないのか？　時間を飛び越えたりするのはソルバニアの中だけの話かと思ったが」


「当人の希望だ。今この時空を支配している俺様が許可すれば造作もない。せいぜい再会を楽しむがいい。それと美う味まい料理の追加も忘れるな」


　魔王はそれだけ言うとさっさと踵きびすを返して他の料理を取りに向かった。


「そういうことだ」


　千鶴は慶一郎の腕うでから景子を取り上げ、会場の奥おくへと足を運んだ。事情の分からない慶一郎や涼子たちが後についていく。コーナーのソファーに陣じん取どった銀星神医ことドクター・カストルと東ひがし方かた流りゆう玄げんが、菱ひし沼ぬま奈な々な子こをはじめとする美女（？）を侍はべらせて日本酒の飲み比べをしていた。千鶴は東方流玄の正面に立ち、傍かたわらにいる女たちをひとにらみして追おい払はらうと、景子を差し出した。


「抱だいてやれ。お前の娘むすめだ」


「いいとも」


　流玄は気安く答えて、手に持った酒しゆ杯はいと景子を交こう換かんした。膝ひざの上に乗せられた景子は不思議そうな目で流玄を見上げたが、髪かみを撫でられると安心しきったように微笑ほほえんだ。千鶴は流玄の隣となりに腰こし掛かけた。


「半世紀近く経たったが、お前は変わらないな。さすがは仙せん人にんだ」


「恨うらみ言ごとのひとつも言われるかと思ったが」


「今さらだな。あの一月で一生分睦むつみ合った。娘に恨まれるとすれば私の方だ」


「……飲やるかい？」


「受けよう」


　流玄がテーブルの銚ちよう子しを取り、杯さかずきに酒を注いだ。千鶴はその杯を一息で干す。


　千鶴がこの時代に来たのは流玄が目的だったらしい。意外な成り行きに驚おどろきながらも慶一郎たちは騒さわぎ立てずにその場を離はなれた。他の客の間に紛まぎれてから静馬が口を開く。


「オカンのオヤジが師匠っちゅうことは──お前、孫やったんか!?」


「初めて知ったぞ……」


「ショッキングなことが多すぎてマヒしてきますね。いろいろと」


「そうね……ところで美咲さんは何のために？」


「ああ！　そうそう──フェイリンさん？」


　美咲は飛鈴を呼び止めた。慶一郎の巨きよ体たいを盾たてに隠かくれるようにして距きよ離りを置いていた飛鈴がハッとして立ち止まる。美咲は緊きん張ちようした面おも持もちの飛鈴の両手を取った。


「よかった……あなたが慶一郎さんのお嫁よめさんで」


「──えっ!?」


　美咲の言葉に飛鈴は意表を突かれた顔になった。


「私、ずっと思っていたの。慶一郎さんに相応ふさわしい人は……きっとどこかにいるって」


「美咲さん!?　俺は──」


　慶一郎は口を挟みかけたが、美咲のほろ苦い笑みを見て絶句した。もうひとつの一九九六年が続いていたとして、自分は問題なく暮らせていたはずだという確信は思い込みにすぎなかったのか。それとも──


　いや、と慶一郎は自分の想像を否定した。肝かん心じんなことはひとつだけだった。現実の一九九六年には鬼塚美咲は存在しないのだから。


「あの……美咲さん。ひとつお願いがあります」


　飛鈴は自分から美咲の手を握にぎり返した。


「美咲さんのお料理の作り方を教えていただけますか？」


「お安い御ご用ようよ」


「お母さま！　私も、私も──」


　美雪が飛とび跳はねてせがむと、美咲は女神のような笑みを見せた。


「それじゃ、一いつ緒しよにお台所へ行きましょうか」


「だったら俺も」


「慶一郎さんが？　お料理なんてしないのに……」


　美咲は首を傾かしげる。美咲が知っているのは鬼塚慶一郎の方だけだ。慶一郎はそれに気付いて少し切なくなった。


「ちゃうねん美咲さん。こっちの南雲はあっちとは別モンや。メシを作る以外に何の存在価値もない男や」


　静馬の指図で大作がサーモンのパピヨット（紙包み焼き）を取り皿に取り、美咲に渡わたした。エスカルゴバターをからめたサーモンを口に運んだ美咲は、う～んと唸った。


「上品な味ね～。これって慶一郎さんが作ったの？　ホテルで出してる物じゃなくて？」


「ええ、まあ」


「ふうん……これは主婦としては負けていられないわね」


　美咲は急に闘とう志しをかき立てられたらしく、美雪と飛鈴の背中を押して会場の外へ向かった。慶一郎がついていこうとすると両手で×を作って拒きよ否ひする。


「主婦の企き業ぎよう秘密だから男の人には教えてあげません。悪しからず！」


　そう言われては一緒に厨ちゆう房ぼうに行くわけにはいかず、慶一郎は会場に残るしかなかった。それからほどなくして美咲の手料理が次々と会場に届き始める。


「何の変へん哲てつもないただのブリ大根が超ちよう絶ぜつウマいんですけど!?」


「これが茶ちや碗わん蒸むし？　じゃあ今まで食ってた茶碗蒸しって何だったんだ……？」


「出だ汁し巻き卵食べてみなさいよ！　すっごく美お味いしいんだから」


　出てくる料理そのものはどれも一いつ般ぱん的な日本の家庭料理だが、意外にもフレンチと中ちゆう華かを上回る人気となった。やはり食べ慣れた和食の方がいいということなのか。慶一郎も出汁巻きを食べてみたが、今まで食べた出汁巻きの中でも最高の出来だと思えた。見ると、鉄斎も久しぶりの一人ひとり娘むすめの手料理を嚙かみしめるように味わいながら何度も頷いている。


　美咲の手料理の評価が最高潮に達したのは三角御握りが出された時だった。二口で食べきれるサイズの小こ振ぶりのサイズで、海の苔り巻まきと胡ご麻ま塩しお、きな粉をまぶした三種類が供された。


「おおっ、これぞザ・主食！　何か足りないと思ってたがこれか！」


「オニギリなんて久々に食うよ。うちの母ちゃんなんて熱いからヤダってオニギリ握ってくんないんだぜ!?」


「合うわ～塩しお鮭ざけにベストマッチだわ～握り具合も絶ぜつ妙みようだし～」


「俺これさえあればオカズいらねえわ」


「美味しいなあ～きな粉って言うの？　この大豆の粉でコーティングした甘いトライアングル・ライスボール」


　にこやかに笑いながら近寄ってくる個性の薄うすい青年をしばらく凝ぎよう視ししていた涼子は、たっぷり十秒近く経ってから名前を思い出した。


「あんた……レグルスじゃない！　久しぶりね」


「俺の主観だと別れてから地球時間で一日経ってないけどね」


　獅し子し座ざの男──レグルスは指についたきな粉を舐なめながら目を細めて笑った。


「そう言えばあんた、あの夜……千鶴さんを送って行ったわよね？　まさか千鶴さんがここへ来たのって──」


「もちろん俺がエスコートしてきたんだよ。でもフられちゃったから慰なぐさめてよ」


「女版子連れ狼おおかみを口説こうなんてバカじゃないの!?」


「いい女に出会うとす～ぐ惚ほれちゃうんだよね。岡おか惚ぼれ徒あだ情なさけは俺の十お八は番こだから」


「あんたは宇宙の寅とらさんか？」


「トラじゃないよ。ライオンだよ」


　何ど処こか得意そうな顔が微び妙みように腹が立つ。どうやらお気に入りの返しらしい。


　トラと聞いて静馬が寄ってきた。レグルスと初対面ではないことにすぐに気が付き、露ろ骨こつに胡う乱ろんなものを見る目を向ける。


「おい涼子！　誰だれや、この中ちゆう途と半はん端ぱに優やさ男おとこ気味の馴なれ馴れしいやつは!?」


「こいつは……」


「初めまして。リョーコの父です」


　懐ふところから名めい刺しでも出してきそうな低姿勢でレグルスが挨あい拶さつした。静馬は面食らってレグルスの風体を観察する。


「オヤジにしては若すぎるやろ。過去から来たんか？　でも涼子のオヤジいうたら現い代までもピンピンしとるんとちゃうんか？」


「ああ、言葉が足りなかった。リョーコの来世の父です」


「来世て!?」


「でも本当の親娘じゃなくて血の繫つながらない義理の父です」


「そやったらもう来世とか関係ないやん」


「しかも実の父親の仇かたきでもあります」


「何やねん！　その時代劇とかにありがちな因いん縁ねんまみれの人間関係」


「実は話せば長くなるんだけど……火星と木星の間の小しよう惑わく星せい帯たいで」


「その話はもういいのよ！」


　涼子が割って入ると、レグルスは不服そうに口を尖とがらせた。


「親しくなった人に身の上話をするのは俺の挨拶の内なんだけど」


「それってまさか誰にでもペラペラしゃべったわけ!?」


「そりゃあそうさ。何の手て掛がかりもない状態から生き別れの兄弟を捜さがさなきゃならないんだから。基本的に出会った人全員に同じ話をしたよ」


　レグルスが自分にだけ特別に出生の秘密を明かしたのではなかったと知り、涼子は啞あ然ぜんとなった。普ふ通つうは隠しておくような話を喧けん伝でんして回ったらしい。


「もう兄弟は捜さなくていいんだから話す必要ないでしょ？」


「生き別れの兄弟て何や？」


「こいつと魔王が兄弟って話。あとドクター・カストルも」


「マジでか!?」


　証しよう拠こを見せたいのかレグルスは近くにいる魔王の分身の一人に声をかけた。


「やあバーナード。久しぶり。お兄さんだよ」


「誰がお兄さんだと!?」


　三角御握りを二個いっぺんに頰ほお張ばりながら、ベルンハルトは冷ややかな目でレグルスをにらんだ。


「最初に生まれたからお兄さんに決まってるだろ」


「〈試作されたゾデイアツク・黄道十三星座のスペリオル・超人類サーテイーン〉の間にはそもそも血けつ縁えん関係はない。後からひょっこり出てきて兄貴面づらとは何様だ？」


「お前こそ一番最後に生まれたくせに生意気だぞ」


「他の十二人の失敗を糧かてに生み出された最高傑けつ作さくと呼んでもらおうか」


「兄さん姉さんを失敗作呼ばわりするとは……」


「お前は失敗作ですらない。ただの欠番だ」


「なっ……お、お前なんて〈蛇へび遣つかい座ざ〉だろ!?　黄道十二星座に数えられてないじゃないか。そっちこそ予備の補欠だろ」


「真打ちは最後に登場するものと決まっている。それに我々は互たがいに人類の未来を巡めぐって争う定めだが、お前は誰からも敵視されていない──何故か分かるか？」


「もちろん長生きしてるぶん人徳があるからだよ」


「違ちがう。一番どうでもいい存在だからだ」


「ううっ……」


　レグルスはすごすごと戻もどってきた。


「あの言い草聞いた？　酷ひどいと思わない!?」


「言い負かされて泣きそうになってんじゃないわよ」


「いいよ、アレクに慰めてもらうもんね」


　レグルスはどこからか取り出した火星ニンジンの入った籠かごを小こ脇わきに抱かかえ、女子に大人気の電脳ウサギを捜しに行った。


　写真ショーが中断され、壇だん上じようにベルンハルトが現れる。


『──そろそろ腹も膨ふくれた頃ころ合あいだ。メインイベントを始めるとしよう』


　魔ま王おうがマントを翻ひるがえすと、中からおさげ髪がみの女子生徒が現れた。小皿に取った揚あげ出だし豆どう腐ふを箸はしでつまんで口に運ぼうとしていた女子生徒は、自分が注目を浴びていることに気付いて目をパチクリさせる。事態を把は握あくしていない様子の女子に周囲から声がかかった。


「樋ひ口ぐち──ッ！　後ろ、後ろ──ッ!!」


「……えっ!?」


　樋口は自分の真後ろに立つベルンハルトの存在に気付いて思わずたじろぐ。


『放送部一年の樋口さん！　またまた魔王のご指名ですよ！　立派にお勤めを果たしてください』


「わ……分かりました！　ですが何をすれば──」


　途と惑まどう樋口の前にベルンハルトが上面に穴の開いた箱を突つき出した。箱の前面には『？』マークが描えがかれている。何かの抽ちゆう選せん箱に見える。


「この中から一枚引いて読み上げろ」


　樋口は言われるままに抽選箱に手を入れ、一枚の葉書サイズのカードを取り出した。読み上げる声が会場に響ひびく。


「ええと……『一九九九年に人類は滅めつ亡ぼうするの？』と書いてありますが」


「くだらねー質問だな。ソルバニアが誕生したのは人類が外宇宙へ版図を広げた後の時代だ。当然一九九九年で終わるわけがない」


「すると何も起きないんですか？」


「人類史に残るようなデカいイベントはな」


　生徒たちの間から安あん堵どと落らく胆たんの入り交じった溜ため息いきがもれる。ハルマゲドンが起きても困るが、何も起きないと断言されるとそれはそれでつまらない──そんな気分を察してか、ベルンハルトはニヤリと不ふ吉きつな笑みを浮うかべた。


「しかし何もないというのも面おも白しろくないしな……」


　マントの下からサオダケを取り出し、虚こ空くうに向けて振ふるった。見えない糸が何かに引っかかったらしく竿さおの先せん端たんがしなる。ある程度引いたところで片手で作ったチョキで糸を切り、サオダケを縮めて懐へ戻した。


「俺様からのプレゼントだ。木星と土星の間を漂ただよう小惑星のひとつの軌き道どうを変えた。一九九九年の七月に地球に衝しよう突とつするコースに乗せてな」


「ええええ～～ッ!?」


「この時代の科学力でどうにかできるギリのサイズの物を見み繕つくろっておいた。まあ落ちたところで地球の総人口が半分になる程度の破は壊かい力だから安心しろ」


「なるほどそれなら安心……できるかぁ！」


「モヒカン頭の暴走族がヒャッハーする世界が来てしまうぞ！」


「未来人が過去を改変していいのか!?　タイムパラドックスはどうなるんだ!?」


「どうせ次に戻ってくるのは十五万年後だ。人類の宇宙進出が千年や二千年遅おくれたところで知ったこっちゃねーしな。せいぜい愉ゆ快かいな世紀末を楽しむがいい」


「うわ、ひでえ！」


「魔王のくせになんて無責任なの!?」


「クレームはソルバニアに住民票を移した後でいくらでも受け付けてやる。さあ次だ！」


　ベルンハルトは再び樋口に質問箱を突きつける。


「待ってください。何なんですかこのコーナーは？」


「〈魔王なぜなに質問箱〉に決まっとるだろうが。この箱の中にはお前たちが思い浮かべたこの俺様に対する質問が入っている。面白い質問を引くのがお前の仕事だ」


『責任重大ですよ、樋口さん！』


「そんなあ～」


　中村のいい加減なあおりを受けて困こん惑わくしながらも、樋口は質問箱に手を入れてカードを取り出した。


「え～質問です。『そのアンモナイトみたいな角は何の役に立つんですか？』」


「そんなこと俺が知るか。この姿はお前たちの想像する〈ソルバニアの魔王〉のイメージを忠実に形にしたものだからな。角なんてただの飾かざりだ」


「ええっ、すると右半身と左半身で色が違うのも……肌はだが青色派と赤色派で分かれたからですか？」


「ツートン肌は陰いん陽よう和合、両性具有の象しよう徴ちようだ」


「正義と悪の青と赤じゃないんですね」


「お前らごときガキんちょに正義だの悪だのを語る資格があると思うのか？」


「正直、語りたくないですねえ。そんなもの語らない方が幸せでしょうから」


「フム……いい答えだ。気に入ったぞ。褒ほう美びにこの角を授けてくれる」


　ベルンハルトは羊の角を自分の頭からカポッと取り外し、樋口の頭に装着した。


「簡単に取れるんかい！」


「なんか魔ま界かいっぽさが六割方減ったぞ!?」


「あの角の比重ってそんなに高かったのかよ！」


　魔王のアイデンティティを支えていた角が脱だつ着ちやく可能と知って生徒たちは騒そう然ぜんとなるが、それ以上にパニックになったのは移植された樋口だった。


「とっ……取れない！　ガッチリくっついて取れないですよこれ!?」


『意外と似合ってますよ、樋口さん』


「そんなこと言われても嬉うれしくないです！　これじゃ頭からかぶるタイプの服が着れないじゃないですか！」


「角を手で撫なでてみろ」


「こ、こうですか？」


　ベルンハルトに言われるままに自分の頭に取り付けられた角を撫で回してみる。


「あふ……はにゃ～ん」


　とたんに樋口はうっとりと蕩とろけたように頰ほおを緩ゆるめ、口から甘い嬌きよう声せいを漏もらしはじめた。角の先端あたりがとくに心ここ地ち良いのか、五本の指でこね回すように撫で続けていると、角全体がムクムクと膨ぼう張ちようしていく。


『ちょっ……樋口さん！　何やってるんですか!?　みんな見てるのに！』


　中村の警告を耳にした樋口は正気に戻り、顔を真っ赤にして角を隠かくした。


「キャ～！　わ、私、公衆の面前でなんてことを……ああっ、見ないでください!!」


『隠すところが違いますよ!?　もういいですから外してあげてください！』


　魔王は舌打ちして、樋口の頭から角を外した。釣つり上げたばかりの魚のようにビチビチと跳はねる角を頭にねじ込むように装着すると、元通りに大人しくなる。


『本当は何なんですかその角は!?　魔界の寄生生物ですか？　まさか卑ひ猥わいな物じゃないでしょうね!?　それより右京さん、笑いすぎです！』


　中村の隣となりにいる右京はへたり込んで笑っている。樋口は気を取り直して新たな質問カードを引いた。


「それでは次の質問です。『〈試作された十三星座の超人類〉というのは〈人工的な覚醒者アートマン〉ではないのか？』という……」


『それはワシの質問じゃな』


　マイクを取った村むら雨さめが発言した。


『君らはもともと何のために造られたのかね？　〈覚醒者〉に近い〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手ての血を受けているということは、宇宙に進出した人類の守護者としてか？　正直言うとワシの知り合いにいかにも造りそうな奴やつがいる。そいつでなければこのワシが造りそうなんじゃが』


「何を目的に生み出されたかは問題ではない。不死身かつ不老不死、強きよう靭じんな肉体と高い知能を持ち、個体レベルで進化し続ける──我々のような特異な存在がただの人間にコントロールされると思うか？　我々が何者であるかは我々自身で定義せねばならない。人類の守護者たらんとする者もいれば、己おのれの欲よく望ぼうにのみ忠実な者もいる。このベルンハルトは生まれついての魔王だが、俺の行動は愚おろかな人類への同情に基づいている。そしていずれはその同情故ゆえに堕だ落らくするだろう」


『魔王が堕落するとどうなるのかね？』


「王座を退いて普ふ通つうの魔人に戻る」


「アイドルの引退かよ！」


　生徒の間から鋭するどい突っ込みが飛ぶ。


『それにしたところでずいぶんと先の話になりそうじゃがな。もうひとつ、ソルバニアは死者の魂たましいを回収しつつ虚きよ数すう空間を過去へ向かって移動しているという話じゃが？』


「時間は線形ではなく円えん環かん的構造であるから、過去に向かっても結果的に辿たどり着つく場所は同じだ。問題はない」


『直近の未来に予想されるカタストロフを回かい避ひするためかと思ったが』


「それもある。人類の記き憶おくを保存することもソルバニアの役目だからな」


『では、そもそも三十億もの人間を収容したコロニーごと虚数空間に待たい避ひすることになった理由とは何なのかね？』


「どうせお前はいずれ知ることになるが──」


『何百年か先の話じゃろ？　今知っておきたいんじゃが』


「よかろう！」


　ベルンハルトがマントを広げると、大広間の床ゆかや壁かべ、天てん井じようまでもが一いつ瞬しゆんにして漆しつ黒こくの闇やみに染まった。黒い床に砂を撒まいたように無数の星の光が輝かがやく。まるで宇宙空間に放り出されたようだった。足の下には床があり、確かに一Ｇの重力が感じられるのだが、全方向の視界に投とう影えいされた宇宙の映像は恐おそろしく鮮せん明めいで、ほとんどの生徒が目め眩まいにも似た浮ふ遊ゆう感かんを覚えた。


　床よりも低い位置に赤く輝く恒こう星せいが見える。地球から見た太陽よりもはるかに大きいが距きよ離りや実際のサイズは素人しろうとには推し量る由よしもない。


「ケフェウス座μ星〈ガーネット・スター〉だ」


『赤色超ちよう巨きよ星せいか。確か直径が土星の軌道よりも大きいはずじゃが』


　そう聞いても生徒たちの間からは溜息さえ漏れてこなかった。あまりに途と方ほうもないスケールのためまるで想像力が追いつかないのだ。


　赤色超巨星に黒い影かげがかぶった。大だい蛇じやか龍りゆうのように身をうねらせる影──見方によっては巨きよ大だいな腕うでにも見える。画像がズームして巨星に近付くと、それが宇宙空間に開いた穴から這はい出て超巨星の表面を黒い河のように蛇だ行こうしているのが分かった。


「これが〈星を貪るものグラタノス〉と呼ばれる正体不明の敵だ。ヨルムンガンドとも呼ばれているが……要するに宇宙怪かい獣じゆうってとこだ」


「宇宙怪獣!?」


　いきなり卑ひ近きんな名めい称しようを使われて生徒たちはかえって途惑った。


「この宇宙怪獣は人類が入植した星系を次々と襲おそい、喰くらい尽つくしながら太陽系を目指して接近しつつある」


『あのサイズからして地球なぞひと呑のみじゃな。人類側に対たい抗こうしうる戦力は？』


「見ているがいい」


　宇宙に新たに数千の星が瞬またたく。それは空間を跳ちよう躍やくしてきた大船団だった。ほとんどが槍やりの穂ほ先さきのような形をした戦せん艦かんである。その先せん陣じんを切るのは、前進翼よくを有した白鳥を思わせる優美な型の船だった。


「あれが生マ機シ融ン合ダ体ー艦かん隊たいの旗き艦かん──つまりカストルの弟〈機界神帝キカイザー〉の船だ」


『双ふた子ご座ざの片割れということはポルックスじゃな？』


「奴はその名を好まない。十三星座の名はコードにすぎんからな」


　旗艦の右う舷げん翼よく下かに備えられた騎き士しのランスを思わせる長大な円えん錐すい形の砲ほうが火を噴ふいた。画像がズームアウトすると、放たれた光の奔ほん流りゆうがひどくゆっくりと伸のびていく。


「えらく遅おそい光線ですねえ」


『あれでほぼ光の速さじゃよ。スケールが違ちがうからな。地球から太陽まで光速で八分二十秒ほどかかる。本来は目視できないはずじゃが……便べん宜ぎ上じよう可視化してあるのか？』


　旗艦の砲ほう撃げきは宇宙怪獣の頭部に命中し、粉ふん砕さいした。これで勝利かと思いきや、ヨルムンガンドと呼ばれる所以ゆえんである蛇へびに似た輪りん郭かくが崩くずれ、黒い霧きりと化して大艦隊に襲いかかる。


「あの蛇の姿は見せかけで、正体は数億の小型怪獣の群体だ。小型といっても数百メートルから数キロのサイズだがな」


　艦隊が一いつ斉せいに砲撃を開始するが、敵の数が多すぎて防ぎきれず、ほどなくして互たがいに入り乱れる混戦になる。旗艦はまるで戦せん闘とう機きのような激しい機動で飛び回り、一いち撃げきで数千匹びきを葬ほうむる活かつ躍やくを見せるが、敵の数はあまり減っているようには見えない。僚りよう艦かんは明らかに火力不足だった。カブトガニのような怪獣に集たかられて撃げき沈ちんする艦が続出している。


「まるでイナゴの大群だな。戦力差がありすぎる……少なくともこの十倍は必要だ」


　バラキレワが沈ちん痛つうな面おも持もちで呟つぶやいた。


「百倍でも足りんくらいだ。主しゆ砲ほうとして全艦に装備される予定だったＧＲＢ砲がこの会戦の時点では未完成だからな」


『超ちよう新しん星せい爆ばく発はつのガンマ線バーストを利用する兵器じゃな？』


「恒星そのものを砲ほう台だいに改造する計画もあったが反対派の妨ぼう害がいで頓とん挫ざしている。太陽系から可能な限り離はなれた場所で殲せん滅めつするはずが後手に回ってこのザマだ。この後のカシオペア座α星域での決戦に敗れればもはや人類に後はない──そこで万一の場合に備えてソルバニア計画のスケジュールを前まえ倒だおしした」


『その決戦の結果を見届けずに虚数空間に待避したわけか。敵の正体や規模は分かっているのか？』


「残った連中がどうにかするだろ。つーかそれは未来のお前の仕事だ。ここで心配したところで始まらん」


　全天で繰くり広ひろげられる壮そう絶ぜつな宇宙戦争の最中、不意に場ば違ちがいな音が聞こえてきた。


『Ｌａ──────』


　鼓こ膜まくではなく身体からだの奥おくまで響ひびいてくる音──それは歌声だった。


「……ん？　下の方から何か来るぞ!?」


　赤い発光体がみるみる近付いてくる。単に迫はく力りよくある映像というだけでない緊きん張ちようが走った。


「これは再現ビデオみたいなもんだろ？　生なま中ちゆう継けいじゃないよな!?」


「過去の映像でも魔ま法ほうだからな……いや、未来か？」


「この声はあの光からか？　宇宙で声が聞こえるはずが──」


「おいおい、完全にこっちに向かって来てるぞ！」


　歌声が高まり、発光体が床ゆか面めんに衝しよう突とつした。ベルンハルトと樋口の前に真っ赤な火柱が上がる。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが一瞬、翼を広げて羽ばたく鳥のようなシルエットを作って霧む散さんすると、そこには一人の女が立っていた。


　忽こつ然ぜんと現れた女は二は十た歳ちくらいで、真しん珠じゆを思わせるピンクがかった豊かな金きん髪ぱつの持ち主だった。しなやかかつグラマラスな肢し体たいを革かわのライダースーツに包み、高い鼻に丸いサングラスを乗せている。背中側の腰こしの辺りから炎の色の翼が伸びているのが見えるが、それは女の背中から直に生えているわけではなく、背負った弦げん楽がつ器きの装そう飾しよくだった。不死鳥が変身したようなド派手な形のギターである。


　中村がジェスチャーで樋口にサインを送った。その内容は当然ながら『インタビューを敢かん行こうせよ』だ。樋口は困った顔をしたが、すでに三メートルの大巨きよ人じんや魔ま王おうへの単独インタビューを経験済みのためすぐにマイクを取った。仁王立ちしている女の横に回り込み、おそるおそる声をかける。


「あの～……どちら様でしょうか？　お名前を教えていただけますか？」


「名前？　そんなものは覚えちゃいない」


「では何の目的でこちらへ？」


「宇宙怪獣とやらに一発カマしてやろうと思って来たが──」


　女はサングラスを持ち上げ、硬かたく黒いまつ毛で星のように縁ふち取どられた双そう眸ぼうを露あらわにした。海のように深く澄すんだ碧あおい瞳ひとみが千人の観客を見回す。目から見えない稲いな妻ずまが放たれているような鋭い眼まな差ざしである。


「見たところあんたたちは怪獣じゃなさそうだ」


「じゃあ間ま違ちがって迷い込んだと？」


「間違っちゃいないよ。歌の生まれる処ところならどこへでも行く──それが本能！」


　女は背負っていたギターを抱かかえ、いきなり全力で弾ひき始めた。


　ＶＯＯＯＯＯｗｏｏｏｏ────ｍ！


　凄すさまじい音圧に樋口は泡あわを食って飛び退のいた。音のエネルギーが会場に充じゆう満まんし、鼓膜ではなく全身を揺ゆさぶられる感覚に観客全員が度ど肝ぎもを抜ぬかれた。耳に刺ささる高音ではなく下腹に響く低音の響きからしてベースギターらしいが、おそらく未来の楽器なのだろう、現代の弦楽器にない不思議な音色である。大音量にもかかわらず不ふ愉ゆ快かいではない。むしろ胸の奥をザワつかせる──本能を揺り起こす原始のビートだった。


　レグルスが戻もどってきて涼子に耳打ちした。


「あいつは乙おと女め座ざのスパイクだ。今は女だからスピカだけど」


「あんたの兄弟？　今は女って……オカマなの？」


「俺と同じで不死身だけど死ぬたびに性別が変わるんだ。しかも生き返るとそれ以前の記憶を失くしてしまう」


「別人に生まれ変わるってわけ？　同一人物だってどうやって見分けられるの？」


「自分が誰だれだったか覚えてなくても歌だけは忘れないんだ。俺も出会ってから兄弟だと気付くまでに何十年もかかったよ」


「で？　彼女は一体全体何しに来たわけ？」


　不ふ審しんな顔つきの涼子に、レグルスは目を輝かせてニッと微笑ほほえんだ。期待に満ちた顔を見れば、兄弟だからという以前にスピカ／スパイクのファンなのだと分かる。


「あいつは人の想いが高まる処へ現れる。新しい歌が生まれそうな気配に惹ひかれて来たんだ」


「新しい……歌？」


　涼子は周囲を見回した。スピカの演奏で心と身体を揺さぶられた生徒たちは興奮状態にあり、ボルテージは上がっている。それを爆発させ昇しよう華かする新しい歌とは何なのか。レイハが即そつ興きようで作詞作曲したように、スピカも皆の心情を受け取って代弁するような歌をこの場で作るのだろうか。


「うおおおおっ！」


　咆ほう哮こうを上げて飛び出したのは静馬だった。スピカの隣となりに立ち、エレキギターを搔かき鳴ならす。荒こう野やを疾しつ走そうするペガサスが雲に乗り、天に向かって駆かけ上がっていくような旋せん律りつ──胸の空すくような高こう揚よう感かんに涼子の肌はだは粟あわ立だち、背筋に震ふるえが走った。女子生徒の何人かは感激のあまり泣き出しているが、大おお袈げ裟さとも早すぎるとも思わない。


　あっという間に感じたセッションがひと段落し、拍はく手しゆと歓かん声せいが会場を包む。静馬とスピカは互いに視線を絡からませ、不敵に微笑んだ。スピカも発達した犬歯の持ち主で、まるで鏡に映したような相似形だ。


　このセッションには大門オールスターズの他のメンバーは参加しようとせず、完全に聴きく側に回っていた。達人同士の真しん剣けん勝負に竹刀しないで参加するようなもので、下手な手出しをすれば大怪け我が必至だと分かっているからだ。


「この魔王を脇わきに追いやって目立つとは本来ならば地じ獄ごく送りものだが……貴様では仕方ないな」


　ベルンハルトは背中の翼腕を展開し、四基のデルザークを変形させたドラムセットを叩たたいてビートを刻んだ。涼子はレグルスの脇をつつく。


「あんたは参加しないの？」


「残念ながら芸術的才能が皆かい無むなんだ。教わった曲なら譜ふ面めん通りに演奏もできるけどアドリブなんてとてもとても……」


　ベルンハルトがスピカを認めてもレグルスを認めないのはその辺りが理由だろうか。


　身体が火照ってきたのか、スピカはライダースーツのファスナーを臍へその下まで下げた。露わになった胸むな元もとに『ｍ』と『Ｐ』を組み合わせたような形の乙女座のシンボルのタトゥーが覗のぞく。スピカは静馬とは一言も言葉を交わさず、促うながすようにベースを弾き始めた。


　さあ、お前の本気を聴かせろ──まるでそう言っているようだ。


　静馬は深く息を吸い込み、観衆に語りかけた。


「さて、そろそろ……もう終わりにしよやないか。もしもとか、仮にとか言うんはな。この世とあの世の全部を分かったとしても、オレらの居場所は過去にも未来にもあれへん。今……この瞬しゆん間かんだけや！」


　静馬のギターが走り出す。歌声が響く。







　涙なみだの夜を数えて　奇き蹟せきを待まち焦こがれるのは


　もう終わりにしよう


　今日までは知らなかったんだ


　幾いくつもの夜を越こえて　俺たちが生まれ


　巡めぐり合あい　同じ時を生きる　偶ぐう然ぜん


　今日までに重ねた奇蹟の数を　数えてみるかい


　俺たちの身体に流れるこの血は


　数え切れない夜を凌しのぎ　ここにいる


　そうだろ　俺たちは奇蹟の子供たち


　悲しみの夜なんて　忘れちまって


　迎むかえる栄光の朝に　高らかに笑い飛ばせ





　それでも明日あしたにはまた　挫くじけることもあるだろう


　だけど思い出せ　俺たちの身体に流れるこの血は


　悲しみに負けたことがない


　そうだろ　俺たちは奇蹟の子供たち


　どんな涙も笑顔に変えて　生き抜く強さを受け取った


　さあ行こうぜ　幾千幾万の夜を越えて


　過ぎ去ったものは　思い出にしまって


　俺たちは奇蹟の子供たち


　栄光の朝に笑う　奇蹟の子供たち──







　泣きのギターが吼ほえる。


　真空の宇宙を飛び交う破は壊かいの光こう芒ぼうも、今やライブに華はなを添そえる演出にしか見えない。


　涼子は溢あふれる涙を止められなかった。時を超こえて旅をした今だからこそ、ありふれた言葉でも静馬の歌は胸に響いた。慶一郎の方に目を向けると、傍かたわらに台所から戻ってきた美咲と美雪、飛鈴の姿がある。


　静馬の演奏が終わった。割れんばかりの拍手が起き、即そく座ざにアンコールの声がかかる。アレンジを加えてより完成度を高めた形で再び同じ曲を演奏すると、またもやアンコールがかかった。三回目のアンコールでさすがの静馬も突つっ込こみを入れる。


「アホか！　一曲しかないんやぞ？　何なん遍べんもオレにばっかり歌わすな」


　静馬は観客に向けてマイクを投げた。マイクは手前にいる生徒たちの頭上を飛び越え、後ろにいた一人の手の中に狙ねらい澄ましたように収まる。その人物に注目した生徒たちの間に波は紋もんのように驚おどろきが広がっていく。マイクを受け取ったのは──慶一郎だった。


「聴かせてもらおやないか！」


　静馬は手の中のマイクを凝ぎよう視ししている慶一郎の返事を待たずにギターを弾きはじめ、スピカとベルンハルトも追つい随ずいした。慶一郎にスポットライトが当てられ、ステージとの間にいた生徒たちが脇に退く。すでに三回演奏しているため歌い出しのタイミングは皆が把は握あくしていた。覚かく悟ごを決めた顔の慶一郎はマイクを口元に寄せ、歌い始める。


『Ｖｏｗｅｅｅ～～～～～～～!!』


　筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい怪かい音波が響き渡わたった。


　何が起きたのかと呆あつ気けに取られた観衆は、それが慶一郎の歌声だと理解した直後から、ほぼ全員が発作的な症しよう状じように見み舞まわれた。主に腹筋と横おう隔かく膜まくの断続的な痙けい攣れんによる呼吸困難、顔面筋の極度の緊きん張ちよう、大だい腿たい筋きんの麻ま痺ひによる転てん倒とう等々──それらの現象は演奏中の静馬にも襲おそいかかり、遂ついにギターを抱えたまま膝ひざから崩くずれ落ちる。慶一郎は歌うのを止め、怪け訝げんな顔で静馬に質問した。


「どうして演奏を止める？」


「ふっ……ふざけんな！　殺す気か!?」


「どういう意味だ？」


「周りを見てみい！」


　言われて慶一郎は周囲を見回した。


　会場は抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの地じ獄ごく絵え図ずと化していた。ほとんどの生徒が床ゆかにへたり込み、身体からだを折って笑い転げている。笑いすぎて泣いている女子や、腹筋の痙攣が治まらず奈々子とカストルに診しん察さつを受けている者までいた。美咲と美雪、そして飛鈴も例外ではなく、笑いすぎて崩ほう壊かいした顔を見られまいとして慶一郎に背を向けている。涼子に至っては本当に腹筋が断だん裂れつしそうになっていた。


「初めてにしては上う手まく歌えた方だと思うんだが……」


「あれでか!?」


「次はもっと上手く歌えそうだ」


「もうええ、もうええ！　これ以上やったら死人が出るレベルや」


　想定外の事故により、静馬とスピカの時空を超えたセッションはこれにて幕切れとなった。スピカはウインクとサムズアップで静馬を讃たたえると、現れた時と同様にフェニックスの姿に転じて宇宙怪かい獣じゆうとの戦場へと戻っていった。


「盛大なオチがついたところで、このパーティもお開きとしよう」


　ベルンハルトの宣言で会場が一いつ瞬しゆんの内に様変わりした。宮きゆう殿でんさながらの豪ごう華か絢けん爛らんな大広間から神社の境けい内だいへと変へん貌ぼうする。飛天神社の境内を十倍に拡張したような様子で、地面には石いし畳だたみと玉砂利が敷しき詰つめられ、正面には巨きよ大だいな朱あかい鳥居がそびえ立っていた。季節は冬を飛び越えて春になったらしく、並び立つ桜の巨きよ木ぼくは満開の花を咲さかせ、細ささめ雪ゆきの如ごとく花びらを舞まわせている。


　レイハが慶一郎の前まで歩み出てペコリと一礼した。


「ケイ、そろそろお別れです」


「……ああ」


「ケイの歌が殺人的に下手だという事実を初めて知りました」


「その情報は消去していいぞ」


「いいえ、このデータはレイハの〈思い出〉ですから。〈冥王の書アザナトウース〉に永久に記録されます」


　そう答えたレイハはまなじりを下げ、口元を弛ゆるめて微かすかに笑みを作った。驚いて見直すとその表情はすでに消えている。しかし──ほんの一秒足らずの時間だが、確かにレイハは微笑ほほえんだのだ。目の錯さつ覚かくではないと慶一郎は信じた。


「では我らも暇いとまを乞こうとしようか」


　景子を抱だいた千鶴が歩み出ると、鉄斎と雷蔵、天堂の三人はその前に跪ひざまずき、玉砂利に額を擦こすり付つけた。


「大おお仰ぎように過ぎるぞ。面おもてを上げろ」


　再三促されて三人はようやく顔を上げる。千鶴は目を細めて笑い、


「情けない顔をするな。ガキでもあるまいし」


「しかし……！」


　千鶴を前にすると鉄斎たちは十五歳の気分に戻もどってしまい冷静ではいられなかった。かつての別れが予告なしの突とつ然ぜんの事だっただけになおさらである。


「それじゃ帰りますね。慶一郎さん」


　美咲はまるで近所に買い物にでも出で掛かけるような気安さで暇を告げた。腕うでに抱きついたまま大泣きしている美雪の涙を拭ふいてやり、掛かけるべき言葉が見つからず立ち尽くしている慶一郎の方へやんわりと押しやる。慶一郎は震ふるえる細い肩かたを抱いた。


「俺もそろそろ帰るんだけど……」


「うん。帰れば？」


　引き留めて欲しそうなレグルスに、涼子はクールに答えた。


「もっとお父さんとの別れを惜おしんでもらいたいんだけど」


「そもそもお父さんじゃないし。まだアレクの方が名残なごり惜しいわ……ねえ、アレク？」


「キュイ！」


　涼子に呼ばれたアレックスが飛び跳はねて来た。涼子の胸に抱かれて頰ほおずりされるアレックスを、レグルスは羨うらやましそうににらむ。小さくて可愛かわいいもの好きの静馬は別の意味で羨ましげな視線を涼子に向けた。


　収拾のつかない愁しゆう嘆たん場ばになりそうな気配を察した大作が、精せい一いつ杯ぱいの大声で提案した。


「記念写真を撮とりましょう！」


「それはいいわね」


　一も二もなく賛同した美咲が飛天神社の関係者に声を掛けて集めた。最も上の世代の千鶴を中心にして鉄斎ら三人の弟子と家族がひとつのフレームの中に収まっている様子をファインダーで覗き込みながら、大作はこの写真が後世に与あたえる影えい響きようを少しだけ心配しながらシャッターを切った。撮さつ影えいはそれだけでは終わらず、レイハと一いつ緒しよに撮りたいといった要望が後を絶たず、結局何十枚も撮る羽目になった。


　いい加減焦じれた魔ま王おうが苦言を呈ていした。


「いつまでも別れを惜しんでいる場合ではないぞ。忘れたか？　貴様等は全員いずれはソルバニアで再会することになる。ほんのしばしの別れにすぎんのだからな」


「あの～すいません！」


　樋口が質問カードを手に駆かけ寄よった。


「恐きよう縮しゆくですが、最後にもうひとつだけ質問に答えていただけますか？」


「何だ？　早く言え」


「ソルバニアでは新しい宇宙創造のためのシミュレーションをしてるんですよね？　それはいつ完かん了りようするんですか？」


「いつ終わるかだと？　およそ──五十六億七千万年後だ」


　一瞬の静せい寂じやくの後、千人が一いつ斉せいに突っ込んだ。


「長えよ！」


「魔王のくせに弥み勒ろく気取りか!?」


「不死身だか何だか知らんが、いっぺんぶっとばした方がいいんじゃないのか？」


　罵ば声せいを浴びせられた魔王は嬉うれしそうに呵か々か大笑した。


「──祝着である！」


　ベルンハルトが歌か舞ぶ伎きを思わせるド派手な金色の衣装に着き替がえると、大きな扇せん子すを振ふるって旋せん風ぷうを呼んだ。桜さくら吹雪ふぶきが舞い飛び、背にした鳥居の中に四次元トンネルが開く。


　どさくさに紛まぎれて涼子をハグしたレグルスは、アレックスとともにモトグリフに跨またがった。ドクター・カストルがオープンカータイプのイエローキャブを呼び寄せ、千鶴と景子、そして美咲を後部座席に導く。美咲は皆に深々と一礼して乗り込んだ。


　レイハはフワリと跳とび上がって慶一郎の頰にキスをすると、ベルンハルトの傍らに降り立った。慶一郎たちは風圧のため鳥居の方には近寄れない。


「貴様等との戯たわむれは楽しかったぞ。いずれ時の環わの接する処ところで再び相あい見まみえるとしよう。その時まで、夢を喰くらって明日を生きるがいい──さらばだ！」


　轟ごう！


　風が強まり、渦うずを巻く桜吹雪が視界を覆おおい尽くした。


（さよなら……）


　別れの言葉は、風の中に溶とけた──


















　最終話　GO AHEAD!







〈十二月二十一日──晴れ〉





　孔こう子し曰いわく。朝あしたに道を聞かば、夕ゆうべに死すとも可なり。


　道とはタオ──人の進むべき道、天地宇宙万物に通ずる普ふ遍へん的法則、根源の真理などを意味する言葉だ。


　孔子は「朝に真理を知ることができれば夕方に死んでもいい」と言ったが、俺の場合はその逆だ。これまではいつ死んでも構わないと思っていたが、真実を知ってしまったがためにかえって死ねなくなった。恰かつ好こう付けた言い方が許されるなら、今までは死んでいたに等しいとも言える。死を恐おそれるのは生者だけだからだ。


　魔王ベルンハルトの持つ〈冥王の書アザナトウース〉が人類史を丸ごと保存するアーカイブであり、ソルバニアが死者の魂たましいを回収する人工的な黄よ泉みの国だということは、孔子本人もそこにいるのだろうか。魔ま法ほうが究極的には宇宙の根本原理を破は壊かいする代しろ物ものだと知ればさすがの孔子も激げき怒どしかねないが……まあ、ソルバニアには孔子どころか釈しや迦かやキリストもいるはずだし、俺如きが心配するようなことでもないだろう。


　そう、道を聞いたところで、この俺が突然聖人君子になったりはしない。


　気に入らん奴やつがいれば光の速さで鉄てつ拳けんを喰らわせる。


　もちろん月の軌き道どうまでが俺の射程距きよ離り内だ。


　ただ……闘たたかう方針は変わらないが、闘う理由は変わるだろう。


　昨日までの俺は自分がこの世界に属しているとは思っていなかった。たとえ明日あした世界が核かくの炎ほのおに包まれて人類の築き上げてきた文明が灰かい燼じんに帰きしたとしても、それはそれで別に構わない。どうぞ勝手にやってくれというのが正直なところだった。俺の闘いはあくまで自分個人のささやかな平へい穏おんを守るため、降りかかる火の粉を払はらってきただけだ。


　しかし今は違ちがう。俺の地に球わで勝手な真ま似ねは許さない──それくらいの気分で闘うことになりそうだ。要するに遠えん慮りよがなくなったということだ。今後、俺の敵に回ろうという連中はより一層の覚かく悟ごを決めてかかってきてもらいたい。


　あらためて自己紹しよう介かいしよう。


　俺の名は南な雲ぐも慶けい一いち郎ろう──地球に生まれた男だ。





　　　　一





　正座した美み雪ゆきは、頰を赤らめて、膝ひざの上で絡からませた両手の指をモジモジと動かした。


「あの……慶一郎さん……じゃなくて……お……お……お父さま……」


「む……いや……その呼び方はちょっと……」


「でも……おじいさまはおじいさまだし、お母さまはお母さまだから……」


「まあ……そうか。そうだな」


　美雪が上うわ目め遣づかいで慶一郎を見る。今度はこちらの番だ。慶一郎は酸素不足の鯉こいのように何度か口をパクパクさせた後、言葉をしぼり出した。


「美雪……ちゃん？」


「…………」


「う……その………………美雪」


「はい、お父さま」


「ぐはっ！」


　美雪の笑顔を直視できずに慶一郎は手で顔を覆った。


「もうええ！　お前ら、付き合いたてのカップルか!!」


　たまりかねた静しず馬まが突つっ込こみを入れる。同席者のうちある者は思わず噴ふき出し、他の者は笑いを堪こらえて頰を引きつらせた。しかつめらしい顔をしているのは鉄てつ斎さい一人だ。


　十一月五日。飛ひ天てん道場には飛天流に縁えんのある人間が顔を揃そろえていた。鉄斎の直接の弟で子しである涼りよう子こと鳴なる海みはもとより、姫ひめ川かわ雷らい蔵ぞうと毒ぶす島じま天てん堂どうもそれぞれの高弟を伴ともなって来ており、総勢で二十名余りになる。


「デカい図体しといて照れるな！　気色悪い」


「部外者は黙だまっててくれない？」


　涼子ににらまれ、巴ともえに脇わき腹ばらを抓つねられた静馬は渋しぶ々しぶ口を閉じた。


　ダンッ！


　正座していた鉄斎が傍かたわらに置いてあった白しろ鞘ざやの刀を取り、片かた膝ひざ立ちになる。居合い腰ごしだが右手は鞘にかかっていない。もとより抜ぬくつもりはないが、抜けば最前に座している慶一郎の首が飛ぶ間合いだった。


「本来であれば斬きって捨てるところだが……千ち鶴づるさんのこともあるし、何より美み咲さき自身が許したとあっては仕方がない」


　鉄斎は刀を戻して座り直すと、深々と溜ため息いきを吐ついた。顔を上げ、鷲わしのように鋭するどい目つきで一同の顔を確認する。慶一郎の後ろにいる弥や永ながに目を留め、


「弥永、お前が何な故ぜここにいる？」


「は？　いつものように来たまでですが」


「いつも……とは『いつ』のいつもだ？」


「それはですね……ええと……たはは」


　弥永は頭を搔かいて苦笑いする。弥永はかつては飛天流剣けん術じゆつの門人だったが、美咲が亡なくなり道場が閉へい鎖さされてからは通って来てはいない──それが現実である。しかしソルバニアにおいて分ぶん岐きした並行世界での記き憶おくでは変わらずこの道場の人間だったのだ。この『別の人生の記憶』は個人差はあれど学園祭に居合わせた全員が持っている。大だい門もん高こう校こうではこの問題について論議する全校集会が開かれ、この前世でも現世でも来世でもない並行世界の記憶はひとまず『横よこ世せ』と命名された。現世では疎そ遠えんだった者同士が横世では親交があったりすると記憶の齟そ齬ごが生じる。学園祭に来ていなかった鉄斎も一応の説明は受けたものの完全に理解しているとは言い難い。しかしそれを理由に追い返すほど頑かたくなでもなかった。


「まあよい。そこにおれ」


「はっ、ありがとうございます」


　弥永はそれで済んだが、中には鉄斎の知らない者も含ふくまれている。本人は当然のような顔で馴な染じんでいるため、いちいち問い質ただしていては埒らちが明かないと判断した鉄斎は、両りよう脇わきに座している雷蔵と天堂に目配せしてから、今日の会合の主しゆ旨しを告げた。


「我が飛天流剣術、毒島天堂の神しん武ぶ館かん流りゆう骨こつ法ぽう、姫川流柔じゆう術じゆつはともに古流飛天流を祖とする。これは先の大戦の折に多くの遣つかい手てを失い、また残った我々が未熟だったが故ゆえに、飛天流の術理が三人に分けて伝授されたためだ。先せん達だつであった南雲千鶴の遺言は、いずれ飛天流を継つぐに足る有望な弟で子しが現れた暁あかつきには我ら三人がかりで技わざを仕込み、本来の飛天流を再生せよというものだ。その遺言に従い、今日より流派間の垣かき根ねを取り払うこととする。それぞれの門弟はともに飛天流の名の下もとに同門とし、自由に他の師に教えを乞こうことを許す」


　おお、と弟子たちの間から声が漏もれた。その心は喜びと戸と惑まどいが半々といったところか。個性の強さでは類を見ない三人の師し匠しようを戴いただくとなれば無理もなかった。


　慶一郎が身を乗り出して進言しようとすると、鉄斎は右手を上げて制した。


「貴様、『お義と父うさん』などと戯たわけた言葉を口にしようものなら──」


「そうではありません。師匠。また横よこ世せの話になりますが……自分は別の世では剣術、骨法、柔術の三つの流派の技を十二年にわたり伝授されていました。皆かい伝でんには至りませんが、その記憶は消えていません」


「ふうむ……？」


「お許しいただけるなら、ここでその技をひと通り披ひ露ろうしたいのですが。その上で技に間ま違ちがいがあれば指し摘てきしていただきたく存じます」


　鉄斎たちの顔には半信半疑といった表情が浮うかぶ。


「よかろう。やってみせろ」


　鉄斎の許可が出だ。三派の弟子たちが壁かべ際ぎわに退いて場所を空ける。木刀を取った慶一郎は道場の中央で師匠に一礼し、演武を開始した。


 　二メートルを超こえる巨きよ漢かんが振るうのは櫂かいのように太い木刀である。それが空間に裂さけ目めすら生じさせる鋭さで走り、唸うなりを上げる。切っ先が届かないと知りながら、風圧を感じた弟子たちは思わず仰のけ反ぞりそうになり、薄うす目めになった。


　師匠に見せる演武なので、慶一郎はそれぞれの技にはとくに解説を加えず、黙もく々もくと剣けんを振るった。飛天流の剣はあくまで実戦に即している。槍やりや薙なぎ刀なたなどリーチに勝まさる武器や飛び道具を持っている敵を想定し、先の先、後の先を取るための技が多い。演武なので形だけだが手しゆ裏り剣けんを打つ動作を交える技もある。


　すべての技を披露し終えた慶一郎は木刀を納めた。鉄斎が頷うなずく。慶一郎は次に神武館流骨法の演武に移った。こちらは接近短打を旨むねとする徒手格かく闘とう術である。打だ撃げきに使う部位は主に掌てのひらと肘ひじだ。短打主体とはいえ間合いを詰つめる歩法に工夫があり、一度間合いに捉とらえれば凄すさまじい連撃で敵を圧あつ倒とうする。奥おう義ぎのひとつに〈神威〉の名を冠かんする掌しよう打だがあるが、これはおそらく〈神威カムイの拳けん〉を見み様よう見み真ま似ねで再現しようとしたものだろう。神気を練らずに使うと身体からだを壊こわしかねない危険な技だ。現世での慶一郎なら使いこなすことも可能だが、神武館でも未完成とされている技なので演武からは除外した。


　演武を終えると天堂はウムと唸った。雷蔵が口を開く。


「小こ関せき、対手をやれ」


「あい」


　柔じゆう道どう着ぎ姿の小関が立ち上がり、慶一郎の前に歩み出た。柔術は受ける相手がいなければ技を見せられないのでこれは当然の処置である。しかし高弟とはいえ細身の小関と慶一郎では倍ほどの体重差があった。小関に技をかけてもあまり見栄えがいいとは言えない。


「慶けいの字、てめえは受けるだけだ。姫川流を囓かじったなら返し技は使えるはずだな？」


「承知」


　慶一郎を投げてもいいと知って俄が然ぜんやる気が出たのか、小関はペロッと上うわ唇くちびるを舐なめるとするすると間合いを詰めてきた。師匠の雷蔵が小兵だけに、大きな相手を仕留める技には事欠かないのが姫川流の強みである。小関も慶一郎の巨きよ体たいを恐れてはいなかった。


　小関は軽かろやかに踏ふみ込み、棒立ちの慶一郎の上衣の衿えりをつかんだ。しかし技を仕し掛かけることなくすぐに手を放して飛び退く。次に右側に回り込み、慶一郎の左袖そでに手を伸のばしたが、またもやつかむやいなやで放して後退した。


　およそ攻こう撃げきとは言えないわずか二回の接せつ触しよくだけで、小関はあっさりと戦意を失ったらしく、途と方ほうに暮れたように顎あごの先を指で搔いた。


「それまで！」


　雷蔵の言葉に弟子たちは啞あ然ぜんとなった。


「ええっ!?　もう終わりて……まさか、ウソやろ？」


　慶一郎が一方的に投げられる不様な姿が拝めると期待していた静馬は思わず腰こしを浮かせたが、小関がしれっとした顔で座るのを見て、しきりに首を捻ひねりつつも座り直した。


　実際この時、内心舌を巻いたのは慶一郎の方だった。


　棒立ちに見せながら、慶一郎は小関につかまれた刹せつ那な、身体を宙に浮かせるような重心の操作を行っていた。小関の手応えはまったくの『無』だったに違いない。そのまま投げようとしていたら、次の瞬しゆん間かんには小関の手に慶一郎の全体重を乗せた負荷がかかったはずだが、小関はそれを敏びん感かんに察して手を放したのだ。それができる小関も相当の達人だが、見み抜ぬいた雷蔵も凄まじい。


　鉄斎ら三人は一度道場から退出し、別室で意見を交こう換かんした。ほどなくして戻もどってきた鉄斎は、慶一郎に古流飛天流の師し範はん代だい免めん許きよを与あたえると告げた──。





　　　　二





　十一月十一日。昼休み。


　昼飯を学食で済ませた涼子は、その足を中庭に向けた。


　ソルバニアから飛来した漆しつ黒こくの球体──〈ぺナント〉は、地面に半ば埋うまった状態で鎮ちん座ざしている。手で触ふれると大理石のような硬かたく冷たい感かん触しよくがあった。表面は磨みがかれた珠たまのように滑なめらかだが、光を反射せず、じっと眺ながめていると、まるでぽっかりと開いた暗黒の穴のように思えてくる。地球の物質ではないのだろうが、詳くわしく調査しようという話はどこからも聞こえてこなかった。今やほとんどの生徒は興味を示すことなく横を素通りしていく。おそらく魔ま法ほうのせいだろう、意識して考えない限り、この球体の存在はもはや空気のように気にならなくなっていた。そのうち完全に忘れてしまいそうで、涼子は日に一度はここに来て確認することにしている。


「涼子さん、またここですか」


　やってきたのは大だい作さくだった。


「生徒会の方で、この〈ペナント〉の周囲を整備するついでに由来を記した石せき碑ひを置こうという話になってるそうですよ」


「作るなら早い方がいいわね。忘れてしまわないうちに」


「そうですねえ。横世の記憶もだんだん現世と区別がつかなくなってきてるし……」


　ソルバニアでの別の人生の記憶は、当初はかなりの混乱を呼んだ。


　現世とはまるで違ちがう時代や異世界にいた記憶はいいが、現世とよく似た並行世界の記憶は厄やつ介かいである。学園祭の後ということで大勢のにわかカップルが誕生したが、並行世界で現世とは違う相手と付き合っていたりすると収拾がつかない。さっそく横世対策委員会が設置されてトラブルに対応しているが、証言の食い違いが多々あり円満に解決に至った例は稀まれだという。


　先週末の学級会議は『横世の記憶は本物か否いなか』という議題で大いに白熱した。二年Ｂ組の場合、議論に終しゆう止し符ふを打ったのは「どうせ全部自分のやったことやろ？　自分で引き受けんかい」という静馬の発言だった。現世だろうと横世だろうと自分で判断して取った行動には違いないのですべて事実として受け入れるべきという潔いさぎよい考え方で、横世の記憶をなかったことにしたい派を一刀両断に斬って捨てている。全部あったことにしてしまえという乱暴な意見でもあるが、日を追うごとに現世と横世の記憶は入り交じり判別が難しくなっているため、やがては皆この考え方に従わざるを得ないだろう。


　涼子自身、横世（来世？）の記憶がごっちゃになって父親と血が繫つながっているのかどうか不安になる時もあるが、芝しば居いでそういう役を演じていたのだと自分を納得させている。


「──時に、大作君」


「何でしょう？」


「あんた、結局校長の娘むすめとはどうなってんの？　付き合うわけ？」


「さあ？」


「さあって……」


「僕も忙いそがしい身ですからね。南雲先生には飛天流の技を写真とビデオに撮とって永久保存版の目録を作るよう頼たのまれてるし。高校が違うから会えても週に一、二回でしょうね」


「飛天流復興のため他流派とも交流することになったから、あずみ先せん輩ぱいにくっついて来るわよ。あいつ」


「来るなら来るで別に困りませんけど」


「……あんたって大物ね」


「追いかけられるより追いかける方が性しように合ってるだけですよ」


　なるほどと涼子は納得した。


「結ゆう城きさんから伝言です。図書館にいるから時間があれば来てほしいそうです」


「そう。ありがと」


　図書館に行くと、ひとみは貸出カウンターにいた。今日は当番ではないはずだが手伝っているらしい。何か用かと訊たずねると、ひとみは記き憶おくの糸を手た繰ぐるように両手の人差し指をクルクル回しながら、


「涼子ちゃん、半年くらい前かな……ゲームセンターで遊んでたゲームのことで訊ききたいんだけど」


「どのゲーム？」


「ええと……一対一でいろんな技を出して闘たたかう……」


「対戦格闘ゲーム？　それならいろいろあるけど」


「剣と魔法のファンタジーの世界がモチーフになってて、黒い鎧よろいを着た騎き士しとか、羽根の生えた女の子とかが闘うの」


「ちょっと待ってて」


　涼子は国内の小説の棚たなに向かい、一冊の本を取ってカウンターに戻ってきた。ハードカバーの表紙をひとみに向けて渡わたす。タイトルは──〈魔ま界かい守護神伝〉。


「これが原作よ。アニメ化もされてないのにいきなりアーケードゲームになった珍めずらしいケースだけど」


　ひとみは本の表紙をじっと凝ぎよう視ししたり、撫なでたりするだけで開いて読もうとしない。


「どうかした？」


「あ……うん」


　ひとみは意を決したように表紙を開いた。登場人物一覧に目を通したひとみの顔にみるみる赤味がさす。


「涼子ちゃん……私、この本の世界に行ったかも」


「へえ」


「主人公のこの……パイカルって人にも会ったのよ」


「よかったじゃない。本の中の世界へ行くなんてあんたらしいわ」


「うん、でも……」


「それ、貸出の手続きしなよ。連れてってあげるから」


　図書館からひとみを連れ出して涼子が向かった先は文化系サークル棟とうだった。ゲーム研究会の部室のドアを叩たたき、返事も待たずに「邪じや魔まするわよ」と突とつ入にゆうする。会員らしい三人の男子が泡あわを食った顔で振ふり向むくが、涼子はずかずかと踏み込み、モニターを指さした。男子たちは今まさにひとみの言ったゲームをプレイ中だった。


「これってゲームセンターの……？」


「家庭用に移植されたのよ。ちょっと失礼」


　涼子はゲーム機のリセットボタンを押し、強制的にタイトル画面に戻した。男子たちに文句を言う隙すきを与えずにコントローラーを奪うばい、スタートボタンを押して対戦モードのキャラクター選せん択たく画面に進める。居並ぶ個性的な面々の中でデフォルトでカーソルが合っているのは件くだんの黒騎士だった。


「１Ｐ側はパイカルにして……２Ｐ側はファングでいいわね」


　使用キャラクターを選択してからコントローラーを返す。


「遊んでるところを見せてあげてくれない？」


　ようやく涼子の意図を理解した会員たちは対戦プレイを開始した。朽くちた神しん殿でんを思わせるステージに、サイボーグ戦士パイカルといかにも野生児といった風体のファングが対たい峙じする。手の空いてる一人が解説に回った。


「このパイカルは超ちよう科学で武装したサイボーグで、義手になってる両りよう腕うでと対魔法戦用の可変装そう甲こうが特とく徴ちようだ。強パンチで掌からビームが撃うてたり、レバー入れ攻撃でロケットアームを伸ばして遠えん距きよ離りから敵をつかむことができる。中～遠距離をキープして抑おさえ込むのがメインの戦法だから、近距離でまとわりつかれると辛つらいね。無敵技がジェノサイドヒールクロウしかないから」


　シャキィン！


　金属が擦こすれ合うような鋭するどい音とともにパイカルが爪つま先さきを跳はね上げた。足から伸びたジャックナイフのようなカッターが頭上で弧こを描えがく。


「涼子ちゃん！　この技、見たことあるわ……ロケットに変身する技は？」


「ドリルミサイルに変型して突とつ撃げきする技ならゲージ消費技だけどあるよ。ジェノサイドヘル＆ヘヴンからディレイをかけてハイパーキャンセルして出すと、ちょうど相手の起き上がりに重なるんだ。削けずりダメージだけで体力半分持っていくからエグいね」


「ええと……」


　ゲームに疎うといひとみには専門用語のほとんどが理解できない。


「ファングの方は肉にく弾だん系パワーキャラで、大地の精せい霊れい力を体内に取り込んで肉体を強化できる。ほとんどの技の出で掛がかりがスーパーアーマー付きで相討ち上等だし、地面に足が着いてる限り体力が少しずつ回復するから異常にタフなんだ。でも必殺技のフォロースルーの隙がカウンター扱あつかいでダメージと気絶値が倍だから、下手な技を食らうと一発で気絶もありうる。ゲージ消費技はどれも強力だけど隙を見せると一気に逆転されるリスクも大きい。ガチャプレイで勝てるのは初心者までだね……おっ、ゲージが溜たまった！」


　パイカルのパワーゲージが満タンになった。三本あるゲージの一本を消費して強化状態を発動し、ファングが必殺技を空から振ぶりしているところへロケットアームを伸のばして捕ほ獲かくし、引き寄せてからゲージ消費技を発動する。


『──ジェノサイドヘル！』


　両腕の十指を鉤かぎ爪づめに変型させ、背中から伸びた四本のサブアームを加えた六本の腕うでを使って狂くるったようにファングの全身を引ひき裂さく。


『……アンド・ヘヴン！』


　仕上げに両足のカッターで蹴けり上げ、地面に叩き付けた。計十九ヒットの連続技で、満タンだったファングの体力ゲージが三分の一以下になる。パイカルが着地寸前にさらに別のゲージ消費技を発動した。全身の装甲をロケット状に変型させ、ノーズコーンにパワーを集中してドリルの如ごとく回転しながら突撃する。起き上がったファングはガードしたものの、ゴリゴリと体力を削られてＫＯされた。


「うわ、何よ今の!?」


「あれはガードするとヒット数が増えて逆にダメージがでかくなるんだ。ノーガードならワンヒットでＫＯには至らないから即そく死しコンボじゃないよ。無敵技があれば悪くて相討ちだし」


　涼子はゲームとしてしか見ていないが、ひとみが気になったのは別のポイントだった。


「この技って原作に忠実に再現されてるの？」


「おおむね原作に出てきた技を使ってるけど、ゲームバランス優先で威い力りよくは抑えられてるね。とくにパイカルは原作だと一いち撃げきで戦せん艦かんを撃げき沈ちんするような武装とかもあるからね」


「やっぱり……」


「やっぱりって、何が？」


　涼子の問いに、ひとみは画面内のパイカルから視線を動かさず答える。


「私が傍そばにいたから強力な武器は使わなかったのね。巻き込まないように気を遣つかってくれてたんだわ」


　怪け訝げんな顔の男子に、涼子はひとみがソルバニアで〈魔界守護神伝〉の世界を体験したのだと説明した。


「へえ！　そいつは凄すごいな。そうかー、その気になればゲームの中の世界とかにも行けたんだよなー。惜おしいことしたなあ。それでパイカルの他にも出会ったの？　この中にいる？」


　対戦を中断してキャラ選択画面に戻もどる。ひとみが十数人の中から見覚えのあるキャラを選び出した。有ゆう翼よく人の美少女カルナは風の精霊使いなのでパワーゲージが尽つきない限り空中を飛び回り、水の精霊使いの少年デュランは水の防ぼう壁へきを召しよう喚かんできる。光の精霊剣けん士しアキュラは昼間のステージではレーザーを撃ちまくれるが、夜は月光しか使えないので極きよく端たんに弱体化する。魔ま界かい姫ひめルーイはカウンター系の必殺技ばかりでプレイヤー自身に先読み能力が求められるｅｔｃ──それぞれの特性に応じた性能になっている。


「魔ま王おうは？」


「シモン・ヴェルナードのこと？　一応いるけどボスキャラはストーリーモードで乱入対戦しないと使えないんだ。性能が大味すぎて使ってもあんまり面おも白しろくない」


「それじゃ、ええと……」


　ひとみは目当てのキャラが見つからずに首を傾かしげる。


「トロける金属でできたアンドロイドがいたと思うんだけど……」


「ああ、シルバリオンね。ストーリーモードだとアイテムで出現するボンバー扱いのお助けキャラだよ。対戦モードでは隠かくしキャラなんだ」


　１Ｐ側がカーソルをパイカルに合わせてコマンドを入力すると、パイカルに代わってシルバリオンがステージに登場した。目の前の対戦相手のことをまるで無視してステージの様子を眺ながめている。アンドロイドなので闘とう志しがないらしい。


「原作ではロボット三原則が組み込まれてるから単体では人を攻こう撃げきできないんだ。モノマネ能力の設定を上う手まく使ってアーケード版だと同キャラ対戦専用になってた。家庭用では相手と同キャラに変身する他ほかに、ランダムで他のキャラに変身するゲージ消費技が追加されたんだ。強いキャラに変身できれば有利だけど……」


　男子たちは１Ｐと２Ｐを両方シルバリオンにすると、コマンドで様々なキャラに変身させて遊びはじめる。涼子は面白がると思っていたひとみが難しい顔をしているのに気付いた。


「どうかしたの？　ひとみが会ったのと違ちがうとか？」


「ううん……まるで同じだから、逆にどういうことなのかなと思って……」


「同じなら不思議はないじゃない」


「だって私、読んだことないのよ？　この本……」


　ひとみは両手で持った〈魔界守護神伝〉の表紙を涼子に向ける。ようやく涼子は自分の勘かん違ちがいに気付いた。


「全然知らない世界に行ったってこと？　それだったらあたしも……」


　同じだと言いかけたが、涼子のケースは特とく殊しゆだった。レグルスが涼子を未来の世界に導いたからだ。


「ひとみも誰だれかに呼び寄せられたとか？」


「現実逃とう避ひしたい私の願望があの世界に行かせた……みたいなことは言ってたけど」


「誰が？」


「ルーイさんが……」


「魔ま界かいの姫ひめは予知能力者だから言ってることは正しいはずよね……やっぱり相乗りパターンじゃないの？　この小説とゲームに詳くわしい誰かがホストになって世界を造って、ひとみはそこにゲストとして参加したんだわ」


「そう考えれば辻つじ褄つまが合うのは確かなんだけど……」


「結局、何が気に入らないわけ？」


　ひとみは迷った末に顔を上げた。


「……笑わないで聞いてくれる？」


「伺うかがいましょう？」


「この小説の舞ぶ台たいになってるファンタジー世界って、未来の地球じゃないのかなって思うの。たぶん十五万年後の──」


「それってつまり……？」


「彼らはソルバニア人と戦ってるって言ってたわ。私が行ったのはファンタジー小説の世界じゃなくて、本当の未来なのかも。だとしたら……私たちが魔王ベルンハルトを倒たおせなかったせいで、未来の地球人に大迷めい惑わくをかけることになったんじゃないかって」


　涼子は笑える気分ではなかった。〈ペナント〉は現に大門高校の敷しき地ち内に存在し、それを目印にソルバニア・コロニーは地球に帰き還かんすることになっている。十五万年も先だからよしとしたものの、無責任と言われれば確かにその通りだった。


「でも実際、今の地球の科学力じゃ魔王を倒すことも〈ペナント〉を壊こわすこともできないわけだし──」


「それは分かってるのよ。だけど……」


　涼子にとっては小説の登場人物でありゲームで操作できるキャラクターでしかないが、ひとみは実際に会っているのだ。彼らの運命について思いを馳はせれば複雑な気分になるのも無理はなかった。小説を読もうとしないのも読むのが恐こわいからだろう。


「……待ってよ？　だったらこの原作小説って何なの？　作者は未来のことを予知して書いてるわけ!?」


「あ……そっか。未来じゃない可能性もあるんだ。現在進行形とか……」


「どういうこと!?」


「私たちは現実の世界に戻ってきたつもりになってるけど、実はみんなとっくに死んでいて、魂たましいだけがソルバニアに回収されて、過去の記き憶おくでできた世界で暮らしてるのかも──」


　ひとみの目つきが虚うつろになっていくのを見た涼子は、慌あわてて肩かたをつかんで揺ゆさぶった。


「しっかりしてよ、ひとみ！　ここが本の中だろうと外だろうと、今生きてる人間にはそんなの関係ないんだから!!」


　涼子の剣けん幕まくに、どこかへ飛んで行きかけたひとみの意識が呼び戻される。男子三人が何が始まったのかと恐おそれおののくのも構わず、両の拳こぶしをひとみの左右のこめかみに押し当て、頭をガッチリと挟はさんで固定すると、視線を逸そらせないようにして鼻がくっつきそうなほど顔を近付けた。


「あたしたちが生きてるのは過去でも未来でもなく今この瞬しゆん間かんよ！　今を全力で生きてない人間が、他の時代の人間を心配するなんてちゃんちゃらおかしいのよ！　それとも今すぐソルバニアに送って欲しい!?」


「りょ……涼子ちゃん……いい、痛い、痛いから……分かった！　分かりました！　もう変なこと言わないから!!」


「分かればよし！」


　拳げん骨こつを離はなすと、ひとみはこめかみを押さえてうずくまった。


「痛ぁ～い……ひどいよ涼子ちゃ～ん」


「その痛みが生きてる証しよう拠こよ。だいたい生身で怪かい獣じゆう相手にケンカ売るような連中が、あたしらに心配されるようなタマだと思う!?」


「──うおっ!?　でっ、出た……出たぞ！」


　ゲームをプレイ中の男子が素すっ頓とん狂きような声を上げる。


「二百五十六分の一の確率でしか出ないって噂うわさの超ちようレア変身だ！」


「これが!?　初めて見たよ俺」


「おお～、何だよスゲー可愛かわいいじゃん！」


「可愛い……？」


　気になった涼子はゲーム画面を覗のぞき込んだ。およそ格かく闘とうゲームのキャラクターとは思えない女の子が画面の中を不安げに右往左往している。ストレートヘアに白いヘアバンド、黒くろ縁ぶちのメガネをかけ、赤いセーラー服を着た──


　涼子はひとみを見た。画面を見たひとみが、ポカンとした顔を涼子に向ける。


「あ……あは、アレって……」


　ひとみの嬉うれしそうな泣き笑いの表情を何に喩たとえればいいのか──涼子にはまるで分からなかった。





　　　　三





「……さぶっ！」


　髪かみをなぶる潮風に涼子は首をすくめ、ネックウォーマーを鼻までたくし上げた。


　十一月二十九日──金曜日。稲いな村むらヶが崎さきの岸辺から臨む海は荒あれていた。


　特注のライダースーツを着込んでいるため身体からだは温かいが、ヘルメットを脱ぬいだとたんに頰ほおが強張るほど風が冷たい。空は青に薄うす灰色が混ざった色だ。


「さすが湘しよう南なんやな。見てみい、こんな日でも波乗りしとる奴やつがおるわ」


　静馬が高波に向かってサーフボードを漕こぐウエットスーツ姿のサーファーを顎あごでしゃくった。遠目にも結構な年ねん齢れいに見える。この辺りのサーファーの中でも古株だろう。


　涼子は静馬が買ってきた缶かんコーヒーを受け取り、頰に押し当てた。岩場に腰こし掛かけている涼子とタンデムするように静馬が後ろに座り、抱だきついてくる。少し背中を預けると、静馬の身体から放射される熱気で寒さを感じなくなった。


「今いま頃ごろ六時限目か……やっぱりバレてるかなあ？」


「そらまあ二人同時に消えたらバレバレやろ」


　いつもなら午後の授業を受けている最中なのに、どうして海にいるのか──それは昼休みのことである。涼子が中型二輪の免めん許きよを取得し、注文していたバイクとスーツが届いたと聞いた静馬が言った「ほなツーリング行こか」のひと言が始まりだった。


「いつ？」と涼子。


「今からに決まっとるやろが」と静馬。


「それは──いいアイデアね」


　普ふ段だんの涼子なら何をバカなと突つっ込こんでお仕し舞まいにするところだが、何故か今日に限っては異議を唱える気にならなかった。その理由は今になってみれば分かる。学園祭の後の混乱はほぼ収束していたものの、このところ飛天流の稽けい古こで忙いそがしく、土日にバイクに乗れる機会は当分の間なさそうだと分かっていた。授業をエスケープしてツーリング、それも静馬と二人きりで──バイクが欲しいと思ったのは、こんな風にデートがしたかったからだと卒然と気付いたのだ。


「どうせ南雲の授業や。最近あのアホは調子に乗りすぎとるしな」


「調子がいいって言うより、普ふ通つう……じゃないわね。やっぱり」


　烈飛鈴リーフエイリンが香港ホンコンに戻もどり、来く留る間ま美み沙さ緒おも凱がい旋せん公演を成功させた旦だん那なと一いつ緒しよにドイツだかフランスだかに帰った結果、慶一郎は用務員から二年Ｂ組の担任に返かえり咲ざいた。ソルバニアに召しよう喚かんされる心配もソドムを警けい戒かいする必要もなくなって、いたって平へい穏おんな日々が続いている。慶一郎の何が変わったというわけではないが、確かに緊きん張ちよう感かんは薄れていると感じる。その原因ははっきりしていた。


「何て言うか……ラブラブすぎるのよね」


「そや。それもヤバいくらいにな」


　見解が一いつ致ちしているのは二人だけではない。大作や、鬼おに塚づか家に出入りしている人間なら誰もが感じている変化だった。つまり──慶一郎と美雪の関係の親密さである。


「稽古以外の時間はコバンザメみたいに密着してるっちゅうても言い過ぎやないやろ」


「そうなのよね。聞くところによるとお風ふ呂ろも一緒らしいわよ」


「なにぃ!?　それはアカンやろ！」


「南雲先生が入ってるところへ美雪ちゃんが押しかけて背中を流してるみたい。水着は着てるからギリギリセーフだとか」


「拒こばめへん時点でアウトやろ。夜も一緒の布ふ団とんで寝ねてるんとちゃうやろな？」


「さすがに布団は別でしょ」


「当たり前や！　三つや四つの子供ちゃうねんぞ!?」


「人の耳元でがなるんじゃないわよ！」


　涼子は軽く頭ず突つきをかまして静馬を黙だまらせた。


「結局、美雪ちゃんが構ってくれないからって妬やいてるだけじゃない。ここんとこ目に見えて可愛くなってるもんね」


「確かに丸なってる」


「女の子に丸いとか言うんじゃないわよ。もともと瘦やせすぎだったから、今くらいでちょうどいいのよ」


　静馬の言う通り、美雪は日に日にふくよかになっていた。以前は青白かった血色も良くなり、性格も明るくなって、まるで綻ほころびはじめた蕾つぼみのような瑞みず々みずしい可愛らしさに溢あふれている。慶一郎への甘えっぷりは見ていられないほどだが、事情を考えれば無理もなかった。どれだけ幸せでも幸せすぎるということはないのだ。


「美雪ちゃんはええねん。問題は南雲のアホの鼻の下の伸のばしっぷりや」


「まあね～……」


　美雪がどんどん可愛くなっているという話題で盛り上がっていた時のことである。美雪はこの先とんでもない勢いで男子にモテるだろうという予想を耳にした慶一郎の発言が、涼子たちを戦せん慄りつさせた。


「『まだ嫁よめにはやらんぞ～！』──だもんね」


「完全に親バカをこじらせとる。バカ親バカや」


　すでに何日も前の話だが、その時の慶一郎の口調や表情が脳のう裏りに甦よみがえり、涼子は思わず噴ふき出して肩を震ふるわせた。しかし静馬はそれすらも面おも白しろくないらしい。


「笑いとは一いつ切さい無む縁えんの唐とう変へん木ぼくや思とったのに、ここんとこの急成長ぶりが恐ろしいわ」


「急成長って？」


「コメディアンとしての腕うでに決まっとるやろ。南雲のくせに鉄板ギャグ持ちとは生意気すぎる！」


「本人は笑わそうとは思ってないでしょ」


「それが罠わなや。面白いこと何にも言うてへん体でしれーっと笑いをかっさらう……いやらしいテクニックや」


　静馬がここまで言うのは、やはり歌の件があったからだろう。学園祭の後こう遺い症しようのひとつとして、慶一郎の授業中に生徒が突とつ如じよとして発作に襲おそわれ悶もん絶ぜつするという現象が頻ひん発ぱつしたが、これはもちろん思い出し笑いによるものだ。静馬とスピカのセッションは感動的だったはずだが、直後の慶一郎のド下手な歌のせいで記憶が上書きされてしまい、そもそもどんな歌だったか涼子でさえ思い出せない始末である。これは訴うつたえていいレベルだ。天然の音おん痴ちといい親バカ発言といい、確かに静馬が脅きよう威いを感じるのも頷うなずける。


「そういやあんたって、ひとつもギャグらしいギャグ持ってないわね」


「オレはそういうタイプやない。基本的にオモロいことしか言うてへんからな」


「あんたの場合、存在自体が冗じよう談だんと悪ふざけで出来てるもんね」


「誰だれが神の悪戯いたずらやねん！」


　静馬が涼子の耳に鼻先を押しつけてくる。


「もう！　くすぐったいわよ」


　ひとしきりじゃれ合うと、静馬は急に真ま面じ目めな口調になり、


「しかしアレやな。美雪ちゃんは南雲のお母はんに似てるけど、そのお母はんの千鶴さんには全然似てへんな」


「千鶴さんの頑がん丈じようそうなところは南雲先生と似てるかもね」


「ちゃうねん。たぶんオレだけやのうて見た奴みんな思たことやろけど……千鶴さんはお前とよう似とる。顔のパーツを一個一個比べたらそれほどでもないけど、目の強さとか、全体的な雰ふん囲い気きがやたら似てたな」


「ホントに？」


「お前のお祖ば母あさんやて言われたら信じとったとこや」


「他人の空似ってやつね。でもちょっと嬉しいかな」


　千鶴に対して憧あこがれと親近感の両方を抱いていた涼子にしてみれば悪い気はしない。


「……で、思たんやけど」


「何が？」


「鉄斎のジジイがお前を弟子にした理由や。お前を見て千鶴さんのこと思い出したんとちゃうか？　もしかしたらジジイ本人も気い付いてへんかもしれへんけど、まず間ま違ちがいないとオレはにらんどる。大作に話したらあいつも同じ意見やった」


「まさか……」


　涼子自身、自分が鉄斎のお気に入りだという自覚はある。だがもし千鶴に似ていることが多少なりとも弟子入りの判断を左右したのだとすれば、それは僥ぎよう倖こうと言うべきだろう。もちろん鉄斎に妙みような下心があったはずもなく、飛天流を伝授するに足る弟子として期待されてのことに違ちがいない。


「その千鶴さんのことなんだけど……あたし、千鶴さんから直筆の秘伝書を貰もらったのよ。剣けん術じゆつだけじゃなくていろんな技が載のってるわ。それを全部マスターしたら、多分あたし、静馬より強くなると思うの。だから……浮うわ気きしないでよ？」


「どういう理り屈くつや」


「浮気なんてしようものなら……きっと、あんたをぶった斬ぎっちゃうと思うのよ。本気のあたしは静馬より強いはずだから、確実に仕留めるわ。もちろんあんたを斬り捨てたその後であたしも割腹して果てるけど。だから……死なないでね、静馬」


「殺害予告か愛の告白かはっきりしてくれへんか」


「……バカね」


　涼子は後ろを向くと、静馬に軽くキスをして肩かたに寄りかかった。


「……で、いつうちに来るの？」


「お前んちに何しに行くんや？」


「お父さんに挨あい拶さつしないと、でしょ？」


「何やそれ？」


「お母さんには挨拶したんだから、順番から言えば当然じゃない──ねえ、松まつ風かぜ？」


「────!?」


　静馬は怪け訝げんな顔つきになったが、涼子の言わんとしていることを理解したとたん血相を変えてたじろいだ。涼子は嫣えん然ぜんと微笑ほほえむ。


「おま……マジでか!?　ウソやろ？　なんで覚えとんねん!?　うわ、アカン……それはアカンで！　そんなん反則やぞ!?　それも横世の記き憶おくか!?」


「どうしたわけか覚えてるのよね。いつ一九八四年に行ったかはよく分からないんだけど……たぶん行ったとたんに五歳の子供に戻ったからね。でもあんたと遊んだのは間違いなくこのあたしよ」


　大作の二眼レフは現実の一九九六年から飛ばされた人間だけを立体的に捉とらえた。もし一九八四年に静馬が五歳の涼子と遊んだ場面に大作が居合わせてファインダーを覗のぞいていたら、二人とも立体的に見えただろう。


「確かになんで黒王号やのうて松風なんやと思たけど……」


「だってあの当時は『花の慶けい次じ』はマンガどころか原作も書かれてないんだから、松風なんて呼ぶはずないじゃない」


「マジか～～」


　静馬は頭を抱かかえてガリガリと搔かいた。横世の記憶で右往左往している生徒たちを他ひ人と事ごとのように眺ながめていた自分が、よもやこんな形で足を掬すくわれようとは思いも寄らなかったのだ。


「で、いつお父さんに会ってくれるの？」


　涼子は目を白黒させている静馬の顔をニヤニヤしながら覗き込む。静馬はわざとらしく口元に握にぎり拳を当て、咳せき払ばらいした。


「お前のお母はんやからあのタイミングで言うたんや。親おや父じの方はピンピンしとるし、その内でええやろ。それに……」


「それに？」


「順番で言うたら、まずは親父のおれへん時に行くんが筋やろ」


「今日ならいないわよ。まどかさんも夜勤だし……」


　深く考えずにそう答えてしまってから、涼子は耳まで真っ赤になった。火照った顔を見られまいとしたが、逃のがれる間もなく静馬に抱だきすくめられ、唇くちびるを塞ふさがれる。


　野人のくせに静馬はテクニシャンだ。楽器と同じくらいに涼子の扱あつかい方をすっかり心得ているらしく、抱き締しめられるとすぐに夢見心ごこ地ちになってしまう。これが勝負だとすると涼子が主導権を握ったことはこれまで一度もなかった。


　しかしその恋こい人びと同士の恍こう惚こつの時間は、不ぶ躾しつけな足音で乱された。唇を離はなして目を開くと、サーフボードを抱えた五十代と思おぼしきサーファーの男が海から上がって近付いてくる。男は二人の目と鼻の先で足を止めると、遠えん慮りよするどころか声を掛かけてきた。


「授業をサボって稲いな村むらヶが崎ざきでデートかね。君らも案外ミーハーな……いや、若者らしくて大変よろしいと言うべきかな」


　聞き覚えのある渋しぶい声だった。


「私も君らの年とし頃ごろには江えの島しまで沈しずむ夕陽を眺めながら愛を語らったものだよ」


　急にやってきて馴なれ馴れしい口をきくこのオッサンはいったい何者なのか──二人が困こん惑わくしているのに気付いた男は、背中を向け、濡ぬれた髪かみを撫なでつけた。再び振ふり向むいた時、その顔には濃こいサングラスが装着されていた。


「……こ、校長!?　なんでこんなとこに!?」


「いい波が来ていると聞いたのでね。二十年ぶりに来てみたのだが……やはりもうひとつだな。西海岸とは比ぶべくもない」


　横世での経験で往年のサーファー魂だましいが再燃したらしい。


「やはり今年の正月はハワイに行こうと思うんだが」


『──知らんがな！』


　二人の突つっ込こみは完かん璧ぺきにハモった。





　　　　四





　午後十一時過ぎ──明日あしたから始まる期末試験の準備を終えた慶一郎は、明かりを消し、布団に仰あお向むけに横たわった。眠ねむりに落ちるまでの間、暗くら闇やみの中で物思いに耽ふける。


　鬼塚家の二階の自室である。現実の時間では一か月と七日前までは大門高校の宿直室に用務員として住み込んでいて、よもやここに戻もどってこられるとは考えていなかった。それが今や二年Ｂ組の担任教師に復帰し、飛天流の師し範はん代だいにもなっている。


　そして何より──かけがえのない絆きずなを手に入れた。


　今ほど穏おだやかな気分は、これまでの人生で一時として味わえなかったものだ。


　およそ『幸福』へと至る道からは外れた生き方をしてきた自分には望むべくもなかった境きよう遇ぐうだ。不満や気き懸がかりは──何も──何もない。


　慶一郎は息を止めて気配を探さぐった。階段を上ってくる足音がないか聞き耳を立てる。


（今夜は来ないのか──）


　美雪が忍しのんで来るとすればもうそろそろだった。表向きはとても潑はつ剌らつとして明るくなった美雪だが、悲しみがすっかり癒いえたわけではない。寝ね床どこに就いたとたんに急に堪たえ難い寂さびしさに襲われることがあって、そんな夜は自分の枕まくらを抱えて慶一郎の部屋にやってくる。鉄斎に気付かれないようにそっと足音を忍ばせて。


　そんな美雪に慶一郎は何をしてやれるでもない。同じ痛みを抱いだく者として、声を殺して忍び泣く愛まな娘むすめに寄より添そい、震ふるえる背中を抱いてやるだけだ。


　今夜美雪が来ないのならそれでいい。胸の痛みに涙なみだする夜が少しずつ減っていくのなら、いつかは──


　そんなことを考えている内に、いつの間にか眠っていたらしい。人の気配に気付いた慶一郎は目ま蓋ぶたを上げ、部屋に入ってきた人ひと影かげに目を向けた。そのシルエットを見た瞬しゆん間かん、慶一郎の身体からだに緊きん張ちようが走はしった。微かすかな月明かりに浮うかび上がる、長い髪と、肉感的な身体のライン──明らかに美雪ではない。


「そこにいるのは……誰!?」


　奇き妙みような問いかけだった。自分から慶一郎の部屋に入ってきておいて、誰すい何かするとはどういうことなのか。女の方から鋭するどい殺気が吹ふきつけてくる。同時に飛んできた暗器を、慶一郎は寝ねたまま右手を持ち上げてつかみ止めた。長さ二十センチほどの匕首あいくちだ。握りの部分に青い布が巻かれている。慶一郎はそれを枕の下に押し込んだ。


　女が壁かべのスイッチを叩たたいた。間接照明が点灯し、室内を柔やわらかな光が照らし出す。


「あっ……」


　慶一郎と目を合わせた女──烈飛鈴は、目を見開いて絶句した。慶一郎は両手を頭の後ろに回し、足を組んで、いかにもリラックスした風を装いつつ飛鈴を観察する。飛鈴は身体にぴったりした丈たけの短いナイトドレス姿だった。会うのは学園祭以来だが、少し瘦やせたように見える。


　女が飛鈴であることは第一声で分かっていた。何より広東カントン語ごだったからだ。


　慶一郎は室内に目を走らせた。鬼塚家の自室ではありえない。どこをどう見ても高級ホテルのスイートルームだ。慶一郎が横になっている寝床も、二メートルの巨きよ漢かんが手足を伸のばしてもはみ出さない特大サイズのベッドだった。


「いつの間に……どうやってここへ来たの？　ほんの一時間前まで日本にいたはずのあなたが──」


　どうやらここは香港ホンコンらしい。慶一郎はベッドの左半分を手で軽く叩いた。


「ここ、空いてるぞ」


　飛鈴は呆あきれ半分、疑い半分の表情を浮かべつつ、それでも誘さそいに応じて慶一郎の隣となりに来て身体を横たえた。慶一郎は飛鈴の方に身体を向けて肘ひじ枕まくらをする。飛鈴が身に纏まとう甘い匂においに鼻び腔こうをくすぐられ、衝しよう動どう的に抱き締めたくなったが、それをようやく堪こらえて見るだけにする。化け粧しようをしていないと意外に幼く見える愛らしい顔。首筋から胸むな元もとへ、豊かな双そう丘きゆうを経へて、引き締まったウエストから太ふと腿ももへと至る曲線は喩たとえようもなく美しい。


（──綺き麗れいだ）


　あらためてそう思う。


「もしかして──分かったわ。さては玲凰レイフアンの仕し業わざね？」


「いや……これはたぶん夢だ」


　慶一郎は現状を分ぶん析せきした結果導き出された結論を口にした。


「俺はついさっきまで確かに日本の東京にいたが、ほんの少しウトウトして……目が覚めたらここにいた」


「私はまだ眠っていないはずだけど……夢の中じゃアテにならないわね。私とあなた、どっちの夢だと思う？」


「君のだろ。香港だからな」


「……この部屋に見覚えはない？」


　そう言われてすぐにピンときた。ここは慶一郎と飛鈴が夫婦の契ちぎりを交かわすために用意された部屋だ。七年前とは内装や調度品に多少の違ちがいはあるが、間取りもベッドの位置も同じだった。


「この部屋を取ったのは……自分の気持ちに整理をつけるため」


　飛鈴は天てん井じようを見上げながら告白した。


「大門高校ではソルバニアで経験した別の人生を『横世』と名付けたそうね。私は何度もその横世をやり直したわ……あなたとの出会いから、何度も……あなたと共に生きる正しい未来を求めて──でも結局、どの横世も失敗だった。そして私が最後に経験した横世は……あなたと出会わない世界だった」


　美しい横顔が憂うれいに沈んだ。


「それなりに幸せで……平へい穏おんだったわ。その代わり心躍おどる喜びも、胸を裂さかれるような深い悲しみもなかった……ただ、退たい屈くつを持て余していただけ。ある日突とつ然ぜん、素敵な何かが始まって、退屈な日常から解き放ってくれやしないかと夢想する……そんな日々よ」


　それが良いとも悪いとも慶一郎には言えない。自分と出会いさえしなければ飛鈴の人生は平穏無事だった──その事実があるだけだ。だが、それが何だというのか。横世を経験した者は皆その意味に悩なやまされる。飛鈴が大門高校を去り、今日まで一度も連れん絡らくを寄よ越こさなかったのは、その答えが出せなかったからだ。


　飛鈴は潤うるんだ瞳ひとみを慶一郎に向けた。


「でも……今になって分かったことがあるわ。傷付いても、悩まされても……あなたの傍そばにいたい。私はあなただけの花はな嫁よめだから──」


　慶一郎の胸は熱いもので満たされた。ときめきが指先まで走る。まるで高圧の電源を接続されたような気分だ。


「……キスをしてくれ」


　慶一郎は仰向けになって目を閉じた。熱く柔らかな身体が重なる。飛鈴は額に、目蓋に、鼻先に、頰ほおに──慶一郎の顔形を確かめるように唇を押し当てる。吐と息いきが肌はだをくすぐる。


　唇に触ふれる直前に、飛鈴は顔を離した。どうしたのかと目を開くと、飛鈴は羞はじらうように微笑ほほえんでいる。


「今日、分かったことがもうひとつあるの」


「なんだい？」


「たぶん二か月だと思う」


　慶一郎はそれが何かの謎なぞかけかと思ったが、すぐにその意味を理解し、甘い気分が一気に吹き飛んだ。


「本当……なのか？」


「ええ。まだ診しん察さつは受けていないけど」


　慶一郎は起き上がり、飛鈴を抱き締めた。


「……痛いわ」


「すまん」


　腕うでを弛ゆるめると、恥はずかしがる飛鈴の下腹部に手を触れた。


「慌あわてないで。まだ大きくなってないわ」


「まさか……俺に黙だまってるつもりだったのか？」


「確信が持てるまでは言えないでしょ？　それに不安もあったし……だって、あなたって命中率が凄すごすぎるもの」


「それは……いや、確かに……」


　美咲が身み籠ごもったのはただ一度の過あやまちのためだった。飛鈴の場合は過ちではないが一夜の契りという点では同じだ。飛鈴は詮せん索さくするような目を向けた。


「だから思ったの。もしかしたら……美雪ちゃんの兄弟は、もうすでに世界中のあちこちにいるのかも知れないって」


「むう……」


　慶一郎は返答に詰つまった。あながち否定できない話である。身に覚えがありすぎる。


「地球をもう一周して確かめるしかないな。一いつ緒しよに来てくれるか？」


「そんな新婚旅行ハネムーンってあり？」


「独りで行かせたいのか？」


　飛鈴は形のいい眉まゆを吊つり上げた。頰を膨ふくらませるが目は怒おこっていない。


「……まさか。そんなの許さない」


「じゃあ決まりだ」


　指切りの代わりに唇くちびるを重ねる。新しい命の宿る身体を両りよう腕うでに抱だきすくめる──





　次に目覚めると、朝になっていた。


　慶一郎は自分が掛かけ布ぶ団とんを力いっぱい抱き締しめていることに気付き、酷ひどいペテンに引っかかったような気分になった。いったいどこからが夢でどこまでが現実なのか──疲ひ労ろうを覚えて大の字になると、後頭部に硬かたい物が当たった。手を回して拾い上げる。


「…………」


　どう判断したものか分からず、慶一郎はしばし茫ぼう然ぜんとなった。


　それは、青い布の付いた匕首だった。
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「──真ま琴こと様、どちらに？」


　佐さ倉くら百もも枝えの声が屋や敷しきの奥おくから聞こえたが、京きよう極ごく真琴はそれには応こたえず歩を進めた。


　真まな鶴づるにある京極宗家の庭である。


　真琴は瓢ひよう簞たん池いけを跨またぐ石橋の半ばで立ち止まり、微かな椿つばきの花の香かおりを感じながら冬の空を見上げた。ガラスのように澄すんだ瞳に雲が流れる。光を失って久しいが、〈神威カムイの拳けん〉の修しゆ行ぎようにより鋭えい敏びんになった真琴の感覚は視力を補って余りある。


　目覚めた時から胸むな騒さわぎがしていた。理由は分からない。午後になって、何かが起きるという予感に駆かり立たてられるようにしてここに来たのだ。初めての感覚だった。


　不意に大気が震えた。急激に気圧が下がり、耳鳴りがする。真琴の肌が粟あわ立だった。落らく雷らいの前兆に似ているが、それとは少し違っている。すると竜たつ巻まきだろうか。


　短い雷らい鳴めいが轟とどろいたかと思うと、気圧が元に戻もどった。


　バシャア！


　何かが瓢簞池に落ちて派手な水音を立てた。泥どろ混じりの飛沫しぶきが真琴の着物の裾すそに飛ぶ。


　池に落ちた物体はおよそ人間に等しい質量を持っていた。しかし水みず際ぎわから落ちたのではない。空から降ってきたのだ。真琴は白い杖つえを胸むな元もとに引きつけた。いつでも仕し込こみ杖づえを抜ばつ刀とうできる用意をしつつ、耳をそばだてる。


「うへえ……恰かつ好こう付かねえな、こいつは」


　ペッペと泥水を吐はき出す音に続いて、男のぼやく声が聞こえてきた。


「着地をしくじってケツと足がずっぽり泥に埋うまっちまった。手を貸してくれるかい？」


　真琴は身を屈かがめ、杖の石いし突づきを男の方に突つき出だした。男が杖をつかむ。泥の堆たい積せきした瓢簞池に尻しり餅もちをついている男を立ち上がれるように引っ張ってやればいい。


　しかし──男が杖を引いたとたん、真琴はその力に逆らわず自分から池に飛び込んだ。再び泥水の跳はねる音が辺りに響ひびく。


「お、おい……バカか！　何してやがる!?　着物が汚よごれて……」


　その文句には耳を貸さず、真琴は男の胸に飛び込んだ。


「お帰りなさいませ。旦だん那な様」


「……やれやれ」


　男は溜ため息いきを吐つくと、泥で汚れた手で真琴の身体からだを抱きしめた。


　ほどなく物音に気付いて駆けつけてきた佐倉百枝と柴しば崎ざき勲いさおは、瓢簞池の泥の中で抱き合う真琴と京極幻げん弥やの姿を発見し、口をアングリと開けたまま互たがいに顔を見合わせた。





　その頃ころ──


　真鶴駅前で美み月つきと待ち合わせ、二人して帰宅の途とについた刹せつ羅らの目の前に、雷鳴とともに黒い影かげが現れた。


「に……兄さま!?」


　美月が怯おびえた声を上げて刹羅の腕にしがみつく。刹羅は後ろ手に美月を庇かばいながら、男と相対した。


　ベルトだらけの拘こう束そく衣いを思わせる灰色のツナギを着た、異様な風体の若い男だった。浅黒いが赤味の薄うすい肌、前まえ髪がみの一ひと房ふさだけが色素が抜ぬけたように白い。


「迎むかえに来たぞ──京極刹羅」


　拝おがみ暁あき人とが口を開いた。
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　電話のベルが鳴った。大作は驚おどろいて足を止める。


　バス停から大門高校へ向かう通学路である。辺りを見回した大作は、音源である電話ボックスを見つけると、飛び込んで受話器を取った。


「右う京きようさん！　ちょっと聞いてもらえますか!?」


　受話器の向こうの相手の声を聞くより先に、勢い込んでまくし立てる。


「〈リーディング〉っていう超ちよう能のう力りよくがありますよね？　宇宙の歴史がすべて記された〈アカシックレコード〉を読む能力だと言われてます。魔ま王おうベルンハルトの持っている〈冥王の書アザナトウース〉って、その〈アカシックレコード〉を人類が利用できるようにした物なんじゃないかと思うんです。そして右京さんの〈星詠よみ〉って、本当は〈冥王の書〉を読むことが出来る能力──違いますか？」


　大作の仮説は、学園祭の後でずっと考えていたことをまとめたものだった。右京は間かん髪はつ入れずに即そく答とうする。


『訳の分からんものを説明するために訳の分からん概がい念ねんを引用したところで訳が分かるとでも思うのか？』


「……分からないと思います」


『じゃあ逆に訊きくが、この世界がソルバニアの中と外のどちらにあると思う？』


「────!?」


　大作は足元がグラリと揺ゆらいだように錯さつ覚かくした。


「ど……どっちなんですか？」


『生意気な奴やつには教えてやらねー』


「そんなあ～」


『じゃあ耳かっぽじってよーく聞けよ……』


　大作は受話器を耳に押しつけ、空いている方の耳を手で押さえた。


「えっ──それ、本当ですか!?」


　その目が驚きに見開かれる。宇宙の真理を教えられたからではない。右京の話はいつものように最も身近で、なおかつ切実な問題に関かかわる情報だったからだ。
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　十二月二十一日──朝五時。


　慶一郎が目覚めた時、窓の外はまだ暗くら闇やみだった。日の出にはまだ二時間近くある。


　外出着のまま寝ね床どこに就いていた慶一郎は、布ふ団とんを畳たたみ、ハンガーに掛けてあるフライトジャケットに袖そでを通した。着き替がえの入ったズダ袋ぶくろを担ぎ、昨夜のうちに掃そう除じを済ませておいた部屋を眺ながめる。教科書や学校関係の書類を除けば、慶一郎の私物と呼べるようなものはほとんど残っていない。もともと身体ひとつで生きてきた男である。ここに来た時の荷物もズダ袋ひとつだったが、出発する時もやはり同じだった。本当に大切なものは胸の裡うちに仕し舞まってある。


　足音を立てないように階段を降り、ブーツを履はくと、静かに玄げん関かんを開けて外に出る。息が白い。昼間はまだ温かいが、夜明け前のこの時間は冷えた空気に身が引き締まる。


　美雪の部屋の窓を一いち瞥べつする。この家の住人は早起きだが、美雪が起きてくるのは六時頃ごろだ。今頃はまだ三匹びきの猫ねこと一緒に夢の中だろう。


　今日出発することは鉄斎の他ほかには藤とう堂どう校長にしか話していない。美雪にも話しておくべきかとも思ったが、迷った末に黙だまって行くことにした。夜中に忍しのんで来ることはなくなったとはいえ、今この時期に動どう揺ようさせたくはなかった。否いな──それは言い訳で、行き先を知れば反対されるかもしれないと思ったからだ。終業式は昨日だった。一緒に連れていけとせがまれたら説得できる自信がない。


　慶一郎は頭を振ふると、飛天神社に向かった。ここに祀まつられているのは戦いくさの神だが、旅の安全を祈き願がんしておいて損はない。境けい内だいに出た慶一郎は、そこで立ち止まった。境内を照らしている灯とう籠ろうの明かりに浮うかび上がる人ひと影かげを見たからだ。それは白と朱しゆの巫み女こ衣装に身を包んだ少女だった。


「美雪……」


　少女は背を向けたままだ。慶一郎は苦く笑しようして歩み寄った。


「バレてたんだな。黙って行こうとしたのは……悪かった」


　返事がない。本格的に怒っているのか──慶一郎は真後ろに立ち、美雪の肩かたに手を置いた。


　クシャリ。


　まったく予想外の異様に軽い感かん触しよくに、慶一郎は驚いてたたらを踏ふんだ。直後、頭が羽毛のように柔やわらかく温かい感触に包まれる。


「わーい！　引っ掛かった！」


　灯籠の陰かげに隠かくれていたらしい本物の美雪が飛び付いてきた。長いマフラーを慶一郎の首に引っ掛け、その端はしを自分の頰ほおに当てて身体をすり寄せる。巫女姿の美雪だと思い込んでいた人影は紙の人形だった。


「一本取られたな」


「飛天流の師し範はん代だいを討ち取っちゃった」


　コロコロと笑っていた美雪は、慶一郎の胸に顔を埋めたまま急に黙り込んだ。慶一郎は自分の首に巻かれたマフラーを見た。紅白の毛糸で編まれたマフラーは手編みで、端には『Ｋ１Ｒ』の文字が並んでいる。どうやら『慶一郎』の省略形らしい。


「これ、いつから編んでたんだ？」


「本当はもっと長くしたかったんだけど……時間がなくてこれが精せい一いつ杯ぱい」


　二人が同時に首に巻ける長さが目標だったらしい。目もく論ろみ通りに完成していたら一人で巻くには持て余す長さになっていただろう。


「ありがとう。十分だよ」


　慶一郎は美雪の頭を撫なでた。


「……実はこれから、美雪の弟か妹に会いに行くんだ。生まれるのはまだ先だけど、母親の傍そばには父親が必要だ。一いつ緒しよに行きたいだろうけど、今回は留守番を頼たのむ」


　美雪はコクリと頷うなずく。慶一郎は跪ひざまずいて、美雪と目を合わせた。


「前に約束したよな。『お前を悲しませるすべてのことから守る』って──」


「今度は私が守ってあげる」


　慶一郎は意表を突かれて声を呑のむ。美雪は目を潤うるませながら微笑ほほえんだ。


「だって私……もう、強いから」


「そうか……そうだな。美雪お姉さんがいれば百人力だ」


　それが自分を安心させるための強がりだとしても、慶一郎は嬉うれしかった。愛しさがこみ上げ、美雪を抱だき上げる。美雪は慶一郎の太い首に腕うでを回すと、頰を寄せた。


　ほんの一いつ瞬しゆん──唇くちびるが触ふれ合う。


「あ、こら──」


「慶一郎さんに……キスしちゃった」


　美雪はペロッと舌を出して、とびきりの笑顔を見せた。





　　　　☆





　飛天神社の石段を下り、鳥居をくぐったところで慶一郎は思わず足を止めた。


『順路[image: ]』


　正面の塀へいに、取り付けられたばかりらしい看板がある。葬そう式しきか告別式の案内ならそれ相応の但ただし書がきがあるはずだが、それがないうえ、夜光塗と料りようで書かれているため光っている。何の表示だと訝いぶかしみつつ、行き先が同じなので矢印の方に道を下った。


　百メートルほど進んだところで、二人の少年が行く手を塞ふさぐように道の真ん中に立ちはだかっていた。九く条じよう鳴海と泉いずみ谷や万かず騎きである。


「おはようございます」


　万騎が深々と一礼する。鳴海も軽く頭を下げた。


「何をやっている？」


「こちらの鳴海が、師範代に一手ご指南を賜たまわりたいそうです。死なない程度に相手してやってください」


「よろしくお願いします！」


　鳴海はジャージの上着を脱ぬぎ捨すてた。Ｔシャツ一枚の上半身から湯気が立ちのぼる。急に思いついたわけではなく、十分に身体からだを動かして温めていたようだ。慶一郎はズダ袋を地面に置いた。


　鳴海は左半身を前に出し、拳こぶしと足で身体の中心線を隠す基本的な構えを見せた。神武館流骨法の基本の構えでもあるが、手の形は掌しようではなく拳けんだ。鳴海は飛天流入門以前から別の武術を習っていた節がある。慶一郎は八はつ極きよく拳けん等の中国拳けん法ぽうの流れを組む拳法だとにらんでいた。


「──来い」


　慶一郎は無造作に両りよう腕うでをだらりと下げたままの無形の位で鳴海に相対する。


　互たがいの距きよ離りは四メートルほど。互いに一歩ずつ詰つめれば攻こう撃げきが届く。しかし慶一郎は師範代として先に動くつもりは毛頭なかった。それを察したか、鳴海は覚かく悟ごを決めたようだった。一瞬、鳴海の身体が縮んだように見えた次の刹せつ那な──右拳が眼前に迫せまっていた。引き絞しぼられた弓から矢が放たれるように、四メートルの距離を一足飛びに越こえて拳突を打ってきたのだ。


　慶一郎は右手の甲こうで鳴海の手首に触れ、糸を巻くように螺ら旋せんを描えがいた。


　打だ撃げきの勢いが急激に減げん殺さいされた。接せつ触しよく部分を通して運動エネルギーが吸収され、拡散している。鳴海は一瞬で距離を詰めたが、慶一郎と接触してからの方が遠く感じただろう。拳は遂ついに慶一郎の身体に届くことなく、鳴海の右足が地面に着いた。慶一郎は右手で鳴海の右手首をつかんで引き込むと、身体を上から抱かかえ込んで引っこ抜ぬくように持ち上げ、後方に投げ落とした。鳴海は背中からアスファルトに落ちたが、後頭部を慶一郎が支えたため尻しり餅もちをついただけだった。


「相手が悪かったな」


　鳴海は自分の身に起きたことがにわかには理解できないらしく、地面に座り込んだまま呆ぼう然ぜんとした顔で慶一郎を見上げた。慶一郎はズダ袋を拾い上げる。


「俺が留守にしている間、道場のことは任せたぞ」


「はっ」


　二人は感服したらしく頭こうべを垂れた。慶一郎は数歩進んだところでふと足を止め、鳴海に言った。


「一応言っておくが、まだ嫁よめにはやらんぞ！」


「……前ぜん途と多難だな」


　万騎にからかわれて、鳴海はバツが悪そうに肩をすくめた。





　順路の表示は行く先々に掲けい示じされていた。万騎と鳴海が待ち構えていた時点で、これがどういうカラクリかは慶一郎にもおおよその見当は付いた。順路に従って進むと、赤あか塚つか公園の一角にさしかかったところで声を掛かけられた。


「やっと来たわね！　こっちよ！」


　街灯の下に手招きしている人影が見える。ポニーテールが揺ゆれているのを見てもしやと思ったが、案の定、待ち構えていたのは涼子だった。


「今度はお前か」


「何よその言い草は!?」


　今や慶一郎は担任教師でもあり師範代でもある。二重に師と仰あおいでも良さそうなものだが、慶一郎に対する涼子の態度にはどうにも尊敬の念が感じられない。そんな気分を察するつもりなどさらさらない涼子は、両手を広げてバタバタさせた。


「……空を自由に飛びたいのか？」


「違ちがぁ～う、この公園よ！　この場所に見覚えはない!?」


　言われて辺りを見み渡わたす。見覚えもなにも普ふ段だん出勤する途と中ちゆうにある公園なので見み飽あきるほど見ている。しかしこの公園と涼子の組み合わせといえば、思い出すことはひとつだ。


「御み剣つるぎと初めて会った場所だな」


「その通り！　たったの七か月前の話よ」


「……ずいぶん昔のことに思えるな」


　それは五月の始めのことだ。ソルバニアから地球に帰き還かんした慶一郎は、たまたま居合わせた涼子にその瞬しゆん間かんを目もく撃げきされた。涼子は慶一郎を宇宙人か未来人だと一方的に決めつけると、問答無用とばかりに襲おそいかかってきたのだ。なかなかドラマチックな出会いだったと言えよう。


「あの時のリターンマッチというわけか」


「今さらやんないわよ。だいたい木刀でブッ叩たたいたくらいじゃ効かないでしょ？　やるなら真しん剣けんだけど、千鶴さんの孫を斬きるわけにはいかないし」


「じゃあ何だ？」


　涼子はどこか挙動不ふ審しんな態度を見せると、ベンチに置いてある風ふ呂ろ敷しき包づつみを取り、慶一郎の目の前に突つき出だした。


「朝ご飯、まだ食べてないんでしょ？」


「……は!?」


「召めし上あがれっつってんのよ！」


　涼子は包みを慶一郎の手に押しつけた。サイズからして二段の重箱である。


「これは……何かの罰ばつゲームか？　いや、ゲームじゃなくてただの罰だ。俺はこんな重い罰を受けなきゃならんような罪を犯したのか？」


「ガタガタ言わず食べりゃいいのよ！」


「はあ……」


　慶一郎は深々と溜ため息いきを吐つくと、ベンチに腰こし掛かけて包みを開けた。重箱の一段目は三角御握りが、二段目は和風と洋風が半々のおかずが詰まっている。見た目はそこそこ美う味まそうだが騙だまされてはいけない。


「草くさ[image: ]なぎに食わせてやればいいだろ」


「もう食べさせたわよ」


「あいつじゃ毒見役にならないからな……」


　仕方なく覚悟を決め、割わり箸ばしを割る。仁王立ちの涼子に凝ぎよう視しされながら、慶一郎は黙もく々もくと食べ進んだ。最後に水すい筒とうから熱いお茶を貰もらい、重箱の蓋ふたを閉じる。


「……六十点ってとこか」


「よし！」


　ガッツポーズをとる涼子の両手のほとんどの指に絆ばん創そう膏こうが巻かれている。左手はともかく包丁を持つ右手を怪け我がするような調理法は慶一郎の想像の範はん囲い外がいだが、努力の成果はそれなりに味に反映されていた。


「ちゃんと火が通っていて健康に害がなさそうだからこの点数だが、俺の合格点は八十点以上だからな。こんなレベルで満足するな。草[image: ]が何でも食うからって油断してると、いつか愛想を尽つかされるぞ」


「素直に美お味いしいのひと言が言えないの？　もうちょっと褒ほめたらどうなのよ？」


「貶けなすほど悪くないってだけで十分褒めてるだろ」


　不満げな顔の涼子に重箱を突き返す。三角御握りはやけに固く、おかずは少々脂あぶらっこかったが胃にもたれるほどではない。苦言ならいくらでも言えるがあえて呑み込んだのは慶一郎なりの気き遣づかいだが、涼子には伝わりそうにないのが残念だ。


「じゃあそろそろ行くわよ」


　涼子はついてこいと顎あごをしゃくり歩き始める。涼子の歩みは颯さつ爽そうとして迷いがない。


　もしも静馬と同じように十七歳当時に今の涼子と出会っていたなら、やはりこの後ろ姿に見み蕩とれただろう──そんなとりとめもないことを考えながらついていくと、予想通りと言うべきか大門高校に到とう着ちやくした。涼子に先導されて暗い講堂に入る。スポットライトが点灯し、目ま映ばゆい光が慶一郎に浴びせられた。


『──おお～っと！　伝説の番長がたった今、到着した模様です！　それでは始めるとしましょう!!』


　中なか村むら環たまきのアナウンスが響ひびく。天てん井じようの照明が灯ともり、講堂の中央に設置された八角形のリングが照らし出された。リングの周囲に用意された観客席には全校生徒が集まっていて、慶一郎の姿を確認して歓かん声せいを上げる。昨日の時点では何らアナウンスされていなかったはずだが、この状じよう況きようからして慶一郎以外の全員が知っていたと考えていい。


　リングサイドに大作の姿を認めて声を掛ける。


「神かみ矢や……またお前の仕し業わざか？」


「もちろんですよ。黙だまって行くなんて水くさいこと、僕らが許すと思いますか？」


　慶一郎は苦く笑しようしてズダ袋ぶくろを大作に預けた。ロープを跨またいでリングインする。対戦相手はすでに赤コーナーに陣じん取どっていた。虎とら縞じまのバンダナに真っ赤なＴシャツ、カンフーズボンに素足といつもの恰かつ好こうだ。


「おい南雲！　言うてみい、今日は何月何日や!?」


　待ちかねた様子の静馬がマイクを握にぎり、吼ほえるように言い放つ。


「十二月二十一日だが？」


「そや！　もうすぐクリスマスや。それが過ぎたらすぐに正月やぞ!?」


「それがどうした」


「分かってへんな……お前が香港ホンコンへ行ってもうたら、いったい誰だれがクリスマスケーキやおせち料理を作ると思とんのや!?」


　観客たちが賛同の声を上げる。慶一郎は周囲を見回し、四方を指さしながら答えた。


「俺はお前たちのお抱かかえシェフでもなければ、お母さんでもない！」


「そんなこと言われんでも分かっとるわい！」


　静馬は結局煽あおりたいだけなので言っている内容は支し離り滅めつ裂れつである。


「それにな、お前の魂こん胆たんはとうに知れとるんや！　香港で嫁と合流したら、そのままハネムーンと洒落しやれ込こむつもりやろが！　そんなこと許されると思とんのか～!?」


「誰に許しを乞こう必要もないと思うが」


「天が許してもこのオレが許さん！」


　静馬の意気に、観客も応じて拳を突き上げる。夜明け前だというのによくもまあ盛り上がれるものだと慶一郎は呆あきれつつも感心した。


「オレとお前の戦績はどうなっとる!?　一勝一敗や！　五月にやられた分は十二年前にたっぷりお返ししたったよって結果はイーブンじゃ」


「十二年前の勝負はお互い同じ数だけ殴なぐり合ったはずだが……」


「細かいことグチグチ言うな！　せやから今日、ここでお前に勝って真の決着をつけたるっちゅうとんねん！　ハネムーンにはボコボコの顔で行きさらせ!!」


　静馬はマイクを床ゆかに叩き付けた。前口上は済んだらしい。慶一郎はフライトジャケットとブーツを脱ぬぎ、リングの外に放り投げた。


「いいだろう。草[image: ]……お前への餞せん別べつはその身体からだに叩き込んでやろう」


　慶一郎が挑ちよう発はつに乗って闘とう志しを露あらわにすると、観客の興奮は最高潮に達した。


『さあ、いよいよです！　一九九六年最大最後のＫファイトが始まります！　おっと申もうし遅おくれましたが実じつ況きよう解説はわたしく放送部二年の中村環、解説はこちら、ロートルのくせしやがって年とし甲が斐いもなくサーフィンに凝こり始めたとかほざいてる藤とう堂どう鷹たか王お校長でお送りします！』


『中村君、その紹しよう介かいはもはやただの悪口ではないのかね？』


　どっと笑いが起きる。この掛け合いも今や手慣れたものだ。


『今年最後の対戦の前に、コミッショナーである私からひと言言わせてもらおう』











[image: ]








『長いのは勘かん弁べんですよ？』


『まあ聞いてくれたまえ。私が〈Ｋファイト〉を推進してきたのは、決して暴力を奨しよう励れいするためではない。人間は勝利よりもむしろ敗北から多くの教訓を学ぶものだ。敗北から立ち上がった人間は敗北を知らない人間よりもタフになれる──心も身体もだ。私はそう信じている。おかしな言い方に聞こえるかも知れないが、私は〈Ｋファイト〉を通じてより多くの意義ある敗者が生まれることを楽しみにしている。しかるに……ガピ──ッ！』


『──以上、校長のお言葉でした！　それでは参りましょう！』


　焦じれた観客の気分を察した中村が、藤堂の手からマイクを弾はじき飛ばすという非常手段で演説を強制終しゆう了りようさせた。


　慶一郎は正面に突き出した自分の拳こぶしを見つめる。


　この拳はかつて、己おのれの敵を叩き伏ふせるためにだけ振ふるわれていた。闘たたかうことには敵を排はい除じよするという以上の意味はなかった。


　だが今は少し違ちがう。この拳は血の熱さを、魂たましいを伝えることができる──それを教えてくれたのは目の前の男だ。ならば、その感謝の気持ちはやはり拳に込めるのが筋というものだろう。


　静馬はリズムに乗って跳はねながら、発達した犬歯を剝むいて獰どう猛もうな笑みを浮うかべた。


　赤コーナーのセコンドについているのは涼子だ。背後の青コーナーには大作がいて、決定的瞬間を逃のがすまいとカメラを構えている。


『さらば一九九六年！　Ｋファイト最終戦、レディ～……』


　観客全員が声を合わせて叫さけぶ。


『Ｇｏｏｏｏｏ────!!』


　この年最後のＫファイトのゴングが高らかに鳴り響いた──


















　EX TRACK　1999 SECRET OBJECT







〈七月七日──晴れ〉





　七夕の星祭り。


　普ふ段だんは星空に特別な興味を持たない人々でさえ、彦ひこ星ぼしと織おり姫ひめ星ぼしを探して夜空を見上げる日だ。


　だが人々を驚おどろかせたのは、予告もなく夜空を覆おおった大量の流星だった。


　私も雛ひな乃のに教えられて夜空を見上げた。


　まるで天球の星がすべて落ちてしまうのではないかと思えるほどの数の流星。


　あまりの美しさに、私も娘むすめもしばし声もなかったほどだ。


　しかし、その後に報じられたニュースはどれも不可解だった。


　世界各地のどの天文台でさえ出現を予知し得なかった謎なぞの流星雨──？


　あれはどこから来たのだろうか。


　私が思い至ったのは、ひとつの可能性だ。


　あの流星雨の正体。


　あれはおそらく三年前に予告されていた──





　憩いこいのひとときである昼休みの喧けん騒そうは、校内放送によって破られた。


『──ハ～イ！　やあみんな！　一週間のご無ぶ沙さ汰ただけど、寂さびしくなかったかい？　ミキミキミッキーことＤＪミッキー・神み酒き原はら幹みき生おだよ～!!』


　名調子と呼ぶには少々軽けい薄はくすぎる男子放送部員によるアナウンス。しかし、それを耳にした生徒たちは一様に浮き足立ち、あたりをキョロキョロと見回しはじめる。


『昨夜の天体ショーは凄すごかったねえ～、まさか見み逃のがしたなんて、そんなオマヌケさんはいないよね？　ＤＪミッキーの登場ってことはもうお分かりだね？　そう──〈Ｊコート〉の開かい廷ていだ～～!!』


「ひいいいいっ！」


〈Ｊコート〉──その名を耳にしたほとんどの生徒が戦せん慄りつの悲鳴を上げた。神酒原の軽快なＤＪ口調が一転してホラー風味を帯びる。


『今回で五回目の開廷となる〈Ｊコート〉だけど、みんなもう知ってるよね～？　校内の諍いさかいを当人同士の殴り合いで解決する〈Ｋファイト〉に対し、公正なる裁判によって白黒はっきりさせようというのがこの〈Ｊコート〉だ。判決を下すのは無む作さく為いに選ばれた六人の陪ばい審しん員いん！　訴そ状じようを取り上げ、被ひ告こくを法ほう廷ていに引きずり出すのは──ご存じ学園検事・泉いずみ谷や万かず騎きだ～！』


　校内の各所にあるモニターに、見えているかどうかもよく分からない糸目の男子の顔写真が表示される。一見して大仏を思わせる柔にゆう和わな印象だが、すでにその手しゆ腕わんは校内に知しれ渡わたっている。記念すべき第一回のＪコートで万騎が法廷に呼び出したのが自分のクラスの担任教師であり、審しん議ぎされた案件は校内で収まる揉もめ事ごとではなくもはや犯罪のレベルだった。万騎は物証と証言を揃そろえ、悪徳教師の犯罪を見事に立証してみせたのである。


　しかしそれで一いち躍やくヒーローに、とはならないのが万騎だった。その後のＪコートでも勝利し続けるも、言こと葉ば巧たくみに証言を引き出す狡こう猾かつさ、プライバシー侵しん害がいをものともしない犯罪スレスレの方法による証しよう拠こ集め、被告を徹てつ底てい的てきに追い込んでいく悪あく辣らつなまでの容よう赦しやのなさ──まさに鬼おに検事と呼ぶに相応ふさわしい活かつ躍やくが知られるにつれ、いつしか生徒ばかりか教師からも恐おそれられる存在になっていった。


『〈Ｊコート〉のＪが何の頭文字か知ってるかい？　審判ジヤツジメント、もしくは正義ジヤステイスのＪだね。え？　本当は皆殺しジエノサイドじゃないかって？　残念、それだと頭文字はＧになっちゃうんだよね～！　それに有罪判決を受けたとしてもまだ逆転の可能性は残されている！　〈Ｋファイト〉で検事に勝利できれば、判決を覆くつがえし晴れて無罪放ほう免めんだ！　もっとも過去にこの〈鉄てつ面めん菩ぼ薩さつ〉こと泉谷万騎から無罪を勝ち取った例はひとつもないけどね～！　んん～、やっぱりＪじゃなくてＧジエノサイドコートが正式名めい称しようなのかな～？』


　神酒原の前口上の長さに生徒たちの苛いら立だちが募つのる。


『ＯＫ、そろそろ法廷の準備が整ったみたいだぜ！　それじゃ行ってみよう！　ヒア・ウイ・ゴー！』





　　　　☆





「──美み雪ゆき！」


　ツーテールに結った金きん髪ぱつを揺ゆらし、息せき切って新校舎の屋上に上がってきた沙さ羅らは、親友の姿を見つけてギョッとなった。


　鬼おに塚づか美雪はコンクリートの床に仰あお向むけに寝ね転ころがっている。ロングストレートの艶つややかな髪かみが汚よごれるのはさすがに嫌いやだったらしく、可愛かわいらしいカエル柄がらのレジャーシートを敷しいた上に寝ているが、それでもおかしな光景であることには違いない。


「今の放送聞いたでしょ？　まーたぞろあの細目がやらかすみたいよ？」


　美雪に近寄ろうとすると、傍かたわらのベンチに腰こし掛かけている男子がサッと片手を上げてストップをかけた。


「何よ？」


「彼女は今、精神を集中している。話しかけない方がいい」


　見ると、美雪の胸のリボンの上で折り紙の人形がゆらゆらと揺れていた。白いやっこさんに赤い袴はかまを着けた巫み女こを思わせる人形は、見えない糸で吊つられているように十センチほど宙に浮いている。


　沙羅はベンチの男子──九く条じよう鳴なる海みに近付き、隣となりに腰掛けた。鳴海は一七八センチだが、雷らい蔵ぞうの遺伝かハーフなのに背が伸のびない沙羅と並ぶと大おお柄がらに見える。


「美雪は何をやってるわけ？」


「さあ」


「さあってこたぁないでしょ!?　彼氏のあんたに分からなくて誰だれに分かるってのよ」


「何度も言うが彼氏じゃない」


「……ホント、あんたってばスットコドッコイだわ」


　沙羅は伝法な口調で言うと、肘ひじで鳴海を小こ突づいた。


「祖じ父いさんが師し匠しようなのはともかく、三年も音おと沙さ汰たない奴やつにいつまで義理立てするつもり？　あんたも今じゃＫファイトチャンプなんだし、誰にも遠えん慮りよするこたあないのよ！」


「姫ひめ川かわが気にするようなことじゃない」


「頭が固すぎんのよ！　世紀末だってのにそのナイト気取りの硬こう派はな感……じ!?」


　鳴海の手が沙羅の口を塞ふさいだ。鳴海の視線は目の前の美雪に注がれている。


　美雪が両手を空に向かって伸ばしていく。杯さかずきを捧ささげ持もつような形になった両手の間には、支えもなく浮うかぶ巫女人形がゆっくりと回転している。やがて人形は頭を下に向けたある角度で静止した。


　目を閉じたままの美雪が、嬉うれしそうに笑みを浮かべる。


「──来たわ」


　沙羅は何が来たのかと問いたかったが、鳴海は手を放そうとしない。柔やわらの術で振ふり解ほどこうにももう一方の手でツボを押さえられている。黙だまってるからと必死でジェスチャーで訴うつたえてようやく解放された。


　ジェット機を思わせる爆ばく音おんが聞こえてきたのは、それから数十秒後だった。


「ん……」


　不意に美雪が眉まゆをひそめた。両手の間に浮かぶ人形が不安定に揺れている。人形は急にくるりと裏返り、足を下にして再び安定した。


　轟とどろいてくる爆音がいきなり数倍に跳はね上がり、耳に刺ささる。直後──沙羅たちの頭上を巨きよ大だいな黒い影かげが横切った。


　高圧の熱風が叩たたき付けてくる。鳴海は沙羅を庇かばって覆い被かぶさった。


　ドズゥン！


　重々しい地じ響ひびきが校舎を揺らし、ガラスの砕くだける音と生徒たちの悲鳴が交差する。


「鬼塚……無事か!?」


　顔を上げた鳴海はレジャーシートの上に寝ていた美雪の姿が消えているのを知り、血相を変えて辺りを見回した。美雪はフェンス際ぎわでグラウンドを見下ろしている。鳴海と沙羅も傍そばに駆かけ寄よった。


　謎の落下物はちょうど大だい門もん高こう校こうのグラウンドに墜つい落らくしたらしい。巻き上げられた土つち煙けむりが立ちこめて視界を遮さえぎっている。


『──緊きん急きゆう放送です！　異常事態発生！　ＤＤＦ隊員はただちに出動！　早急に事態を把は握あくし、対応に当たってください。繰くり返かえします……』


　校内がたちまち騒そう然ぜんとなる。次し第だいに土煙が晴れ、グラウンドの様子が明らかになった。


　黒く焼けただれた奇き妙みような物体がグラウンドの端はしに直径三十メートル余りの大穴を開けていた。周囲に怪け我が人にん等は見当たらない。Ｊコートの開廷の報が流れていたおかげで誰もグラウンドに出ていなかったためだろう。またとない僥ぎよう倖こうと言えた。


　ＤＤＦ──大門高校防衛隊が横一列に隊列を組んで黒い物体に近寄っていく。外敵に対応するために組織されたチームだが、よもやこんな本格的な任務で出動することになるとは思っても見なかったろう。


　穴を覗のぞき込み、降りて調査すべきかどうか隊員たちが相談していると、黒い物体が急に動き出した。二本の腕うでを伸ばして穴の縁ふちに手をかけ、起き上がる。隊員たちは蜘く蛛もの子を散らすように待たい避ひした。


「ウソ……あれってロボット……!?」


「そのようだな。しかもかなり人型に近い」


　墜落による破損が酷ひどいためか、黒いロボットは穴から這はい出たところで両手を地面につき、前まえ屈かがみの姿勢で動きを止めた。ボンッと破は裂れつ音が響ひびき、胸部に相当する部分の外装が吹ふき飛とぶ。その下から耐たい圧あつ構造のカプセルを思わせる球体がせり出し、左右に割れた。


　球体の中から出てきたのは、身体中に無数のケーブルを繫つながれた全身銀色のゴリラ──のように見える何かだった。それは地面に降り立つと、ケーブルを引きずりながら二足歩行で歩き始める。かなり頭が大きく、おそらく身長は三メートル近いだろう。


　沙羅は鳴海のシャツをグイグイ引っ張りながら訊たずねた。


「宇宙人!?　ねえ、あれって宇宙人!?」


「俺に訊きくな」


　対暴徒用の刺さす又またを構えたＤＤＦ隊員たちが〈来訪者〉の行く手を遮る。〈来訪者〉は手で払はらおうとするが、球体内部と繫がったケーブルがピンと張って自由に動かせない。どうするのかと見ていると、〈来訪者〉は力任せに引っ張ってケーブルを引きちぎった。一部のケーブルには高圧電流が流れていたらしく断面から火花が散った。隊員たちは驚おどろいて後ずさる。


〈来訪者〉は再び侵攻を開始した。隊員たちが一いつ斉せいに刺又を突つき出だすと、奇妙なことが起きた。〈来訪者〉の手が触ふれるやいなや、刺又を持っている隊員の方が吹っ飛ばされたのである。


「た、退たい避ひ──ッ！」


　武器を奪うばわれたＤＤＦは一目散に逃にげていく。〈来訪者〉は奪った刺又を惜おしげもなく捨てると、校舎に向かって歩を進める。大門高校側は義勇軍を募り、複数の防衛ラインを敷いて〈来訪者〉の侵攻を阻そ止ししようとしたが、その悉ことごとくが失敗に終わった。


『──ムエタイ同好会、壊かい滅めつ！』


『東洋魔ま術じゆつ研究会の奇き門もん遁とん甲こうの陣じん、破られました！』


『科学部の炭酸ガスレーザー、遠えん距きよ離りからの照射では効果は認められず！』


『落とし穴作戦の進しん捗ちよく状じよう況きよう知らせ……なにぃ！　地面が固すぎるだと!?　バカ者！　死ぬ気で掘ほれ!!』


『ククク……ここは我々キャトル＆ミューティーに任せてもらおう』


『いったいどこの誰だお前ら!?　そもそも着ぐるみでどうにかなる相手か！』


『火か炎えん瓶びんが出来ましたよ』


『貴様、我が校を火の海にするつもりか!?　ええい、こいつを営倉にぶち込んでおけ！』


　聞こえてくる放送からして作戦本部は阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼと化しているらしい。


「仕方ないな……行ってくる。二人ともここを動くなよ」


　鳴海は階段を駆け下り、グラウンドに向かった。途と中ちゆうで万騎と神かん崎ざき唯ゆいに出会い、同行する。


「せっかくのＪコートがパアだ。宇宙人だか何だか知らんが、好きなだけブチのめすことを許可する」


「俺一人にやらせるつもりか」


「安心しろ。きっちり見届けて骨は拾ってやる」


「手伝ってあげればいいのに……」


「Ｋファイトチャンプに助すけ太だ刀ちは失礼というものさ」


　鳴海と万騎は〈来訪者〉の前に出た。唯が作戦本部には通達したためほどなくして攻こう撃げきが止やむ。サバイバルゲーム部のペイント弾だんを浴びた〈来訪者〉は全体的にかなりカラフルになっていた。鳴海と万騎の姿を認めて足を止める。遠目にはゴリラか熊くまに見えたが、近くで見ると頭部はどことなくカエルを思わせる形状だ。


「お前は何者だ？　まずは話を聞こう」


　鳴海が呼びかけると、〈来訪者〉はくるりと背を向けた。肩かた越ごしに親指で背中を指し示す。見ると、人間で言えば肩けん胛こう骨こつに当たる背中の二箇か所しよに、非常用のレバーらしき物が付いている。


「それを引けと言うのか？」


　首が固定されていて頷うなずくことができないためか、〈来訪者〉は身体からだ全体を前後に揺らした。肯こう定ていと解かい釈しやくした鳴海は、万騎に手伝わせて二つのレバーを同時に引く。


　ブシュゥゥゥッ！


　突とつ如じよ噴ふき出したガスに、二人は泡あわを食って飛び退のいた。〈来訪者〉の全身を覆おおっていた外装が次々と剝はがれ落ち、プロテクターと一体化しているヘルメットのロックが外れてせり上がる。最後は自力で引き剝がすようにしてヘルメットを取ると、中からグレーのタイツ姿の人間が姿を現した。身長二メートルを超こえる、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ漢かんである。男は目め出だし帽ぼうを脱ぬぎ捨すて、大きく息を吐はく。


「やあっと脱げたぜ……ったく、死ぬかと思った」


　岩をハンマーで叩いて削けずり出したような、大作りの、いかにも男くさい面つら構がまえの持ち主である。その顔を見た鳴海と万騎は目を見開いたまま声もなかった。


『──久しいな、南な雲ぐも君！　いや……南雲慶けい一いち郎ろう!!』


　藤とう堂どう校長がメガホンを手に現れた。


『君には訊きたいことが山ほどあるのだがね……まずこれを訊いておかねばなるまい。昨夜の流星雨は君の仕し業わざかね!?』


　慶一郎は少し考えて、両りよう腕うでで頭上に大きな丸を作った。


『三年前、新しん婚こん旅行に出た直後に乗った飛行機が不時着し、飛鈴フエイリン君と共に行方ゆくえ不明になったのは……小しよう惑わく星せい迎げい撃げき作戦に参加するためだったのかね!?』


「ええ、そうです」


『君が乗ってきた巨大ロボットはいったい何なのかね!?』


「それは機密事じ項こうなんで言えません」


『〈覚醒者アートマン〉の力を増ぞう幅ふくさせるために人型である必要があったとか……そういう類のことかね？』


「その辺のことはご想像にお任せしますよ」


『なるほど……では最後にひとつだけ言わせてくれたまえ』


　藤堂が言わんとした台詞せりふは、女子の悲鳴で遮られた。


「ええっ!?　うわっ、ちょっ……美雪！　ダメだってば!!」


　その声に全員が頭上を仰あおいだ。一人の女子生徒が屋上のフェンスを乗のり越こえ、今にも飛び降りようとしている。


「なっ……!?」


　鳴海は全速力で駆け出した。階段で屋上へ向かっても間に合わない。落下地点に先回りして、それから──それからどうする!?


　周囲から悲鳴が上がった。美雪が宙に身を躍おどらせたのだ。直後、背後から突とつ風ぷうが吹きつけてきて、鳴海は前につんのめった。倒たおれながらも空を見上げる。


　鳴海は見た──黄金色に輝かがやく光の奔ほん流りゆうが、落下する美雪の身体を受け止める様を。


　それは神気の龍りゆうだった。


　雲に乗るように神気の龍に運ばれ、美雪は空を滑すべった。


　そして──


「お帰りなさい！」


　慶一郎の胸に飛び込んでいく美雪の笑顔を、鳴海はほろ苦い笑みで見送った。












　召喚教師


　リアルバウトハイスクール　完












　しかし闘いは……


　命ある限り続く!!














　あとがき







　どうも、雑さい賀が礼れい史じです。


　一九九六年にドラゴンマガジン誌上にて初お目見えして以来、足かけ十四年にわたりご愛あい顧こをいただきました『召喚教師リアルバウトハイスクール』シリーズ──


　その正真正銘の最終巻をここにお届け致します。


　今まで辛しん抱ぼう強づよくお付き合いいただいた読者の皆様、本当にありがとうございました。


　シリーズ開始当初にリアル中高生だった方も今や慶一郎と同い年か三十代になっているのかと思うと……実に感かん慨がい深いものです。


　全巻を発刊順に並べてもらえば一いち目もく瞭りよう然ぜんですが、これだけ各巻の厚さがバラバラなシリーズも珍しいでしょう。十八巻と十九巻の差分の頁ページ数しかない巻もあり、よくこれで最後まで書かせてもらえたなと感心するやら呆あきれるやら……これも見捨てずに応援してくださった皆さんの御お陰かげです。薄かった巻の時にガッカリさせた分を挽ばん回かいして余りある超絶的な最終巻をお届けしようと執筆しましたが──ちょっとやりすぎたかも（笑）。





　最終章の『THE OUTER MISSION篇』について少々。


　現実だと信じていた世界が実は電脳空間内で緻ち密みつにシミュレートされた仮か想そう現げん実じつ世せ界かいだった──という仕掛けは映画『マトリックス』で見事に映像化されて以来有名になりましたが、ＳＦの世界ではわりと古くからあるネタらしいので、ソルバニアの設定自体は特別独どく創そう的てきだとは思っていません。現実と幻想の垣かき根ねを取り払ってしまう本作における〈魔法〉もＳＦ的なギミックがベースにありますが、究極的にはファンタジーの領りよう域いきに踏み込んでいくものです。おかげで最高にフリーダムでカオスでクレイジーな話になったと思いますが、途中でいきなりスペースオペラになったり異世界ファンタジーの世界に飛ばされたりで、さぞかし呆れられたことでしょう。それらソルバニアを介してクロスオーバーした別世界について解説を加えておきましょう。





［バスタードレオン］


　ソルバニアの起き源げんである数百年後の未来の世界。〈試作された十三星座の超人類〉の一人〈獅子座の男〉ことレグルスを主役にしたいわゆるスペースオペラ。他の兄弟たちの行方を捜しながら銀河を渡り歩き、人類の外宇宙進出の過程を俯ふ瞰かんしつつ、毎度訳ありの美女に惹ひかれてトラブルに巻き込まれるというお話。元になったのは学生時代に習作として書いていた連作短編で、リアルバウト以前に文庫用に一本書いたものの未発表。





［魔界守護神伝］


　デビュー作である『龍炎使いの牙』の続編にあたる世界。ソルバニア人の侵略を受けている十五万年後の超未来の地球が舞台のヒロイックファンタジーです。ファングと双そう璧へきをなすもう一人の主人公であるパイカルは異世界ファンタジーものを構想した際に最初に創造したキャラクターで「両腕が義手の魔剣士」が当初のコンセプトでした。設定を練り込む内に自分の中のタ○ノコイズムが暴走して鉄の悪魔をビームで砕くサイボーグ騎士に。





　レグルスとパイカルはソルバニアについて説明できる数少ない適てき任にん者しやのため顔見世興行的に登場させました。いずれ彼らの本来の活躍を書く機会があればいいんですが。


　今回は自分の作品とクロスオーバーさせましたが、ソルバニアの設定を拡かく大だい解かい釈しやくすればフィクション・ノンフィクション・メタフィクションを問わずありとあらゆる物語とクロスオーバーは可能です。


　そう──「実はソルバニアで起きている話でした」という設定を加えるだけで『リアルバウト対フル○タ』だろうと『ラノベ界のヒーローを集めて[image: ]１を決める大バトルロイヤル』だろうと書きたい放題に書けるわけです。


　もちろん自分では書きませんよ？　書きませんが──二眼レフのカメラを携えた少年がイエローキャブに乗ってどこかの誰かの作品世界に通りすがったとしても、それに文句をつける立場にはない……とだけ言っておきましょう（ニヤリ）。





　　　　☆





　さて、この『召喚教師リアルバウトハイスクール』という物語は、そもそも誰が何をするまでの話なのか、あえて明めい確かくにしてきませんでした。


　しかしすべてが明らかになった今──やはり、野や暮ぼな解説は不要でしょう。


　何でもありの幕の内弁当的と評された作品ですが、何をメインディッシュとして楽しむかは読み手の自由です。リアルバウトハイスクールがどんな作品だったかは、読者であるあなた自身が評価を下してください。


　そして、もしよければ、ありのままの感想を聞かせていただきたいと思います。


『召喚教師リアルバウトハイスクール』は、とても幸運に恵まれた作品でした。


　紆う余よ曲折はありつつも、最後までこうして書き上げることを許され、物語の天命を全まつとうすることができたのですから。


　こちらの遅ち筆ひつのため厳しいスケジュールの中、毎回素晴らしいイラストを描いてくださったいのうえ空さん。本当にありがとうございました。今回の最終上下巻の表紙は二枚合わせて三十八人（！）ものキャラクターが集合した超大作ですね！　最高です！


　歴代担当者様、出版に携たずさわった方々、そしてこの作品を応援してくださったすべての方々に──心からの感謝を。


　ありがとうございました。


　それではまた、新しい物語でお会いしましょう。













　　　平成二十二年五月二十八日




雑賀　礼史
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